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45 『魯班経』訳注Ⅰ

は
じ
め
に

『
魯ろ

班は
ん

経け
い

』
は
、
主
に
民
居
の
建
物
や
内
部
の
造
作
、
外
構
や
庭
の
工
事
な
ど

に
携
わ
る
技
術
者
、
工
匠
の
た
め
の
指
南
書
で
あ
る
。
工
匠
と
は
建
築
や
造
作
関

連
に
携
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
者
を
い
う
。
た
と
え
ば
、木
匠（
大
工
）、石
匠（
石

工
）、
泥
水
匠
（
左
官
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
書
の
特
徴
は
、
民
居
の
造
作
に
関
す
る
技
術
指
南
に
加
え
、
棟
上
げ
の
儀

式
の
注
意
事
項
、
さ
ま
ざ
ま
な
造
営
の
た
め
の
吉
日
選
び
な
ど
の
方
法
や
禁
忌
、

あ
る
い
は
風
水
に
も
と
づ
い
た
民
居
の
門
や
塀
の
建
て
か
た
、
周
辺
環
境
の
吉
凶
、

あ
る
い
は
民
居
の
災
厄
を
除
く
さ
ま
ざ
ま
な
飾
り
物
に
つ
い
て
、
幅
広
く
記
述
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
古
来
、
建
築
の
部
材
な
ど
の
寸
法
の
計
測
は
吉
凶
が
記

さ
れ
た
曲
尺
、
魯
班
尺
が
用
い
ら
れ
た
が
、
建
築
に
用
い
る
部
材
の
寸
法
に
お
け

る
陰
陽
五
行
に
も
と
づ
く
吉
凶
な
ど
に
つ
い
て
も
、
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
。
建

築
に
携
わ
る
工
匠
が
、
様
々
な
工
程
で
趨
吉
避
凶(

凶
を
避
け
て
吉
に
赴
く)

の

観
念
を
重
視
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『
魯
班
経
』
の
呼
称
は
、
春
秋
時
代
の
魯
国
の
名
匠
、
魯
班
に
由
来
す
る
。
姓

は
公こ
う

輸し
ゆ

、
名
は
盤ば

ん

。
建
築
に
関
す
る
種
々
の
道
具
を
作
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、

曲か
ね

尺じ
や
くも
そ
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
。
戦
国
時
代
の
『
墨
子
』
公こ

う
し
ゆ
へ
ん

輸
篇
に
は
、
公
輸
盤

が
楚
国
に
お
い
て
「
雲う
ん

梯て
い

」
を
製
造
し
、
こ
れ
を
用
い
て
宋
国
を
攻
め
よ
う
と
し

た
が
、
そ
れ
を
墨
子
が
諌
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
魯
班
経
』
は
魯
班
に
仮
託
さ
れ
た
書
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
成
立
し
た
の
は

明
の
萬
暦
年
間
で
あ
る
。
書
に
は
、
北
京
提
督
工
部
、
御ご

匠し
よ
う

司し

の
司し

正し
よ
うで
あ
る

午ご

榮え
い

が
編
彙
、
局

き
よ
く

匠し
よ
う

所し
よ

の
把は

總そ
う

で
あ
る
章

し
ょ
う

嚴げ
ん

が
編
輯
、
南な

ん

京き
ん

逓て
い

匠し
よ
う

司し

の
司し

承し
よ
うで

あ
る
周
し
ゆ
う

言げ
ん

が
校
正
を
担
当
し
た
と
あ
る
。
こ
の
書
は
そ
れ
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
版

本
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
民
居
の
造
作
に
関
わ
る
工
匠
ら
の
な
か
で

広
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
に
も
舶
載
さ
れ
、
何
種
類
か
の
刊
本
が

現
存
し
て
い
る
。

『
魯
班
経
』
の
正
式
書
名
は
、新し
ん

鐫せ
ん

京け
い

板は
ん

『
工こ

う

師し

雕ち
よ
う

斲た
く

正せ
い

式し
き

魯ろ

班は
ん

經け
い

匠し
よ
う

家か

鏡き
よ
う』、

ま
た
は
『
工こ
う

師し

雕ち
よ
う

斲た
く

正せ
い

式し
き

魯ろ

班は
ん

木も
く

經け
い

匠し
よ
う

家か

鏡き
よ
う

』
と
い
う
。
最
も
古
い
明
の
萬
暦

年
間
の
版
本
『
魯
班
経
』
は
四
冊
本
の
一
本
と
し
て
構
成
さ
れ
、
新
刻
『
石
函
平
沙

『
魯
班
経
』
訳
注
Ⅰ

水　

野　

杏　

紀

平　

木　

康　

平
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玉
尺
經
全
書
眞
機
』六
巻
な
ど
が
収
載
さ
れ
、北
京
の
故
宮
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

萬
暦
年
間
の
版
本
は
、
日
本
の
尊
経
閣
文
庫
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
子
部
、
宋
元
明

清
百
家
類
一
三
、術
数
之
属
、新
鐫
京
板
『
工
師
雕
斲
正
式
魯
班
經
匠
家
鏡
』
三
巻
）。

本
稿
は
、こ
の
『
魯
班
経
』
の
訳
注
で
あ
る
。
底
本
と
し
て
は
、新
鐫
京
板
『
工

師
雕
斲
正
式
魯
班
木
經
匠
家
鏡
』（
二
冊
三
巻
、一
～
三
巻
の
版
心
は『
魯
班
經
』、

三
巻
末
に
別
に
『
秘
訣
仙
機
』
と
あ
り
、
刊
行
年
の
記
載
な
し
、
線
装
本
、
東

京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
、
資
料
名
：
『
魯
班
木
經
匠
家
鏡
』、
請
求
記
号
：

特
七
三
四
三
）
を
用
い
た
。
刊
行
年
は
不
明
で
あ
る
が
、先
の
萬
暦
版
本
で
は
「
瓦

将
軍
」
の
記
述
に
「
大
明
國
」
と
あ
る
が
、
こ
の
書
で
は
「
大
清
國
」
と
書
き

換
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
清
代
の
版
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
版
本
は
一
部
不
鮮
明
な
点
も
あ
り
、『
絵
圖
魯
班
経
』（
影
印
本
、
刊
行

年
不
明
、
台
湾
、
竹
林
印
書
局
版
、
一
冊
四
巻
）
と
校
勘
し
た
。
こ
れ
は
底
本

と
ほ
ぼ
同
じ
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
の
萬
暦
版
本
（
故
宮
珍
本
叢
刊
・

新
鐫
京
版
『
工
師
雕
斲
正
式
魯
班
經
匠
家
鏡
』
海
南
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）

も
参
勘
し
た
。
た
だ
し
、
底
本
と
萬
暦
版
本
で
は
、
相
宅
の
図
な
ど
記
載
に
異
な

る
点
が
多
々
み
ら
れ
る
た
め
、
不
明
な
点
な
ど
を
確
認
す
る
だ
け
に
留
め
た
。

『
魯
班
経
』
の
版
本
と
し
て
は
、
他
に
も
『
絵
圖
魯
班
經
』
四
冊
四
巻
（
表
紙

に
丙
寅
年
清
秋
月
編
繪
、
線
装
本
）、
清
刊
本
の
『
工
師
雕
斲
正
式
魯
班
木
經

匠
家
鏡
』（『
北
京
圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
四
十
七
所
収
、書
目
文
献
出
版
社
、

た
だ
し
後
半
部
が
欠
落
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
の
も
の
と
推
定
さ

れ
る
写
本
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
も
あ
り
、
こ
の
書
が
日
本
に
お
い
て
も
、

広
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

今
回
の
訳
注
は
、
巻
之
一
、
冒
頭
の
「
魯
班
仙
師
源
流
」、
つ
い
で
書
の
最
後

に
記
載
さ
れ
た
「
靈れ
い

驅く

解か
い

法ほ
う

洞ど
う

明め
い

進し
ん

言げ
ん

秘ひ

書し
よ

」（『
秘
訣
仙
機
』︿
版
心
﹀
所
収
、

底
本
の
巻
之
三
の
後
半
部
は
、
萬
暦
版
本
に
お
い
て
は
、
四
冊
本
の
一
本
、『
靈

驅
解
法
洞
明
眞
言
秘
書
』
に
収
載
）
の
記
載
か
ら
最
後
ま
で
、
そ
し
て
巻
之
二

に
記
載
さ
れ
た
「
相
宅
図
」（
本
書
に
は
こ
の
題
名
は
な
い
）
と
解
説
を
対
象
と

し
た
。
た
だ
し
、
紙
数
の
関
係
で
、
四
十
五
ま
で
に
と
ど
め
た
。
ま
た
、
今
回
訳

注
し
た
部
分
の
多
く
は
図
と
解
説
で
構
成
さ
れ
る
た
め
、
便
宜
上
、
そ
れ
ら
に
番

号
と
タ
イ
ト
ル
を
附
記
し
た
。
な
お
、
本
稿
で
掲
載
し
た
図
版
は
、
底
本
と
し
た

都
立
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
が
、「
相
宅
図
」
の
十
五
、十
七
、三
五
、三
六
番
の

図
は
欠
損
部
が
多
い
た
め
、『
絵
図
魯
班
經
』
丙
寅
年
版
、
線
装
本
の
図
（
水
野

所
蔵
）
を
用
い
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
水
野
杏
紀
・
平
木
康
平
は
、
明
代
の
日
用
類
書
や
風
水
書
の

訳
注
（『
営
造
宅
経
』
Ⅰ
～
Ⅲ
、『
陽
宅
十
書
』
Ⅰ
～
Ⅲ
（『
人
文
学
論
集
』
第

二
十
六
～
三
十
一
集
、
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会
、
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
三
年

所
収
）
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
今
回
訳
注
す
る
『
魯
班
経
』
と
多
く
の
共

通
性
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
居
宅
に
ま
つ
わ
る
禁
忌
、
建
築
に
関
す
る
吉
日

選
び
、
風
水
に
よ
る
居
宅
の
環
境
の
吉
凶
判
断
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
工
匠

た
ち
の
あ
い
だ
に
お
い
て
も
、
重
視
さ
れ
る
事
項
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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一
．
魯
班
仙
師
源
流
（『
魯
班
經
』
巻
之
一
所
収
）

（
原
文
）
師
諱
班
、
姓
公
輸
、
字
依
智
、
魯
之
賢
勝
路
東
平
村
人
也
。
其
父

諱
賢
、
母
呉
氏
。
師
生
於
魯
定
公
三
年
甲
戌
、
五
月
初
七
日
午
時
。
是
日
、
白

鶴
群
集
、
異
香
滿
室
、
經
月
弗
散
。
人
咸
奇
之
。
甫
七
歳
嬉
戯
不
學
。
父
母

深
以
為
憂
。
迨
十
五
歳
、
忽
幡
然
、
從
遊
子
夏
之
門
人
、
端
木
起
。
不
數
月
、

遂
妙
理
融
通
、
度
越
時
流
。
憤
諸
侯
僭
稱
王
號
、
因
遊
説
列
國
。
志
在
尊
周
、

而
計
不
行
。
廼
歸
而
隠
於
泰
山
之
南
、
小
和
山
焉
。
晦
迹
幾
載
十
三
年
、
偶

出
而
遇
鮑
老
輩
。
促
騰
讌
譚
、
竟
受
業
其
門
。
注
意
雕
鏤
・
刻
畫
、
欲
令
中

華
文
物
煥
爾
一
新
。
故
嘗
語
人
曰
、
不
規
而
圓
、
不
矩
而
方
、
此
乾
坤
自
然
之

象
也
。
規
以
為
圓
、
矩
以
為
方
、
實
人
官
兩
象
之
能
也
。
矧
吾
之
明
、
雖
足

以
盡
制
作
之
神
、
亦
安
得
必
天
下
萬
世
咸
能
師
心
而
如
吾
明
耶
。
明
不
如
吾
、

則
吾
之
明
窮
而
吾
之
技
亦
窮
矣
。
爰
是
既
竭
目
力
、
復
継
之
以
規
矩
・
準
縄
。

俾
公
私
欲
經
營
宮
室
、
駕
造
舟
・
車
・
輿
、
置
設
器
皿
、
以
前
民
用
者
、
要
不

超
吾
一
成
之
法
、
已
試
之
方
矣
。
然
則
師
之
縁
物
盡
制
、
縁
制
盡
神
者
。
顧

不
良
且
鉅
哉
。
而
其
淑
配
雲
氏
、
又
天
授
一
段
神
巧
、
所
制
器
物
固
難
枚
舉
。

第
較
之
於
師
、殆
有
佳
處
。
内
外
賛
襄
用
、能
享
大
名
、而
垂
不
朽
耳
。
裔
（
于
）

是
年
躋
四
十
、
復
隠
於
懸
山
。
卒
遘
異
人
授
秘
訣
。
雲
遊
天
下
、
白
日
飛
昇
。

止
留
斧
鋸
、
在
白
鹿
仙
巌
。
迄
今
古
迹
（
如
見
）
昭
然
。
故
戰
國
大
義
、
贈
為

永
成
待
詔
義
士
。
後
三
年
、陳
候
加
贈
智
恵
法
師
。
歴
漢
、唐
、宋
、猶
能
顕
足
、

助
國
屡
膺
封
號
。
明
朝
、永
樂
間
、鼎
刼
北
京
龍
聖
殿
、役
使
萬
匠
、莫
不
震
悚
。

頼
師
降
灵
指
示
、
方
獲
洛
（
落
）
成
。
爰
建
廟
祀
之
。
扁
曰
、
魯
班
門
。
封

待
詔
輔
國
大
師
北
成
候
。
春
秋
二
祭
、
禮
用
太
牢
。
今
之
工
人
、
凡
有
祈
祷
、

靡
不
随
叩
、
随
應
。
忱
懸
象
著
明
、
而
萬
古
仰
照
者
。

（
訓
読
）
師　

諱い
み
な
は
班
、
姓
は
公こ

う

輸し
ゆ

、
字あ

ざ
な
は
依え

智ち

、
魯ろ

の
賢け

ん

勝し
よ
う

路ろ

東と
う

平へ
い

村そ
ん

の
人

な
り
。
其そ

の
父　

諱
は
賢け

ん

、
母
は
呉ご

氏し

。
師
は
魯
の
定て

い

公こ
う

三
年
甲こ

う

戌じ
ゆ
つ、
五
月
初

七
日
午ご

の
時と

き

に
生
ま
る
。
是こ

の
日
、
白は

く

鶴か
く

群
集
し
、
異
香　

室へ
や

に
滿
ち
、
月
を

經ふ

る
も
散
ぜ
ず
。
人
咸み

な
之こ

れ
を
奇
と
す
。
甫は

じ

め
七
歳
に
し
て
嬉き

戯ぎ

し
て
學
ば
ず
。

父
母
深
く
以
て
憂う
れ

い
と
為
す
。十
五
歳
に
迨お

よ

び
、忽た

ち
ま

ち
幡は

ん

然ぜ
ん

と
し
て
、子し

夏か

の
門
人
、

端た
ん

木ぼ
く

起き

に
從
い
遊
ぶ
。
數
月
な
ら
ず
し
て
、
遂
に
妙

み
ょ
う

理り

融ゆ
う

通ず
う

し
、
度ど

は
時
流
に
越

ゆ
。
諸
侯
の
王
號
を
僭せ
ん

稱し
よ
うす

る
を
憤
り
、
因よ

り
て
列
國
を
遊
説
す
。
志

こ
こ
ろ
ざ
しは

尊そ
ん

周し
ゆ
う

に
在
ら
ん
も
、
而し

か

れ
ど
も
計け

い　

行お
こ
な

わ
れ
ず
。
廼す

な
わ

ち
歸か

え

り
て
泰
山
の
南
、
小

し
よ
う

和わ

山さ
ん

に
隠か

く

る
。
迹あ

と

を
晦く

ら

ま
す
こ
と
幾ほ

と
ん

ど
十
三
年
を
載か

さ

ね
、
偶

た
ま
た
ま

出い

で
て
鮑ほ

う

老ろ
う

輩は
い

に
遇あ

う
。

膝ひ
ざ

を
促つ

め
て
讌え

ん
だ
ん譚
し
、
竟つ

い

に
業ぎ

よ
う

を
其
の
門
に
受
く
。
意
を
雕

ち
よ
う

鏤ろ
う

・
刻こ

く

畫が

に
注そ

そ

ぎ
、

中
華
の
文ぶ
ん

物ぶ
つ

を
し
て
煥か

ん

爾じ

と
し
て
一
新
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
故
に
嘗か

つ

て
人
に
語つ

げ

て
曰い
わ

く
、
規き

せ
ず
し
て
圓え

ん

、
矩く

せ
ず
し
て
方ほ

う

な
る
は
、
此
れ
乾け

ん
こ
ん坤
自
然
の
象し

よ
う
な
り
。

規
を
以
て
圓
を
為つ
く

り
、、
矩
を
以
て
方
を
為
る
は
、
實ま

こ
と

に
人じ

ん

官か
ん

兩り
よ
う

象し
よ
うの

能の
う

な
り
。

矧い
わ

ん
や
吾わ

が
明め

い

は
、
以
て
制
作
の
神し

ん

を
盡つ

く
す
に
足
る
と
雖い

え
ど

も
、
亦ま

た
安

い
ず
く
んぞ
必

ず
し
も
天て
ん

下か

萬ば
ん

世せ
い

は
咸み

な
能
く
心し

ん

を
師
と
し
て
吾
が
明
の
如ご

と

く
な
る
を
得
ん
や
。
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明め
い　

吾わ
れ

に
如し

か
ざ
れ
ば
、
則
ち
吾わ

が
明　

窮お

わ
り
て
、
吾
が
技わ

ざ

も
亦ま

た
窮お

わ
ら
ん
。

爰こ
こ

に
是こ

れ
既
に
目も

く

力り
よ
くを
竭つ

く
し
て
、
復ま

た
之こ

れ
に
継
ぐ
に
規き

矩く

・
準

じ
ゆ
ん

縄じ
よ
うを
以
て
す
。

公
私
を
俾し

て
宮
室
を
經
營
し
、
舟ふ

ね

・
車く

る
ま・
輿よ

を
駕が

造ぞ
う

し
、
器き

皿ぺ
い

を
置ち

設せ
つ

せ
し
め
、

以
て
民
の
用
に
前す
す

む
れ
ば
、
要か

な
ら

ず
吾
が
一い

つ

成せ
い

の
法
を
超
え
ざ
る
こ
と
、
已す

で

に
之
れ

が
方
を
試
み
た
り
、
と
。
然し
か

ら
ば
則
ち
師
は
物
に
縁よ

り
て
制
を
盡つ

く
し
、
制
に

縁よ

り
て
神し

ん

を
盡
く
す
者
な
り
。
顧お

も

う
に
良
く
且か

つ
鉅お

お

い
な
ら
ず
や
。
而し

か

し
て
其
の

淑し
ゆ
く

配は
い　

雲う
ん

氏し

は
、
又ま

た
一い

ち

段だ
ん

の
神し

ん

巧こ
う

を
天
授
し
、
制
す
る
所
の
器
物
は
固も

と

よ
り

枚ま
い

舉き
よ

し
難か

た

し
。
之こ

れ
を
師
に
第だ

い

較こ
う

す
れ
ば
、
殆ほ

と

ん
ど
佳よ

き
處

と
こ
ろ

有
り
。
内
外　

襄
じ
よ
う

用よ
う

を
賛た

た

え
、
能
く
大だ

い

名め
い

を
享う

け
て
、
不ふ

朽き
ゆ
うに

垂た

る
る
の
み
。
是こ

こ

に
于お

い
て
年
四
十

に
躋い
た

り
、
復ま

た
懸け

ん

山ざ
ん

に
隠か

く

る
。
卒に

わ
か
に
異
人
に
遘あ

い
て
、
秘
訣
を
授
か
る
。
天
下
に

雲
遊
し
、
白は
く

日じ
つ

に
飛ひ

昇し
よ
うす

。
斧ふ

鋸き
よ

を
止
留
し
て
、
白は

く

鹿ろ
く

の
仙せ

ん

巌が
ん

に
在あ

り
。
今
に

迄い
た

る
ま
で
古こ

迹せ
き

見
る
が
如ご

と

く
昭

し
よ
う

然ぜ
ん

た
り
。
故
に
戰
國
の
大た

い

義ぎ

（
魏
）、
贈
り
て
永え

い

成せ
い

待た
い

詔し
よ
う

義ぎ

士し

と
為
す
。
後の

ち

三
年
に
し
て
、陳ち

ん

候こ
う　

智ち

恵え

法ほ
う

師し

を
加か

贈ぞ
う

す
。
漢
、唐
、

宋
を
歴へ

て
、
猶な

お
能よ

く
蹤あ

と

を
顕あ

き
ら
か
に
し
、
国
を
助
け
て
屡

し
ば
し
ば　

封ほ
う

號ご
う

を
膺う

く
。
明み

ん

朝ち
よ
う、

永え
い

樂ら
く

の
間あ

い
だ

、
北
京
龍
聖
殿
を
鼎て

い

刼き
よ
うす

る
に
、
役や

く

使し

萬ば
ん

匠し
よ
う、

震し
ん

悚し
よ
うせ

ざ
る
莫
し
。

師
の
降こ
う

灵れ
い

指し

示じ

に
頼よ

り
、
方ま

さ

に
落
成
す
る
を
獲え

た
り
。
爰こ

こ

に
廟
を
建
て
て
之
れ
を

祀ま
つ

る
。
扁へ

ん

に
曰い

わ

く
、
魯ろ

班は
ん

門も
ん

、
と
。
待た

い

詔し
よ
う

輔ほ

國こ
く

大た
い

師し

北ほ
く

成せ
い

候こ
う

に
封ほ

う

ず
。
春
秋
の

二
祭
に
は
、
禮
と
し
て
太た
い

牢ろ
う

を
用
う
。
今
の
工
人
、
凡お

よ

そ
祈
祷
す
る
有
ら
ば
、
叩こ

う

に
随し

た
がい

、
應お

う

に
随
わ
ざ
る
靡な

し
。
忱ま

こ
と

に
懸け

ん

象し
よ
うは

著
明
に
し
て
、
萬ば

ん

古こ

仰
ぎ
照
ら
す

者
な
り
。

（
通
釈
）
師
の
名
は
班
、
姓
は
公
輸
、
通
称
は
依
智
、
魯
国
の
賢
勝
路
東
平
村

の
人
で
あ
る
。
父
の
名
は
賢
、
母
は
呉
氏
と
い
う
。
師
は
魯
の
定
公
三
年
（
前

五
〇
七
年
、
こ
の
年
は
甲
午
）
五
月
七
日
午
刻
（
午
前
十
一
～
午
後
一
時
頃
）

に
誕
生
し
た
。
こ
の
日
、
白
鶴
が
群
れ
を
な
し
て
集
ま
り
、
か
わ
っ
た
香
り
が
部

屋
に
充
満
し
、
何
か
月
た
っ
て
も
消
え
な
か
っ
た
。
人
は
み
な
こ
れ
を
不
思
議
に

思
っ
た
。
師
は
七
歳
に
な
っ
て
も
遊
び
戯
れ
て
学
問
を
し
な
か
っ
た
の
で
、
父
母
は

こ
の
こ
と
を
深
く
憂
慮
し
た
。（
け
れ
ど
も
）
十
五
歳
に
な
る
と
、
に
わ
か
に
（
孔

子
の
弟
子
の
）
子
夏
の
門
人
で
あ
る
端
木
起
に
し
た
が
い
、
学
問
に
う
ち
こ
ん
だ
。

数
か
月
も
し
な
い
う
ち
に
、
奥
深
い
道
理
に
通
達
し
た
。
そ
の
水
準
は
時
流
を
超

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。（
師
は
）
諸
侯
が
身
分
を
わ
き
ま
え
ず
、
王
号
を
称
す
る

こ
と
に
憤
っ
た
。
そ
れ
で
列
国
を
遊
説
し
た
。
そ
の
志
は
周
の
王
室
を
尊
崇
す
る

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、そ
の
計
画
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で(

魯
国
に
）

帰
り
、
泰
山
の
南
の
小
和
山
に
隠
遁
し
た
。
世
を
逃
れ
て
姿
を
く
ら
ま
し
て
か
ら

十
三
年
ほ
ど
し
て
、
た
ま
た
ま
外
出
し
た
と
き
に
、
鮑
老
輩
に
出
会
っ
た
。
膝
を

つ
き
あ
わ
せ
て
じ
っ
く
り
話
を
し
て
、つ
い
に
そ
の
門
下
に
入
り
、学
業
を
授
か
っ
た
。

彫
る
・
ち
り
ば
め
る
・
刻
む
・
描
く
（
と
い
っ
た
工
匠
の
技
巧
）
に
心
血
を
注
ぎ
、

中
華
の
文
物
を
す
っ
か
り
と
一
新
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
ゆ
え
に
（
師
は
）
か
つ
て

人
々
に
語
っ
て
こ
う
い
っ
た
。
「
コ
ン
パ
ス
を
用
い
な
く
て
も
円
形
で
あ
り
、
定
規
を

用
い
な
く
て
も
方
形
で
あ
る
の
は
天
地
自
然
の
作
り
出
す
形
で
あ
る
。
コ
ン
パ
ス
を

用
い
て
円
を
つ
く
り
、
定
規
を
用
い
て
方
形
を
つ
く
る
の
は
、
ま
こ
と
に
人
間
の
能
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力
が
作
り
出
す
二
つ
の
形
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、わ
た
し
の
知
恵
で
あ
れ
ば
、

製
作
の
神
技
を
尽
く
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
天
下
の
末
代
の
人
々
が
み
な
自
分
の

心
の
ま
ま
に
仕
事
を
し
て
、わ
た
し
を
こ
え
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。
も
し
人
々

の
知
恵
が
わ
た
し
の
知
恵
に
及
ば
な
け
れ
ば
、
わ
た
し
の
知
恵
は
途
絶
え
、
わ
た

し
の
技
も
途
絶
え
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
で
き
る
限
り
目
測
し
て
、

さ
ら
に
コ
ン
パ
ス
・
定
規
・
水
準
器
・
墨
縄
な
ど
の
道
具
を
使
え
ば
、
公
私
の
工
匠

た
ち
が
宮
殿
や
家
屋
を
造
営
し
、
舟
・
車
・
輿こ
し

な
ど
の
乗
り
物
を
建
造
し
、
生
活

の
道
具
を
こ
し
ら
え
、
人
々
の
日
常
の
用
に
役
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う

す
れ
ば
、
か
な
ら
ず
わ
た
し
と
同
じ
出
来
ば
え
の
も
の
が
で
き
る
こ
と
は
、
す
で

に
こ
の
方
法
を
試
し
て
確
か
め
て
い
る
。」
こ
う
し
て
、
師
が
物
に
よ
っ
て
制
度
を

作
り
あ
げ
、
制
度
に
よ
っ
て
神
技
を
き
わ
め
た
の
で
あ
る
。
思
う
に
ま
こ
と
に
立

派
で
偉
大
な
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
き
伴
侶
で
あ
る
雲
氏
が
さ
ら

な
る
神
技
を
天
よ
り
授
か
り
、
器
物
を
製
作
し
た
が
、
そ
の
数
は
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
。
そ
れ
ら
を
師
の
製
作
し
た
も
の
と
比
べ
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
遜
色
が
な

い
ほ
ど
す
ぐ
れ
て
い
る
。
内
外
の
人
々
が
そ
の
使
い
勝
手
の
良
さ
を
ほ
め
た
た
え
、

後
世
に
不
朽
の
名
声
を
獲
得
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
（
師
は
）
四
十
歳
に
な
る
と
、

懸
山
に
隠
棲
し
た
。
ぱ
っ
た
り
と
異
才
の
人
に
遭
遇
し
た
の
で
、
秘
訣
を
授
け
た
。

（
そ
う
す
る
と
師
は
）
天
空
を
雲
遊
し
、
白
昼
に
天
に
昇
っ
て
行
っ
た
。
自
分
の

斧お
の

と
鋸

の
こ
ぎ
りを
残
し
て
お
い
た
が
、
そ
れ
は
白
鹿
仙
岩
に
あ
る
。
今
日
に
い
た
る
ま
で
、

そ
の
古
跡
は
往
時
の
ま
ま
、
ま
の
当
た
り
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
春
秋
戦
国
時

代
の
大
国
、魏
は
（
師
に
）「
永
成
待
詔
義
士
」
の
称
号
を
贈
っ
た
。
そ
の
三
年
後
、

陳
候
は
そ
れ
に
加
え
て
「
智
恵
法
師
」
の
称
号
を
贈
っ
た
。
漢
か
ら
唐
、
宋
の
時

代
を
経
て
、
な
お
そ
の
功
績
を
顕
彰
し
、
国
家
を
助
け
た
と
し
て
、
し
ば
し
ば
封

号
を
授
与
さ
れ
た
。
明
朝
の
永
楽
年
間
（
一
四
〇
三
～
一
四
二
五
年
）、
北
京
の

龍
聖
殿
を
築
造
す
る
際
に
は
、
そ
の
役
目
に
あ
た
っ
た
多
く
の
工
匠
た
ち
で
ふ
る

え
お
そ
れ
な
い
者
は
い
な
か
っ
た
。（
そ
こ
で
皇
帝
は
）
師
の
威
力
に
頼
り
、
そ
の

霊
を
降
し
て
指
示
を
仰
ぎ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
落
成
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、（
師
の
）
霊
廟
を
建
立
し
て
祀
っ
た
が
、
そ
の

扁
額
に
「
魯
班
門
」
と
記
し
、「
待
詔
輔
国
太
師
北
成
候
」
の
封
号
を
授
け
た
。

春
と
秋
の
祭
祀
に
は
、
牛
・
羊
・
豚
を
供
え
る
太
牢
の
儀
礼
を
用
い
た
。
お
よ
そ

今
日
の
工
人
た
ち
で
（
師
に
）
祈
請
す
る
な
ら
ば
、（
そ
れ
が
）
聞
き
届
け
て
も

ら
え
な
い
こ
と
は
な
い
。（
師
の
威
光
は
）
ま
こ
と
に
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
永
遠
に

仰
ぎ
観
る
、
か
が
や
け
る
存
在
で
あ
る
。
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二
．
靈
驅
解
法
洞
明
真
言
秘
書
（『
秘
訣
仙
機
』
所
収
）

（
原
文
）
魘
者
、
必
須
有
解
。
前
魘
禳
之
書
、
皆
本
上
（
土
木
）
工
師
邪
術
。

葢
邪
者
何
能
勝
正
。
是
書
所
載
諸
法
、皆
句
句
真
言
。
灵
符
妙
訣
、學
者
、觀
者
、

勿
得
汚
手
開
展
。
各
宜
敬
之
。
凡
有
一
切
動
作
、
起
造
完
日
、
解
禳
之
後
、
則

土
木
之
魘
無
益
矣
。
如
居
舊
室
、
或
買
者
、
賃
者
、
家
宅
累
見
凶
事
、
或
病
、

或
口
舌
、或
爭
訟
。
家
中
不
和
睦
。
夢
魘
叫
、見
神
、遇
鬼
、傷
害
人
口
。
主（
生
）

意
淡
薄
、
時
常
火
發
、
頻
賊
、
偸
盗
、
飛
来
等
禍
。
敗
家
喪
命
之
類
、
並
皆
可

禳
。
能
轉
禍
為
福
、
首
（
百
）
難
無
侵
、
則
永
遠
安
泰
矣
。

　

因
累
試
累
験
特
此
抄
刊
。

（
訓
読
）
魘え
ん

は
、
必
ず
須

す
べ
か
らく

解
有
る
べ
し
。
前さ

き

の
魘え

ん

禳じ
よ
うの

書
は
、
皆
土
木
の
工

師
の
邪
術
な
り
。
葢け
だ

し
邪
な
る
者
は
何な

ん

ぞ
能よ

く
正せ

い

に
勝た

え

ん
。
是
の
書
に
載
す
る
所

の
諸
法
は
、
皆み
な

句く

句く

真し
ん

言げ
ん

な
り
。
灵
符
の
妙
訣
は
、
學
ぶ
者
、
觀
る
者
、
汚き

た

な

き
手
も
て
開
展
す
る
を
得
る
勿な
か

れ
。
各

お
の
お
の

宜よ
ろ

し
く
之こ

れ
を
敬
う
べ
し
。
凡
そ
一
切

の
動
作
、
起
造
の
完お
わ

る
日
、
禳

じ
よ
う

解か
い

有
る
の
後の

ち

な
れ
ば
、
則
ち
土
木
の
魘え

ん

は
益
無
し
。

如も

し
舊

き
ゆ
う

室し
つ

に
居
ら
ば
、
或
い
は
買
う
者
賃
す
る
者
は
、
家
宅
は
累し

き

り
に
凶
事
、
或

い
は
病
、
或
い
は
口
舌
、
或
い
は
爭
訟
を
見
る
。
家
中
和わ

睦ぼ
く

せ
ず
。
夢む

魘え
ん

は
叫
び
、

神
を
見
、
鬼
に
遭
い
、
人
口
を
傷
害
す
。
生せ
い

意い

は
淡
薄
に
し
て
、
時
と
し
て
常
に

火ひ

發は
つ

し
、
頻し

き

りり

に
賊ぞ

く

、
偸

ち
ゆ
う

盗と
う

、
飛
来
等
の
禍わ

ざ
わい

あ
り
。
敗は

い

家か

喪そ
う

命め
い

の
類
は
、
並
び

に
皆
禳は
ら

う
べ
し
。
能
く
禍

わ
ざ
わ
いを
轉て

ん

じ
て
福ふ

く

と
為
し
、
百
難
侵お

か

す
無
け
れ
ば
、
則
ち

永
遠
に
安
泰
な
り
。

　

累る
い

試し

累る
い

験け
ん

に
因よ

り

て
特
に
此こ

の
抄し

よ
う　

刊か
ん

す
。

（
通
釈
）
お
祓
い
（
厭
祓
）
は
、
か
な
ら
ず
災
厄
を
解
消
す
る
も
の
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
従
来
の
お
祓
い
の
書
は
、
み
な
土
木
工
事
の
工
匠
の
邪
術
で
あ
る
。

思
う
に
邪
術
で
は
正
し
い
お
祓
い
な
ど
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
に
記
載
し
た

諸
々
の
方
法
は
、
そ
の
一
句
一
句
す
べ
て
真
実
の
言
葉
で
あ
る
。
霊
符
に
示
さ
れ

た
秘
訣
は
、（
こ
れ
を
）
学
ぶ
者
や
見
る
者
は
汚
い
手
で
書
を
開
き
め
く
っ
て
は
い

け
な
い
。
お
の
お
の
こ
れ
を
敬
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
お
よ
そ
一
切
の
作
業
や
工
事
が

完
了
し
た
日
や
、
禳
解
の
祓
い
を
行
っ
た
後
で
あ
れ
ば
、
土
木
の
お
祓
い
の
効
果
は

な
い
。
も
し
古
い
家
屋
に
住
む
と
、（
そ
れ
を
）
買
っ
た
場
合
も
賃
借
し
た
場
合
も
、

そ
の
家
は
し
き
り
に
凶
事
や
病
気
、
口
論
、
も
め
事
に
出
会
う
。
家
中
は
和
睦

せ
ず
、
夢
魔
は
叫
び
、
鬼
神
に
遭
遇
し
、
家
人
に
傷
害
を
も
た
ら
す
。（
そ
う
す

る
と
、）
家
人
は
生
き
る
意
欲
が
薄
れ
る
し
、
日
常
的
に
火
災
が
発
生
し
、
し
き

り
に
殺
傷
や
盗
賊
、
災
厄
の
飛
来
が
発
生
す
る
禍
い
が
起
こ
る
。
家
が
破
滅
し
、

命
を
失
う
よ
う
な
こ
と
が
ら
は
、
す
べ
て
皆
は
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
よ
く
禍
い
を

転
じ
て
福
と
な
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
難
に
侵
さ
れ
る
心
配
が
な
け
れ
ば
、（
そ
の
家
は
）

永
遠
に
安
泰
で
あ
る
。

繰
り
返
し
繰
り
返
し
試
験
を
し
た
結
果
、（
間
違
い
が
な
い
の
で
）
特
に
こ
の　
　

書
を
刊
行
す
る
。
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工
完
禳
解
咒

（
原
文
）
工
完
禳
解
咒　

咒
曰
、

五
行
五
土
相
剋
相
生
。
木
能
剋
土
、
土
速
遁
形
。
木
出
山
林
、
秀
金
剋
神
。

木
精
急
退
、
免
得
天
嗔
。
工
師
假
術
、
即
化
微
塵
。
一
切
魘
鬼
、
快
出
戸
庭
。

掃
盡
妖
氛
、五
雷
發
聲
。
柳
枝
一
酒
、火
盗
清
寧
。
一
切
魔
物
、不
得
番（
翻
）身
。

工
師
哩
（
俚
）
語
、
貶
人
八
冥
。
吾
本
天
令
、
永
保
家
庭
、
急
急
如
老
君
律
令
。

（
訓
読
）
工こ
う

完か
ん

禳じ
よ
う

解か
い

咒じ
ゆ　

咒じ
ゆ

に
曰
く
、

五ご

行ぎ
よ
う

五ご

土ど

に
は
相そ

う

剋こ
く

と
相そ

う

生し
よ
うあ
り
。
木も

く

は
能よ

く
土ど

を
剋こ

く

し
、
土
は
速す

み

や
か
に

形
を
遁う
つ

す
。
木
は
山
林
に
出い

づ
る
も
、秀
金
は
神
を
剋
す
。
木
の
精
は
急
に
退
き
、

天
の
嗔い
か

り
を
得
る
を
免
る
。
工
師
は
術
を
假か

ら
ば
、
即
ち
微み

塵じ
ん

に
化
す
。
一
切

の
魔
鬼
、快す
み

や
か
に
戸こ

庭て
い

よ
り
出
だ
す
。
妖よ

う

氛ふ
ん

を
掃は

ら

い
盡つ

く

し
、五ご

雷ら
い　

聲せ
い

を
發は

つ

す
。

柳り
ゆ
う

枝し

と
一い

ち

酒し
ゆ

も
て
、
火か

盗と
う

清せ
い

寧ね
い

た
り
。
一
切
の
魘え

ん
ぶ
つ物
、
身
を
翻

ひ
る
が
えす
を
得
ず
。
工

師
の
俚り

語ご

に
、
人
を
阴い

ん

冥め
い

に
貶お

と

す
も
、
吾わ

れ

は
天て

ん

令れ
い

に
本も

と

づ
き
、
永
く
家
庭
を
保
ち
、

急
急
に
老
君
の
律
令
の
如ご
と

く
せ
ん
、
と
。

（
通
釈
）
工
完
禳
解
咒　

咒
し
て
い
う
、

「
五
行
五
土
に
は
相
剋
と
相
生
と
が
あ
る
。
木
は
よ
く
土
を
剋
し
、
土
は
す
ぐ

に
形
を
か
え
る
。
木
は
山
林
に
生
え
る
が
、
秀
金
は
神
（
木
）
を
剋
す
。
木
の

精
は
速
や
か
に
退
く
こ
と
で
、
天
の
怒
り
を
免
れ
る
。
工
師
は
技
術
を
用
い
、
木

を
微
塵
に
変
化
さ
せ
る
。（
こ
う
し
て
）
一
切
の
魔
鬼
を
す
み
や
か
に
門
戸
の
外

に
追
い
出
す
。
妖
気
を
は
ら
い
つ
く
し
、
五
つ
の
雷
が
轟
音
を
発
す
。
柳
の
枝
と

一
杯
の
酒
で
、
火
災
や
盗
賊
の
災
禍
を
祓
い
鎮
め
る
。
一
切
の
魔
物
は
身
動
き
も

で
き
な
く
な
る
。
工
師
の
民
間
の
い
い
伝
え
に
こ
う
あ
る
。
人
を
陰
の
冥
界
に
お

と
し
い
れ
よ
う
と
も
、わ
れ
は
天
の
命
令
に
し
た
が
い
、永
く
家
庭
の
平
安
を
保
ち
、

か
し
こ
み
か
し
こ
み
老
君
の
律
令
の
ま
ま
に
せ
ん
。」

※
つ
ぎ
に
あ
げ
る
文
は
底
本
に
は
な
い
が
、
明
の
萬
暦
版
本
に
あ
る
。
ま
た
、

国
立
国
会
図
書
館
本
（
写
本
）
に
も
あ
り
、
校
勘
し
て
記
載
し
た
。

（
原
文
）
唐
李
淳
風
代
人
擇
日
。
其
家
造
屋
、
淳
風
與
之
擇
日
。
乃
十
惡
大

敗
日
、
言
稱
今
日
乃
上
吉
也
。
遂
與
其
畫
、
此
對
貼
于
柱
。
其
日
、
袁
天
罡
、

同
唐
太
宗
、來
訪
李
淳
風
。
偶
見
其
立
柱
上
梁
。
天
罡
笑
曰
、天
下
術
士
亂
為
也
。

太
宗
曰
、
何
也
。
天
罡
曰
、
今
日
乃
十
惡
日
也
。
太
宗
曰
、
可
問
誰
撰
之
日
。

遂
問
之
。
其
家
對
曰
、
淳
風
也
。
天
罡
曰
、
今
在
何
處
。
其
家
遂
答
曰
、
在
右

左
寺
山
門
口
卜
數
。
天
罡
欲
行
。
其
家
留
之
、待
以
盛
酒
。
不
數
盃
遂
辭
而
行
。

天
罡
、
與
太
宗
曰
、
臣
、
聞
淳
風
高
士
、
今
虚
傳
也
。
太
宗
曰
、
可
去
問
其
數
、

看
其
知
我
爾
乎
。
太
宗
未
至
寺
。
天
罡
先
行
見
淳
風
曰
、知
我
乎
。
曰
、知
也
。

今
日
左
輔
臨
寺
是
君
也
。
紫
微
至
寺
、
差
一
時
。
然
卦
属
乾
、
二
爻
見
龍
在
田
、

乃
君
至
也
。
天
罡
曰
、今
知
吾
來
。
是
真
乃
袁
天
罡
。
前
村
上
梁
、擇
日
是
爾
否
。

曰
、然
。
天
罡
曰
、今
日
乃
十
惡
大
敗
日
、何
不
識
也
。
曰
、今
日
紫
微
臨
吉
地
、
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諸
凶
神
皆
避
也
。
天
罡
曰
、
紫
微
在
于
何
所
。
曰
、
将
及
至
寺
也
。
方
説
完
、

太
宗
駕
至
入
寺
、
淳
風
拝
伏
于
地
。
太
宗
問
其
詳
、
天
罡
對
、
以
立
柱
喜
逢
黄

道
日
、上
梁
正
遇
紫
微
星
之
説
。一
一
講
明
太
宗
。遂
扶
起
而
還
。遂
擢
為
軍
師
。

今
人
家
貼
此
、
是
此
故
事
也
。

（
訓
読
）
唐
の
李り

淳じ
ゆ
ん

風ふ
う

は
人
に
代
わ
り
て
日
を
擇え

ら

ぶ
。
其そ

の
家　

屋お
く

を
造つ

く

る
に
、

淳
風　

之こ

れ
が
與た

め

に
日
を
擇
ぶ
。
乃す

な
わ

ち
十

じ
ゆ
う

惡あ
く

大た
い

敗は
い

日び

な
る
も
、
言
い
て
今
日
は
乃

ち
上
じ
よ
う

吉き
つ

と
稱し

よ
う

す
。
遂
に
其
の
畫し

よ

を
與あ

た

え
て
、
此こ

の
對つ

い

を
柱
に
貼
ら
し
む
。
其
の

日
、
袁え
ん

天て
ん

罡こ
う

、
唐
の
太た

い

宗そ
う

と
同と

も

に
、
李
淳
風
を
來
訪
す
。
偶

た
ま
た
ま　

其
の
立り

つ

柱ち
ゆ
うの

上
じ
よ
う

梁り
よ
うを
見
る
。
天
罡
笑
い
て
曰い

わ

く
、
天
下
の
術
士　

亂み
だ

り
に
為
す
、
と
。
太
宗
曰

く
、
何
ぞ
や
、
と
。
天
罡
曰
く
、
今
日
は
乃
ち
十
惡
日
な
り
、
と
。
太
宗
曰
く
、

誰
か
之
れ
が
日
を
撰
べ
る
か
を
問
う
べ
し
、
と
。
遂
に
之
れ
を
問
う
。
其
の
家
對こ
た

え
て
曰
く
、
淳
風
な
り
、
と
。
天
罡
曰
く
、
今
何い

ず

處く

に
か
在あ

る
、
と
。
其
の
家　

遂
に
答
え
て
曰
く
、
右
左
の
寺
の
山
門
の
口
に
在
り
て
數す
う

を
卜ぼ

く

す
、
と
。
天
罡
行

か
ん
と
欲
す
。
其
の
家　

之
れ
を
留と

ど

め
、
待た

い

す
る
に
盛
酒
を
以
て
す
。
數
杯
な

ら
ず
し
て
遂
に
辭じ

し
て
行
く
。
天
罡
、
太
宗
に
與た

い

し
て
曰
く
、
臣
、
淳
風
は
高
士

な
り
と
聞
く
も
、
今　

虚き
よ

傳で
ん

な
り
、
と
。
大
宗
曰
く
、
去
り
て
其
の
數
を
問
い
て
、

其
の
我
と
爾な
ん
じ

を
知
る
や
を
看
る
可
し
、
と
。
太
宗
未い

ま

だ
寺
に
至
ら
ず
。
天
罡
先

に
淳
風
を
見
て
曰
く
、
我
を
知
る
か
、
と
。
曰
く
、
知
れ
り
。
今
日
左さ

輔ほ

し
て

寺
に
臨
む
は
是
れ
君
な
り
。
紫
微　

寺
に
至
る
、
差た

が

う
こ
と
一い

つ

時と
き

。
然し

か

ら
ば
卦か

は
乾け

ん

に
属
し
、
二
爻こ

う

は
見け

ん

龍り
よ
う　

田で
ん

に
在あ

り
、
乃す

な
わ
ち
君く

ん

至い
た

る
な
り
、
と
。
天
罡
曰
く
、

今
吾
れ
の
來
た
る
を
知
る
。
是
れ
真ま
こ
と
に
乃
ち
袁
天
罡
な
り
。
前
村
の
上
梁
、
日

を
撰
ぶ
は
是
れ
爾な
ん
じ

な
る
や
否い

な

、
と
。
曰
く
、
然し

か

り
、
と
。
天
罡
曰
く
、
今
日
は

乃
ち
十
惡
大
敗
日
な
り
、
何な
ん

ぞ
識し

ら
ざ
る
、
と
。
曰
く
、
今
日
紫し

微び　

吉
地
に

臨
む
、諸も
ろ

も
ろ
の
凶
神　

背は
い

避ひ

す
、と
。
天
罡
曰
く
、紫
微
は
何い

ず

れ
の
所
に
か
在
る
、

と
。
曰
く
、
将ま
さ

に
及
び
て
寺
に
至
ら
ん
と
す
、
と
。
説
き
完お

わ

る
に
方あ

た

り
て
、
太
宗

の
駕が　

至
り
て
寺
に
入
り
、
淳
風
は
地
に
拝
伏
す
。
太
宗
其
の
詳し

よ
う

を
問
う
。
天

罡
は
對こ
と

う
る
に
、
立
柱
は
黄
道
に
逢
う
を
喜
び
、
上
梁　

正
に
紫
微
星
に
遇
う
の

説
を
以
て
す
。
一
一
太
宗
に
講こ
う

明め
い

す
。
遂
に
扶ふ

起き

し
て
還か

え

る
。
遂
に
擢ぬ

き
て
軍

師
と
為
す
。
今
の
人
家　

此
れ
を
貼
る
は
、
是
れ
此
の
故
事
な
り
。

（
註
）・
太
宗
（
五
九
八
－
六
四
九
年
）
は
唐
の
第
二
代
皇
帝
。
高
祖
李
淵
の
第

二
子
、
李
世
民
。
貞
観
の
治
で
知
ら
れ
る
。

・
李
淳
風
（
六
〇
二
－
六
七
〇
年
）
は
唐
の
天
文
学
者
、
数
学
者
。
「
麟
徳
暦
」

編
纂
。

・
袁
天
罡
（
生
没
年
不
明
）
は
唐
の
天
文
学
者
、
占
術
家
。

※
こ
の
話
は
天
文
学
者
、
李
淳
風
、
袁
天
罡
に
仮
託
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
「
上
梁
」
は
、
日
本
で
い
う
「
棟
上
げ
」
に
あ
た
る
。

（
通
釈
）
唐
の
李
淳
風
は
人
に
代
わ
っ
て
（
造
屋
な
ど
の
）
吉
日
を
選
ん
で
い

た
。
あ
る
人
が
家
屋
を
造
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
李
淳
風
は
そ
の
人
の
た
め
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に
日
を
選
ん
だ
。
そ
の
日
は
す
な
わ
ち
十
悪
大
敗
日
（
と
い
う
凶
日
）
で
あ
っ
た

が
、
李
淳
風
は
そ
の
日
を
上
吉
だ
と
称
し
た
。
そ
し
て
書
き
も
の
を
与
え
て
、
そ

の
対つ
い
れ
ん聯
を
（
左
右
の
）
柱
に
貼
ら
せ
た
。
そ
の
日
、
袁
天
罡
は
唐
の
（
皇
帝
）
太

宗
と
と
も
に
、
李
淳
風
の
も
と
を
来
訪
し
た
が
、
た
ま
た
ま
そ
の
上
梁
（
棟
上
げ
）

の
立
柱
を
み
た
。
天
罡
は
笑
っ
て
い
っ
た
。
「
天
下
の
占
い
師
も
血
迷
っ
た
か
。」
太

宗
は
い
っ
た
。「
何
ぞ
や
。」天
罡
は
い
っ
た
。「
今
日
は
こ
と
も
あ
ろ
う
に
十
悪
日（
凶

日
）
で
す
。」
太
宗
は
い
っ
た
。
「
こ
れ
は
誰
が
選
ん
だ
日
か
を
聞
い
て
み
よ
」。
そ

こ
で
、天
罡
は（
そ
の
家
の
主
人
に
）尋
ね
た
。
そ
の
家
の
主
人
が
こ
た
え
て
い
っ
た
。

「
李
淳
風
で
す
。」
天
罡
は
い
っ
た
。
「
彼
は
今
ど
こ
に
い
る
の
か
。」
そ
の
家
の
主

人
は
こ
た
え
て
い
っ
た
。
「
あ
ち
ら
の
寺
の
山
門
の
入
り
口
で
占
い
を
し
て
お
り
ま

す
。」
天
罡
が
行
こ
う
と
す
る
と
、
そ
の
家
の
主
人
は
引
き
留
め
て
、
酒
を
出
し

て
接
待
を
し
た
。（
天
罡
は
）
数
杯
を
傾
け
る
と
す
ぐ
辞
去
し
た
。
天
罡
は
太
宗

に
む
か
っ
て
い
っ
た
。
「
私
は
、
李
淳
風
は
高
士
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
そ

れ
は
い
つ
わ
り
だ
と
知
り
ま
し
た
。」
太
宗
は
い
っ
た
。
「
彼
の
も
と
に
行
っ
て
、
そ

の
占
い
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
尋
ね
よ
。
わ
た
し
と
そ
な
た
が
誰
か
を
知
っ
て
い

る
か
、
さ
ぐ
っ
て
こ
い
。」
太
宗
が
寺
に
到
着
す
る
前
に
、
天
罡
は
そ
れ
よ
り
先
に

李
淳
風
に
会
っ
て
言
っ
た
。
「
私
が
誰
か
知
っ
て
い
る
か
。」
李
淳
風
は
い
っ
た
。
「
存

じ
上
げ
て
お
り
ま
す
。
今
日
（
紫
微
を
）
補
佐
し
て
寺
に
来
ら
れ
た
お
方
で
す
。

紫
微
（
帝
）
は
や
や
遅
れ
て
寺
に
来
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、占
っ
た
卦
は
乾
（
乾

為
天
）
卦
の
二
爻
「
見
龍
在
田
」
と
出
ま
し
た
。
や
が
て
帝
が
こ
こ
に
来
ら
れ
ま

す
。」
天
罡
は
い
っ
た
。
「
今
に
私
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
袁
天
罡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
で
あ
ろ
う
。
寺
の
前
の
村
の
上
梁
（
棟
上
げ
）の
日
を
選
ん
だ
の
は
そ
な
た
か
。」

（
李
淳
風
が
）
い
っ
た
。
「
そ
う
で
あ
り
ま
す
。」
天
罡
は
い
っ
た
。
「
今
日
は
十

悪
大
敗
日
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
ら
ぬ
と
で
も
い
う
の
か
。」（
李
淳
風
が
）
い
っ
た
。

「
今
日
は
紫
微
（
帝
）
が
吉
地
に
臨
ま
れ
る
日
で
あ
り
ま
す
の
で
、
諸
々
の
凶
神

が
避
け
て
逃
げ
て
お
り
ま
す
。」天
罡
は
い
っ
た
。「
紫
微
は
ど
こ
に
い
る
の
か
。」（
李

淳
風
は
）
い
っ
た
。
「
い
ま
ま
さ
に
寺
に
お
い
で
に
な
り
ま
す
。」
そ
の
話
が
ち
ょ
う

ど
終
わ
っ
た
と
き
に
、
太
宗
の
車
駕
が
寺
に
入
っ
て
き
た
。
李
淳
風
は
地
面
に
ひ

れ
伏
し
た
。太
宗
は
こ
と
の
詳
細
を
問
い
か
け
た
。天
罡
は
太
宗
に
お
こ
た
え
し
て
、

「
立
柱
喜
逢
黄
道
日
、
上
梁
正
遇
紫
微
星
」（
立
柱
は
黄
道
の
日
に
遇
う
の
が
め

で
た
く
、
上
梁
（
棟
上
げ
）
は
正
に
紫
微
星
に
遇
う
の
が
め
で
た
い
）
と
の
説
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
説
明
し
た
。（
そ
の
話
に
感
心
し
た
）
太
宗
は
す
ぐ
李
淳
風
を
た

す
け
起
こ
し
て
連
れ
帰
り
、そ
こ
で
軍
師
に
抜
擢
し
た
。
今
の
人
家
に
お
い
て
（
上

梁
（
棟
上
げ
）
の
と
き
に
こ
の
対
聯
を
貼
る
の
は
、こ
の
故
事
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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禳
解
類

（
一
）
瓦
将
軍
　
　（
原
文
）
凡
置
瓦
将
軍
者
、
皆
因
対
面
或
有
獸
頭
、
屋
脊
、

墻
頭
、
牌
坊
脊
。
隔
屋
見
者
、
宜
用
瓦
将
軍
。
如
近
對
者
、
用
獸
牌
。
毎
月
、

擇
神
在
日
安
位
。
日
由
天
晴
、
安
位
者
吉
、
如
雨
、
不
宜
。
若
安
位
反
凶
。
木

物
不
宜
藏
座
下
。
将
軍
本
属
土
。
木
原
剋
土
。
故
不
可
用
安
位
。
必
先
祭
之
、

用
三
牡
、
酒
果
、
金
錢
、
香
、
蝋
燭
類
。

祝
曰
。

伏
以
、
神
本
無
形
伏
（
状
）。
荘
嚴
而
成
法
相
。
師
傅
有
教
。
待
開
光
而

顕
靈
通
（
即
用
墨
點
服
⃞
（
眼
睛
））。
伏
為
南
瞻
部
州
大
清
國
、
某
省
、

某
縣
、
某
都
、
某
圖
住
屋
、
奉
神
信
士
某
人
。
今
因
對
門
遠
見
屋
脊
、
或

墻
頭
相
冲
、
特
請
九
獸
總
管
、
瓦
将
軍
之
神
、
供
于
屋
頂
。
凡
有
冲
犯
、

迄
（
乞
）
神
速
遣
、
永
鎮
家
庭
、
平
安
如
意
。
全
頼
威
風
、
凶
神
速
避
、

吉
神
降
臨
、
二
六
時
中
、
全
吻
神
庇
、
祭
祝
以
完
、
請
登
寶
位
。

祝
畢
、以
将
軍
向
前
安
坐（
上
梯
）。
不
可
朝
自
己
屋
。
凡
工
人
只
可
在
将
軍
後
。

切
不
可
在
将
軍
前
。
恐
有
傷
犯
休
教
。
主
人
対
面
伸
者
、
宜
旁
側
立
者
、
吉
。

（
訓
読
）
凡お
よ

そ
瓦
将
軍
を
置
く
者
は
、
皆
対
面
に
獸

じ
ゆ
う

頭と
う

、
屋お

く

脊せ
き

、
墻

し
よ
く

頭と
う

、
牌は

い

坊ぼ
う

の
脊
有
る
に
因よ

る
。
屋
を
隔
て
て
見
ゆ
る
者
は
、
宜よ

ろ

し
く
瓦
将
軍
を
用
う
べ
し
。

近
く
對た
い

す
る
が
如ご

と

き
者
は
、
獸

じ
ゆ
う

牌は
い

を
用
う
。
毎
月
、
神
の
日
の
安あ

ん

位い

に
在
る
を
擇え

ら

ぶ
。

日
は
天
の
晴
れ
る
に
由よ

り
、
位
に
安
ん
ず
る
は
吉
。
如も

し
雨
な
ら
ば
、
宜よ

ろ

し
か
ら
ず
。

若も

し
位
に
安や

す

ん
ず
れ
ば
反か

え
っ
て
凶
。
木も

く

物ぶ
つ

は
座ざ

下か

に
藏ぞ

う

す
る
に
宜
し
か
ら
ず
。
将
軍

は
本も
と　

土ど

に
属
す
。
木も

く

は
原も

と

よ
り
土
に
剋か

つ
。
故
に
位
に
安
ん
ず
る
に
用
う
べ
か
ら

ず
。
必
ず
先
ず
之
れ
を
祭
る
に
、
三さ
ん

牡ぼ
う

、
酒
果
、
金
錢
、
香こ

う

、
蝋ろ

う

燭そ
く

の
類る

い

を
用
う
。

祝し
ゆ
くし
て
曰い

う
。

伏
し
て
以お
も

え
ら
く
、
神
は
本も

と

よ
り
形
状
無
し
。
荘そ

う

嚴ご
ん

に
し
て
法
相
を
成
す
。

師し

ふ傅　

教
有
り
。
光
を
開
く
を
待
ち
て
靈
通
顕
わ
る
。

（
即
ち
墨
を
用
い
て
眼
睛
を
點
ず
）。
伏
し
て
南な
ん

瞻せ
ん

部

州
大
清
國
、
某
省
、
某
縣
、
某
都
、
某
圖
の
住
屋
、
神

を
奉
ず
る
信
士
某
人
と
為
す
。
今　

門
に
對
し
て
遠
く

屋お
く

脊せ
き

、
或あ

る

い
は
墻

し
よ
う

頭と
う

の
相あ

い

冲ち
ゆ
うす
る
を
見
る
に
因
り
、
特

に
九
き
ゆ
う

獸じ
ゆ
うの

總そ
う

管か
ん

、
瓦
将
軍
の
神し

ん

を
請こ

い
、
屋お

く

頂ち
よ
うに

供そ
な

う
。

凡
そ
冲
ち
ゆ
う

犯は
ん

有
ら
ば
、
神　

速す
み

や
か
に
遣つ

か

わ
し
、
永な

が

く
家

庭
を
鎮
め
、
平
安　

意
の
如
く
な
る
を
乞
う
。
全
く

威
風
に
頼
り
、
凶
神
は
速
や
か
に
避
け
、
吉
神
降
臨
し
、

二
六
時
中
、
全
く
神し
ん

庇ひ

に
吻ぶ

ん

し
、
祭さ

い

祝し
ゆ
く

以
て
完お

わ

り
、
寶ほ

う

位い

に
登
る
を
請こ

う
。

祝し
ゆ
く　

畢お
わ

り
て
、
将
軍
の
面
を
以
て
前
に
向
け
梯て

い

に
上
る
。
自
己
の
屋お

く

に
朝む

か

う
可

か
ら
ず
。
凡
そ
工
人
は
只た

だ
将
軍
の
後
に
在
る
可
し
。
切
に
将
軍
の
前
に
在
る
可

か
ら
ず
。
休
き
ゆ
う

教き
よ
うを
傷

し
よ
う

犯は
ん

す
る
有
る
を
恐
る
。
主
人
対
面
し
て
伸
ぶ
る
者
は
、
宜よ

ろ

し

く
旁ぼ
う

側そ
く

に
立
つ
れ
ば
、
吉
。

（
註
）「
大
清
國
」、
明
の
萬
暦
刊
本
は
「
大
明
國
」
に
作
る
。
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（
一
）
瓦
将
軍

（
原
文
）
凡
置
瓦
将
軍
者
、
皆
因
対
面
或
有
獸
頭
、
屋
脊
、

墻
頭
、
牌
坊
脊
。
隔
屋
見
者
、
宜
用
瓦
将
軍
。
如
近
對
者
、
用
獸
牌
。
毎
月
、
擇

神
在
日
安
位
。
日
出
、
天
晴
安
位
者
吉
、
如
雨
不
宜
。
若
安
位
反
凶
。
本
（
木
）

物
不
宜
藏
座
下
。
将
軍
本
属
土
、
木
原
剋
土
、
故
不
可
用
安
位
。
必
先
祭
之
、
用

三
牡
、
酒
果
、
金
錢
、
香
、
蝋
燭
類
。 

祝
曰
。 

伏
以
神
本
無
形
伏
（
状
）
。
荘
嚴
而
成
法
相
。
師
傅
有
数
、
待
開
光
而
顕
靈
通

（
即
用
墨
點
眼
睛
）
。
伏
為
南
瞻
部
州
、
大
清
國
、
某
省
、
某
縣
、
某
都
、
某

圖
住
屋
、
奉
神
信
士
某
人
。
今
因
對
門
遠
見
屋
脊
、
或
墻
頭
相
冲
、
特
請
瓦

獸
總
管
瓦
将
軍
之
神
、
供
于
屋
頂
。
凡
有
冲
犯
、
乞
神
速
遣
、
永
鎮
家
庭
、

平
安
如
意
、
全
頼
威
風
、
凶
神
速
避
、
吉
神
降
臨
、
二
六
時
中
、
全
吻
神
庇
、

祭
祝
以
完
、
請
登
寶
位
。 

祝
畢
、
以
将
軍
向
前
上
梯
。
不
可
朝
自
己
屋
。
凡
工
人
只
可
在
将
軍
後
。
切
不
可

在
将
軍
前
。
恐
有
傷
犯
休
教
。
主
人
対
面
伸
者
、
宜
旁
側
立
者
、
吉
。 

（
訓
読
）
凡お

よ

そ
瓦
将
軍
を
置
く
者
は
、
皆
対
面
に
獸

じ
ゆ
う

頭と
う

、
屋お

く

脊せ
き

、
墻

し
よ
く

頭と
う

、
牌は

い

坊ぼ
う

有

る
に
因よ

る
。
屋
を
隔
て
て
見
ゆ
る
者
は
、
宜よ

ろ

し
く
瓦
将
軍
を
用
う
べ
し
。
近
く
對た

い

す

る
が
如ご

と

き
者
は
、
獸

じ
ゆ
う

牌は
い

を
用
う
。
毎
月
、
神
の
日
の
安あ

ん

位い

に
在
る
を
擇え

ら

ぶ
。
日
出

で
て
、
天
晴
れ
て
位
に
安
ん
ず
る
は
吉
。
如も

し
雨
な
ら
ば
、
宜よ

ろ

し
か
ら
ず
。
若も

し

位
に
安や

す

ん
ず
れ
ば
反か

え

っ
て
凶
。
木き

物ぶ
つ

は
座ざ

下か

に
藏ぞ

う

す
る
に
宜
し
か
ら
ず
。
将
軍
は

本も
と

土ど

に
属
す
。
木も

く

は
原も

と

よ
り
土
に
剋か

つ
。
故
に
位
に
安
ん
ず
る
に
用
う
べ
か
ら

ず
。
必
ず
先
ず
之
れ
を
祭
る
に
、
三さ

ん

牡ぼ
う

、
酒
果
、
金
錢
、
香こ

う

、
蝋ろ

う

燭そ
く

の
類る

い

を
用
う
。 

祝
し
ゆ
く

し
て
曰い

う
。 

伏
し
て
以お

も

え
ら
く
、
神
は
本も

と

よ
り
形
状
無
し
。
荘そ

う

嚴ご
ん

に
し
て
法
相
を
成
す
。

師
傅

数
有
り
。
光
を
開
く
を
待
ち
て
靈
通
顕
わ
る
。

（
即
ち
墨
を
用
い
眼
睛
を
點
ず
）
。
伏
し
て
南な

ん

瞻せ
ん

部
州

大
清
國
、
某
省
、
某
縣
、
某
都
、
某
圖
の
住
屋
、
神

を
奉
じ
る
信
士
某
人
と
為
す
。
今

門
に
對
し
て
遠

く
屋お

く

脊せ
き

、
或あ

る

い
は
墻

し
よ
く

頭と
う

の
相あ

い

冲
ち
ゆ
う

す
る
を
見
る
に
因

り
、
特
に
瓦が

獸
じ
ゆ
う

の
總そ

う

管か
ん

、
瓦
将
軍
の
神し

ん

を
請こ

い
、
屋お

く

頂
ち
よ
う

に
供そ

な

う
。
凡
そ
冲

ち
ゆ
う

犯は
ん

有
ら
ば
、
神

速す
み

や
か
に
遣つ

か

わ
し
、
永な

が

く
家
庭
を
鎮
め
、
平
安

意
の
如
く
、
全

く
威
風
に
頼
り
、
凶
神
は
速
や
か
に
避
け
、
吉
神
降
臨
し
、
二
六
時
中
、
全

く
神し

ん

庇ひ

に
吻ぶ

ん

し
、
祭さ

い

祝
し
ゆ
く

以
て
完お

わ

り
、
寶ほ

う

位い

に
登
る
を
請こ

う
。 

祝
し
ゆ
く

畢お
わ

り
て
、
将
軍
を
以
て
前
に
向
け
梯て

い

に
上
る
。
自
己
の
屋お

く

に
朝む

か

う
可
か
ら
ず
。

凡
そ
工
人
は
只た

だ
将
軍
の
後
に
在
る
可
し
。
切
に
将
軍
の
前
に
在
る
可
か
ら
ず
。

休
き
ゆ
う

教
き
よ
う

を
傷

し
よ
う

犯は
ん

す
る
有
る
を
恐
る
。
主
人
対
面
し
て
伸
ぶ
る
者
は
、
宜よ

ろ

し
く
旁ぼ

う

側そ
く

に
立
つ
れ
ば
、
吉
。 

（
註
）
「
大
清
國
」
、
明
の
萬
暦
刊
本
は
「
大
明
國
」
に
作
る
。 
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（
通
釈
）
一
般
的
に
（
家
の
屋
根
に
）「
瓦
将
軍
」
を
設
置
す
る
の
は
、み
な
（
自

分
の
家
の
）
対
面
に（
他
人
の
家
の
）
獣
頭
、屋
脊
（
屋
頂
と
両
端
の
勾
配
）、墻
（
塀

壁
）
の
頭
頂
、
牌
坊
（
中
国
の
伝
統
的
な
門
）
の
脊
が
あ
り
、（
自
分
の
家
に
向
っ

て
冲
す
る
）
場
合
で
あ
る
。
家
屋
を
隔
て
て
見
え
る
場
合
は
瓦
将
軍
を
用
い
る
の

が
よ
く
、
近
く
（
自
分
の
家
に
向
っ
て
冲
す
る
）
場
合
に
は
「
獣
牌
」
を
用
い
る
。

（
設
置
は
）
毎
月
の
位
に
安
ん
じ
る
（
よ
き
日
）
を
選
ぶ
。
晴
れ
の
天
気
に
安
置

す
れ
ば
吉
で
あ
る
。
雨
の
と
き
は
よ
く
な
い
。
も
し
（
雨
の
と
き
に
）
安
置
す
れ

ば
、
か
え
っ
て
凶
で
あ
る
。（「
瓦
将
軍
」
を
）
木
で
つ
く
り
、
座
の
下
に
収
蔵
す

る
の
は
よ
く
な
い
。
「
瓦
将
軍
」
は
も
と
も
と
土
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
木
は

も
と
よ
り
土
に
勝
つ
（
木
剋
土
）。
ゆ
え
に
安
置
す
る
の
に
木
を
用
い
て
は
な
ら
な

い
。
必
ず
ま
ず
「
瓦
将
軍
」
を
祭
祀
す
る
場
合
、
牛
・
羊
・
豚
の
三
種
の
い
け
に

え
、
酒
果
、
金
銭
、
御
香
、
ろ
う
そ
く
の
類
を
用
い
る
。

（「
瓦
将
軍
」
を
安
置
す
る
こ
と
を
）
祝
し
て
い
う
。

�　

�

伏
し
て
思
う
に
、
神
は
も
と
も
と
形
が
な
く
、
荘
厳
に
し
て
法
相
を
そ
な
え

て
お
ら
れ
ま
す
。
師
傅
は
教
え
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
光
が
開
か
れ
る

の
を
待
っ
て
、
霊
験
が
顕
わ
れ
ま
す
。（
つ
ま
り
、
墨
を
用
い
て
「
瓦
将
軍
」

の
眼
を
開
く
）。
伏
し
て
願
い
ま
す
、
南
瞻
部
州
大
清
国
、
某
省
、
某
縣
、

某
都
、
某
図
の
住
屋
、
敬
神
の
信
者
某
人
で
あ
り
ま
す
。
今
、（
わ
が
家
の
）

門
に
対
峙
し
て
遠
く
（
他
人
の
）
家
の
屋
脊
（
屋
頂
と
両
端
の
勾
配
）、
あ

る
い
は
墻
（
塀
壁
）
の
頭
頂
が
（
自
分
の
家
に
）
向
か
い
冲
す
る
の
を
み
て
、

特
に
九
獣
の
総
監
で
あ
ら
れ
る
「
瓦
将
軍
」
に
屋
頂
に
坐
し
た
ま
う
こ
と
を

請
い
た
て
ま
つ
り
ま
す
。
お
よ
そ（
他
家
か
ら
の
）対
冲
の
犯
が
あ
る
な
ら
ば
、

神
よ
、
す
み
や
か
に
（
手
下
を
）
遣
わ
し
、
永
久
に
わ
が
家
を
鎮
め
、
望
み

通
り
平
安
が
さ
ず
か
り
ま
す
よ
う
に
。
す
べ
て
威
風
に
す
が
り
、
凶
神
は
速

や
か
に
避
け
、
吉
神
は
降
臨
し
、
い
つ
な
ん
ど
き
も
、
神
の
ご
加
護
に
あ
ず

か
り
ま
す
よ
う
に
。
祭
祝
が
お
わ
れ
ば
、
そ
の
宝
位
に
登
り
た
ま
わ
ん
こ
と

を
願
い
た
て
ま
つ
り
ま
す
。

祭
祝
が
お
わ
っ
た
な
ら
ば
、
将
軍
を
前
向
き
に
し
て
梯は
し
ご

を
の
ぼ
る
。
自
分
の
家

屋
の
ほ
う
に
向
け
て
は
な
ら
な
い
。
お
よ
そ
工
匠
は
た
だ
将
軍
の
後
に
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
け
っ
し
て
将
軍
の
前
に
い
て
は
な
ら
な
い
、
と
う
と
い
導
き
を
傷
つ
け
お

か
す
こ
と
を
恐
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
主
人
（
の
家
屋
）
が
対
面
し
て
伸
び
て
き
て

い
る
場
合
は
、（
ず
ら
し
て
）
か
た
わ
ら
に
立
て
れ
ば
、
吉
で
あ
る
。

（
二
）
泰
山
石
敢
當
（
図
に
は
太
山
石
敢
當
と
あ
る
）　

（
図
の
解
説
）
高
四
尺
八
寸
、
濶
一
尺
二
寸
、
厚
四
寸
、
埋
入
土
八
寸
。（
高

さ
四
尺
八
寸
、
濶ひ
ろ

さ
一
尺
二
寸
、
厚
さ
四
寸
、
土
に
埋
入
す
る
こ
と
八
寸
。
：
高

さ
四
尺
八
寸
、
広
さ
一
尺
二
寸
、
厚
さ
四
寸
、
土
に
八
寸
埋
め
こ
む
。）

（
原
文
）
凡
鑿
石
敢
當
、
須
擇
冬
至
日
後
甲
辰
、
丙
辰
、
戊
辰
、
庚
辰
、
壬
辰
、

甲
寅
、丙
寅
、戊
寅
、庚
寅
、壬
寅
、此
十
二
日
、乃
龍
虎
日
。
用
之
吉
。
至
除
夜
、

用
生
肉
三
片
祭
之
、新
正
寅
時
、立
于
門
首
。
莫
與
外
人
見
。
凡
有
巷
道
來
冲
者
、
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用
此
石
敢
當
。

（
訓
読
）
凡お
よ

そ
石せ

き

敢が
ん

當と
う

を
鑿う

が

つ
は
、
須す

べ
か
ら
く

冬
至
の
日
の
後
の
甲こ
う

辰し
ん

、
丙へ

い

辰し
ん

、
戊ぼ

辰し
ん

、
庚こ

う

辰し
ん

、
壬じ

ん

辰し
ん

、
甲こ

う

寅い
ん

、
丙へ

い

寅い
ん

、
戊ぼ

寅い
ん

、
庚こ

う

寅い
ん

、

壬じ
ん

寅い
ん

、
此こ

の
十
二
日
、
乃す

な
わ
ち
龍

り
ゆ
う

虎こ

の
日
を
擇え

ら

ぶ

べ
し
。
之こ

れ
を
用
う
れ
ば
吉
。
除
夜
に
至
れ
ば
、

生
肉
三
片
を
用
い
て
之
れ
を
祭
り
、
新し
ん

正せ
い

の
寅と

ら

の
時
、
門
首
に
立
つ
。
外が

い

人じ
ん

と
見

る
莫な
か

れ
。
凡お

よ

そ
巷こ

う

道ど
う

の
來ら

い

冲ち
ゆ
うす
る
者
有
ら
ば
、
此こ

の
石
敢
當
を
用
う
。

（
通
釈
）
お
よ
そ
「
石
敢
當
」
を
う
が
っ
て
（
設
置
工
事
を
始
め
る
の
は
）、
冬

至
日
の
あ
と
の
甲
辰
、
丙
辰
、
戊
辰
、
庚
辰
、
壬
辰
、
甲
寅
、
丙
寅
、
戊
寅
、
庚
寅
、

壬
寅
、こ
の
十
二
（
十
）
日
、す
な
わ
ち
龍
（
辰
）
と
虎
（
寅
）
の
日
を
必
ず
選
ぶ
。

こ
の
日
を
用
い
れ
ば
吉
で
あ
る
。
大
晦
日
の
夜
に
な
れ
ば
、
生
肉
三
片
を
用
い
て
こ

れ
を
祭
り
、
新
た
な
年
の
正
月
の
寅
刻
（
午
前
一
時
～
三
時
頃
）
に
門
首
に
立
て

る
の
で
あ
る
。
そ
の
工
事
は
外
部
の
人
に
見
せ
て
は
い
け
な
い
。
お
よ
そ
小
道
が（
自

分
の
家
の
ほ
う
に
）
向
っ
て
冲
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
「
石
敢
當
」
を
用
い
て
（
そ

の
災
厄
を
）
避
け
る
。

（
三
）
獸
牌

（
図
の
解
説
）
上
濶
八
寸
、
按
八
卦
。
下
六
寸
四
分
、
按
六
十
四
卦
。
高
一
尺
二

寸
、
按
十
二
時
。
両
邊
合
廿
四
氣
。（
上
は
濶ひ

ろ

さ
八
寸
、
八
卦
を
按あ

ん

ず
。
下
は
六
寸

四
分
、
六
十
四
卦
を
按
ず
。
高
は
一
尺
二
寸
、
十
二
時
を
按
ず
。
両
邊
は
合が

つ

し
て
廿

四
氣
と
す
。：（
獣
牌
は
）
上
部
の
幅
は
八
寸
、八
卦
を
象
る
。
下
部
の
幅
は
六
寸
四
分
、

六
十
四
卦
を
象
る
。
高
さ
は
一
尺
二
寸
、十
二
時
を
象
る
。
両
辺
の
合
わ
せ
た
長
さ（
二

尺
四
寸
）
は
二
十
四
節
気
を
象
る
。）（『
絵
図
魯
班
経
』
に
よ
る
。）

（
原
文
）
但
有
人
家
對
近
墻
屋
之
脊
、
用
此
獸
牌
。
釘
于
窓
頂
上
、
不
可
直

釘
檐
下
。
則
對
不
着
對
面
之
冲
。
釘
者
須
要
準
對
、
不
可
歪
斜
釘
。
不
可
釘

于
獸
面
。
若
釘
當
中
、反
凶
也
。
今
有
圖
式
。
黒
圏
處
釘
釘
之
處
也
。
取
六
寅
日
、

寅
時
吉
。
忌
未
亥
。
生
命
。

　（
訓
読
）
但た

だ
人
家
の
墻

し
よ
う

屋お
く

の
脊せ

き

に
對た

い

近き
ん

す

る
有
ら
ば
、
此こ

の
獸

じ
ゆ
う

牌は
い

を
用
う
。
窓そ

う

頂ち
よ
うの
上
に

釘く
ぎ

す
る
も
、
檐え

ん

下か

に
直

ち
よ
く

釘て
い

す
る
べ
か
ら
ず
。
則

ち
對た
い

し
て
對た

い

面め
ん

の
冲ち

ゆ
う
に
着
け
ず
。
釘
は
須す

べ
か
ら
く

要か
な

ら
ず
對
に
準た

い
ら

か
に
し
、
歪ゆ

が

み
斜
め
に
釘
す
べ
か
ら
ず
。
獸

じ
ゆ
う

面め
ん

に
釘
す
べ
か
ら
ず
。

若も

し
釘
す
る
こ
と
中ち

ゆ
う
に
當あ

た
ら
ば
、
反か

え
っ
て
凶
。
今
圖ず

式し
き

有
り
。
黒こ

く

圏け
ん

の
處
は
釘

を
釘
す
る
處と
こ
ろ

な
り
。
六り

く

寅い
ん

の
日
、寅と

ら

の
時
を
取
れ
ば
吉
。
未び

亥が
い

を
忌
む
。
命
を
生
ず
。

（
通
釈
）
た
だ
他
人
の
家
の
屋
脊
（
屋
頂
と
両
端
の
勾
配
）
が
自
分
の
家
に
接

近
し
て
対
峙
す
る
場
合
だ
け
は
、
こ
の
「
獣
牌
」
を
用
い
て
（
邪
を
避
け
る
）。

窓
の
頭
頂
に
釘
を
打
つ
場
合
、（
窓
の
上
の
）
の
き
や
ひ
さ
し
の
下
に
、
直
接
釘
を

打
っ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、（
他
人
の
家
の
屋
脊
が
）
対
面
し
て
冲
し
て
い

る
ほ
う
に
ま
っ
す
ぐ
向
け
て
設
置
し
な
い
。
釘
を
打
つ
と
き
は
必
ず
水
平
に
打
ち
、
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冲
者
、
用
此
石
敢
當
。 

（
訓
読
）
凡お

よ

そ
石せ

き

敢が
ん

當と
う

を
鑿う

が

つ
は
、
須

す
べ
か

ら
く
冬
至
の

日
の
後
の
甲こ

う

辰し
ん

、
丙へ

い

辰し
ん

、
戊ぼ

辰し
ん

、
庚こ

う

辰し
ん

、
壬じ

ん

辰し
ん

、
甲こ

う

寅い
ん

、
丙へ

い

寅い
ん

、
戊ぼ

寅い
ん

、
庚こ

う

寅い
ん

、
壬じ

ん

寅い
ん

、
此こ

の
十
二
日
、

乃
す
な
わ

ち
龍

り
ゆ
う

虎こ

の
日
を
擇え

ら

ぶ
べ
し
。
之こ

れ
を
用
う
れ
ば

吉
。
除
夜
に
至
れ
ば
、
生
肉
三
片
を
用
い
て
之
れ
を
祭
り
、
新し

ん

正せ
い

の
寅と

ら

の
時
、
門

首
に
立
つ
。
外が

い

人じ
ん

と
見
る
莫な

か

れ
。
凡お

よ

そ
巷こ

う

道ど
う

に
來ら

い

冲
ち
ゆ
う

す
る
者
有
ら
ば
、
此こ

の
石
敢

當
を
用
う
。 

（
通
釈
）
お
よ
そ
「
石
敢
當
」
を
う
が
っ
て
（
設
置
工
事
を
始
め
る
の
は
）
、
冬
至

日
の
あ
と
の
甲
辰
、
丙
辰
、
戊
辰
、
庚
辰
、
壬
辰
、
甲
寅
、
丙
寅
、
戊
寅
、
庚
寅
、

壬
寅
、
こ
の
十
二
（
十
）
日
、
す
な
わ
ち
龍
（
辰
）
と
虎
（
寅
）
の
日
を
必
ず
選

ぶ
。
こ
の
日
を
用
い
れ
ば
吉
で
あ
る
。
大
晦
日
の
夜
に
な
れ
ば
、
生
肉
三
片
を
用

い
て
こ
れ
を
祭
り
、
新
た
な
年
の
正
月
の
寅
刻
（
午
前
一
時
～
三
時
頃
）
に
門
首

に
立
て
る
の
で
あ
る
。
そ
の
工
事
は
外
部
の
人
に
見
せ
て
は
い
け
な
い
。
お
よ
そ

小
道
が
（
自
分
の
家
の
ほ
う
に
）
向
っ
て
冲
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
「
石
敢
當
」

を
用
い
て
（
そ
の
邪
を
）
避
け
る
。 

 

（
三
）
獸
牌 

（
図
の
解
説
）
上
濶
八
寸
、
按
八
卦
。
下
六
寸
四
分
、
按
六
十
四
卦
。
高
一
尺
二

寸
、
按
十
二
時
。
両
邊
合
廿
四
氣
。（
上
は
濶ひ

ろ

さ
八
寸
、
八
卦
を
按あ

ん

ず
。
下
は
六
寸

四
分
、
六
十
四
卦
を
按
ず
。
高
は
一
尺
二
寸
、
十
二
時
を
按
ず
。
両
邊
は
合が

つ

し
て

廿
四
氣
と
す
。
：
（
獣
牌
は
）
上
部
の
幅
は
八
寸
、
八
卦
を
象
る
。
下
部
の
幅
は
六

寸
四
分
、
六
十
四
卦
を
象
る
。
高
さ
は
一
尺
二
寸
、
十
二
時
を
象
る
。
両
辺
の
合

わ
せ
た
長
さ
（
二
尺
四
寸
）
は
二
十
四
節
気
を
象
る
。
） 

（
原
文
）
但
有
人
家
對
近
墻
屋
之
脊
、
用
此
獸
牌
。
釘
于
窓
頂
上
、
切
莫
直
釘
檐

下
。
則
對
不
着
對
面
之
冲
。
釘
者
須
要
準
對
、
不
可
歪
斜
釘
、
不
可
釘
于
獸
面
。

若
釘
當
中
、
反
凶
也
。
今
有
圖
式
。
黒
圏
處
釘
釘
之
處
也
。
取
六
寅
日
、
寅
時
吉
。

忌
未
亥
。

生
命
。 

（
訓
読
）
但た

だ
人
家
の
墻

し
よ
う

屋お
く

の
脊せ

き

に
對た

い

近き
ん

す
る
有

ら
ば
、
此こ

の
獸

じ
ゆ
う

牌は
い

を
用
う
。
窓そ

う

頂
ち
よ
う

の
上
に
釘く

ぎ

す

る
も
、
切せ

つ

に
檐え

ん

下か

に
直

ち
よ
く

釘て
い

す
る
莫な

か

れ
。
則
ち
對た

い

し

て
對た

い

面め
ん

の
冲

ち
ゆ
う

に
着
け
ず
。
釘
は
須

す
べ
か

ら
く
要か

な

ら
ず

對
に
準

た
い
ら

か
に
し
、
歪ゆ

が

み
斜
め
に
釘
す
べ
か
ら
ず
、
獸

じ
ゆ
う

面め
ん

に
釘
す
べ
か
ら
ず
。
若も

し

釘
す
る
こ
と
中

ち
ゆ
う

に
當あ

た
ら
ば
、
反か

え

っ
て
凶
。
今
圖ず

式し
き

有
り
。
黒こ

く

圏け
ん

の
處
は
釘
を
釘

す
る
處

と
こ
ろ

な
り
。
六り

く

寅い
ん

の
日
、
寅と

ら

の
時
を
取
れ
ば
吉
。
未び

亥が
い

を
忌
む
。

命
を
生
ず
。 

（
通
釈
）
た
だ
他
人
の
家
の
屋
脊
（
屋
頂
と
両
端
の
勾
配
）
が
自
分
の
家
に
接
近

し
て
対
峙
す
る
場
合
だ
け
は
、
こ
の
「
獣
牌
」
を
用
い
て
（
邪
を
避
け
る
）
。
窓
の

頭
頂
に
釘
を
打
つ
場
合
、（
窓
の
上
の
）
の
き
や
ひ
さ
し
の
下
に
、
直
接
釘
を
打
っ

て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、（
他
人
の
家
の
屋
脊
が
）
対
面
し
て
冲
し
て
い
る
ほ

う
に
ま
っ
す
ぐ
向
け
て
設
置
し
な
い
。
釘
を
打
つ
と
き
は
必
ず
水
平
に
打
ち
、
ゆ  12 

冲
者
、
用
此
石
敢
當
。 

（
訓
読
）
凡お

よ

そ
石せ

き

敢が
ん

當と
う

を
鑿う

が

つ
は
、
須

す
べ
か

ら
く
冬
至
の

日
の
後
の
甲こ

う

辰し
ん

、
丙へ

い

辰し
ん

、
戊ぼ

辰し
ん

、
庚こ

う

辰し
ん

、
壬じ

ん

辰し
ん

、
甲こ

う

寅い
ん

、
丙へ

い

寅い
ん

、
戊ぼ

寅い
ん

、
庚こ

う

寅い
ん

、
壬じ

ん

寅い
ん

、
此こ

の
十
二
日
、

乃
す
な
わ

ち
龍

り
ゆ
う

虎こ

の
日
を
擇え

ら

ぶ
べ
し
。
之こ

れ
を
用
う
れ
ば

吉
。
除
夜
に
至
れ
ば
、
生
肉
三
片
を
用
い
て
之
れ
を
祭
り
、
新し

ん

正せ
い

の
寅と

ら

の
時
、
門

首
に
立
つ
。
外が

い

人じ
ん

と
見
る
莫な

か

れ
。
凡お

よ

そ
巷こ

う

道ど
う

に
來ら

い

冲
ち
ゆ
う

す
る
者
有
ら
ば
、
此こ

の
石
敢

當
を
用
う
。 

（
通
釈
）
お
よ
そ
「
石
敢
當
」
を
う
が
っ
て
（
設
置
工
事
を
始
め
る
の
は
）
、
冬
至

日
の
あ
と
の
甲
辰
、
丙
辰
、
戊
辰
、
庚
辰
、
壬
辰
、
甲
寅
、
丙
寅
、
戊
寅
、
庚
寅
、

壬
寅
、
こ
の
十
二
（
十
）
日
、
す
な
わ
ち
龍
（
辰
）
と
虎
（
寅
）
の
日
を
必
ず
選

ぶ
。
こ
の
日
を
用
い
れ
ば
吉
で
あ
る
。
大
晦
日
の
夜
に
な
れ
ば
、
生
肉
三
片
を
用

い
て
こ
れ
を
祭
り
、
新
た
な
年
の
正
月
の
寅
刻
（
午
前
一
時
～
三
時
頃
）
に
門
首

に
立
て
る
の
で
あ
る
。
そ
の
工
事
は
外
部
の
人
に
見
せ
て
は
い
け
な
い
。
お
よ
そ

小
道
が
（
自
分
の
家
の
ほ
う
に
）
向
っ
て
冲
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
「
石
敢
當
」

を
用
い
て
（
そ
の
邪
を
）
避
け
る
。 

 

（
三
）
獸
牌 

（
図
の
解
説
）
上
濶
八
寸
、
按
八
卦
。
下
六
寸
四
分
、
按
六
十
四
卦
。
高
一
尺
二

寸
、
按
十
二
時
。
両
邊
合
廿
四
氣
。（
上
は
濶ひ

ろ

さ
八
寸
、
八
卦
を
按あ

ん

ず
。
下
は
六
寸

四
分
、
六
十
四
卦
を
按
ず
。
高
は
一
尺
二
寸
、
十
二
時
を
按
ず
。
両
邊
は
合が

つ

し
て

廿
四
氣
と
す
。
：
（
獣
牌
は
）
上
部
の
幅
は
八
寸
、
八
卦
を
象
る
。
下
部
の
幅
は
六

寸
四
分
、
六
十
四
卦
を
象
る
。
高
さ
は
一
尺
二
寸
、
十
二
時
を
象
る
。
両
辺
の
合

わ
せ
た
長
さ
（
二
尺
四
寸
）
は
二
十
四
節
気
を
象
る
。
） 

（
原
文
）
但
有
人
家
對
近
墻
屋
之
脊
、
用
此
獸
牌
。
釘
于
窓
頂
上
、
切
莫
直
釘
檐

下
。
則
對
不
着
對
面
之
冲
。
釘
者
須
要
準
對
、
不
可
歪
斜
釘
、
不
可
釘
于
獸
面
。

若
釘
當
中
、
反
凶
也
。
今
有
圖
式
。
黒
圏
處
釘
釘
之
處
也
。
取
六
寅
日
、
寅
時
吉
。

忌
未
亥
。

生
命
。 

（
訓
読
）
但た

だ
人
家
の
墻

し
よ
う

屋お
く

の
脊せ

き

に
對た

い

近き
ん

す
る
有

ら
ば
、
此こ

の
獸

じ
ゆ
う

牌は
い

を
用
う
。
窓そ

う

頂
ち
よ
う

の
上
に
釘く

ぎ

す

る
も
、
切せ

つ

に
檐え

ん

下か

に
直

ち
よ
く

釘て
い

す
る
莫な

か

れ
。
則
ち
對た

い

し

て
對た

い

面め
ん

の
冲

ち
ゆ
う

に
着
け
ず
。
釘
は
須

す
べ
か

ら
く
要か

な

ら
ず

對
に
準

た
い
ら

か
に
し
、
歪ゆ

が

み
斜
め
に
釘
す
べ
か
ら
ず
、
獸

じ
ゆ
う

面め
ん

に
釘
す
べ
か
ら
ず
。
若も

し

釘
す
る
こ
と
中

ち
ゆ
う

に
當あ

た
ら
ば
、
反か

え

っ
て
凶
。
今
圖ず

式し
き

有
り
。
黒こ

く

圏け
ん

の
處
は
釘
を
釘

す
る
處

と
こ
ろ

な
り
。
六り

く

寅い
ん

の
日
、
寅と

ら

の
時
を
取
れ
ば
吉
。
未び

亥が
い

を
忌
む
。

命
を
生
ず
。 

（
通
釈
）
た
だ
他
人
の
家
の
屋
脊
（
屋
頂
と
両
端
の
勾
配
）
が
自
分
の
家
に
接
近

し
て
対
峙
す
る
場
合
だ
け
は
、
こ
の
「
獣
牌
」
を
用
い
て
（
邪
を
避
け
る
）
。
窓
の

頭
頂
に
釘
を
打
つ
場
合
、（
窓
の
上
の
）
の
き
や
ひ
さ
し
の
下
に
、
直
接
釘
を
打
っ

て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、（
他
人
の
家
の
屋
脊
が
）
対
面
し
て
冲
し
て
い
る
ほ

う
に
ま
っ
す
ぐ
向
け
て
設
置
し
な
い
。
釘
を
打
つ
と
き
は
必
ず
水
平
に
打
ち
、
ゆ
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ゆ
が
め
た
り
、
な
な
め
に
打
っ
て
は
な
ら
な
い
。
獣
の
顔
面
に
釘
を
打
っ
て
は
な
ら

な
い
。
も
し
釘
が
顔
の
な
か
に
あ
た
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
か
え
っ
て
凶
で
あ
る
。
こ
こ

に
図
式
が
あ
る
。
こ
の
黒
い
丸
い
と
こ
ろ
が
釘
を
打
つ
部
分
で
あ
る
。
六
寅
の
日
と

寅
刻
（
午
前
三
時
～
五
時
頃
）
に
釘
を
打
て
ば
吉
。
未
と
申
の
日
を
忌
む
。

命
を
生
む
か
ら
で
あ
る
。

（
四
）
天
官
賜
福
　
　（
原
文
）
此
板
釘
他
人
屋
脊
上
、
或
墻
上
。
須
要
與

他
家
屋
主
人
説
明
。
要
他
家
主
人
書
、
不
可
自
書
。
若
自
寫
、
反
不
吉
。
此

板
因
不
釘
獸
牌
、或
對
門
相
好
親
友
、恐
他
人
不
喜
之
設
。
故
釘
此
、以
兩
吉
也
。

和
睦
、
郷
里
之
用
。

（
訓
読
）
此こ

の
板
は
他
人
の
屋お

く

脊せ
き

の
上
、
或あ

る

い
は
墻

し
よ
う

上じ
よ
うに

釘
す
。
須す

べ
か

ら
く
要か

な
ら

ず
他
の
家
屋
の

主
人
の
與た
め

に
説
明
す
べ
し
。
他
家
の
主
人
寫う

つ

し
、

自み
ず
から

書
く
べ
か
ら
ず
。
若も

し
自
ら
寫
せ
ば
、
反か

え
っ

て
吉
な
ら
ず
。
此
の
板
は
獸
じ
ゆ
う

牌ぱ
い

を
釘
せ
ず
、
或
い
は
門
に
對
し
て
相
い
好
む
親
し

き
友
あ
り
、
他
人
の
喜
ば
ざ
る
の
設
を
恐
る
る
に
因よ

れ
ば
な
り
。
故も

と

よ
り
此
れ
を

釘
す
れ
ば
、
以
て
兩ふ
た

つ
な
が
ら
吉
な
り
。
郷

き
よ
う

里り

に
和わ

睦ぼ
く

す
る
の
用
あ
り
。

（
通
釈
）
こ
の
板
（「
天
官
賜
福
」）
は
他
人
の
（
家
の
）
屋
脊
（
屋
頂
と
両
端

の
勾
配
）
の
上
、
あ
る
い
は
墻
（
塀
壁
）
の
上
に
釘
を
打
っ
て
（
設
置
す
る
）。
か

な
ら
ず
他
人
の
家
屋
の
主
人
に
対
し
て
、
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
他
家

の
主
人
が
書
写
し
、
自
分
が
書
写
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
自
分
が
書
写
す
れ
ば
、

か
え
っ
て
不
吉
で
あ
る
。
こ
の
板
は
、「
獣
牌
」
を
設
置
せ
ず
、
あ
る
い
は
向
か
い

の
隣
人
と
は
親
し
い
友
人
で
あ
っ
た
り
、
相
手
が
（「
獣
牌
」
を
）
設
置
す
る
の

を
心
よ
く
思
わ
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
場
合
に
用
い
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
を
設
置
し

た
な
ら
ば
、
自
分
と
相
手
の
双
方
と
も
吉
で
あ
る
。（
こ
う
し
て
）
近
隣
と
の
和

睦
の
用
途
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
五
）
一
善
　
　（
原
文
）
擇
四
月
初
八
日
、
用
佛
馬
、
淨
水
、
化
紙
畢
。
辰

時
釘
。
釘
時
、
須
要
人
替
（
看
）
待
。
傍
人
有
識
此
者
、
借
其
言
曰
、
一
善
能

消
百
惡
。
若
傍
人
不
説
、
則
先
使
親
友
來
説
。
釘
此
一
善
、
須
要
現
眼
處
。

（
訓
読
）
四
月
の
初
八
日
を
擇
び
、
佛
馬
、
淨
水
、

化か

紙し

を
用
い
て
畢お

わ

る
。
辰た

つ

の
時
に
釘て

い

す
。
釘
す
る

時
、
須す
べ
か
ら
く
要か

な
ら
ず
人　

看か
ん

待た
い

す
べ
し
。
傍ぼ

う

人じ
ん　

此こ

れ
を
識し

る
者
有
ら
ば
、
其
の
言
を
借
り
て
曰
く
、

一い
ち

善ぜ
ん

能
く
百
惡
を
消
す
、
と
。
若も

し
傍ぼ

う

人じ
ん　

説
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
先
ず
親
友
を

し
て
來
た
り
説
か
し
む
。
此
の
一
善
を
釘
す
る
は
、
須
ら
く
要
ず
眼
に
す
る
處
に

現
わ
す
べ
し
。

（
通
釈
）
四
月
八
日
（
釈
迦
の
生
誕
日
）
を
選
び
、
仏
馬
、
浄
水
、
化
紙
を
準

備
し
て
お
く
。
辰
の
刻
に
釘
を
打
つ
。
釘
を
打
つ
時
、
か
な
ら
ず
人
が
み
て
い
る
の

を
待
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
傍
ら
に
「
一
善
」
に
関
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人

 13 

が
め
た
り
、
な
な
め
に
打
っ
て
は
な
ら
な
い
。
獣
の
顔
面
に
釘
を
打
っ
て
は
な
ら

な
い
。
も
し
釘
が
顔
の
な
か
に
あ
た
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
か
え
っ
て
凶
で
あ
る
。

こ
こ
に
図
式
が
あ
る
。
こ
の
黒
い
丸
い
と
こ
ろ
が
釘
を
打
つ
部
分
で
あ
る
。
六
寅

の
日
と
寅
刻
（
午
前
三
時
～
五
時
頃
）
に
釘
を
打
て
ば
吉
。
未
と
申
の
日
を
忌
む
。

 

命
を
生
む
か
ら
で
あ
る
。 

 

（
四
）
天
官
賜
福

（
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文
）
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板
釘
他
人
屋
脊
上
、
或
墻
上
。
須
要
、
與
他

家
屋
主
人
説
明
。
要
他
家
主
人
寫
、
不
可
自
寫
。
若
自
寫
、
反
不
吉
。
此
板
、
因

不
釘
獸
牌
、
或
對
門
相
好
親
友
、
恐
他
人
不
喜
之
設
。
故
釘
此
、
以
兩
吉
也
。
和

睦
、
郷
里
之
用
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（
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）
此こ

の
板
は
他
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く
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き

の
上
、
或あ
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い
は
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し
よ
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上
じ
よ
う

に
釘
す
。
須
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か

ら
く
要

か
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ら

ず
他
家
の
主
人
の
與た

め

に
説

明
す
べ
し
。
他
家
の
主
人
寫う

つ

し
、
自

み
ず
か

ら
寫
す
べ
か
ら

ず
。
若も

し
自
ら
寫
せ
ば
、
反か

え

っ
て
吉
な
ら
ず
。
此
の

板
は
獸

じ
ゆ
う

牌ぱ
い

を
釘
せ
ず
、
或
い
は
門
に
對
し
て
相
い
好
む
親
し
き
友
あ
り
、
他
人
の

喜
ば
ざ
る
の
設
を
恐
る
る
に
因よ

れ
ば
な
り
。
故も

と

よ
り
此
れ
を
釘
す
れ
ば
、
以
て
兩ふ

た

つ

な
が
ら
吉
な
り
。
郷

き
よ
う

里り

に
和わ

睦ぼ
く

す
る
の
用
あ
り
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（
通
釈
）
こ
の
板
（
「
天
官
賜
福
」
）
は
他
人
の
（
家
の
）
屋
脊
（
屋
頂
と
両
端
の

勾
配
）
、
あ
る
い
は
墻
（
塀
壁
）
の
上
に
釘
を
打
っ
て
（
設
置
す
る
）
。
か
な
ら
ず

他
人
の
家
屋
の
主
人
に
対
し
て
、
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
他
家
の
主
人

が
書
写
し
、
自
分
が
書
写
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
自
分
が
書
写
す
れ
ば
、
か
え

っ
て
不
吉
で
あ
る
。
こ
の
板
は
、「
獣
牌
」
を
設
置
せ
ず
、
あ
る
い
は
向
か
い
の
隣

人
と
は
親
し
い
友
人
で
あ
っ
た
り
、
相
手
が
（
「
獣
牌
」
を
）
設
置
す
る
の
を
心
よ

く
思
わ
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
場
合
に
用
い
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
を
設
置
し
た
な
ら

ば
、
自
分
と
相
手
の
双
方
と
も
吉
で
あ
る
。（
こ
う
し
て
）
近
隣
と
の
和
睦
の
用
途

と
す
る
の
で
あ
る
。 

 

（
五
）
一
善

（
原
文
）
擇
四
月
初
八
日
、
用
佛
馬
、
浄
水
、
化
紙
畢
。
辰
時

釘
。
釘
時
、
須
要
人
看
待
。
傍
人
有
識
此
者
、
借
其
言
曰
、
一
善
能
消
百
惡
。
若

傍
人
不
説
、
則
先
使
親
友
來
説
。
釘
此
一
善
、
須
要
現
眼
處
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（
訓
読
）
四
月
の
初
八
日
を
擇
び
、
佛
馬
、
浄
水
、

化か

紙し

を
用
い
て
畢お

え

る
。
辰た

つ

の
時
に
釘て

い

す
。
釘
す
る

時
、
須

す
べ
か

ら
く
要

か
な
ら

ず
人

看か
ん

待た
い

す
べ
し
。
傍ぼ

う

人じ
ん

此こ

れ

を
識し

る
者
有
ら
ば
、
其
の
言
を
借
り
て
曰
く
、
一い

ち

善ぜ
ん

能
く
百
惡
を
消
す
、
と
。
若も

し
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う

人じ
ん

説
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
先
ず
親
友
を
し
て

來
た
り
説
か
し
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。
此
の
一
善
を
釘
す
る
は
、
須
ら
く
要
ず
眼
に
す
る
處
に
現
わ

す
べ
し
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（
通
釈
）
四
月
八
日
（
釈
迦
の
生
誕
日
）
を
選
び
、
仏
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、
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水
、
化
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を
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お
く
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の
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に
釘
を
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時
、
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が
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て
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の
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て
行
う
必
要
が
あ
る
。
傍
ら
に
「
一
善
」
に
関
す
る
こ
と
を
知
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て
い
る 13 
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）
こ
の
板
（
「
天
官
賜
福
」
）
は
他
人
の
（
家
の
）
屋
脊
（
屋
頂
と
両
端
の

勾
配
）
、
あ
る
い
は
墻
（
塀
壁
）
の
上
に
釘
を
打
っ
て
（
設
置
す
る
）
。
か
な
ら
ず

他
人
の
家
屋
の
主
人
に
対
し
て
、
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
他
家
の
主
人

が
書
写
し
、
自
分
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書
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は
な
ら
な
い
。
も
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自
分
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写
す
れ
ば
、
か
え

っ
て
不
吉
で
あ
る
。
こ
の
板
は
、「
獣
牌
」
を
設
置
せ
ず
、
あ
る
い
は
向
か
い
の
隣

人
と
は
親
し
い
友
人
で
あ
っ
た
り
、
相
手
が
（
「
獣
牌
」
を
）
設
置
す
る
の
を
心
よ

く
思
わ
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
場
合
に
用
い
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
を
設
置
し
た
な
ら

ば
、
自
分
と
相
手
の
双
方
と
も
吉
で
あ
る
。（
こ
う
し
て
）
近
隣
と
の
和
睦
の
用
途

と
す
る
の
で
あ
る
。 

 

（
五
）
一
善

（
原
文
）
擇
四
月
初
八
日
、
用
佛
馬
、
浄
水
、
化
紙
畢
。
辰
時

釘
。
釘
時
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須
要
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看
待
。
傍
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有
識
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者
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借
其
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曰
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一
善
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消
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惡
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若

傍
人
不
説
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則
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友
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説
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釘
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一
善
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處
。 

（
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る
。
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つ
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時
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釘て

い

す
。
釘
す
る

時
、
須

す
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か

ら
く
要

か
な
ら

ず
人

看か
ん

待た
い

す
べ
し
。
傍ぼ

う

人じ
ん

此こ

れ

を
識し

る
者
有
ら
ば
、
其
の
言
を
借
り
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曰
く
、
一い

ち

善ぜ
ん

能
く
百
惡
を
消
す
、
と
。
若も

し
傍ぼ

う

人じ
ん

説
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
先
ず
親
友
を
し
て

來
た
り
説
か
し
む
。
此
の
一
善
を
釘
す
る
は
、
須
ら
く
要
ず
眼
に
す
る
處
に
現
わ

す
べ
し
。 

（
通
釈
）
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月
八
日
（
釈
迦
の
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日
）
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び
、
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馬
、
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水
、
化
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を
準
備

し
て
お
く
。
辰
の
刻
に
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つ
。
釘
を
打
つ
時
、
か
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の

を
待
っ
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行
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必
要
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あ
る
。
傍
ら
に
「
一
善
」
に
関
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
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が
い
れ
ば
、
そ
の
人
の
口
を
借
り
て
、「
一
善
は
能
く
あ
ら
ゆ
る
悪
を
消
す
」
と
い
っ

て
も
ら
う
。
も
し
傍
ら
の
人
が
知
ら
な
い
場
合
は
、先
に
親
し
い
友
人
を
呼
ん
で
い
っ

て
も
ら
う
。
こ
の
「
一
善
」
の
お
札
を
打
つ
場
合
、
か
な
ら
ず
人
の
目
に
み
え
る

と
こ
ろ
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
六
）
姜
太
公
在
此
　
　（
原
文
）
但
一
應
興
工
、
破
土
、
起
造
、
修
理
、
皆

通
用
。
寫
姜
太
公
符
者
、
不
宜
用
白
紙
。
用
⃞
⃞
（
黄
紙
）。

（
訓
読
）
但た

だ
一
た
び
興こ

う

工こ
う

、
破
土
、
起
造
、

修
理
に
應お
う

ず
る
に
、
皆
通
用
す
。
姜

き
よ
う

太た
い

公こ
う

の
符

を
寫う
つ

す
者
は
、
宜よ

ろ

し
く
白
紙
を
用
う
べ
か
ら
ず
。

黄こ
う

紙し

を
用
う
。

（
註
）
姜
太
公
は
古
代
、西
周
の
軍
師
で
あ
っ
た
太
公
望
呂
尚
の
こ
と
。
姓
は
姜
、

氏
は
魯
、
字
は
子
牙
。
斉
国
の
始
祖
。

（
通
釈
）
た
だ
ひ
と
た
び
工
事
を
お
こ
し
た
り
、
土
を
ほ
っ
た
り
、
造
営
を
始
め

た
り
、
修
理
を
し
た
り
す
る
と
き
は
、
い
ず
れ
も
「
姜
太
公
在
此
」
の
護
符
を

用
い
る
。
姜
太
公
の
護
符
を
書
写
す
る
場
合
、
白
紙
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
黄

紙
を
用
い
る
。

（
七
）
倒
鏡
（
又
白
虎
鏡
）　
　（
原
文
）
此
鏡
鑄
成
如
等
盤
様
。
四
圍
高
、

中
間
陥
。
不
宜
太
深
四
（
凹
）。
中
磨
亮
、
不
類
人
與
物
照
之
、
皆
倒
也
。
凡
有　

廰
屋
、
宮
室
、
高
樓
、
殿
寺
、
庵
觀
屋
脊
及
旗
竿
相
冲
、

用
此
鏡
鎮
之
。

（
訓
読
）
此こ

の
鏡
の
鑄

ち
ゆ
う

成せ
い

は
等と

う

盤ば
ん

の
様よ

う

の
如ご

と

し
。
四し

圍い

高

く
、
中
間
陥か
ん

す
。
宜よ

ろ

し
く
太は

な
は

だ
深
く
凹く

ぼ

ま
す
べ
か
ら
ず
。

中ち
ゆ
うは
磨ま

亮り
よ
うし
、
人
と
物
と
を
類わ

か

た
ず
之
れ
を
照
し
て
、
皆

な
倒
さ
か
し
まに
す
。
凡
そ
廰

ち
よ
う

屋お
く

、
宮
室
、
高こ

う

樓ろ
う

、
殿で

ん

寺じ

、
庵あ

ん

觀か
ん

の

屋お
く

脊せ
き

及
び
旗き

竿か
ん

相あ
い

冲ち
ゆ
うす

る
有
ら
ば
、
此
の
鏡
を
用
い
之
れ
を
鎮し

ず

む
。

（
通
釈
）
こ
の
鏡
の
鋳
造
は
、
等
盤
の
様
式
と
同
じ
で
あ
る
。
周
囲
が
高
く
、

真
ん
中
が
へ
こ
ん
で
い
る
。
あ
ま
り
深
く
へ
こ
ん
で
い
る
の
は
よ
く
な
い
。
鏡
の
中
心

は
明
る
く
磨
き
、
人
と
物
と
を
分
か
た
ず
照
ら
し
て
、
み
な
さ
か
さ
ま
に
映
る
。

お
よ
そ
（
他
の
）
庁
屋
、
宮
室
、
高
楼
、
殿
寺
、
庵
観
の
屋
脊
（
屋
頂
と
両
端

の
勾
配
）、
旗
竿
な
ど
が
（
自
分
の
家
に
）
向
っ
て
冲
す
る
場
合
、
こ
の
鏡
を
用
い

て
こ
の
邪
を
鎮
め
る
。

（
八
）
吉
竿
　
　（
原
文
）
吉
竿
用
長
木
。
架
上
用
披
水
板
。
如
雨
落
水
、
一

般
名
曰
避
雨
。
中
用
轉
肘
。
好
扯
燈
籠
、
燈
籠
上
寫
平
安
二
字
。
避
雨
中
用
一
板
。

上
寫
紫
薇
垣
三
字
、像
神
位
一
般
。
供
在
避
雨
中
。
朝
對
冲
處
。
凡
有
大
樹
、燈
竿
、

城
樓
、
寶
塔
、
月
臺
、
更
樓
、
敵
樓
、
官
廰
、
官
堂
冲
者
、
並
皆
用
之
。
若
人
家

前
高
後
低
者
、
亦
用
。
此
不
宜
太
高
。
立
于
後
門
、
或
後
⃞
⃞
（
天
井
）
中
。
若

後
邊
有
山
高
、
墻
高
、
他
家
屋
高
、
亦
用
此
立
於
前
天
井
内
門
前
。
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物
と
を
分
か
た
ず
照
ら
す
。
み
な
さ
か
さ
ま
に
映
る
。

お
よ
そ
（
他
の
）
庁
屋
、
宮
室
、
高
楼
、
殿
寺
、
庵
観
の
屋
脊
（
屋
頂
と
両
端
の

勾
配
）
、
旗
竿
な
ど
が
（
自
分
の
家
に
）
向
っ
て
冲
す
る
場
合
、
こ
の
鏡
を
用
い
て

こ
の
邪
を
鎮
め
る
。
最
も
絶
妙
で
あ
る
。 

 

（
八
）
吉
竿

（
原
文
）
吉
竿
用
長
木
佳
。
上
用
披
水
板
。
如
雨
落
水
、
一
般

名
曰
、
避
雨
。
中
用
轉
肘
、
好
扯
燈
籠
、
燈
籠
上
寫
平
安
二
字
。
避
雨
中
用
一
板
。

上
寫
紫
薇
垣
三
字
、
像
神
位
一
般
、
供
在
避
雨
中
、
朝
對
冲
處
。
凡
有
大
樹
、
燈

竿
、
城
樓
、
寶
塔
、
月
臺
、
更
樓
、
敞
樓
、
廰
、
官
堂
、
冲
者
、
並
皆
用
之
。
若

人
家
前
高
後
低
者
、
亦
用
。
此
不
宜
太
高
、
立
于
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門
、
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天
井
中
。
若
後
邊

有
山
高
、
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高
、
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高
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前
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（
訓
読
）
吉き

つ

竿か
ん

は
長

ち
よ
う

木も
く

を
用
う
。
架
上
に
披は

水す
い

板ば
ん

を
用
う
。
雨
の
如ご

と

く
水
を

落
と
す
を
、
一
般
に
名
づ
け
て
避ひ

雨う

と
曰
う
。
中
は
轉て

ん

肘ち
ゆ
うを
用
い
、
好
く
燈
籠
を

扯つ

る
。
燈
籠
の
上
に
平
安
の
二
字
を
寫う

つ

す
。
雨
の
中あ

た

る
を
避
く
る
に
一
板
を
用
う
。

上
に
紫し

薇び

垣え
ん

の
三
字
を
寫
し
、
像
神
の
位
と
一
般
な
り
。
供
え
は
避
雨
に
在
り
。

対
冲
の
處
に
朝む
か

わ
す
。
凡
そ
大
樹
、
燈と

う

竿か
ん

、
城

じ
よ
う

樓ろ
う

、
寶ほ

う

塔と
う

、
月げ

つ

臺だ
い

、
更こ

う

樓ろ
う

、
敵て

き

樓ろ
う

、
官か

ん

廰ち
よ
う、

官
堂
の
冲ち

ゆ
う

す
る
者
有
ら
ば
、
並
び
に
皆
之
れ
を
用
う
。
若
し
人
家　

前
高
く
後
低
け
れ
ば
、亦ま

た
用
う
。
此
れ
太は

な
は
だ
高
き
は
宜よ

ろ

し
か
ら
ず
。
後
ろ
の
門
、

或あ
る

い
は
後
ろ
の
天て

ん

井せ
い

の
中
に
立
つ
。
若も

し
後こ

う

邊へ
ん

に
山
の
高
き
、
墻か

き

の
高
き
、
他
の

家
屋
の
高
き
有
ら
ば
、
亦
た
此
れ
を
用
い
て
前
の
天て
ん

井せ
い

内
の
門
前
に
立
つ
。

（
通
釈
）「
吉
竿
」
は
長
い
材
を
用
い
る
。
上
部
の
台
に
は
水
を
避
け
る
板
を
用

い
る
。（
の
き
先
か
ら
落
ち
る
）
雨
の
よ
う
に
水
（
滴
）
を
落
と
す
場
合
は
、
名

づ
け
て
「
避
雨
」
と
い
う
。
中
心
に
滑
車
を
用
い
、
燈
籠
を
ひ
っ
ぱ
り
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
燈
籠
の
上
に
は
「
平
安
」
の
二
字
を
書
写
す
る
。
雨
が
あ
た
る
の

を
避
け
る
た
め
に
、
一
枚
の
板
を
用
い
る
。
上
に
は
「
紫
薇
垣
」
の
三
字
を
書
き
、

神
像
の
扱
い
と
同
じ
に
す
る
。
供
物
は
「
避
雨
」
の
中
に
置
く
。
自
分
の
家
に
向
っ

て
冲
す
る
ほ
う
に
置
く
。
お
よ
そ
大
樹
、
燈
竿
、
敵
楼
、
宝
塔
、
月
台
、
更
楼
、

敞
楼
、
庁
堂
、
官
堂
な
ど
が
、（
自
分
の
家
に
）
向
か
い
冲
す
る
場
合
に
は
、
み

な
こ
の
「
吉
竿
」
を
用
い
る
。
も
し
（
自
分
の
）
家
の
前
が
高
く
後
ろ
が
低
け
れ
ば
、

ま
た
こ
れ
を
用
い
る
。
こ
れ
は
高
過
ぎ
る
の
は
よ
く
な
い
。
後
ろ
の
門
、
あ
る
い
は

後
ろ
の
庭
の
な
か
に
立
て
る
。
も
し
家
の
後
ろ
の
山
が
高
か
っ
た
り
、塀
壁
が
高
か
っ

た
り
、
他
人
の
家
屋
が
高
い
場
合
、
ま
た
こ
れ
を
（
自
分
の
家
の
）
前
庭
内
の
門

前
に
立
て
る
。

（
九
）（
黄
）
飛
虎
将
軍
　
　（
原
文
）
飛
虎
将
軍
或
紙
畫
、
或
板
上
畫
。
凡

有
人
家
飛
檐
横
冲
者
、
用
此
。
横
冲
屋
脊
等
項
、
亦
用
此
鎮
之
。
見
有
人
家

安
酒
瓶
者
、亦
同
用
小
三
白
酒
。
内
藏
五
穀
。
太
平
錢
一
文
抑
（
研
）
成
一
塊
、

如
品
字
様
。

（
訓
読
）
飛ひ

虎こ

将
軍
は
或
い
は
紙
に
畫え

が

き
、
或

い
は
板
上
に
畫
く
。
凡お
よ

そ
人
家
の
飛ひ

簷え
ん

の
横お

う

冲ち
ゆ
うす

る
者
有
ら
ば
、
此こ

れ
を
用
う
。
屋お

く

脊せ
き

の
等
項
に
横

冲
す
れ
ば
、
亦ま

た
此こ

れ
を
用
い
て
之こ

れ
を
鎮し

ず

む
。
人
家　

酒し
ゆ

瓶び
ん

を
安や

す

ん
ず
る
者

有
る
を
見
ば
、
亦
た
同
じ
く
小
さ
き
三
つ
の
白は
く

酒し
ゆ

を
用
う
。
内
に
五
穀
を
藏ぞ

う

す
。

太た
い

平へ
い

錢せ
ん

一い
ち

文も
ん

を
ば
一い

ち

塊か
い

に
研け

ん

成せ
い

し
、
品ひ

ん

字じ

の
様よ

う

の
如ご

と

く
す
。

（
通
釈
）「（
黄
）
飛
虎
将
軍
」
は
、
紙
の
上
や
板
の
上
に
書
写
す
る
。
お
よ
そ

他
人
の
家
の
の
き
や
ひ
さ
し
の
（
と
が
っ
た
部
分
が
自
分
の
家
に
）
向
か
い
横
に
冲

す
る
場
合
は
、こ
の（
黄
飛
虎
将
軍
の
）符
を
使
用
す
る
。（
他
人
の
家
の
）屋
脊（
屋
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、
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燈
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を
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に
一
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を
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は
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り
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處
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わ
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大
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城

じ
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樓ろ
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月げ

つ
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い

、
更こ

う
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、
敞

し
よ
う

樓ろ
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ち
よ
う

、
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ち
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る
者
有
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ば
、
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び
に
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れ
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し
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家

前
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後
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ば
、
亦ま
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此
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太

は
な
は

だ
高
き
は
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ろ
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ず
、
後
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の
門
、
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る

い
は
後
ろ
の
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ん

井せ
い

の
中
に
立
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に
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の
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、
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の
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が
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が
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内
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そ
人
家
の
飛ひ

簷え
ん

の
横お

う

冲
ち
ゆ
う

す
る

者
有
ら
ば
、
此こ

れ
を
用
う
。
屋お

く

脊せ
き

の
等
項
に
横
冲

す
れ
ば
、
亦ま

た
此こ

れ
を
用
い
て
之こ

れ
を
鎮し

ず

む
。
人

家

酒し
ゆ

瓶び
ん

を
安や

す

ん
ず
る
者
有
る
を
見
ば
、
亦
た
同
じ
く
小
さ
き
三
つ
の
白は

く

酒し
ゆ

を
用

う
。
内
に
五
穀
を
藏ぞ

う

す
。
太た

い

平へ
い

錢せ
ん

一い
ち

文も
ん

を
ば
一い

ち

塊か
い

に
研け

ん

成せ
い

し
、
品ひ

ん

字じ

の
様さ

ま

の
如ご

と

く

す
。 

（
通
釈
）「
黄
飛
虎
将
軍
」
は
、
紙
の
上
や
板
の
上
に
書
写
す
る
。
お
よ
そ
他
人
の

家
の
の
き
や
ひ
さ
し
の
（
と
が
っ
た
部
分
が
自
分
の
家
に
）
向
か
い
横
に
冲
す
る

場
合
は
、
こ
の
（
黄
飛
虎
将
軍
の
）
符
を
使
用
す
る
。（
他
人
の
家
の
）
屋
脊
（
屋
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頂
と
両
端
の
勾
配
）
な
ど
が
（
自
分
の
家
に
）
向
か
い
横
か
ら
冲
す
る
場
合
は
、

ま
た
こ
れ
を
用
い
て
そ
の
災
厄
を
鎮
め
る
。
他
人
の
家
で
酒
瓶
を
安
置
し
て
災
厄

を
鎮
め
る
の
を
み
た
場
合
は
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
小
さ
い
三
つ
の
白
酒
の
瓶
を
用
い
、

な
か
に
五
穀
を
入
れ
、
太
平
銭
一
文
を
用
い
て
ひ
と
か
た
ま
り
に
し
、
品
の
字
の

か
た
ち
に
（
並
べ
て
対
抗
）
す
る
。

（
十
）
山
海
鎮
　
　（
原
文
）
山
海
鎮
如
不
畫
者
、
只
寫
山
海
鎮
。
如
可
畫

之
猶
佳
。
凡
有
巷
道
、
門
路
、
橋
亭
、
峰
土
堆
、
鎗
柱
、

船
埠
、
豆
蓬
柱
等
項
通
用
。

（
訓
読
）
山さ
ん

海か
い

鎮ち
ん

は
如も

し
畫え

が

か
ざ
れ
ば
、
只た

だ
山
海
鎮

と
寫う
つ

す
。
如
し
之こ

れ
を
畫
く
べ
く
ん
ば
猶な

お
佳よ

し
。
凡お

よ

そ

巷こ
う

道ど
う

、
門
路
、
橋

き
よ
う

亭て
い

、
峰ほ

う

土ど

堆た
い

、
槍そ

う

柱ち
ゆ
う、
船せ

ん

埠ふ

、
豆と

う

蓬ほ
う

柱ち
ゆ
う

等
の
項
有
ら
ば
通
用
す
。

（
通
釈
）
山
海
鎮
（
の
画
を
）
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
た
だ
「
山
海

鎮
」（
の
字
）
を
書
写
す
る
だ
け
で
も
よ
い
。
こ
の
画
を
描
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

な
お
よ
ろ
し
い
。
お
よ
そ
（
自
分
の
家
の
前
に
）
小
道
、
門
に
あ
た
る
路
、
橋
亭
、

土
堆
（
土
の
山
）、
槍
の
よ
う
な
柱
、
船
の
埠
頭
、
豆
蓬
柱
な
ど
が
あ
る
場
合
、（
こ

の
符
は
避
邪
に
）
通
用
す
る
。

（
十
一
）
九
天
應
元
雷
聲
普
化
天
尊
　
　（
原
文
）
凡
有
鐘
樓
、鼓
樓
、鉄
馬
梯
、

廻
廊
、
秋
遷
架
、
牌
樓
上
、
麒
麟
、
獅
子
開
口
者
、
及
照
墻
、
神
閣
、
五
聖
堂

屋
脊
相
冲
等
項
、（
並
皆
用
貼
于
横
）
枋
上
。
此
事
逢

凶
化
吉
。

（
訓
読
）
凡お
よ

そ
鐘

し
よ
う

樓ろ
う

、
鼓こ

樓ろ
う

、
鉄て

つ

馬ば

梯て
い

、
廻か

い

廊ろ
う

、
秋

し
ゆ
う

遷せ
ん

架か

、
牌は

い

樓ろ
う

の
上
に
麒き

麟り
ん

、
獅し

子し

の
開
口
す
る
、
及
び

照し
ょ
う

墻し
よ
く、

神
閣
、
五
聖
堂
の
屋お

く

脊せ
き　

相あ

い
冲ち

ゆ
う

す
る
等
の
項

有
ら
ば
、
並
び
に
皆
用
い
て
横お
う

枋へ
い

の
上
に
貼
る
。
此
れ
事　

凶
に
逢
う
も
吉
に
化
す
。

（
註
）「
並
皆
用
貼
于
横
」
の
追
加
は
明
の
萬
暦
刊
本
に
よ
る
。

（
通
釈
）
お
よ
そ
鐘
楼
、
鼓
楼
、
鉄
馬
梯
、
廻
廊
、
秋
遷
架
、
牌
楼
の
上
に
麒
麟
、

獅
子
が
あ
っ
て
口
を
開
け
て
い
る
、お
よ
び
照
墻
、神
閣
、五
聖
堂
な
ど
の
屋
脊
（
屋

頂
と
両
端
の
勾
配
）
が
（
自
分
の
家
に
）
向
か
い
冲
す
る
場
合
に
は
、
み
な
（
こ

の
符
を
）
用
い
て
横
枋
（
横
架
材
）
の
上
に
貼
る
。（
す
る
と
）
お
よ
そ
物
事
が

凶
に
逢
っ
て
も
、
吉
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
十
二
）槍
籬
　
　（
原
文
）凡
有
低
屋
脊
、及
矮
墻
頭
冲
者
用
。
如
己
屋
朝
東
、

朝
西
、
朝
南
者
、
恐
日
影
、
墻
脊
、
屋
脊
影
入
門
。
故
用
槍
籬
以
當
其
鋒
。

（
訓
読
）
凡お
よ

そ
低
き
屋お

く

脊せ
き

、
及
び
矮ひ

く

き
墻

し
よ
く

頭と
う

の
冲ち

ゆ
う

す
る
有
る
は
用
う
。
如も

し

己お
の
れの
屋お

く

、
東
に
朝む

か

い
、
西
に
朝
い
、
南
に
朝
わ
ば
、
日
の
影
、
墻

し
よ
く

脊せ
き

、
屋
脊
の
影　
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の
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小
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に
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此
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逢
う
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于
横
」
の
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加
は
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の
萬
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刊
本
に
よ
る
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そ
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西
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入
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だ
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。
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収
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。
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収
蔵
し
て
、
船
の
頭
を
内
に
向
け
て
置
く
と
よ

い
。（
そ
の
家
の
）
発
財
に
効
果
が
あ
る
。（
船
の
頭
を
）
外
に
向
け
て
置
い
て
は

な
ら
な
い
。
散
財
の
ひ
き
が
ね
に
な
る
。
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ど
る
。
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収
蔵
し
て
も
、(

そ
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家
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の
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寿
に
効
果
が
あ
る
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）
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魯
班
秘
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三
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（
四
）
披
頭
五
鬼
　
　（
原
文
）
此
披
頭
五
鬼
藏
中
柱
内
、
主
死
喪
。

（
訓
読
）
此こ

の
披ひ

頭と
う

五ご

鬼き

を
ば
中
柱
の
内
に
藏
せ
ば
、

死し

喪そ
う

を
主つ

か
さ
ど
る
。

（
通
釈
）
こ
の
披
頭
五
鬼
（
の
図
）
を
中
柱
の
内
に
収

蔵
す
れ
ば
、（
そ
の
家
人
に
）
死
を
も
た
ら
す
。

（
五
）
棺
材
　
　（
原
文
）
一
箇
棺
材
死
一
口
。
若
然
、
兩
口
主
雙
刑
。
大
者

其
家
傷
大
口
、
小
者
其
家
喪
小
丁
。
藏
堂
屋
内
枋
内
。

（
訓
読
）
一い
つ
こ箇

の
棺か

ん

材ざ
い

は
死
す
る
も
の
一い

つ

口こ
う

。
若も

し
然し

か

ら
ば
、
兩

り
ょ
う

口こ
う

は
雙そ

う

刑け
い

を
主つ

か
さ

ど
る
。
大
な
る
は
其
の
家
の

大
口
を
傷や
ぶ

り
、
小
な
る
は
其
の
家
の
小

し
よ
う

丁て
い

を
喪そ

う

す
。
堂ど

う

屋お
く

の
内
、
枋へ

い

の
内
に
藏
す
。

（
通
釈
）
棺
材
を
ひ
と
つ
収
蔵
す
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
の
）
ひ
と
り
が
死
ぬ
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
棺
材
が
二
つ
あ
る
と
、
二
つ
の
災
い
を
ひ
き
起
こ
す
。
大
き
い

棺
材
は
そ
の
家
の
年
長
者
を
死
な
せ
、
小
さ
い
棺
材
は
そ
の
家
の
若
者
を
死
な
せ

る
。
堂
屋
の
枋
（
横
架
材
）
の
内
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）。

（
六
）
黒
日
　
　（
原
文
）
黒
日
藏
家
不
吉
昌
。
昏
昏
悶
悶
過
時
光
、
作
事

却
如
雲
蔽
日
。
年
年
疾
病
不
離
床
。
藏
人
門
上
枋
内
。

（
訓
読
）
黒こ
く

日じ
つ　

家
に
藏ぞ

う

す
る
は
吉
昌
な
ら
ず
。
昏こ

ん

昏こ
ん

悶も
ん

悶も
ん

と
し
て
時じ

光こ
う

を
過す

ご

し
、
事
を
作な

す
に
却か

え

っ
て
雲　

日
を
蔽お
お

う
が
如ご

と

し
。
年
年
疾
病
あ
り
て
床
を
離
れ
ず
。

人
の
門
上
の
枋へ
い

内な
い

に
藏
す
。

（
通
釈
）黒
色
の
日
を（
描
い
た
画
を
）家
に
収
蔵
す
る
の
は
吉
昌
で
は
な
い
。（
そ

う
す
る
と
、
そ
の
家
人
は
）
ぼ
ん
や
り
も
や
も
や
し
て
時
間
を
過
ご
し
、
仕
事
を

し
て
も
か
え
っ
て
雲
が
日
を
お
お
う
よ
う
に
陽
の
目
を
み
な
い
。
毎
年
疾
病
に
か

か
り
、
寝
床
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
家
の
門
上
の
枋
（
横
架
材
）
に
そ

れ
を
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）。

（
七
）
木
人
　
　（
原
文
）
鉄
鎖
冲
闌
（
中
間
）
藏
木
人
、上
描
五
彩
像
人
形
、

其
家
一
載
死
五
口
。
三
年
五
載
絶
人
丁
。
深
藏
井
底
或
藏
墻
内
。

（
訓
読
）
鉄て
つ

鎖さ

の
中
間
に
木も

く

人じ
ん

を
藏ぞ

う

し
、
上
に
五
彩
の

像ぞ
う

人じ
ん

の
形
を
描
か
ば
、
其
の
家
は
一い

つ

載さ
い

に
死
す
る
も
の

五ご

口こ
う

。
三
年
五
載
に
し
て
人じ

ん

丁て
い

を
絶た

つ
。
深
く
井せ

い

底て
い

に

藏
す
、
或あ
る

い
は
墻

し
よ
く

内な
い

に
藏
す
。

（
通
釈
）
鉄
の
錠
の
中
に
木
人
を
つ
く
り
、
そ
の
上
に
五
色
で
人
の
形
に
似
せ
た

姿
を
描
く
と
、
そ
の
家
は
一
年
で
五
人
が
死
ぬ
。
三
年
五
年
の
う
ち
に
家
人
を
絶

や
す
。
井
戸
の
底
に
深
く
収
蔵
す
る
か
、
あ
る
い
は
墻
（
塀
壁
）
の
内
に
そ
れ
を

収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）。
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と
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、
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一
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口
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五
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、
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を
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に
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に
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の
形
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と
、
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は
一
年
で
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が
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三
年
五
年
の
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に
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を
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、
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と
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し
よ
く

内な
い

に
藏
す
。

（
通
釈
）
鉄
の
錠
の
中
に
木
人
を
つ
く
り
、
そ
の
上
に
五
色
で
人
の
形
に
似
せ
た

姿
を
描
く
と
、
そ
の
家
は
一
年
で
五
人
が
死
ぬ
。
三
年
五
年
の
う
ち
に
家
人
を
絶

や
す
。
井
戸
の
底
に
収
蔵
す
る
か
、
あ
る
い
は
墻
（
塀
壁
）
の
内
に
そ
れ
を
収
蔵

す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。
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（
四
）
披
頭
五
鬼

（
原
文
）
此
披
頭
五
鬼
藏
中
柱
内
、
主
死
喪
。 

（
訓
読
）
此こ

の
披ひ

頭と
う

五ご

鬼き

を
ば
中
柱
の
内
に
藏
せ 

ば
、
死し

喪も

を
主

つ
か
さ

ど
る
。 

（
通
釈
）
こ
の
披
頭
五
鬼
（
の
図
）
を
中
柱
の
内
に
収
蔵

す
れ
ば
、
（
そ
の
家
人
に
）
死
を
も
た
ら
す
。 

 

（
五
）
棺
材

（
原
文
）
上
固
棺
材
死
一
口
。
若
然
、
兩
口
主
雙
刑
。
大
者
其

家
傷
大
口
、
小
者
其
家
傷
小
丁
。
藏
堂
屋
内
枋
内
。 

（
訓
読
）
上

じ
よ
う

固こ

の
棺か

ん

材ざ
い

は
死
す
る
も
の
一い

つ

口こ
う

。
若も

し
然し

か

ら
ば
、
兩

り
ょ
う

口こ
う

は
雙そ

う

刑け
い

を
主

つ
か
さ

ど
る
。
大
な
る
は
其
の
家

の
大
口
を
傷や

ぶ

り
、
小
な
る
は
其
の
家
の
小

し
よ
う

丁て
い

を
傷
る
。

堂ど
う

屋お
く

の
内
、
枋へ

い

の
内
に
藏
す
。 

（
通
釈
）
上
質
で
固
い
棺
材
（
を
ひ
と
つ
収
蔵
す
る
）
な
ら
ば
、（
そ
の
家
の
）
ひ

と
り
が
死
ぬ
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
棺
材
が
二
つ
あ
る
と
、
二
つ
の
災
い
を
ひ
き

起
こ
す
。
大
き
い
棺
材
は
そ
の
家
の
年
長
者
を
死
な
せ
、
小
さ
い
棺
材
は
そ
の
家

の
若
者
を
死
な
せ
る
。
堂
屋
の
枋
（
横
架
材
）
の
内
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な

る
）
。 

 

（
六
）
黒
日

（
原
文
）
黒
日
藏
家
不
吉
昌
。
昏
昏
悶
悶
過
時
光
、
作
事
却
如

雲
蔽
日
。
年
年
疾
病
不
離
床
。
藏
人
門
上
枋
内
。 

（
訓
読
）
黒こ

く

日じ
つ

家
に
藏ぞ

う

す
る
は
吉
昌
な
ら
ず
。
昏こ

ん

昏こ
ん

悶も
ん

悶も
ん

と
し
て
時じ

光こ
う

を
過す

ご

し
、
事
を
作な

す
に
却か

え

っ
て
雲

日
を
蔽お

お

う
が
如ご

と

し
。
年
年
疾
病
あ
り
て
床
を
離
れ
ず
。

人
の
門
上
の
枋へ

い

内な
い

に
藏
す
。

（
通
釈
）
黒
色
の
日
を
（
描
い
た
画
を
）
家
に
収
蔵
す
る
の
は
吉
昌
で
は
な
い
。

（
そ
の
家
人
は
）
ぼ
ん
や
り
も
や
も
や
し
て
時
間
を
過
ご
し
、
仕
事
を
し
て
も
か

え
っ
て
雲
が
日
を
お
お
う
よ
う
に
陽
の
目
を
み
な
い
。
毎
年
疾
病
に
か
か
り
寝
床

か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
家
の
門
上
の
枋
（
横
架
材
）
に
そ
れ
を
収
蔵
す

る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。

（
七
）
木
人

（
原
文
）
鉄
鎖
中
間
藏
木
人
、
上
描
五
彩
像
人
形
、
其
家
一
載

死
五
口
。
三
年
五
載
絶
人
丁
。
藏
井
底
、
或
藏
墻
内
。

（
訓
読
）
鉄て

つ

鎖さ

の
中
間
に
木も

く

人じ
ん

を
藏ぞ

う

し
、
上
に
五
彩
の

像ぞ
う

人じ
ん

の
形
を
描
か
ば
、
其
の
家
は
一い

つ

載さ
い

に
死
す
る
も
の

五ご

口こ
う

。
三
年
五
載
に
し
て
人じ

ん

丁て
い

を
絶た

つ
。
井せ

い

底て
い

に
藏
す
、

或あ
る

い
は
墻

し
よ
く

内な
い

に
藏
す
。

（
通
釈
）
鉄
の
錠
の
中
に
木
人
を
つ
く
り
、
そ
の
上
に
五
色
で
人
の
形
に
似
せ
た

姿
を
描
く
と
、
そ
の
家
は
一
年
で
五
人
が
死
ぬ
。
三
年
五
年
の
う
ち
に
家
人
を
絶

や
す
。
井
戸
の
底
に
収
蔵
す
る
か
、
あ
る
い
は
墻
（
塀
壁
）
の
内
に
そ
れ
を
収
蔵

す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。
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と
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鉄
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、
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像
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形
、
其
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に
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に
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で
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形
に
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せ
た
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を
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と
、
そ
の
家
は
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年
で
五
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が
死
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三
年
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に
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、
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は
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に
そ
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と
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な
る
）
。
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（
八
）
竹
葉
　
　（
原
文
）
竹
葉
青
青
三
片
連
、上
書
大
吉
大
平
安
。
綵
（
深
）

藏
高
頂
椽
梁
上
、
人
口
平
安
永
吉
祥
。
藏
釘
椽
屋
脊

下
金
（
梁
）
柱
上
。

（
訓
読
）
竹ち
く

葉よ
う

の
青せ

い

青せ
い

と
し
て
三さ

ん

片へ
ん

連つ
ら

な
る
に
、
大
吉

大
平
安
と
上
じ
よ
う

書し
よ

す
。
深
く
高こ

う

頂ち
よ
うの
椽て

ん

梁り
よ
うの
上
に
藏
せ
ば
、

人
口
平
安
に
し
て
永
く
吉
祥
た
り
。
椽
に
釘
し
て
屋
脊
の
下
の
梁
り
よ
う
ち
ゆ
う
柱
の
上
に
藏
す
。

（
通
釈
）
青
々
と
し
た
三
片
が
連
な
る
竹
の
葉
の
上
に
、
大
吉
大
平
安
と
書
く
。

（
そ
れ
を
）奥
深
く
、高
い
頂
き
に
あ
る
椽
梁（
た
る
木
）の
上
に
収
蔵
し
て
お
く
と
、

（
そ
の
家
の
）
住
人
は
平
安
で
永
く
吉
祥
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
椽
（
た
る
木
）
に

釘
を
打
ち
、屋
脊
（
屋
頂
と
両
端
の
勾
配
）
の
下
の
梁
柱
の
上
に
収
蔵
す
る
（
と
、

そ
う
な
る
）。

（
九
）
紗
帽
・
靴
・
帯
　
　（
原
文
）
梁
畫
紗
帽
、檻
畫
靴
、枋
中
畫
帯
正
相
宜
。

生
子
必
登
科
甲
第
、
翰
林
院
内
去
編
書
。

（
訓
読
）
梁は
り

に
は
紗さ

帽ぼ
う

を
畫え

が

き
、
檻か

ん

に
は
靴
を
畫
き
、

枋へ
い

中ち
ゆ
うに

は
帯
を
畫
か
ば
、
正ま

さ

に
相あ

い
宜よ

ろ

し
。
生せ

い

子し

は
必

ず
科か

甲こ
う

の
第
に
登
り
、
翰か

ん

林り
ん

院い
ん

の
内
に
去ゆ

き

て
書
を
編あ

む
。

（
通
釈
）
梁
に
う
す
い
絹
の
帽
子
を
描
き
、手
す
り
に
靴
を
描
き
、枋
（
横
架
材
）

に
帯
を
描
く
と
、
ま
こ
と
に
よ
ろ
し
い
。（
そ
の
家
で
）
生
れ
た
子
は
か
な
ら
ず
科

挙
の
試
験
に
合
格
し
、
翰
林
院
に
入
り
、
書
を
編
纂
す
る
よ
う
に
な
る
。

（
十
）
墨
浸
　
　（
原
文
）
門
縫
中
間
藏
墨
簽
（
浸
）、
代
代
賢
能
出
方
正
。

不
為
書
吏
却
丹
青
。
積
善
人
家
主
（
生
）
忠
信
。

（
訓
読
）
門
の
縫ほ
う

中ち
ゆ
うの
間
に
墨ぼ

く

浸し
ん

を
藏ぞ

う

さ
ば
、
代
代

賢
能
出い

で
て
方ほ

う
せ
い正

た
り
。
書
吏
と
為な

り
て
丹た

ん

青せ
い

を
却し

り
ぞ

け

ず
。
善
を
積
む
人
家
は
忠
信
を
生
ず
。

（
通
釈
）
門
の
合
わ
せ
目
の
中
に
墨
の
し
み
た
も
の
を

収
蔵
し
て
お
く
と
、（
そ
の
家
は
）
代
々
賢
く
才
能
が
あ
り
、
品
行
方
正
な
人
物

を
輩
出
す
る
。
書
物
を
扱
う
官
吏
と
な
っ
て
書
物
か
ら
離
れ
な
い
。
善
行
を
積
む

こ
の
家
か
ら
は
忠
信
の
人
物
が
生
ま
れ
る
。

（
十
一
）
碗
片
・
箸
　
　（
原
文
）一
塊
碗
片
一
根（
枝
）筯
、後
代
兒
孫
乞
丐
是
。

衣
粮
口
食
常
凍
餓
、
賣
了
房
屋
住
橋
寺
。
藏
門
口
、
架
梁
内
。

（
訓
読
）
一い
ち

塊か
い

の
碗わ

ん

片へ
ん

と
一い

ち

枝し

の
筯は

し

あ
ら
ば
、
後こ

う

代だ
い

の

兒じ

孫そ
ん

は
乞き

つ
か
い丐

な
る
こ
と
、
是こ

れ
な
り
。
衣い

粮り
よ
う

口こ
う

食し
よ
く

常
に

凍と
う

餓が

し
、房ぼ

う

屋お
く

を
賣ば

い

了り
よ
うし
て
橋き

よ
う
寺じ

に
住
む
。
門
口
に
藏ぞ

う

し
、

梁は
り

の
内う

ち

に
架か

く
。

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
欠
け
た
碗
と
一
組
の
箸
（
を
収
蔵
す
る
と
）、（
そ
の
家
の
）

末
代
の
子
孫
は
乞
食
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
衣
服
や
食
糧
は
い
つ
も
欠
乏
し

て
飢
え
凍
え
、
家
屋
を
売
り
は
ら
い
、
橋
や
寺
に
住
む
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
門

口
に
蔵
し
、
梁
に
架
け
て
お
く
（
と
、
そ
う
な
る
）。
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登
り
、
翰か

ん

林り
ん

院い
ん

の
内
に
去ゆ

き

て
書
を
編あ

む
。 

（
通
釈
）
梁
に
う
す
い
絹
の
帽
子
を
描
き
、
手
す
り
に
靴
を
描
き
、
枋
（
横
架
材
）

に
帯
を
描
く
と
、
ま
こ
と
に
よ
ろ
し
い
。（
そ
の
家
で
）
生
れ
た
子
は
か
な
ら
ず
科

挙
の
試
験
に
合
格
し
、
翰
林
院
に
入
り
、
書
を
編
纂
す
る
よ
う
に
な
る
。 

（
十
）
墨
浸

（
原
文
）
門
縫
中
間
藏
墨
浸
、
代
代
賢
能
出
方
正
。
不
為
書
吏

却
丹
青
、
積
善
人
家
生
忠
信
。 

（
訓
読
）
門
の
縫ほ

う

中
ち
ゆ
う

の
間
に
墨ぼ

く

浸し
ん

を
藏ぞ

う

さ
ば
、
代
代
賢

能
出い

で
て
方
正

ほ
う
せ
い

た
り
。
書
吏
と
為な

り
て
丹た

ん

青せ
い

を
却

し
り
ぞ

け
ず
。

善
を
積
む
人
家
は
忠
信
を
生
ず
。 

（
通
釈
）
門
の
合
わ
せ
目
の
中
に
墨
の
し
み
た
も
の
を

収
蔵
し
て
お
く
と
、（
そ
の
家
は
）
代
々
賢
く
才
能
が
あ
り
、
品
行
方
正
な
人
物

を
輩
出
す
る
。
書
物
を
扱
う
官
吏
と
な
っ
て
書
物
か
ら
離
れ
な
い
。
善
行
を
積
む

家
か
ら
は
忠
信
の
人
物
が
生
ま
れ
る
。 

 

（
十
一
）
碗
片
・
箸

（
原
文
）
一
塊
碗
片
一
枝
筯
、
後
代
兒
孫
乞
者
是
、
衣

粮
口
食
常
凍
餓
、
賣
了
房
屋
住
山
寺
。
藏
門
口
、
架
梁
内
。 

（
訓
読
）
一い

ち

塊か
い

の
碗わ

ん

片へ
ん

と
一い

ち

枝し

の
筯は

し

あ
ら
ば
、
後こ

う

代だ
い

の

兒じ

孫そ
ん

は
乞こ

つ

者し
や

な
る
こ
と
、
是こ

れ
な
り
。
衣い

粮
り
よ
う

口こ
う

食
し
よ
く

常

に
凍と

う

餓が

し
、
房ぼ

う

屋お
く

を
賣ば

い

了
り
よ
う

し
て
山さ

ん

寺じ

に
住
む
。
門
口
に

藏ぞ
う

し
、
梁は

り

の
内う

ち

に
架か

く
。 

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
欠
け
た
碗
と
一
組
の
箸
（
を
収
蔵
す
る
と
）
、
（
そ
の
家
の
）

末
代
の
子
孫
は
乞
食
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
衣
服
や
食
糧
は
い
つ
も
欠
乏

し
て
飢
え
凍
え
、
家
屋
を
売
り
は
ら
い
、
山
寺
に
住
む
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
門

口
に
蔵
し
、
梁
に
架
け
て
お
く
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 
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（
十
二
）
覆
船
　
　（
原
文
）
覆
船
藏
在
房
北
地
、
出
外
經
營
喪
江
内
。
兒

女
必
然
去
投
河
、
妻
兒
難
逃
産
死
厄
。
埋
北
首
地
中
。

（
訓
読
）
覆ふ
く

船せ
ん　

蔵ぞ
う

し
て
房
北
の
地
に
在
ら
ば
、
外
に

出い

で
て
經
營
し
江こ

う

内な
い

に
喪し

す
。
兒じ

女じ
よ

は
必
然
と
し
て
去

り
て
河
に
投
じ
、
妻さ
い

兒じ

は
産
死
の
厄
を
逃の

が

れ
難か

た

し
。
北き

た

首し
ゆ

の
地
中
に
埋
む
。

（
通
釈
）
転
覆
し
た
船
（
の
画
や
像
な
ど
）
を
房
屋
の
北
側
の
地
に
収
蔵
し
て

お
く
と
、（
そ
の
家
人
は
）
外
に
出
て
商
い
を
し
て
、
大
川
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。

女
児
は
必
ず
（
家
を
去
っ
て
）
大
川
に
身
を
投
げ
、
妻
は
死
産
の
厄
を
ま
ぬ
が
れ

が
た
い
。（
家
の
）
北
側
の
地
に
埋
め
る
（
と
、
そ
う
な
る
）。

（
十
三
）
一
箇
劍
頭
一
係
維
　
　（
原
文
）
一
箇
劍
頭
一
係
維
、塊
藏
地
下
、随
處
行
。

夫
妻
父
子
長
不
睦
。
吊
死
縄
頭
有
幾
人
。
不
論
埋
于
何
處
。『
絵
図
魯
班
經
』に
よ
る
。）

（
訓
読
）
一
箇
の
劍
頭
と
一い

ち

係け
い

の
維い

、
塊

か
た
ま
りに
し
て
地
下
に

蔵ぞ
う

さ
ば
随
處
に
行
く
。
夫
妻
父
子　

長
く
睦む

つ

ま
ず
。
吊

ち
よ
う

死し

の
縄

じ
よ
う

頭と
う　

幾
人
か
有
る
。
何い

ず

處く

に
埋
む
る
か
を
論
ぜ
ず
。

（
通
釈
）
一
振
り
の
剣
頭
と
一
本
の
ひ
も
、
そ
れ
を
か

た
ま
り
に
し
て
地
下
に
埋
め
る
と
、（
そ
の
家
人
は
）
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
出
か
け
る
。

夫
と
妻
、
父
と
子
は
長
く
仲
た
が
い
す
る
。
縄
で
首
を
く
く
る
人
が
何
人
い
る
こ

と
か
。
ど
こ
に
埋
め
る
か
論
じ
る
ま
で
も
な
く
（
そ
う
な
る
）。

（
十
四
）
兩
把
刀
　
　（
原
文
）
白
紙
畫
成
兩
把
刀
、
殺
人
放
火
遑
英
豪
。

殺
傷
人
命
遭
牢
獄
、
不
免
秋
來
刀
下
抛
、
藏
門
前
白
虎
首
枋
内
。

（
訓
読
）
白
紙　

畫え
が

き
て
兩

り
ょ
う

把ば

の
刀と

う

を
成
さ
ば
、
人

を
殺
し
火
を
放
ち
て
英え
い

豪ご
う

を
逞

ほ
し
い
ま
まに
す
。
人
命
を
殺
傷
し

牢
獄
に
遭あ

い
、
秋
來
た
り
て
刀　

下お

り
て
抛な

げ
うつ
を
免ま

ぬ
が

れ

ず
。
門
前
の
白
虎
の
首
の
枋へ
い

内な
い

に
藏
す
。

（
通
釈
）
白
い
紙
に
二
振
り
の
刀
を
描
く
と
、（
そ
の
家
人
は
）
人
を
殺
し
火
を

放
ち
、
英
雄
豪
傑
を
気
取
っ
て
ほ
し
い
ま
ま
に
振
る
舞
う
。
人
の
命
を
殺
傷
し
て
、

牢
獄
に
入
れ
ら
れ
、
秋
が
到
来
す
る
と
刀
で
首
を
切
り
落
と
さ
れ
る
こ
と
は
必
定

で
あ
る
。
門
前
の
白
虎
の
首
あ
た
り
の
枋（
横
架
材
）の
と
こ
ろ
に
収
蔵
す
る（
と
、

そ
う
な
る
）。

（
十
五
）
一
人
一
馬
一
枝
槍
　
　（
原
文
）
一
人
一
馬
一
枝
槍
、
武
職
身
榮
大

吉
昌
。
名
聞
天
下
虜
威
失
（
戎
服
）、
不
免
将
軍
死
戰
場
。

（
訓
読
）
一い
ち

人に
ん

一い
ち

馬ば

一い
つ

枝し

の
槍そ

う

は
、
武
職
は
身
榮さ

か

え
て

大
い
に
吉き
ち

昌し
よ
うた
り
。
名
は
天
下
に
聞
こ
え
虜り

よ

戎じ
ゆ
うは
服
す

る
も
、
将
軍
の
戰
場
に
死
す
る
を
免ま
ぬ
が

れ
ず
。

（
通
釈
）
一
人
が
一
頭
の
馬
に
乗
り
一
本
の
槍
を
持
つ

符
（
を
収
蔵
す
る
と
）、（
そ
の
家
人
は
）
武
人
と
な
り
、
そ
の
身
は
栄
達
し
て
大

い
に
吉
昌
で
あ
る
。
そ
の
名
は
天
下
に
聞
こ
え
、
夷
狄
は
服
従
す
る
が
、
将
軍
と
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（
十
二
）
覆
船

（
原
文
）
覆
船
藏
在
房
北
地
、
出
外
經
營
喪
江
内
、
兒
女
必

然
去
投
河
。
妻
兒
難
逃
産
死
厄
。
埋
北
首
地
中
。 

（
訓
読
）
覆ふ

く

船せ
ん

蔵ぞ
う

し
て
房
北
の
地
に
在
ら
ば
、
外
に

出い

で
て
經
營
し
江こ

う

内な
い

に
喪し

す
。
兒じ

女じ
よ

は
必
然
と
し
て
去

り
て
河
に
投
じ
、
妻さ

い

兒じ

は
産
死
の
厄
を
逃の

が

れ
難か

た

し
。
北き

た

首し
ゆ

の
地
中
に
埋
む
。 

（
通
釈
）
転
覆
し
た
船
（
の
画
や
像
）
を
房
屋
の
北
側
の
地
に
収
蔵
し
て
お
く
と
、

（
そ
の
家
人
は
）
外
に
出
て
商
い
を
し
て
、
大
川
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。
女
児
は

必
ず
（
家
を
去
っ
て
）
大
川
に
身
を
投
げ
、
妻
は
死
産
の
厄
を
ま
ぬ
が
れ
が
た
い
。

（
家
の
）
北
側
の
地
に
埋
め
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
十
三
）
一
箇
劍
頭
一
係
維

（
原
文
）
一
箇
劍
頭
一
係
維
、
塊
藏
地
下
、
随

處
行
。
夫
妻
父
子
長
不
睦
。
吊
死
縄
頭
有
幾
人
。
不
論
埋
于
何
處
。 

（
訓
読
）
一
箇
の
劍
頭
と
一い

ち

係け
い

の
維い

、
塊か

い

し
て
地
下
に
蔵ぞ

う

さ

ば
随
處
に
行
く
。
夫
妻
父
子

長
く
睦む

つ

ま
ず
。
吊

ち
よ
う

死し

の
縄

じ
よ
う

頭と
う

幾
人
か
有
る
。
何い

ず

處く

に
埋
む
る
か
を
論
ぜ
ず
。 

（
通
釈
）
一
振
り
の
剣
頭
と
一
本
の
ひ
も
、
そ
れ
を
か
た

ま
り
に
し
て
地
下
に
埋
め
る
と
、
（
そ
の
家
人
は
）
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
出
か
け
る
。

夫
と
妻
、
父
と
子
は
長
く
仲
た
が
い
す
る
。
縄
で
首
を
く
く
る
人
が
何
人
い
る
こ

と
か
。
ど
こ
に
埋
め
る
か
論
じ
る
ま
で
も
な
く
（
そ
う
な
る
）
。 

（
十
四
）
兩
把
刀

（
原
文
）
白
紙
畫
成
兩
把
刀
、
殺
人
放
火
遑
英
豪
。
殺
傷

人
命
坐
牢
獄
、
不
免
秋
來
刀
下
抛
、
藏
門
前
白
虎
首
枋
内
。 

（
訓
読
）
白
紙

畫え
が

き
て
兩

り
ょ
う

把ば

の
刀と

う

を
成
さ
ば
、
人
を

殺
し
火
を
放
ち
て
英え

い

豪ご
う

を

逞
ほ
し
い
ま
ま

に
す
。
人
命
を
殺
傷
し

牢
獄
に
坐
し
、
秋
來
た
り
て
刀

下お

り
て
抛

な
げ
う

つ
を
免

ま
ぬ
が

れ
ず
。
門
前
の
白
虎
の
首
を
枋へ

い

内な
い

に
藏
す
。 

（
通
釈
）
白
い
紙
に
二
振
り
の
刀
を
描
く
と
、（
そ
の
家
人
は
）
人
を
殺
し
火
を
放

ち
、
英
雄
豪
傑
を
気
取
っ
て
ほ
し
い
ま
ま
に
振
る
舞
う
。
人
の
命
を
殺
傷
し
て
、

牢
獄
に
入
れ
ら
れ
、
秋
が
到
来
す
る
と
刀
で
首
を
切
り
落
と
さ
れ
る
こ
と
は
必
定

で
あ
る
。
門
前
の
白
虎
の
首
を
枋
（
横
架
材
）
の
と
こ
ろ
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ

う
な
る
）
。 

 

（
十
五
）
一
人
一
馬
一
枝
槍

（
原
文
）
一
人
一
馬
一
枝
槍
、
武
職
身
榮
大
吉

昌
。
名
聞
天
下
虜
戎
服
、
不
免
将
軍
死
戰
場
。 

（
訓
読
）
一い

ち

人に
ん

一い
ち

馬ば

一い
つ

枝し

の
槍そ

う

は
、
武
職
は
身
榮さ

か

え
て

大
い
に
吉き

ち

昌
し
よ
う

た
り
。
名
は
天
下
に
聞
こ
え
虜り

よ

戎
じ
ゆ
う

は
服

す
る
も
、
将
軍
の
戰
場
に
死
す
る
を
免

ま
ぬ
が

れ
ず
。 

（
通
釈
）
一
人
が
一
頭
の
馬
に
乗
り
一
本
の
槍
を
持
つ

符
（
を
収
蔵
す
る
と
）
、
（
そ
の
家
人
は
）
武
人
と
な
り
、
そ
の
身
は
栄
達
し
て
大

い
に
吉
昌
で
あ
る
。
そ
の
名
は
天
下
に
聞
こ
え
、
夷
狄
は
服
従
す
る
が
、
将
軍
と
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（
十
二
）
覆
船

（
原
文
）
覆
船
藏
在
房
北
地
、
出
外
經
營
喪
江
内
、
兒
女
必

然
去
投
河
。
妻
兒
難
逃
産
死
厄
。
埋
北
首
地
中
。 

（
訓
読
）
覆ふ

く

船せ
ん

蔵ぞ
う

し
て
房
北
の
地
に
在
ら
ば
、
外
に

出い

で
て
經
營
し
江こ

う

内な
い

に
喪し

す
。
兒じ

女じ
よ

は
必
然
と
し
て
去

り
て
河
に
投
じ
、
妻さ

い

兒じ

は
産
死
の
厄
を
逃の

が

れ
難か

た

し
。
北き

た

首し
ゆ

の
地
中
に
埋
む
。 

（
通
釈
）
転
覆
し
た
船
（
の
画
や
像
）
を
房
屋
の
北
側
の
地
に
収
蔵
し
て
お
く
と
、

（
そ
の
家
人
は
）
外
に
出
て
商
い
を
し
て
、
大
川
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。
女
児
は

必
ず
（
家
を
去
っ
て
）
大
川
に
身
を
投
げ
、
妻
は
死
産
の
厄
を
ま
ぬ
が
れ
が
た
い
。

（
家
の
）
北
側
の
地
に
埋
め
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
十
三
）
一
箇
劍
頭
一
係
維

（
原
文
）
一
箇
劍
頭
一
係
維
、
塊
藏
地
下
、
随

處
行
。
夫
妻
父
子
長
不
睦
。
吊
死
縄
頭
有
幾
人
。
不
論
埋
于
何
處
。 

（
訓
読
）
一
箇
の
劍
頭
と
一い

ち

係け
い

の
維い

、
塊か

い

し
て
地
下
に
蔵ぞ

う

さ

ば
随
處
に
行
く
。
夫
妻
父
子

長
く
睦む

つ

ま
ず
。
吊

ち
よ
う

死し

の
縄

じ
よ
う

頭と
う

幾
人
か
有
る
。
何い

ず

處く

に
埋
む
る
か
を
論
ぜ
ず
。 

（
通
釈
）
一
振
り
の
剣
頭
と
一
本
の
ひ
も
、
そ
れ
を
か
た

ま
り
に
し
て
地
下
に
埋
め
る
と
、
（
そ
の
家
人
は
）
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
出
か
け
る
。

夫
と
妻
、
父
と
子
は
長
く
仲
た
が
い
す
る
。
縄
で
首
を
く
く
る
人
が
何
人
い
る
こ

と
か
。
ど
こ
に
埋
め
る
か
論
じ
る
ま
で
も
な
く
（
そ
う
な
る
）
。 

（
十
四
）
兩
把
刀

（
原
文
）
白
紙
畫
成
兩
把
刀
、
殺
人
放
火
遑
英
豪
。
殺
傷

人
命
坐
牢
獄
、
不
免
秋
來
刀
下
抛
、
藏
門
前
白
虎
首
枋
内
。 

（
訓
読
）
白
紙

畫え
が

き
て
兩

り
ょ
う

把ば

の
刀と

う

を
成
さ
ば
、
人
を

殺
し
火
を
放
ち
て
英え

い

豪ご
う

を

逞
ほ
し
い
ま
ま

に
す
。
人
命
を
殺
傷
し

牢
獄
に
坐
し
、
秋
來
た
り
て
刀

下お

り
て
抛

な
げ
う

つ
を
免

ま
ぬ
が

れ
ず
。
門
前
の
白
虎
の
首
を
枋へ

い

内な
い

に
藏
す
。 

（
通
釈
）
白
い
紙
に
二
振
り
の
刀
を
描
く
と
、（
そ
の
家
人
は
）
人
を
殺
し
火
を
放

ち
、
英
雄
豪
傑
を
気
取
っ
て
ほ
し
い
ま
ま
に
振
る
舞
う
。
人
の
命
を
殺
傷
し
て
、

牢
獄
に
入
れ
ら
れ
、
秋
が
到
来
す
る
と
刀
で
首
を
切
り
落
と
さ
れ
る
こ
と
は
必
定

で
あ
る
。
門
前
の
白
虎
の
首
を
枋
（
横
架
材
）
の
と
こ
ろ
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ

う
な
る
）
。 

 

（
十
五
）
一
人
一
馬
一
枝
槍

（
原
文
）
一
人
一
馬
一
枝
槍
、
武
職
身
榮
大
吉

昌
。
名
聞
天
下
虜
戎
服
、
不
免
将
軍
死
戰
場
。 

（
訓
読
）
一い

ち

人に
ん

一い
ち

馬ば

一い
つ

枝し

の
槍そ

う

は
、
武
職
は
身
榮さ

か

え
て

大
い
に
吉き

ち

昌
し
よ
う

た
り
。
名
は
天
下
に
聞
こ
え
虜り

よ

戎
じ
ゆ
う

は
服

す
る
も
、
将
軍
の
戰
場
に
死
す
る
を
免

ま
ぬ
が

れ
ず
。 

（
通
釈
）
一
人
が
一
頭
の
馬
に
乗
り
一
本
の
槍
を
持
つ

符
（
を
収
蔵
す
る
と
）
、
（
そ
の
家
人
は
）
武
人
と
な
り
、
そ
の
身
は
栄
達
し
て
大

い
に
吉
昌
で
あ
る
。
そ
の
名
は
天
下
に
聞
こ
え
、
夷
狄
は
服
従
す
る
が
、
将
軍
と
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（
十
二
）
覆
船

（
原
文
）
覆
船
藏
在
房
北
地
、
出
外
經
營
喪
江
内
、
兒
女
必

然
去
投
河
。
妻
兒
難
逃
産
死
厄
。
埋
北
首
地
中
。 

（
訓
読
）
覆ふ

く

船せ
ん

蔵ぞ
う

し
て
房
北
の
地
に
在
ら
ば
、
外
に

出い

で
て
經
營
し
江こ

う

内な
い

に
喪し

す
。
兒じ

女じ
よ

は
必
然
と
し
て
去

り
て
河
に
投
じ
、
妻さ

い

兒じ

は
産
死
の
厄
を
逃の

が

れ
難か

た

し
。
北き

た

首し
ゆ

の
地
中
に
埋
む
。 

（
通
釈
）
転
覆
し
た
船
（
の
画
や
像
）
を
房
屋
の
北
側
の
地
に
収
蔵
し
て
お
く
と
、

（
そ
の
家
人
は
）
外
に
出
て
商
い
を
し
て
、
大
川
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。
女
児
は

必
ず
（
家
を
去
っ
て
）
大
川
に
身
を
投
げ
、
妻
は
死
産
の
厄
を
ま
ぬ
が
れ
が
た
い
。

（
家
の
）
北
側
の
地
に
埋
め
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
十
三
）
一
箇
劍
頭
一
係
維

（
原
文
）
一
箇
劍
頭
一
係
維
、
塊
藏
地
下
、
随

處
行
。
夫
妻
父
子
長
不
睦
。
吊
死
縄
頭
有
幾
人
。
不
論
埋
于
何
處
。 

（
訓
読
）
一
箇
の
劍
頭
と
一い

ち

係け
い

の
維い

、
塊か

い

し
て
地
下
に
蔵ぞ

う

さ

ば
随
處
に
行
く
。
夫
妻
父
子

長
く
睦む

つ

ま
ず
。
吊

ち
よ
う

死し

の
縄

じ
よ
う

頭と
う

幾
人
か
有
る
。
何い

ず

處く

に
埋
む
る
か
を
論
ぜ
ず
。 

（
通
釈
）
一
振
り
の
剣
頭
と
一
本
の
ひ
も
、
そ
れ
を
か
た

ま
り
に
し
て
地
下
に
埋
め
る
と
、
（
そ
の
家
人
は
）
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
出
か
け
る
。

夫
と
妻
、
父
と
子
は
長
く
仲
た
が
い
す
る
。
縄
で
首
を
く
く
る
人
が
何
人
い
る
こ

と
か
。
ど
こ
に
埋
め
る
か
論
じ
る
ま
で
も
な
く
（
そ
う
な
る
）
。 

（
十
四
）
兩
把
刀

（
原
文
）
白
紙
畫
成
兩
把
刀
、
殺
人
放
火
遑
英
豪
。
殺
傷

人
命
坐
牢
獄
、
不
免
秋
來
刀
下
抛
、
藏
門
前
白
虎
首
枋
内
。 

（
訓
読
）
白
紙

畫え
が

き
て
兩

り
ょ
う

把ば

の
刀と

う

を
成
さ
ば
、
人
を

殺
し
火
を
放
ち
て
英え

い

豪ご
う

を

逞
ほ
し
い
ま
ま

に
す
。
人
命
を
殺
傷
し

牢
獄
に
坐
し
、
秋
來
た
り
て
刀

下お

り
て
抛

な
げ
う

つ
を
免

ま
ぬ
が

れ
ず
。
門
前
の
白
虎
の
首
を
枋へ

い

内な
い

に
藏
す
。 

（
通
釈
）
白
い
紙
に
二
振
り
の
刀
を
描
く
と
、（
そ
の
家
人
は
）
人
を
殺
し
火
を
放

ち
、
英
雄
豪
傑
を
気
取
っ
て
ほ
し
い
ま
ま
に
振
る
舞
う
。
人
の
命
を
殺
傷
し
て
、

牢
獄
に
入
れ
ら
れ
、
秋
が
到
来
す
る
と
刀
で
首
を
切
り
落
と
さ
れ
る
こ
と
は
必
定

で
あ
る
。
門
前
の
白
虎
の
首
を
枋
（
横
架
材
）
の
と
こ
ろ
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ

う
な
る
）
。 
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不
免
将
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家
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は
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逃の
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た
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の
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に
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た
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（
の
画
や
像
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を
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の
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地
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く
と
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（
そ
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家
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は
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商
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を
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、
大
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で
死
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こ
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に
な
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児
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に
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を
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、
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は
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の
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を
ま
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の
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の
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に
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箇
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と
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そ
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に
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る
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と
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、
父
と
子
は
長
く
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た
が
い
す
る
。
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で
首
を
く
く
る
人
が
何
人
い
る
こ

と
か
。
ど
こ
に
埋
め
る
か
論
じ
る
ま
で
も
な
く
（
そ
う
な
る
）
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（
十
四
）
兩
把
刀

（
原
文
）
白
紙
畫
成
兩
把
刀
、
殺
人
放
火
遑
英
豪
。
殺
傷

人
命
坐
牢
獄
、
不
免
秋
來
刀
下
抛
、
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門
前
白
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首
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内
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（
訓
読
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白
紙

畫え
が
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て
兩
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ょ
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把ば

の
刀と

う

を
成
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ば
、
人
を

殺
し
火
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て
英え

い
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う

を
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ほ
し
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ま
ま

に
す
。
人
命
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牢
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に
坐
し
、
秋
來
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て
刀
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て
抛

な
げ
う

つ
を
免

ま
ぬ
が

れ
ず
。
門
前
の
白
虎
の
首
を
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い

内な
い

に
藏
す
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通
釈
）
白
い
紙
に
二
振
り
の
刀
を
描
く
と
、（
そ
の
家
人
は
）
人
を
殺
し
火
を
放

ち
、
英
雄
豪
傑
を
気
取
っ
て
ほ
し
い
ま
ま
に
振
る
舞
う
。
人
の
命
を
殺
傷
し
て
、

牢
獄
に
入
れ
ら
れ
、
秋
が
到
来
す
る
と
刀
で
首
を
切
り
落
と
さ
れ
る
こ
と
は
必
定

で
あ
る
。
門
前
の
白
虎
の
首
を
枋
（
横
架
材
）
の
と
こ
ろ
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ

う
な
る
）
。 
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十
五
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人
一
馬
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槍

（
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に
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も
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に
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に
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収
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。
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狄
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と
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し
て
戦
場
で
死
ぬ
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。

（
十
六
）
白
虎
　
　（
原
文
）
白
虎
當
堂
坐
正
廰
、
主
人
口
舌
不
離
身
。
女

人
在
家
多
疾
厄
、
不
傷
小
口
只
傷
妻
。
藏
梁
楣
内
、
頭
向
内
凶
。

（
訓
読
）
白
虎
は
堂　

正
廰
に
坐
す
る
に
當
た
れ
ば
、

主
人
は
口
舌　

身
を
離
れ
ず
。
女じ

よ

人に
ん

は
家
に
在
り
疾し

つ

厄や
く

多
く
、
小

し
よ
う

口こ
う

を
傷や

ぶ

ら
ず
只た

だ
妻
を
傷
る
。
梁

り
ょ
う

楣び

の
内う

ち

に

蔵ぞ
う

し
て
、
頭　

内
に
向
か
わ
ば
凶
。

（
通
釈
）
白
虎
は
堂
の
正
庁
（
正
式
な
客
間
）
内
に
配
置
さ
れ
て
い
る
と
、（
そ

の
家
の
）
主
人
は
口
論
の
争
い
か
ら
た
え
ず
逃
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
家
の
女
性
は
家

の
中
で
疾
病
や
災
厄
が
多
く
ふ
り
か
か
り
、
家
の
若
者
を
傷
つ
け
な
い
が
、
た
だ

妻
を
傷
つ
け
る
。
梁
や
楣ひ
さ
しの

内
に
（
白
虎
を
）
収
め
て
、
そ
の
頭
が
内
に
向
い
て
い

る
と
凶
で
あ
る
。

（
十
七
）斗
中
米
　
　（
原
文
）非（
斗
）中
藏
米
家
富
足
、必
然
富
貴
發
榮（
華
）

昌
。
千
財
萬
貫
家
安
為
（
穏
）、
米
燗
成
倉
衣
滿
箱
。
藏
斗
内
。

（
訓
読
）
斗と

中ち
ゆ
うに
米
を
藏ぞ

う

せ
ば
家
富
足
り
、
必
然
と

し
て
富
貴
に
し
て
華か

昌し
よ
うを

發は
つ

す
。
千せ

ん

財ざ
い

萬ま
ん

貫か
ん

の
家
は
安あ

ん

穏の
ん

た
り
て
、
米
は
倉
に
燗ら

ん

成せ
い

し
衣こ

ろ
も
は
箱
に
滿み

つ
。
斗
内

に
藏
す
。

（
通
釈
）
斗ま
す

の
中
に
米
を
収
め
て
お
く
と
、（
そ
の
）
家
の
富
は
充
足
す
る
。
か

な
ら
ず
富
貴
に
な
り
栄
華
を
き
わ
め
繁
昌
す
る
。
幾
千
万
の
財
を
有
す
る
家
は

安
穏
で
あ
り
、
米
は
倉
に
あ
ふ
れ
、
衣
装
は
箱
に
満
ち
る
よ
う
に
な
る
。
斗
（
ま

す
）
の
中
に
米
を
収
め
て
お
く
（
と
、
そ
う
な
る
）。

（
十
八
）
一
塊
破
瓦
一
斷
鋸
　
　（
原
文
）
一
塊
破
瓦
一
斷
鋸
、
藏
在
梁
頭
合

縫
處
、
夫
喪
妻
嫁
子
抛
離
、
奴
僕
逃
亡
無
處
置
。
藏
正
梁
合
縫
内
。

（
訓
読
）
一い
つ

塊か
い

の
破は

瓦が

と
一い

ち

斷だ
ん

の
鋸き

よ

、
藏ぞ

う

し
て
梁

り
よ
う

頭と
う

の
合ご

う

縫ほ
う

す
る
處
に
在
ら
ば
、
夫
は
喪し

し
妻
は
嫁と

つ

ぎ
子
は

抛ほ
う
り離

し
、
奴ぬ

僕ぼ
く

は
逃
亡
し
て
處し

よ

置ち

無
し
。
正
梁
の
合
縫

内
に
藏
す
。

（
通
釈
）
一
枚
の
割
れ
た
瓦
と
一
丁
の
折
れ
た
鋸
の
こ
ぎ
りを

梁
の
頭
部
の
結
合
し
た
と
こ

ろ
に
収
蔵
し
て
お
く
と
、（
そ
の
家
の
）
夫
は
死
に
、
妻
は
再
婚
し
、
子
供
は
投

げ
出
さ
れ
、
奴
僕
は
逃
亡
し
て
、
な
す
す
べ
も
な
い
。
正
梁
（
大
梁
・
主
梁
）
の

結
合
部
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）。

（
十
九
）
雙
錢
　
　（
原
文
）
雙
錢
正
梁
左
右
分
、
壽
財
福
禄
正
豊
盈
。
夫

榮
子
貴
妻
封
贈
、
代
代
兒
孫
挂
級
衣
。
藏
正
梁
兩
頭
。
一
頭
須
要
覆
放
。

（
訓
読
）
雙ふ
た

つ
の
錢せ

ん　

正せ
い

梁り
よ
うの
左
右
に
分
か
て
ば
、
壽じ

ゆ

財ざ
い

福ふ
く

禄ろ
く　

正
に
豊ほ

う

盈え
い

す
。

夫
は
榮
え
子
は
貴た
つ
と

く
妻
は
封ほ

う

贈ぞ
う

せ
ら
れ
、
代
代　

兒じ

孫そ
ん

は
級

き
ゆ
う

衣い

を
挂か

く
。
正
梁
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し
て
戦
場
で
死
ぬ
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。 

 

（
十
六
）
白
虎

（
原
文
）
白
虎
堂
當
坐
正
廰
、
主
人
口
舌
不
離
身
。
女
人
在

家
多
疾
厄
、
不
傷
小
口
只
傷
妻
。
藏
梁
楣
内
、
頭
向
内
凶
。 

（
訓
読
）
白
虎
の
堂

正
廰
に
坐
す
る
に
當
た
れ
ば
、
主

人
は
口
舌

身
を
離
れ
ず
。
女じ

よ

人に
ん

は
家
に
在
り
疾し

つ

厄や
く

多
く
、

小
し
よ
う

口こ
う

を
傷や

ぶ

ら
ず
只た

だ
妻
を
傷
る
。
梁

り
ょ
う

楣び

の
内う

ち

に
蔵ぞ

う

し
て
、

頭

内
に
向
か
わ
ば
凶
。 

（
通
釈
）
白
虎
の
堂
が
正
庁
（
正
式
な
客
間
）
に
配
置
さ
れ
て
い
る
と
、（
そ
の
家

の
）
主
人
は
口
論
の
争
い
か
ら
た
え
ず
逃
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
家
の
女
性
は
家
の

中
で
疾
病
や
災
厄
が
多
く
ふ
り
か
か
り
、
家
の
若
者
を
傷
つ
け
な
い
が
、
た
だ
妻

を
傷
つ
け
る
。
梁
や
楣

ひ
さ
し

の
内
に
（
白
虎
を
）
収
め
て
、
そ
の
頭
が
内
に
向
い
て
い

る
と
凶
で
あ
る
。 

 

（
十
七
）
斗
中
米

（
原
文
）
斗
中
藏
米
家
富
足
、
必
然
富
貴
發
華
昌
。
千
財

萬
貫
家
安
穏
、
米
燗
成
倉
衣
滿
箱
。
藏
斗
内
。 

（
訓
読
）
斗と

中
ち
ゆ
う

に
米
を
藏ぞ

う

せ
ば
家
は
富
み
足
り
、
必
然

と
し
て
富
貴
に
し
て
華か

昌
し
よ
う

を
發は

つ

す
。
千せ

ん

財ざ
い

萬ま
ん

貫か
ん

の
家
は

安あ
ん

穏の
ん

た
り
て
、
米
は
倉
に
燗ら

ん

成せ
い

し
衣

こ
ろ
も

は
箱
に
滿み

つ
。
斗

内
に
藏
す
。 

（
通
釈
）
斗ま

す

の
中
に
米
を
収
め
て
お
く
と
、（
そ
の
）
家
は
富
み
充
足
す
る
。
か
な

ら
ず
富
貴
に
な
り
栄
華
を
き
わ
め
繁
昌
す
る
。
幾
千
万
の
財
を
有
す
る
家
は
安
穏

で
あ
り
、
米
は
倉
に
あ
ふ
れ
、
衣
装
は
箱
に
満
ち
る
よ
う
に
な
る
。
斗
（
ま
す
）

の
中
に
米
を
収
め
て
お
く
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
十
八
）
一
塊
破
瓦
一
斷
鋸

（
原
文
）
一
塊
破
瓦
一
斷
鋸
、
藏
在
梁
頭
合
縫

處
、
夫
喪
妻
嫁
子
抛
離
、
奴
僕
逃
亡
無
處
置
。
藏
正
梁
合
縫
内
。 

（
訓
読
）
一い

つ

塊か
い

の
破は

瓦が

と
一い

ち

斷だ
ん

の
鋸き

よ

、
藏ぞ

う

し
て
梁

り
よ
う

頭と
う

の

合ご
う

縫ほ
う

す
る
處
に
在
ら
ば
、
夫
は
喪し

し
妻
は
嫁と

つ

ぎ
子
は

抛
離

ほ

う

り

し
、
奴ぬ

僕ぼ
く

は
逃
亡
し
て
處し

よ

置ち

無
し
。
正ま

さ

に
梁は

り

の
合

縫
内
に
藏
す
。 

（
通
釈
）
一
枚
の
割
れ
た
瓦
と
一
丁
の
折
れ
た

鋸
の
こ
ぎ
り

を
梁
の
頭
部
の
結
合
し
た
と

こ
ろ
に
収
蔵
し
て
お
く
と
、（
そ
の
家
の
）
夫
は
死
に
、
妻
は
再
婚
し
、
子
供
は
投

げ
出
さ
れ
、
奴
僕
は
逃
亡
し
て
、
な
す
す
べ
も
な
い
。
ま
さ
に
梁
の
結
合
部
に
収

蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
十
九
）
雙
錢

（
原
文
）
雙
錢
正
梁
左
右
分
、
壽
財
福
禄
正
豊
盈
。
夫
榮
子

貴
妻
封
贈
、
代
代
兒
孫
挂
級
衣
。
藏
正
梁
兩
頭
。
一
頭
不
要
覆
放
。 

（
訓
読
）
雙ふ

た

つ
の
錢せ

ん

正せ
い

梁
り
よ
う

の
左
右
に
分
か
て
ば
、
壽じ

ゆ

財ざ
い

福ふ
く

禄ろ
く

正
に
豊ほ

う

盈え
い

す
。

夫
は
榮
え
子
は
貴

た
つ
と

く
妻
は
封ほ

う

贈ぞ
う

せ
ら
れ
、
代
代

兒じ

孫そ
ん

は
級

き
ゆ
う

衣い

を
挂か

く
。
正
梁
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し
て
戦
場
で
死
ぬ
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。 

 
（
十
六
）
白
虎

（
原
文
）
白
虎
堂
當
坐
正
廰
、
主
人
口
舌
不
離
身
。
女
人
在

家
多
疾
厄
、
不
傷
小
口
只
傷
妻
。
藏
梁
楣
内
、
頭
向
内
凶
。 

（
訓
読
）
白
虎
の
堂

正
廰
に
坐
す
る
に
當
た
れ
ば
、
主

人
は
口
舌

身
を
離
れ
ず
。
女じ

よ

人に
ん

は
家
に
在
り
疾し

つ

厄や
く

多
く
、

小
し
よ
う

口こ
う

を
傷や

ぶ

ら
ず
只た

だ
妻
を
傷
る
。
梁

り
ょ
う

楣び

の
内う

ち

に
蔵ぞ

う

し
て
、

頭

内
に
向
か
わ
ば
凶
。 

（
通
釈
）
白
虎
の
堂
が
正
庁
（
正
式
な
客
間
）
に
配
置
さ
れ
て
い
る
と
、（
そ
の
家

の
）
主
人
は
口
論
の
争
い
か
ら
た
え
ず
逃
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
家
の
女
性
は
家
の

中
で
疾
病
や
災
厄
が
多
く
ふ
り
か
か
り
、
家
の
若
者
を
傷
つ
け
な
い
が
、
た
だ
妻

を
傷
つ
け
る
。
梁
や
楣

ひ
さ
し

の
内
に
（
白
虎
を
）
収
め
て
、
そ
の
頭
が
内
に
向
い
て
い

る
と
凶
で
あ
る
。 

 

（
十
七
）
斗
中
米

（
原
文
）
斗
中
藏
米
家
富
足
、
必
然
富
貴
發
華
昌
。
千
財

萬
貫
家
安
穏
、
米
燗
成
倉
衣
滿
箱
。
藏
斗
内
。 

（
訓
読
）
斗と

中
ち
ゆ
う

に
米
を
藏ぞ

う

せ
ば
家
は
富
み
足
り
、
必
然

と
し
て
富
貴
に
し
て
華か

昌
し
よ
う

を
發は

つ

す
。
千せ

ん

財ざ
い

萬ま
ん

貫か
ん

の
家
は

安あ
ん

穏の
ん

た
り
て
、
米
は
倉
に
燗ら

ん

成せ
い

し
衣

こ
ろ
も

は
箱
に
滿み

つ
。
斗

内
に
藏
す
。 

（
通
釈
）
斗ま

す

の
中
に
米
を
収
め
て
お
く
と
、（
そ
の
）
家
は
富
み
充
足
す
る
。
か
な

ら
ず
富
貴
に
な
り
栄
華
を
き
わ
め
繁
昌
す
る
。
幾
千
万
の
財
を
有
す
る
家
は
安
穏

で
あ
り
、
米
は
倉
に
あ
ふ
れ
、
衣
装
は
箱
に
満
ち
る
よ
う
に
な
る
。
斗
（
ま
す
）

の
中
に
米
を
収
め
て
お
く
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
十
八
）
一
塊
破
瓦
一
斷
鋸

（
原
文
）
一
塊
破
瓦
一
斷
鋸
、
藏
在
梁
頭
合
縫

處
、
夫
喪
妻
嫁
子
抛
離
、
奴
僕
逃
亡
無
處
置
。
藏
正
梁
合
縫
内
。 

（
訓
読
）
一い

つ

塊か
い

の
破は

瓦が

と
一い

ち

斷だ
ん

の
鋸き

よ

、
藏ぞ

う

し
て
梁

り
よ
う

頭と
う

の

合ご
う

縫ほ
う

す
る
處
に
在
ら
ば
、
夫
は
喪し

し
妻
は
嫁と

つ

ぎ
子
は

抛
離

ほ

う

り

し
、
奴ぬ

僕ぼ
く

は
逃
亡
し
て
處し

よ

置ち

無
し
。
正ま

さ

に
梁は

り

の
合

縫
内
に
藏
す
。 

（
通
釈
）
一
枚
の
割
れ
た
瓦
と
一
丁
の
折
れ
た

鋸
の
こ
ぎ
り

を
梁
の
頭
部
の
結
合
し
た
と

こ
ろ
に
収
蔵
し
て
お
く
と
、（
そ
の
家
の
）
夫
は
死
に
、
妻
は
再
婚
し
、
子
供
は
投

げ
出
さ
れ
、
奴
僕
は
逃
亡
し
て
、
な
す
す
べ
も
な
い
。
ま
さ
に
梁
の
結
合
部
に
収

蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
十
九
）
雙
錢

（
原
文
）
雙
錢
正
梁
左
右
分
、
壽
財
福
禄
正
豊
盈
。
夫
榮
子

貴
妻
封
贈
、
代
代
兒
孫
挂
級
衣
。
藏
正
梁
兩
頭
。
一
頭
不
要
覆
放
。 

（
訓
読
）
雙ふ

た

つ
の
錢せ

ん

正せ
い

梁
り
よ
う

の
左
右
に
分
か
て
ば
、
壽じ

ゆ

財ざ
い

福ふ
く

禄ろ
く

正
に
豊ほ

う

盈え
い

す
。

夫
は
榮
え
子
は
貴

た
つ
と

く
妻
は
封ほ

う

贈ぞ
う

せ
ら
れ
、
代
代

兒じ

孫そ
ん

は
級

き
ゆ
う

衣い

を
挂か

く
。
正
梁
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し
て
戦
場
で
死
ぬ
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。 

 

（
十
六
）
白
虎

（
原
文
）
白
虎
堂
當
坐
正
廰
、
主
人
口
舌
不
離
身
。
女
人
在

家
多
疾
厄
、
不
傷
小
口
只
傷
妻
。
藏
梁
楣
内
、
頭
向
内
凶
。 

（
訓
読
）
白
虎
の
堂

正
廰
に
坐
す
る
に
當
た
れ
ば
、
主

人
は
口
舌

身
を
離
れ
ず
。
女じ

よ

人に
ん

は
家
に
在
り
疾し

つ

厄や
く

多
く
、

小
し
よ
う

口こ
う

を
傷や

ぶ

ら
ず
只た

だ
妻
を
傷
る
。
梁

り
ょ
う

楣び

の
内う

ち

に
蔵ぞ

う

し
て
、

頭

内
に
向
か
わ
ば
凶
。 

（
通
釈
）
白
虎
の
堂
が
正
庁
（
正
式
な
客
間
）
に
配
置
さ
れ
て
い
る
と
、（
そ
の
家

の
）
主
人
は
口
論
の
争
い
か
ら
た
え
ず
逃
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
家
の
女
性
は
家
の

中
で
疾
病
や
災
厄
が
多
く
ふ
り
か
か
り
、
家
の
若
者
を
傷
つ
け
な
い
が
、
た
だ
妻

を
傷
つ
け
る
。
梁
や
楣

ひ
さ
し

の
内
に
（
白
虎
を
）
収
め
て
、
そ
の
頭
が
内
に
向
い
て
い

る
と
凶
で
あ
る
。 

 

（
十
七
）
斗
中
米

（
原
文
）
斗
中
藏
米
家
富
足
、
必
然
富
貴
發
華
昌
。
千
財

萬
貫
家
安
穏
、
米
燗
成
倉
衣
滿
箱
。
藏
斗
内
。 

（
訓
読
）
斗と

中
ち
ゆ
う

に
米
を
藏ぞ

う

せ
ば
家
は
富
み
足
り
、
必
然

と
し
て
富
貴
に
し
て
華か

昌
し
よ
う

を
發は

つ

す
。
千せ

ん

財ざ
い

萬ま
ん

貫か
ん

の
家
は

安あ
ん

穏の
ん

た
り
て
、
米
は
倉
に
燗ら

ん

成せ
い

し
衣

こ
ろ
も

は
箱
に
滿み

つ
。
斗

内
に
藏
す
。 

（
通
釈
）
斗ま

す

の
中
に
米
を
収
め
て
お
く
と
、（
そ
の
）
家
は
富
み
充
足
す
る
。
か
な

ら
ず
富
貴
に
な
り
栄
華
を
き
わ
め
繁
昌
す
る
。
幾
千
万
の
財
を
有
す
る
家
は
安
穏

で
あ
り
、
米
は
倉
に
あ
ふ
れ
、
衣
装
は
箱
に
満
ち
る
よ
う
に
な
る
。
斗
（
ま
す
）

の
中
に
米
を
収
め
て
お
く
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
十
八
）
一
塊
破
瓦
一
斷
鋸

（
原
文
）
一
塊
破
瓦
一
斷
鋸
、
藏
在
梁
頭
合
縫

處
、
夫
喪
妻
嫁
子
抛
離
、
奴
僕
逃
亡
無
處
置
。
藏
正
梁
合
縫
内
。 

（
訓
読
）
一い

つ

塊か
い

の
破は

瓦が

と
一い

ち

斷だ
ん

の
鋸き

よ

、
藏ぞ

う

し
て
梁

り
よ
う

頭と
う

の

合ご
う

縫ほ
う

す
る
處
に
在
ら
ば
、
夫
は
喪し

し
妻
は
嫁と

つ

ぎ
子
は

抛
離

ほ

う

り

し
、
奴ぬ

僕ぼ
く

は
逃
亡
し
て
處し

よ

置ち

無
し
。
正ま

さ

に
梁は

り

の
合

縫
内
に
藏
す
。 

（
通
釈
）
一
枚
の
割
れ
た
瓦
と
一
丁
の
折
れ
た

鋸
の
こ
ぎ
り

を
梁
の
頭
部
の
結
合
し
た
と

こ
ろ
に
収
蔵
し
て
お
く
と
、（
そ
の
家
の
）
夫
は
死
に
、
妻
は
再
婚
し
、
子
供
は
投

げ
出
さ
れ
、
奴
僕
は
逃
亡
し
て
、
な
す
す
べ
も
な
い
。
ま
さ
に
梁
の
結
合
部
に
収

蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
十
九
）
雙
錢

（
原
文
）
雙
錢
正
梁
左
右
分
、
壽
財
福
禄
正
豊
盈
。
夫
榮
子

貴
妻
封
贈
、
代
代
兒
孫
挂
級
衣
。
藏
正
梁
兩
頭
。
一
頭
不
要
覆
放
。 

（
訓
読
）
雙ふ

た

つ
の
錢せ

ん

正せ
い

梁
り
よ
う

の
左
右
に
分
か
て
ば
、
壽じ

ゆ

財ざ
い

福ふ
く

禄ろ
く

正
に
豊ほ

う

盈え
い

す
。

夫
は
榮
え
子
は
貴

た
つ
と

く
妻
は
封ほ

う

贈ぞ
う

せ
ら
れ
、
代
代

兒じ

孫そ
ん

は
級

き
ゆ
う

衣い

を
挂か

く
。
正
梁
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の
兩
頭
に
藏ぞ

う

す
。
一
頭
は
須す

べ
か
ら
く
覆お

お

い
放
つ
を
要
す
べ
し
。

（
通
釈
）
二
枚
の
銭
を
正
梁
（
大
梁
、
主
梁
）
の
左

右
に
ふ
り
分
け
て
置
い
て
お
く
と
、（
そ
の
家
は
）
寿
・
財
・

福
・
禄
は
ま
さ
に
豊
か
に
満
ち
る
。（
そ
の
家
の
）
夫
は

繁
栄
し
、
子
は
高
貴
に
な
り
、
妻
は
（
そ
の
お
蔭
で
）

位
を
贈
ら
れ
、
代
々
の
子
孫
は
高
位
の
衣
を
身
に
つ
け
る
。
正
梁
（
大
梁
、
主
梁
）

の
両
側
に
銭
を
収
蔵
す
る
か
ら
で
あ
る
。
片
側
の
銭
は
必
ず
ひ
っ
く
り
返
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
十
）
七
箇
釘
　
　（
原
文
）
七
箇
釘
頭
作
一
包
、
七
口
人
丁
永
不
抛
、
若

然
添
人
與
取
媳
、
一
得
一
失
必
難
逃
。
藏
柱
内
孔
中
。

（
訓
読
）
七し
ち

箇こ

の
釘て

い

頭と
う　

一い
ち

包ほ
う

を
作な

さ
ば
、
七し

ち

口こ
う

の

人じ
ん

丁て
い

永な
が

くく

抛な
げ
うた

ず
。
若も

し
然し

か

ら
ば
人
に
添
う
と
媳よ

め

を
取め

と

る
と
、
一い

ち

得と
く

一い
ち

失し
つ

す
る
こ
と　

必
ず
逃
れ
難
し
。
柱
内

の
孔こ
う

中ち
ゆ
うに

藏ぞ
う

す
。

（
通
釈
）
七
個
の
釘
を
ひ
と
包
み
に
し
て
お
く
と
、（
そ
の
家
の
）
七
人
は
な
が

ら
く
見
捨
て
ら
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
れ
ば
人
に
添
う
か
、
息
子
に
嫁
を
も
ら
う

か
、
ひ
と
つ
を
得
れ
ば
ひ
と
つ
を
失
う
こ
と
か
ら
か
な
ら
ず
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
柱
の
内
の
穴
の
な
か
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）。

（
二
十
一
）
一
定
好
墨
一
枝
筆
　
　（
原
文
）
一
定
好
墨
一
枝
筆
、
富
貴
榮
華

金
階
立
。
必
佐
聖
朝
為
宰
臣
。
筆
頭
若
蛙
退
官
職
。
藏
枋
内
。

（
訓
読
）
一い
つ

定て
い

の
好こ

う

墨ぼ
く

と
一い

ち

枝し

の
筆ふ

で

あ
ら
ば
、
富
貴
榮

華
に
し
て
金き
ん

階か
い

に
立
つ
。
必
ず
聖せ

い

朝ち
よ
うを
佐た

す

け
て
宰さ

い

臣し
ん

と
為な

る
。
筆ひ

つ

頭と
う

の
蛙か

え
るの
若ご

と

き
は
官
職
を
退
く
。
枋へ

い

内な
い

に
藏
す
。

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
よ
い
墨
と
一
本
の
筆
（
を
収
藏
す

れ
ば
）、（
そ
の
家
は
）
富
貴
栄
華
と
な
り
、（
家
人
は
）
出
世
し
て
玉
階
に
立
つ
。

か
な
ら
ず
朝
廷
を
輔
佐
し
て
宰
相
と
な
る
。
筆
の
頭
が
蛙
の
よ
う
に
な
れ
ば
官
職

を
退
く
。
枋
（
横
架
材
）
の
と
こ
ろ
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）。

（
二
十
二
）
某
符
　
　（
原
文
）
合
木
木
中
書
此
符
、
家
中
常
見
鬼
妖
魔
。

走
石
飛
砂
常
作
怪
、
妻
女
兒
郎
袪
病
多
。
将
木
上
鑲
縫

中
書
之
。

（
訓
読
）
合ご
う

木も
く

の
木も

く

中ち
ゆ
うに
此こ

の
符
を
書
か
ば
、
家
中　

常
に
鬼き

妖よ
う

魔ま

を
見
る
。
走そ

う

石せ
き

飛ひ

砂さ　

常
に
怪
を
作な

し
、

妻さ
い

女じ
よ

兒じ

郎ろ
う

は
袪き

よ

病び
よ
う

多
し
。
木
上
の
鑲

し
よ
う

縫ほ
う

の
中
を
将も

つ

て
之こ

れ
を
書
く
。

（
通
釈
）
つ
ぎ
合
わ
せ
た
木
の
な
か
に
こ
の
符
を
書
写
す
る
と
、（
そ
の
）
家
の

な
か
で
は
常
に
鬼
魔
、
妖
魔
を
み
る
。
転
が
る
石
や
飛
ぶ
砂
が
常
に
怪
異
を
お
こ

し
、
妻
や
女
、
子
供
は
病
に
多
く
か
か
る
。
木
の
上
の
継
ぎ
目
に
こ
れ
を
書
写
す

る
（
と
、
そ
う
な
る
）。
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の
兩
頭
に
藏ぞ

う

す
。
一
頭
は
覆お

お

い
放
つ
を
要
せ
ず
。 

（
通
釈
）
二
枚
の
銭
を
正
梁
（
大
梁
、
主
梁
）
の
左
右
に

ふ
り
分
け
て
置
か
れ
て
い
る
と
、（
そ
の
家
は
）
寿
・
財
・

福
・
禄
は
ま
さ
に
豊
か
に
満
ち
る
。（
そ
の
家
の
）
夫
は
繁

栄
し
、
子
は
高
貴
に
な
り
、
妻
は
（
そ
の
お
蔭
で
）
土
地
を
贈
ら
れ
、
代
々
の
子

孫
は
高
位
の
衣
を
身
に
つ
け
る
。
正
梁
（
大
梁
、
主
梁
）
の
両
側
に
銭
を
収
蔵
す

る
か
ら
で
あ
る
。
片
側
の
銭
は
ひ
っ
く
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
二
十
）
七
箇
釘

（
原
文
）
七
箇
釘
頭
作
一
包
、
七
口
人
丁
永
不
抛
、
若
然

添
人
與
取
媳
、
一
得
一
失
必
難
逃
。
藏
柱
内
孔
中
。 

（
訓
読
）
七し

ち

箇こ

の
釘て

い

頭と
う

一い
ち

包ほ
う

を
作な

さ
ば
、
七し

ち

口こ
う

の
人じ

ん

丁て
い

永な
が

くく

抛
な
げ
う

た
ず
。
若も

し
然し

か

ら
ば
人
に
添
う
と
媳よ

め

を
取め

と

る
と
、

一い
ち

得と
く

一い
ち

失し
つ

す
る
こ
と

必
ず
逃
れ
難
し
。
柱
内
の
孔こ

う

中
ち
ゆ
う

に

藏ぞ
う

す
。 

（
通
釈
）
七
個
の
釘
を
ひ
と
包
み
に
し
て
お
く
と
、（
そ
の
家
の
）
七
人
は
な
が
ら

く
見
捨
て
ら
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
れ
ば
人
に
添
う
か
、
息
子
に
嫁
を
も
ら
う
か
、

ひ
と
つ
を
得
れ
ば
ひ
と
つ
を
失
う
こ
と
か
ら
か
な
ら
ず
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

柱
の
内
の
穴
の
な
か
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

  

（
二
十
一
）
一
定
好
墨
一
枝
筆

（
原
文
）
一
定
好
墨
一
枝
筆
、
富
貴
榮
華
金

階
立
。
必
佐
聖
朝
為
宰
臣
。
筆
頭
若
蛙
退
官
職
。
藏
枋
内
。 

（
訓
読
）
一い

つ

定て
い

の
好こ

う

墨ぼ
く

と
一い

ち

枝し

の
筆ふ

で

、
富
貴
榮
華
に
し

て
金き

ん

階か
い

に
立
つ
。
必
ず
聖せ

い

朝
ち
よ
う

を
佐た

す

け
て
宰さ

い

臣し
ん

と
為な

る
。

筆ひ
つ

頭と
う

の
蛙

か
え
る

の
若ご

と

き
は
官
職
を
退
く
。
枋へ

い

内な
い

に
藏
す
。 

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
よ
い
墨
と
一
本
の
筆
（
を
収
藏
す

れ
ば
）
、（
そ
の
家
は
）
富
貴
栄
華
と
な
り
、（
家
人
は
）
出
世
し
て
玉
階
に
立
つ
。

か
な
ら
ず
朝
廷
を
輔
佐
し
て
宰
相
と
な
る
。
筆
の
頭
が
蛙
の
よ
う
に
な
れ
ば
官
職

を
退
く
。
枋
（
横
架
材
）
の
と
こ
ろ
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
二
十
二
）
某
符

（
原
文
）
合
木
木
中
書
此
符
、
家
中
常
見
鬼
妖
魔
。
走
石

飛
砂
常
作
怪
、
妻
女
兒
郎
袪
病
多
。
将
木
上
鑲
縫
中
書

之
。 

（
訓
読
）
合ご

う

木も
く

の
木も

く

中
ち
ゆ
う

に
此こ

の
符
を
書
か
ば
、
家
中

常
に
鬼き

妖よ
う

魔ま

を
見
る
。
走そ

う

石せ
き

飛ひ

砂さ

常
に
怪
を
作な

し
、

妻さ
い

女じ
よ

兒じ

郎ろ
う

は
袪き

よ

病
び
よ
う

多
し
。
木
上
の
鑲

し
よ
う

縫ほ
う

の
中
を
将も

つ

て
之こ

れ
を
書
く
。 

（
通
釈
）
つ
ぎ
合
わ
せ
た
木
の
な
か
に
こ
の
符
を
書
写
す
る
と
、（
そ
の
）
家
の
な

か
で
は
常
に
鬼
魔
、
妖
魔
を
み
る
。
転
が
る
石
や
飛
ぶ
砂
が
常
に
怪
異
を
お
こ
し
、

妻
や
女
、
子
供
は
病
に
多
く
か
か
る
。
木
の
上
の
継
ぎ
目
に
こ
れ
を
書
写
す
る
（
と
、

そ
う
な
る
）
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、
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、
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蔭
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、
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の
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の
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梁
、
主
梁
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両
側
に
銭
を
収
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。
片
側
の
銭
は
ひ
っ
く
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
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。
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に
添
う
と
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を
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と
、
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ち
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く
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ち
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つ
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こ
と
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。
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う

中
ち
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の
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を
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に
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く
と
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の
家
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七
人
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が
ら
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見
捨
て
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れ
な
い
。
も
し
そ
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な
れ
ば
人
に
添
う
か
、
息
子
に
嫁
を
も
ら
う
か
、

ひ
と
つ
を
得
れ
ば
ひ
と
つ
を
失
う
こ
と
か
ら
か
な
ら
ず
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

柱
の
内
の
穴
の
な
か
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
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十
一
）
一
定
好
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枝
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筆
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貴
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に
藏
す
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（
通
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）
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の
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を
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れ
ば
）
、（
そ
の
家
は
）
富
貴
栄
華
と
な
り
、（
家
人
は
）
出
世
し
て
玉
階
に
立
つ
。

か
な
ら
ず
朝
廷
を
輔
佐
し
て
宰
相
と
な
る
。
筆
の
頭
が
蛙
の
よ
う
に
な
れ
ば
官
職

を
退
く
。
枋
（
横
架
材
）
の
と
こ
ろ
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
二
十
二
）
某
符

（
原
文
）
合
木
木
中
書
此
符
、
家
中
常
見
鬼
妖
魔
。
走
石

飛
砂
常
作
怪
、
妻
女
兒
郎
袪
病
多
。
将
木
上
鑲
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中
書

之
。 

（
訓
読
）
合ご

う

木も
く

の
木も

く

中
ち
ゆ
う

に
此こ

の
符
を
書
か
ば
、
家
中

常
に
鬼き

妖よ
う

魔ま

を
見
る
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走そ

う

石せ
き
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砂さ
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に
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を
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、
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よ

兒じ

郎ろ
う

は
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よ

病
び
よ
う

多
し
。
木
上
の
鑲

し
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う

縫ほ
う

の
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を
将も

つ
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れ
を
書
く
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（
通
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）
つ
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た
木
の
な
か
に
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の
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を
書
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る
と
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の
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家
の
な

か
で
は
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に
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妖
魔
を
み
る
。
転
が
る
石
や
飛
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砂
が
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に
怪
異
を
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、

妻
や
女
、
子
供
は
病
に
多
く
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る
。
木
の
上
の
継
ぎ
目
に
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れ
を
書
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す
る
（
と
、
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（
二
十
一
）
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定
好
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原
文
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富
貴
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必
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（
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必
ず
聖せ

い

朝
ち
よ
う

を
佐た

す

け
て
宰さ

い

臣し
ん

と
為な

る
。

筆ひ
つ

頭と
う

の
蛙

か
え
る

の
若ご

と

き
は
官
職
を
退
く
。
枋へ

い

内な
い

に
藏
す
。 

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
よ
い
墨
と
一
本
の
筆
（
を
収
藏
す

れ
ば
）
、（
そ
の
家
は
）
富
貴
栄
華
と
な
り
、（
家
人
は
）
出
世
し
て
玉
階
に
立
つ
。

か
な
ら
ず
朝
廷
を
輔
佐
し
て
宰
相
と
な
る
。
筆
の
頭
が
蛙
の
よ
う
に
な
れ
ば
官
職

を
退
く
。
枋
（
横
架
材
）
の
と
こ
ろ
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
二
十
二
）
某
符

（
原
文
）
合
木
木
中
書
此
符
、
家
中
常
見
鬼
妖
魔
。
走
石

飛
砂
常
作
怪
、
妻
女
兒
郎
袪
病
多
。
将
木
上
鑲
縫
中
書

之
。 

（
訓
読
）
合ご

う

木も
く

の
木も

く

中
ち
ゆ
う

に
此こ

の
符
を
書
か
ば
、
家
中

常
に
鬼き

妖よ
う

魔ま

を
見
る
。
走そ

う

石せ
き

飛ひ

砂さ

常
に
怪
を
作な

し
、

妻さ
い

女じ
よ

兒じ

郎ろ
う

は
袪き

よ

病
び
よ
う

多
し
。
木
上
の
鑲

し
よ
う

縫ほ
う

の
中
を
将も

つ

て
之こ

れ
を
書
く
。 

（
通
釈
）
つ
ぎ
合
わ
せ
た
木
の
な
か
に
こ
の
符
を
書
写
す
る
と
、（
そ
の
）
家
の
な

か
で
は
常
に
鬼
魔
、
妖
魔
を
み
る
。
転
が
る
石
や
飛
ぶ
砂
が
常
に
怪
異
を
お
こ
し
、

妻
や
女
、
子
供
は
病
に
多
く
か
か
る
。
木
の
上
の
継
ぎ
目
に
こ
れ
を
書
写
す
る
（
と
、

そ
う
な
る
）
。 
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の
兩
頭
に
藏ぞ

う

す
。
一
頭
は
覆お

お

い
放
つ
を
要
せ
ず
。 

（
通
釈
）
二
枚
の
銭
を
正
梁
（
大
梁
、
主
梁
）
の
左
右
に

ふ
り
分
け
て
置
か
れ
て
い
る
と
、（
そ
の
家
は
）
寿
・
財
・

福
・
禄
は
ま
さ
に
豊
か
に
満
ち
る
。（
そ
の
家
の
）
夫
は
繁

栄
し
、
子
は
高
貴
に
な
り
、
妻
は
（
そ
の
お
蔭
で
）
土
地
を
贈
ら
れ
、
代
々
の
子

孫
は
高
位
の
衣
を
身
に
つ
け
る
。
正
梁
（
大
梁
、
主
梁
）
の
両
側
に
銭
を
収
蔵
す

る
か
ら
で
あ
る
。
片
側
の
銭
は
ひ
っ
く
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
二
十
）
七
箇
釘

（
原
文
）
七
箇
釘
頭
作
一
包
、
七
口
人
丁
永
不
抛
、
若
然

添
人
與
取
媳
、
一
得
一
失
必
難
逃
。
藏
柱
内
孔
中
。 

（
訓
読
）
七し

ち

箇こ

の
釘て

い

頭と
う

一い
ち

包ほ
う

を
作な

さ
ば
、
七し

ち

口こ
う

の
人じ

ん

丁て
い

永な
が

くく

抛
な
げ
う

た
ず
。
若も

し
然し

か

ら
ば
人
に
添
う
と
媳よ

め

を
取め

と

る
と
、

一い
ち

得と
く

一い
ち

失し
つ

す
る
こ
と

必
ず
逃
れ
難
し
。
柱
内
の
孔こ

う

中
ち
ゆ
う

に

藏ぞ
う

す
。 

（
通
釈
）
七
個
の
釘
を
ひ
と
包
み
に
し
て
お
く
と
、（
そ
の
家
の
）
七
人
は
な
が
ら

く
見
捨
て
ら
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
れ
ば
人
に
添
う
か
、
息
子
に
嫁
を
も
ら
う
か
、

ひ
と
つ
を
得
れ
ば
ひ
と
つ
を
失
う
こ
と
か
ら
か
な
ら
ず
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

柱
の
内
の
穴
の
な
か
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

  

（
二
十
一
）
一
定
好
墨
一
枝
筆

（
原
文
）
一
定
好
墨
一
枝
筆
、
富
貴
榮
華
金

階
立
。
必
佐
聖
朝
為
宰
臣
。
筆
頭
若
蛙
退
官
職
。
藏
枋
内
。 

（
訓
読
）
一い

つ

定て
い

の
好こ

う

墨ぼ
く

と
一い

ち

枝し

の
筆ふ

で

、
富
貴
榮
華
に
し

て
金き

ん

階か
い

に
立
つ
。
必
ず
聖せ

い

朝
ち
よ
う

を
佐た

す

け
て
宰さ

い

臣し
ん

と
為な

る
。

筆ひ
つ

頭と
う

の
蛙

か
え
る

の
若ご

と

き
は
官
職
を
退
く
。
枋へ

い

内な
い

に
藏
す
。 

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
よ
い
墨
と
一
本
の
筆
（
を
収
藏
す

れ
ば
）
、（
そ
の
家
は
）
富
貴
栄
華
と
な
り
、（
家
人
は
）
出
世
し
て
玉
階
に
立
つ
。

か
な
ら
ず
朝
廷
を
輔
佐
し
て
宰
相
と
な
る
。
筆
の
頭
が
蛙
の
よ
う
に
な
れ
ば
官
職

を
退
く
。
枋
（
横
架
材
）
の
と
こ
ろ
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
二
十
二
）
某
符

（
原
文
）
合
木
木
中
書
此
符
、
家
中
常
見
鬼
妖
魔
。
走
石

飛
砂
常
作
怪
、
妻
女
兒
郎
袪
病
多
。
将
木
上
鑲
縫
中
書

之
。 

（
訓
読
）
合ご

う

木も
く

の
木も

く

中
ち
ゆ
う

に
此こ

の
符
を
書
か
ば
、
家
中

常
に
鬼き

妖よ
う

魔ま

を
見
る
。
走そ

う

石せ
き

飛ひ

砂さ

常
に
怪
を
作な

し
、

妻さ
い

女じ
よ

兒じ

郎ろ
う

は
袪き

よ

病
び
よ
う

多
し
。
木
上
の
鑲

し
よ
う

縫ほ
う

の
中
を
将も

つ

て
之こ

れ
を
書
く
。 

（
通
釈
）
つ
ぎ
合
わ
せ
た
木
の
な
か
に
こ
の
符
を
書
写
す
る
と
、（
そ
の
）
家
の
な

か
で
は
常
に
鬼
魔
、
妖
魔
を
み
る
。
転
が
る
石
や
飛
ぶ
砂
が
常
に
怪
異
を
お
こ
し
、

妻
や
女
、
子
供
は
病
に
多
く
か
か
る
。
木
の
上
の
継
ぎ
目
に
こ
れ
を
書
写
す
る
（
と
、

そ
う
な
る
）
。 
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（
二
十
三
）
口
字
　
　（
原
文
）
朱
雀
前
書
多
口
舌
、
官
非
横
禍
相
連
渉
。

家
財
耗
散
損
人
丁
、
直
待
賣
房
絶
得
歇
。
寫
大
門
上
枋
中
。

（
訓
読
）
朱す

雀ざ
く

の
前
に
書
か
ば
、
口
舌
多
く
、
官か

ん

非ひ

横お
う

禍か　

相あ

い
連れ

ん

渉し
よ
うす

。
家
財
は
耗も

う

散さ
ん

し
人じ

ん

丁て
い

を
損そ

こ

な
い
、

直た

だ
房
を
賣う

り
て
絶
え
て
歇つ

く
る
を
得
る
の
み
。
大
門

上
の
枋へ
い

中ち
ゆ
うに
寫し

や

す
。

（
通
釈
）
朱
雀
（
南
）
の
前
に
（
こ
の
符
を
）
書
写
す
れ
ば
、（
そ
の
家
は
）
口

論
が
さ
か
ん
に
お
こ
り
、
お
上
の
咎
め
や
不
慮
の
災
難
が
し
き
り
に
ふ
り
か
か
っ

て
く
る
。
家
財
は
消
散
し
、
家
の
住
人
を
そ
こ
な
い
、
た
だ
家
を
売
り
は
ら
っ
て

家
の
断
絶
す
る
ば
か
り
と
な
る
。
大
門
上
の
枋
（
横
架
材
）
に
書
写
す
る
（
と
、

そ
う
な
る
）。

（
二
十
四
）
囚
字
　
　（
原
文
）
門
檻
縫
中
書
斗
内
（
一
囚
）、
房
若
成
時
、

禍
上
頭
。
天
大
官
司
監
牢
内
、
難
出
監
中
作
死
囚
。
藏
門
檻
合
縫
中
。

（
訓
読
）
門も
ん

檻か
ん

の
縫ほ

う

中ち
ゆ
うに
一い

つ

囚し
ゆ
う

を
書
か
ば
、
房　

若も

し
成
る
時　

禍
い
上
頭
す
。
天
大
官
司
監
の
牢ろ

う

内な
い

、
監か

ん

中ち
ゆ
うを
出い

づ
る
こ
と
難か

た

く
し
て
死し

囚し
ゆ
うと
作な

る
。
門
檻
の
合ご

う

縫ほ
う

中ち
ゆ
うに

藏ぞ
う

す
。

（
通
釈
）
門
の
か
ん
ぬ
き
の
継
ぎ
目
に
囚
の
字
を
書
写
す
る
と
、（
そ
の
）
房
屋

が
完
成
す
る
時
、災
禍
が
お
こ
る
。（
家
人
は
）天
大
官
司
監
の
牢
獄
に
入
れ
ら
れ
、

そ
の
な
か
か
ら
出
る
こ
と
は
困
難
で
、
獄
中
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。
門
の
か
ん
ぬ
き

の
継
ぎ
目
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）。

（
二
十
五
）
牛
骨
　
　（
原
文
）
房
室
中
間
藏
牛
骨
、
終
朝
辛
苦
忙
碌
碌
。

老
來
身
死
没
棺
材
、
後
代
兒
孫
壓
肩
多
（
肉
）。
埋
屋
中
間
。

（
訓
読
）
房ぼ
う

室し
つ

の
中
間
に
牛

ぎ
ゆ
う

骨こ
つ

を
藏ぞ

う

さ
ば
、終

し
ゆ
う

朝ち
よ
う

辛
苦
し
て
忙
し
く
碌ろ

く

碌ろ
く

た
り
。

老
い
來
た
り
身
死
す
る
も
棺か
ん

材ざ
い

没な

く
、
後こ

う

代だ
い

の
兒じ

孫そ
ん

は

肩け
ん

肉に
く

を
壓

お
し
つ
ぶす

。
屋
の
中
間
に
埋お

さ

む
。

（
通
釈
）
房
室
（
寝
室
な
ど
）
の
な
か
ほ
ど
の
（
床

下
に
）
牛
骨
を
埋
め
る
と
、（
そ
の
家
人
は
）
夜
通
し

身
体
が
辛
く
て
、
落
ち
着
か
ず
意
識
が
も
う
ろ
う
と
な
る
。
老
い
ぼ
れ
て
死
ん
で

も
棺
材
も
な
い
。
末
代
の
子
孫
は
肩
の
肉
を
傷
め
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
る
。
部
屋
の

な
か
ほ
ど
に
埋
め
る
（
と
、
そ
う
な
る
）。

（
二
十
六
）
頭
髪
把
刀
　
　（
原
文
）
頭
髪
中
間
嚢
把
刀
、兒
孫
落
髪
出
家
逃
。

有
子
無
夫
常
不
樂
、
𩻄
寡
孤
独
不
相
饒
。
藏
門
檻
下

地
中
。（『
絵
図
魯
班
経
』
に
よ
る
）。

（
訓
読
）
頭
髪
の
中
間
に
把
刀
を
嚢つ

つ

め
ば
、
兒じ

孫そ
ん

は

髪
を
落
と
し
家
を
出
て
逃に

ぐ
。
子
有
る
も
夫
無
く
し
て

常
に
樂
し
ま
ず
、𩻄か
ん

寡か

孤こ

独ど
く

に
し
て
、相あ

い
饒ゆ

た

か
な
ら
ず
。
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（
二
十
三
）
口
字

（
原
文
）
朱
雀
前
書
多
口
舌
、
官
非
横
禍
相
連
渉
。
家
財

耗
散
損
人
丁
、
直
待
賣
房
絶
得
歇
。
寫
大
門
上
枋
中
。 

（
訓
読
）
朱す

雀ざ
く

の
前
に
書
か
ば
、
口
舌
多
く
、
官か

ん

非ひ

横お
う

禍か

相あ

い
連れ

ん

渉
し
よ
う

す
。
家
財
は
耗も

う

散さ
ん

し
人じ

ん

丁て
い

を
損そ

こ

な
い
、
直た

だ
房

を
賣う

り
て
絶
え
て
歇つ

く
る
を
待
つ
の
み
。
大
門
上
の
枋へ

い

中
ち
ゆ
う

に
寫し

や

す
。 

（
通
釈
）
朱
雀
（
南
）
の
前
に
（
こ
の
符
を
）
書
写
す
れ
ば
、（
そ
の
家
は
）
口
論

が
さ
か
ん
に
お
こ
り
、
お
上
の
咎
め
や
不
慮
の
災
難
が
し
き
り
に
ふ
り
か
か
っ
て

く
る
。
家
財
は
消
散
し
、
家
の
住
人
を
そ
こ
な
い
、
た
だ
家
を
売
り
は
ら
っ
て
家

の
断
絶
を
待
つ
ば
か
り
と
な
る
。
大
門
上
の
横
架
材
（
枋
）
に
書
写
す
る
（
と
、

そ
う
な
る
）
。 

（
二
十
四
）
囚
字

（
原
文
）
門
檻
縫
中
書
斗
囚
、
房
若
成
時
、
禍
上
頭
。
天

大
官
司
監
牢
内
、
難
出
監
中
作
死
囚
。
藏
門
檻
合
縫
中
。 

（
訓
読
）
門も

ん

檻か
ん

の
縫ほ

う

中
ち
ゆ
う

に
斗と

囚
し
ゆ
う

を
書
か
ば
、
房

若も

し

成
る
時
、
上
頭
に
禍

わ
ざ
わ

い
あ
り
。
天
大
官
司
監
の
牢ろ

う

内な
い

、
監か

ん

中
ち
ゆ
う

を
出い

づ
る
こ
と
難か

た

く
し
て
死し

囚
し
ゆ
う

と
作な

る
。
門
檻
の
合ご

う

縫ほ
う

中
ち
ゆ
う

に
藏ぞ

う

す
。 

（
通
釈
）
門
の
か
ん
ぬ
き
の
継
ぎ
目
に
囚
の
字
を
書
写
す
る
と
、（
そ
の
）
房
屋
が

完
成
す
る
時
、
儀
式
の
と
き
に
災
禍
が
お
こ
る
。（
家
人
は
）
天
大
官
司
監
の
牢
獄

に
入
れ
ら
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
出
る
こ
と
は
困
難
で
、
獄
中
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。

門
の
か
ん
ぬ
き
の
継
ぎ
目
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
二
十
五
）
牛
骨

（
原
文
）
房
室
中
間
藏
牛
骨
、
終
朝
辛
苦
忙
碌
碌
。
老
來

身
死
没
棺
材
、
後
代
兒
孫
壓
肩
肉
。
埋
房
中
間
。 

（
訓
読
）
房ぼ

う

室し
つ

の
中
間
に
牛

ぎ
ゆ
う

骨こ
つ

を
藏ぞ

う

さ
ば
、
終

し
ゆ
う

朝
ち
よ
う

辛
苦
し
て
忙
し
く
碌ろ

く

碌ろ
く

た
り
。

老
い
來
た
り
身
死
す
る
も
棺か

ん

材ざ
い

没な

く
、
後こ

う

代だ
い

の
兒じ

孫そ
ん

は

肩け
ん

肉に
く

を

壓
お
し
つ
ぶ

す
。
房
の
中
間
に
埋お

さ

む
。 

（
通
釈
）
房
室
（
寝
室
）
の
な
か
ほ
ど
の
（
床
下
に
）

牛
骨
を
埋
め
る
と
、（
そ
の
家
人
は
）
夜
通
し
身
体
が
辛

く
て
、
落
ち
着
か
ず
意
識
が
も
う
ろ
う
と
な
る
。
老
い
ぼ
れ
て
死
ん
で
も
棺
材

も
な
い
。
末
代
の
子
孫
は
肩
の
肉
を
傷
め
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
る
。
房
室
（
寝
室
）

の
な
か
ほ
ど
に
埋
め
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
二
十
六
）
頭
髪
把
刀

（
原
文
）
頭
髪
中
間
嚢
把
刀
、
兒
孫
落
髪
出
家
逃
。

有
子
無
夫
常
不
樂
、
𩻄𩻄
寡
孤
独
不
相
饒
。
藏
門
檻
下
地
中
。 

（
訓
読
）
頭
髪
の
中
間
に
把
刀
を
嚢つ

つ

め
ば
、
兒じ

孫そ
ん

は
髪

を
落
と
し
家
を
出
て
逃に

ぐ
。
子
有
る
も
夫
無
く
し
て
常

に
樂
し
ま
ず
、
𩻄𩻄か

ん

寡か

孤
独
に
し
て
、
相あ

い
饒ゆ

た

か
な
ら
ず
。

門も
ん

檻か
ん

の
下
の
地
中
に
藏
す
。 

（
通
釈
）
頭
髪
の
な
か
に
刀
を
つ
つ
む
よ
う
に
刺
す
と
、（
そ
の
家
の
）
子
孫
は
髪
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（
二
十
三
）
口
字

（
原
文
）
朱
雀
前
書
多
口
舌
、
官
非
横
禍
相
連
渉
。
家
財

耗
散
損
人
丁
、
直
待
賣
房
絶
得
歇
。
寫
大
門
上
枋
中
。 

（
訓
読
）
朱す

雀ざ
く

の
前
に
書
か
ば
、
口
舌
多
く
、
官か

ん

非ひ

横お
う

禍か

相あ

い
連れ

ん

渉
し
よ
う

す
。
家
財
は
耗も

う

散さ
ん

し
人じ

ん

丁て
い

を
損そ

こ

な
い
、
直た

だ
房

を
賣う

り
て
絶
え
て
歇つ

く
る
を
待
つ
の
み
。
大
門
上
の
枋へ

い

中
ち
ゆ
う

に
寫し

や

す
。 

（
通
釈
）
朱
雀
（
南
）
の
前
に
（
こ
の
符
を
）
書
写
す
れ
ば
、（
そ
の
家
は
）
口
論

が
さ
か
ん
に
お
こ
り
、
お
上
の
咎
め
や
不
慮
の
災
難
が
し
き
り
に
ふ
り
か
か
っ
て

く
る
。
家
財
は
消
散
し
、
家
の
住
人
を
そ
こ
な
い
、
た
だ
家
を
売
り
は
ら
っ
て
家

の
断
絶
を
待
つ
ば
か
り
と
な
る
。
大
門
上
の
横
架
材
（
枋
）
に
書
写
す
る
（
と
、

そ
う
な
る
）
。 

（
二
十
四
）
囚
字

（
原
文
）
門
檻
縫
中
書
斗
囚
、
房
若
成
時
、
禍
上
頭
。
天

大
官
司
監
牢
内
、
難
出
監
中
作
死
囚
。
藏
門
檻
合
縫
中
。 

（
訓
読
）
門も

ん

檻か
ん

の
縫ほ

う

中
ち
ゆ
う

に
斗と

囚
し
ゆ
う

を
書
か
ば
、
房

若も

し

成
る
時
、
上
頭
に
禍

わ
ざ
わ

い
あ
り
。
天
大
官
司
監
の
牢ろ

う

内な
い

、
監か

ん

中
ち
ゆ
う

を
出い

づ
る
こ
と
難か

た

く
し
て
死し

囚
し
ゆ
う

と
作な

る
。
門
檻
の
合ご

う

縫ほ
う

中
ち
ゆ
う

に
藏ぞ

う

す
。 

（
通
釈
）
門
の
か
ん
ぬ
き
の
継
ぎ
目
に
囚
の
字
を
書
写
す
る
と
、（
そ
の
）
房
屋
が

完
成
す
る
時
、
儀
式
の
と
き
に
災
禍
が
お
こ
る
。（
家
人
は
）
天
大
官
司
監
の
牢
獄

に
入
れ
ら
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
出
る
こ
と
は
困
難
で
、
獄
中
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。

門
の
か
ん
ぬ
き
の
継
ぎ
目
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
二
十
五
）
牛
骨

（
原
文
）
房
室
中
間
藏
牛
骨
、
終
朝
辛
苦
忙
碌
碌
。
老
來

身
死
没
棺
材
、
後
代
兒
孫
壓
肩
肉
。
埋
房
中
間
。 

（
訓
読
）
房ぼ

う

室し
つ

の
中
間
に
牛

ぎ
ゆ
う

骨こ
つ

を
藏ぞ

う

さ
ば
、
終

し
ゆ
う

朝
ち
よ
う

辛
苦
し
て
忙
し
く
碌ろ

く

碌ろ
く

た
り
。

老
い
來
た
り
身
死
す
る
も
棺か

ん

材ざ
い

没な

く
、
後こ

う

代だ
い

の
兒じ

孫そ
ん

は

肩け
ん

肉に
く

を

壓
お
し
つ
ぶ

す
。
房
の
中
間
に
埋お

さ

む
。 

（
通
釈
）
房
室
（
寝
室
）
の
な
か
ほ
ど
の
（
床
下
に
）

牛
骨
を
埋
め
る
と
、（
そ
の
家
人
は
）
夜
通
し
身
体
が
辛

く
て
、
落
ち
着
か
ず
意
識
が
も
う
ろ
う
と
な
る
。
老
い
ぼ
れ
て
死
ん
で
も
棺
材

も
な
い
。
末
代
の
子
孫
は
肩
の
肉
を
傷
め
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
る
。
房
室
（
寝
室
）

の
な
か
ほ
ど
に
埋
め
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
二
十
六
）
頭
髪
把
刀

（
原
文
）
頭
髪
中
間
嚢
把
刀
、
兒
孫
落
髪
出
家
逃
。

有
子
無
夫
常
不
樂
、
𩻄𩻄
寡
孤
独
不
相
饒
。
藏
門
檻
下
地
中
。 

（
訓
読
）
頭
髪
の
中
間
に
把
刀
を
嚢つ

つ

め
ば
、
兒じ

孫そ
ん

は
髪

を
落
と
し
家
を
出
て
逃に

ぐ
。
子
有
る
も
夫
無
く
し
て
常

に
樂
し
ま
ず
、
𩻄𩻄か

ん

寡か

孤
独
に
し
て
、
相あ

い
饒ゆ

た

か
な
ら
ず
。

門も
ん

檻か
ん

の
下
の
地
中
に
藏
す
。 

（
通
釈
）
頭
髪
の
な
か
に
刀
を
つ
つ
む
よ
う
に
刺
す
と
、（
そ
の
家
の
）
子
孫
は
髪
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（
二
十
三
）
口
字

（
原
文
）
朱
雀
前
書
多
口
舌
、
官
非
横
禍
相
連
渉
。
家
財

耗
散
損
人
丁
、
直
待
賣
房
絶
得
歇
。
寫
大
門
上
枋
中
。 

（
訓
読
）
朱す

雀ざ
く

の
前
に
書
か
ば
、
口
舌
多
く
、
官か

ん

非ひ

横お
う

禍か

相あ

い
連れ

ん

渉
し
よ
う

す
。
家
財
は
耗も

う

散さ
ん

し
人じ

ん

丁て
い

を
損そ

こ

な
い
、
直た

だ
房

を
賣う

り
て
絶
え
て
歇つ

く
る
を
待
つ
の
み
。
大
門
上
の
枋へ

い

中
ち
ゆ
う

に
寫し

や

す
。 

（
通
釈
）
朱
雀
（
南
）
の
前
に
（
こ
の
符
を
）
書
写
す
れ
ば
、（
そ
の
家
は
）
口
論

が
さ
か
ん
に
お
こ
り
、
お
上
の
咎
め
や
不
慮
の
災
難
が
し
き
り
に
ふ
り
か
か
っ
て

く
る
。
家
財
は
消
散
し
、
家
の
住
人
を
そ
こ
な
い
、
た
だ
家
を
売
り
は
ら
っ
て
家

の
断
絶
を
待
つ
ば
か
り
と
な
る
。
大
門
上
の
横
架
材
（
枋
）
に
書
写
す
る
（
と
、

そ
う
な
る
）
。 

（
二
十
四
）
囚
字

（
原
文
）
門
檻
縫
中
書
斗
囚
、
房
若
成
時
、
禍
上
頭
。
天

大
官
司
監
牢
内
、
難
出
監
中
作
死
囚
。
藏
門
檻
合
縫
中
。 

（
訓
読
）
門も

ん

檻か
ん

の
縫ほ

う

中
ち
ゆ
う

に
斗と

囚
し
ゆ
う

を
書
か
ば
、
房

若も

し

成
る
時
、
上
頭
に
禍

わ
ざ
わ

い
あ
り
。
天
大
官
司
監
の
牢ろ

う

内な
い

、
監か

ん

中
ち
ゆ
う

を
出い

づ
る
こ
と
難か

た

く
し
て
死し

囚
し
ゆ
う

と
作な

る
。
門
檻
の
合ご

う

縫ほ
う

中
ち
ゆ
う

に
藏ぞ

う

す
。 

（
通
釈
）
門
の
か
ん
ぬ
き
の
継
ぎ
目
に
囚
の
字
を
書
写
す
る
と
、（
そ
の
）
房
屋
が

完
成
す
る
時
、
儀
式
の
と
き
に
災
禍
が
お
こ
る
。（
家
人
は
）
天
大
官
司
監
の
牢
獄

に
入
れ
ら
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
出
る
こ
と
は
困
難
で
、
獄
中
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。

門
の
か
ん
ぬ
き
の
継
ぎ
目
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
二
十
五
）
牛
骨

（
原
文
）
房
室
中
間
藏
牛
骨
、
終
朝
辛
苦
忙
碌
碌
。
老
來

身
死
没
棺
材
、
後
代
兒
孫
壓
肩
肉
。
埋
房
中
間
。 

（
訓
読
）
房ぼ

う

室し
つ

の
中
間
に
牛

ぎ
ゆ
う

骨こ
つ

を
藏ぞ

う

さ
ば
、
終

し
ゆ
う

朝
ち
よ
う

辛
苦
し
て
忙
し
く
碌ろ

く

碌ろ
く

た
り
。

老
い
來
た
り
身
死
す
る
も
棺か

ん

材ざ
い

没な

く
、
後こ

う

代だ
い

の
兒じ

孫そ
ん

は

肩け
ん

肉に
く

を

壓
お
し
つ
ぶ

す
。
房
の
中
間
に
埋お

さ

む
。 

（
通
釈
）
房
室
（
寝
室
）
の
な
か
ほ
ど
の
（
床
下
に
）

牛
骨
を
埋
め
る
と
、（
そ
の
家
人
は
）
夜
通
し
身
体
が
辛

く
て
、
落
ち
着
か
ず
意
識
が
も
う
ろ
う
と
な
る
。
老
い
ぼ
れ
て
死
ん
で
も
棺
材

も
な
い
。
末
代
の
子
孫
は
肩
の
肉
を
傷
め
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
る
。
房
室
（
寝
室
）

の
な
か
ほ
ど
に
埋
め
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
二
十
六
）
頭
髪
把
刀

（
原
文
）
頭
髪
中
間
嚢
把
刀
、
兒
孫
落
髪
出
家
逃
。

有
子
無
夫
常
不
樂
、
𩻄𩻄
寡
孤
独
不
相
饒
。
藏
門
檻
下
地
中
。 

（
訓
読
）
頭
髪
の
中
間
に
把
刀
を
嚢つ

つ

め
ば
、
兒じ

孫そ
ん

は
髪

を
落
と
し
家
を
出
て
逃に

ぐ
。
子
有
る
も
夫
無
く
し
て
常

に
樂
し
ま
ず
、
𩻄𩻄か

ん

寡か

孤
独
に
し
て
、
相あ

い
饒ゆ

た

か
な
ら
ず
。

門も
ん

檻か
ん

の
下
の
地
中
に
藏
す
。 

（
通
釈
）
頭
髪
の
な
か
に
刀
を
つ
つ
む
よ
う
に
刺
す
と
、（
そ
の
家
の
）
子
孫
は
髪
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（
二
十
三
）
口
字

（
原
文
）
朱
雀
前
書
多
口
舌
、
官
非
横
禍
相
連
渉
。
家
財

耗
散
損
人
丁
、
直
待
賣
房
絶
得
歇
。
寫
大
門
上
枋
中
。 

（
訓
読
）
朱す

雀ざ
く

の
前
に
書
か
ば
、
口
舌
多
く
、
官か

ん

非ひ

横お
う

禍か

相あ

い
連れ

ん

渉
し
よ
う

す
。
家
財
は
耗も

う

散さ
ん

し
人じ

ん

丁て
い

を
損そ

こ

な
い
、
直た

だ
房

を
賣う

り
て
絶
え
て
歇つ

く
る
を
待
つ
の
み
。
大
門
上
の
枋へ

い

中
ち
ゆ
う

に
寫し

や

す
。 

（
通
釈
）
朱
雀
（
南
）
の
前
に
（
こ
の
符
を
）
書
写
す
れ
ば
、（
そ
の
家
は
）
口
論

が
さ
か
ん
に
お
こ
り
、
お
上
の
咎
め
や
不
慮
の
災
難
が
し
き
り
に
ふ
り
か
か
っ
て

く
る
。
家
財
は
消
散
し
、
家
の
住
人
を
そ
こ
な
い
、
た
だ
家
を
売
り
は
ら
っ
て
家

の
断
絶
を
待
つ
ば
か
り
と
な
る
。
大
門
上
の
横
架
材
（
枋
）
に
書
写
す
る
（
と
、

そ
う
な
る
）
。 

（
二
十
四
）
囚
字

（
原
文
）
門
檻
縫
中
書
斗
囚
、
房
若
成
時
、
禍
上
頭
。
天

大
官
司
監
牢
内
、
難
出
監
中
作
死
囚
。
藏
門
檻
合
縫
中
。 

（
訓
読
）
門も

ん

檻か
ん

の
縫ほ

う

中
ち
ゆ
う

に
斗と

囚
し
ゆ
う

を
書
か
ば
、
房

若も

し

成
る
時
、
上
頭
に
禍

わ
ざ
わ

い
あ
り
。
天
大
官
司
監
の
牢ろ

う

内な
い

、
監か

ん

中
ち
ゆ
う

を
出い

づ
る
こ
と
難か

た

く
し
て
死し

囚
し
ゆ
う

と
作な

る
。
門
檻
の
合ご

う

縫ほ
う

中
ち
ゆ
う

に
藏ぞ

う

す
。 

（
通
釈
）
門
の
か
ん
ぬ
き
の
継
ぎ
目
に
囚
の
字
を
書
写
す
る
と
、（
そ
の
）
房
屋
が

完
成
す
る
時
、
儀
式
の
と
き
に
災
禍
が
お
こ
る
。（
家
人
は
）
天
大
官
司
監
の
牢
獄

に
入
れ
ら
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
出
る
こ
と
は
困
難
で
、
獄
中
で
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。

門
の
か
ん
ぬ
き
の
継
ぎ
目
に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
二
十
五
）
牛
骨

（
原
文
）
房
室
中
間
藏
牛
骨
、
終
朝
辛
苦
忙
碌
碌
。
老
來

身
死
没
棺
材
、
後
代
兒
孫
壓
肩
肉
。
埋
房
中
間
。 

（
訓
読
）
房ぼ

う

室し
つ

の
中
間
に
牛

ぎ
ゆ
う

骨こ
つ

を
藏ぞ

う

さ
ば
、
終

し
ゆ
う

朝
ち
よ
う

辛
苦
し
て
忙
し
く
碌ろ

く

碌ろ
く

た
り
。

老
い
來
た
り
身
死
す
る
も
棺か

ん

材ざ
い

没な

く
、
後こ

う

代だ
い

の
兒じ

孫そ
ん

は

肩け
ん

肉に
く

を

壓
お
し
つ
ぶ

す
。
房
の
中
間
に
埋お

さ

む
。 

（
通
釈
）
房
室
（
寝
室
）
の
な
か
ほ
ど
の
（
床
下
に
）

牛
骨
を
埋
め
る
と
、（
そ
の
家
人
は
）
夜
通
し
身
体
が
辛

く
て
、
落
ち
着
か
ず
意
識
が
も
う
ろ
う
と
な
る
。
老
い
ぼ
れ
て
死
ん
で
も
棺
材

も
な
い
。
末
代
の
子
孫
は
肩
の
肉
を
傷
め
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
る
。
房
室
（
寝
室
）

の
な
か
ほ
ど
に
埋
め
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
二
十
六
）
頭
髪
把
刀

（
原
文
）
頭
髪
中
間
嚢
把
刀
、
兒
孫
落
髪
出
家
逃
。

有
子
無
夫
常
不
樂
、
𩻄𩻄
寡
孤
独
不
相
饒
。
藏
門
檻
下
地
中
。 

（
訓
読
）
頭
髪
の
中
間
に
把
刀
を
嚢つ

つ

め
ば
、
兒じ

孫そ
ん

は
髪

を
落
と
し
家
を
出
て
逃に

ぐ
。
子
有
る
も
夫
無
く
し
て
常

に
樂
し
ま
ず
、
𩻄𩻄か

ん

寡か

孤
独
に
し
て
、
相あ

い
饒ゆ

た

か
な
ら
ず
。

門も
ん

檻か
ん

の
下
の
地
中
に
藏
す
。 

（
通
釈
）
頭
髪
の
な
か
に
刀
を
つ
つ
む
よ
う
に
刺
す
と
、（
そ
の
家
の
）
子
孫
は
髪
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門も
ん
か
ん檻
の
下
の
地
中
に
藏
す
。

（
通
釈
）
頭
髪
の
な
か
に
小
刀
を
つ
つ
む
よ
う
に
刺
す
と
、（
そ
の
家
の
）
子
孫

は
髪
を
落
と
し
出
家
し
て
去
る
。
子
は
あ
っ
て
も
夫
は
お
ら
ず
、
常
に
楽
し
く
な

い
。
独
り
者
の
孤
独
の
身
で
、
家
は
豊
か
で
は
な
い
。
門
の
か
ん
ぬ
き
の
下
の
地
中

に
収
蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）。

（
二
十
七
）
葫
蘆
　
　（
原
文
）
墻
頭
梁
上
畫
葫
蘆
、
九
流
三
教
用
工
夫
、
凡

住
人
家
皆
異
術
、
醫
卜
星
相
往
来
多
。
畫
墻
上
畫
梁
合
縫
内
。

（
訓
読
）
墻
し
よ
う

頭と
う

梁り
よ
う

上じ
よ
うに

葫こ

蘆ろ

を
畫え

が

か
ば
、
九
流
三
教　

工
夫
を
用
う
。
凡お
よ

そ
住
人
の
家
に
皆　

異
術
あ
り
、

醫い

卜ぼ
く

星せ
い

相そ
う

往
来
多
し
。
墻
上
に
畫
き
梁は

り

の
合ご

う

縫ほ
う

の
内

に
畫
く
。

（
通
釈
）
墻
（
塀
壁
）
の
頭
頂
部
や
梁
の
上
に
ひ
ょ

う
た
ん
を
描
く
と
、（
そ
の
家
人
は
）
九
流
（
諸
子
百
家
）
や
儒
仏
道
の
三
教
の

学
を
研
究
す
る
よ
う
に
な
る
。
お
よ
そ
（
そ
の
家
の
）
住
人
は
皆
異
術
を
お
さ
め
、

医
、
卜
筮
、
占
星
、
相
法
の
専
門
家
た
ち
が
さ
か
ん
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

墻
（
塀
壁
）
上
に
描
い
た
り
梁
の
継
ぎ
目
に
描
い
た
り
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）。

魯
班
先
師
秘
符�

※
た
だ
し
底
本
に
こ
の
題
名
は
な
い

（
原
文
）
凡
造
房
屋
、
木
・
石
・
泥
水
匠
、
作
諸
色
人
等
、
蠱
毒
魘
魅
、
殃
害

主
人
。
上
梁
之
日
、
須
用
三
牡
福
禮
、
横
扁
一
架
。
祭
告
諸
神
将
、
魯
班
先
師
。

秘
符
一
道
念
咒
云
、惡
匠
無
知
、蠱
毒
魘
魅
、自
作
自
當
、主
人
無
傷
。
暗
誦
七
遍
。

本
匠
遭
殃
、
吾
奉
。

太
上
老
君
勅
令
、
他
作
、
吾
無
妨
。
百
物
化
為
吉
祥
。
急
急
律
令
。
即
将
連
符

焚
於
無
人
處
、
不
可
四
眼
見
。
取
黄
黒
狗
血
、
暗
藏
酒
内
。
上
梁
時
、
将
此
酒

連
逓
匠
頭
三
杯
、
餘
者
分
飲
衆
匠
。
凡
有
魘
魅
、
自
受
其
殃
、
諸
事
符
解
。

此
符
用
硃
砂
書
、
符
貼
正
梁
上
。

黒
圏
内
寫
本
家
名
字
、在
内
。
寫
完
、以
墨
塗
之
。
貼
符
用
左
手
持
之
。
貼
時
、

莫
許
外
人
説
間
話
。
貼
畢
下
梯
。
方
以
青
龍
。
和
合
浄
茶（
水
）・
米
・
食
・
化
紙
。

即
安
家
堂
、
聖
象
（
衆
聖
）
接
土
地
、
灶
神
居
位
。
遂
念
安
家
堂
真
言
曰
、

　

�

天
陽
地
陰
、
二
気
化
神
。
三
光
普
照
、
吉
曜
臨
門
。
華
香
散
彩
、
天
樂
流
音
。

迎
請
家
堂
、
司
命
六
神
。
萬
年
香
火
、
永
鎮
家
庭
。
諸
邪
莫
入
、
水
火
難
浸
。

門
神
戸
尉
、
殺
鬼
誅
精
。
神
威
廣
大
、
正
大
光
明
。
太
乙
勅
命
、
久
保
私
門
。

安
神
已
畢
、
永
遠
大
吉
。

（
訓
読
）
凡お
よ

そ
房ぼ

う

屋お
く

を
造つ

く

る
に
、
木も

く

・
石せ

き

・
泥で

い

水す
い

の
匠し

よ
う

、
諸し

よ

色し
き

を
作
る
人
等
、

蠱こ

毒ど
く

魘え
ん

魅み

も
て
、
主
人
を
殃お

う

害が
い

す
。
上

じ
よ
う

梁り
よ
うの
日
、
須す

べ
か
ら
く
三さ

ん

牡ぼ
う

の
福ふ

く

禮れ
い

、
横お

う

扁へ
ん
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を
落
と
し
出
家
し
て
去
る
。
子
あ
っ
て
も
夫
は
お
ら
ず
、
常
に
楽
し
く
な
い
。
独

り
者
の
孤
独
の
身
で
、
家
は
豊
か
で
は
な
い
。
門
の
か
ん
ぬ
き
の
下
の
地
中
に
収

蔵
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

 

（
二
十
七
）
葫
蘆

（
原
文
）
墻
頭
梁
上
畫
葫
蘆
、
九
流
三
教
用
工
夫
、
凡
住

人
家
皆
異
術
、
醫
卜
星
相
往
来
多
。
畫
墻
上
畫
梁
合
縫
内
。 

（
訓
読
）
墻

し
よ
く

頭と
う

梁
り
よ
う

上
じ
よ
う

に
葫こ

蘆ろ

を
畫え

が

か
ば
、
九
流
三
教

工
夫
を
用
う
。
凡お

よ

そ
住
人
の
家
に
皆

異
術
あ
り
、
醫い

卜ぼ
く

星せ
い

相そ
う

往
来
多
し
。
墻

し
よ
く

上
じ
よ
う

に
畫え

が

き
梁は

り

の
合ご

う

縫ほ
う

の
内
に
畫
く
。 

（
通
釈
）
墻
（
塀
壁
）
の
頭
頂
部
や
梁
の
上
に
ひ
ょ
う
た

ん
を
描
く
と
、（
そ
の
家
人
は
）
九
流
（
諸
子
百
家
）
や
儒
仏
道
の
三
教
の
学
を
研

究
す
る
よ
う
に
な
る
。
お
よ
そ
（
そ
の
家
の
）
住
人
は
皆
異
術
を
お
さ
め
、
医
、

卜
筮
、
占
星
、
相
法
の
専
門
家
た
ち
が
さ
か
ん
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
墻

（
塀
壁
）
上
に
描
い
た
り
梁
の
継
ぎ
目
に
描
い
た
り
す
る
（
と
、
そ
う
な
る
）
。 

      

[

魯
班
先
師
秘
符]

※
た
だ
し
底
本
に
こ
の
題
名
は
な
い

（
原
文
）
凡
造
房
屋
、
木
・
石
・
泥
水
匠
、
作
諸
色
人
等
蠱
毒
魘
魅
、
殃
害
主
人
。

上
梁
之
日
、
須
用
三
牡
福
禮
、
横
扁
一
架
。
祭
告
諸
神
将
、
魯
班
先
師
。
秘
符
一

道
念
咒
云
、
惡
匠
無
知
、
蠱
毒
魘
魅
、
自
作
自
當
、
主
人
無
傷
。
暗
誦
七
遍
。
本

匠
遭
殃
、
吾
奉
太
上
老
君
勅
令
、
他
作
、
吾
無
妨
。
百
物
化
為
吉
祥
。
急
急
律
令
。

即
将
此
符
焚
于
無
人
處
、
不
可
令
四
眼
見
。
取
黄
黒
狗
血
、
暗
藏
酒
内
。
上
梁
時
、

将
此
酒
速
逓
匠
頭
三
杯
、
餘
者
分
飲
衆
匠
。
凡
有
魘
魅
、
自
受
其
殃
、
諸
事
符
解
。 

此
符
用
硃
砂
書
、
符
貼
正
梁
上
。 

黒
圏
内
寫
本
家
名
字
、
在
内
。
寫
完
、
以
墨
塗
之
。
貼
符
用
左
手
持
之
。
貼
時
、

莫
許
外
人
説
間
話
。
貼
畢
下
梯
。
方
以
青
龍
。
和
合
浄
水
・
米
・
食
・
化
紙
。
即

安
家
堂
、
衆
聖
接
土
地
灶
神
居
位
、
遂
念
安
家
堂
真
言
曰
、 

天
陽
地
陰
、
二
気
化
神
。
三
光
普
照
、
吉
曜
臨
門
。
華
香
散
彩
、
天
樂
流
音
。

迎
請
家
堂
、

 

司
命
六
神
。
萬
年
香
火
、
永
鎮
家
庭
。
諸
邪
莫
入
、
水
火
難
侵
。
門
神
戸
尉
、

殺
鬼
誅
精
。

 
神
威
廣
大
、
正
大
光
明
。
太
乙
勅
命
、
久
保
私
門
。
安
神
已
畢
、
永
遠
大
吉
。 

（
訓
読
）
凡お

よ

そ
房ぼ

う

屋お
く

を
造つ

く

る
に
、
木も

く

・
石せ

き

・
泥で

い

水す
い

の
匠

し
よ
う

、
諸し

よ

色し
き

を
作
る
人
等
、
蠱こ

毒ど
く

魘え
ん

魅み

も
て
、
主
人
を
殃お

う

害が
い

す
。
上

じ
よ
う

梁
り
よ
う

の
日
、
須

す
べ
か

ら
く
三さ

ん

牡ぼ
う

の
福ふ

く

禮れ
い

、
横お

う

扁へ
ん

の
一い

つ

架か

を
用
う
べ
し
。

諸
も
ろ
も
ろ

の
神
将
、
魯
班
先
師
に
祭
告
す
。
秘
符
は
一
道
に
念ね

ん

咒し
ゆ

し
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の
一い

つ

架か

を
用
う
べ
し
。
諸

も
ろ
も
ろの
神
将
、

魯
班
先
師
に
祭
告
す
。
秘
符
は
一

道
に
念ね
ん

咒じ
ゆ

し
て
云い

わ

く
、
惡あ

く

匠し
よ
うは
知
る

無
く
、
蠱
毒
魘
魅
、
自
お
の
ず
から

作お
こ

り
自

ら
當あ

た
る
を
。
主
人
傷い

た

む
無な

か
れ
、

と
。
暗あ
ん

誦し
よ
うす
る
こ
と
七し

ち

遍へ
ん

。
本ほ

ん

匠し
よ
う　

殃わ
ざ
わい
に
遭あ

わ
ば
、
吾わ

れ
太た

い

上じ
よ
う

老ろ
う

君く
ん

の
勅

ち
ょ
く

令れ
い

を
奉ほ

う

ず
れ
ば
、
他か

れ

作な

す
も
、
吾
を
妨さ

ま
た
ぐ
る
無
し
。
百

ひ
や
く

物ぶ
つ

は
化
し
て
吉
祥
と
為な

れ
。

急き
ゆ
う

急き
ゅ
う

律り
つ

令れ
い

、
と
。
即す

な
わ

ち
符
を
将も

つ

て
人
無
き
處と

こ
ろ

に
お
い
て
焚た

き
、
四し

眼げ
ん

を
し
て
見
し

む
べ
か
ら
ず
。
黄お
う

黒こ
く

の
狗く

血け
つ

を
取
り
、
暗
に
酒
の
内
に
藏ぞ

う

す
。
上
梁
の
時
、
此
の

酒
を
将
て
連
な
り
逓た
が

い
に
匠

し
よ
う

頭と
う

は
三
杯
、
餘
り
は
分
け
て
衆

し
ゆ
う

匠し
よ
うに

飲
ま
し
む
。
凡

そ
魘え
ん

魅み

有
ら
ば
、
自
ら
其そ

の
殃わ

ざ
わい
を
受
く
れ
ば
、
諸し

よ

事じ　

符
も
て
解か

い

す
。

此
の
符
は
硃し
ゆ

砂さ

を
用
い
て
書
き
、
符
は
正せ

い

梁り
よ
うの

上
に
貼
る
。

黒
圏
の
内
に
、
本
家
の
名
字
は
寫う
つ

し
て
、
内
に
在
り
。
寫
し
完お

わ

ら
ば
、
墨
を

以
て
之こ

れ
を
塗
る
。
符
を
貼
る
に
左
手
を
用
い
て
之
れ
を
持
つ
。
貼
る
時
は
、
外が

い

人じ
ん

の
間か

ん

話わ

を
説
く
を
許
す
莫な

し
。
貼
り
畢お

わ

れ
ば
梯て

い

を
下く

だ

る
。
方ま

さ

に
青
龍
を
以
て
、

浄
水
・
米
・
食
・
化
紙
を
和
合
す
。
即
ち
家
堂
に
安
ん
じ
、
衆
聖
の
土
地
、
灶そ
う

神し
ん

を
接
し
て
、
位
に
居お

く
。
遂
に
家
堂
を
安
ら
か
に
す
る
真
言
を
念
じ
て
曰
く
、

天
は
陽　

地
は
陰
な
り
、
二
気　

神
に
化
す
。
三
光
普あ

ま
ねく

照
ら
し
、
吉
曜　

門
に
臨
む
。
華
香　

散さ
ん

彩さ
い

し
、
天
樂　

流
音
あ
り
。
家
堂
に
迎げ

い

請せ
い

す
、
司し

命め
い

六り
く

神し
ん

を
。
萬
年
の
香
火
あ
り
、
永
く
家
庭
を
鎮し

ず

む
。　

諸し
よ

邪じ
や

入い

る
莫な

く
、

水す
い

火か

侵お
か

し
難か

た

し
。
門
神　

戸こ

尉い

は
、
鬼き

を
殺
し
精せ

い

を
誅ち

ゆ
う

す
。
神
威
は
廣こ

う

大だ
い

に
し
て
、
光
明
正
大
な
り
。
太た

い

乙い
つ

の
勅
命
は
、
久
し
く
私
門
を
保
つ
。
神
を

安
ん
ず
る
こ
と
已す
で

に
畢お

わ

り
、
永
遠
に
大
吉
な
り
。

（
通
釈
）
お
よ
そ
家
屋
を
造
営
す
る
と
き
、
木
匠
（
大
工
）
や
石
匠
（
石
工
）、

泥
水
匠
（
左
官
）
や
も
ろ
も
ろ
の
工
匠
た
ち
が
、（
故
意
に
）
蠱
毒
（
毒
物
）
や

魘
魅
（
魔
物
）
を
も
っ
て
（
そ
の
家
屋
の
）
主
人
に
災
禍
を
も
た
ら
す
（
場
合
が

あ
る
）。（
そ
れ
で
家
屋
の
）
上
梁
（
棟
上
げ
）
の
日
に
は
、
牛
・
羊
・
豚
の
三
種

の
め
で
た
い
生
贄
の
供
物
を
さ
さ
げ
、（
吉
祥
の
字
を
書
い
た
）
横
額
一
架
を
か
け

る
。
も
ろ
も
ろ
の
神
将
や
魯
班
先
師
に
祭
の
始
ま
り
を
告
げ
る
。
参
列
者
は
一
緒

に
秘
符
を
念
呪
し
て
い
う
。
「
不
出
来
の
工
匠
は
気
づ
か
ぬ
が
、
蠱こ

毒ど
く

魘え
ん

魅み

の
災

厄
は
、
お
の
ず
か
ら
お
こ
り
ふ
り
か
か
る
。（
こ
の
呪
を
唱
え
た
か
ら
に
は
）
主
人

よ
、
心
配
は
無
用
。」
七
回
こ
れ
を
暗
誦
す
る
。
「
こ
の
工
匠
た
ち
が
災
厄
に
遭

お
う
と
も
、
太
上
老
君
の
勅
令
を
奉
ず
れ
ば
、
魘
魅
な
ど
が
悪
事
を
は
た
ら
い
て

も
、
わ
れ
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
（
禍
い
を
）
転

じ
て
吉
祥
と
な
れ
。
急
急
律
令
。」
た
だ
ち
に
こ
の
呪
文
を
書
い
た
符
を
人
目
の

な
い
と
こ
ろ
で
燃
や
す
が
、（
そ
れ
を
）
他
の
人
に
み
せ
て
は
な
ら
な
い
。
黄
色
と

黒
色
の
犬
の
血
を
と
り
、
ひ
そ
か
に
酒
の
な
か
に
入
れ
る
。
上
梁
（
棟
上
げ
）
の

と
き
、
こ
の
酒
を
棟
梁
が
三
杯
飲
み
、
残
り
は
順
次
、
工
匠
た
ち
に
飲
ま
せ
る
。

お
よ
そ
魘
魅
が
あ
ら
わ
れ
る
と
、（
工
匠
は
）
お
の
ず
か
ら
そ
の
災
厄
を
受
け
と
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て
云い

わ

く
、
惡あ

く

匠
し
よ
う

は
知
る
無
く
、
蠱
毒
魘

魅
、
自

み
ず
か

ら
作お

こ

り
自
ら
當あ

た
る
を
。
主
人

傷い
た

む
無な

か
れ
、
と
。
暗あ

ん

誦
し
よ
う

す
る
こ
と
七し

ち

遍へ
ん

。
本ほ

ん

匠
し
よ
う

殃お
う

に
遭あ

わ
ば
、
吾わ

れ
太た

い

上
じ
よ
う

老ろ
う

君く
ん

の
勅

ち
ょ
く

令れ
い

を
奉ほ

う

ず
れ
ば
、
他か

れ

作
す
も
、
吾
を
妨

さ
ま
た

ぐ
る
無
し
。
百

ひ
や
く

物ぶ
つ

は
化
し
て

吉
祥
と
為な

れ
。
急

き
ゆ
う

急
き
ゅ
う

律り
つ

令れ
い

」
、
と
。
即

す
な
わ

ち
此こ

の
符
を
将も

つ

て
人
無
き
處

と
こ
ろ

に
お
い
て

焚た

き
、
四し

眼げ
ん

を
し
て
見
し
む
べ
か
ら
ず
。
黄お

う

黒こ
く

の
狗く

血け
つ

を
取
り
、
暗
に
酒
の
内
に

藏ぞ
う

す
。
上
梁
の
時
、
此
の
酒
を
将
て
速
や
か
に
逓た

が

い
に
匠

し
よ
う

頭と
う

は
三
杯
、
餘
り
は
分

け
て
衆

し
ゆ
う

匠
し
よ
う

に
飲
ま
し
む
。
凡
そ
魘え

ん

魅み

有
ら
ば
、
自
ら
其そ

の
殃お

う

を
受
く
れ
ば
、
諸し

よ

事じ

符
も
て
解か

い

す
。 

此
の
符
は
硃し

ゆ

砂さ

を
用
い
て
書
き
、
符
は
正せ

い

梁
り
よ
う

の
上
に
貼
る
。 

黒
圏
の
内
に
、
本
家
の
名
字
は
寫う

つ

し
て
、
内
に
在
り
。
寫
し
完お

わ

ら
ば
、
墨
を
以
て

之こ

れ
を
塗
る
。
符
を
貼
る
に
左
手
を
用
い
て
之
れ
を
持
つ
。
貼
る
時
は
、
外が

い

人じ
ん

の

間か
ん

話わ

を
説
く
を
許
す
莫な

し
。
貼
り
畢お

わ

れ
ば
梯て

い

を
下く

だ

る
。
方ま

さ

に
青
龍
を
以
て
、
浄
水
・

米
・
食
・
化
紙
を
和
合
す
。
即
ち
家
堂
に
安
ん
じ
、
衆
聖
の
土
地
、
灶そ

う

神し
ん

を
接
し

て
、
位
に
居お

く
。
遂
に
家
堂
を
安
ら
か
に
す
る
真
言
を
念
じ
て
曰
く
、 

天
は
陽

地
は
陰
な
り
、
二
気

神
に
化
す
。
三
光
普

あ
ま
ね

く
照
ら
し
、
吉
曜

門

に
臨
む
。
華
香

散さ
ん

彩さ
い

し
、
天
樂

流
音
あ
り
。
家
堂
に
迎げ

い

請せ
い

す
、
司し

命め
い

六り
く

神し
ん

を
。
萬
年
の
香
火
あ
り
、
永
く
家
庭
を
鎮し

ず

む
。

諸し
よ

邪じ
や

入い

る
莫な

く
、
水す

い

火か

侵お
か

し
難か

た

し
。
門
神

戸こ

尉い

は
、
鬼き

を
殺
し
精せ

い

を
誅

ち
ゆ
う

す
。
神
威
は
廣こ

う

大だ
い

に
し
て
、

光
明
は
正
大
な
り
。
太た

い

乙い
つ

の
勅
命
は
、
久
し
く
私
門
を
保
つ
。
神
を
安
ん
ず

る
こ
と
已す

で

に
畢お

わ

り
、
永
遠
に
大
吉
な
り
。 

（
通
釈
）
お
よ
そ
家
屋
を
造
営
す
る
と
き
、
木
匠
（
大
工
）
や
石
匠
（
石
工
）
、
泥

水
匠
（
左
官
）
、
も
ろ
も
ろ
の
工
匠
た
ち
が
、
（
故
意
に
）
蠱
毒
（
毒
物
）
や
魘
魅

（
魔
物
）
を
も
っ
て
（
そ
の
家
屋
の
）
主
人
に
災
禍
を
も
た
ら
す
（
場
合
が
あ
る
）
。

（
そ
れ
で
家
屋
の
）
上
梁
（
棟
上
げ
）
の
日
に
は
、
牛
・
羊
・
豚
の
三
種
の
め
で

た
い
生
贄
の
供
物
を
さ
さ
げ
、（
吉
祥
の
字
を
書
い
た
）
横
額
一
架
を
か
け
る
。
も

ろ
も
ろ
の
神
将
や
魯
班
先
師
に
祭
の
始
ま
り
を
告
げ
る
。
参
列
者
は
一
緒
に
秘
符

を
念
呪
し
て
い
う
。「
不
出
来
の
工
匠
は
気
づ
か
ぬ
が
、
蠱
毒
魘
魅
（
こ
ど
く
え
ん

み
）
の
災
厄
は
、
お
の
ず
か
ら
お
こ
り
ふ
り
か
か
る
。
主
人
よ
、
心
配
は
無
用
。
」

七
回
こ
れ
を
暗
誦
す
る
。「
こ
の
工
匠
た
ち
が
災
厄
に
遭
お
う
と
も
、
太
上
老
君
の

勅
令
を
奉
ず
れ
ば
、
魘
魅
な
ど
が
悪
事
を
は
た
ら
い
て
も
、
わ
れ
を
さ
ま
た
げ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
（
禍
い
を
）
転
じ
て
吉
祥
と
な
れ
。
急

急
律
令
。
」
た
だ
ち
に
こ
の
呪
文
を
書
い
た
符
を
人
目
の
な
い
と
こ
ろ
で
燃
や
す
が
、

（
そ
れ
を
）
他
の
人
に
み
せ
て
は
な
ら
な
い
。
黄
色
と
黒
色
の
犬
の
血
を
と
り
、

ひ
そ
か
に
酒
の
な
か
に
入
れ
る
。
上
梁
（
棟
上
げ
）
の
と
き
、
こ
の
酒
を
す
み
や

か
に
棟
梁
が
三
杯
飲
み
、
残
り
は
順
次
、
工
匠
た
ち
に
飲
ま
せ
る
。
お
よ
そ
魘
魅

が
あ
ら
わ
れ
る
と
、（
工
匠
は
）
み
ず
か
ら
そ
の
災
厄
を
受
け
と
め
る
が
、
諸
事
は

そ
の
符
に
よ
っ
て
解
消
す
る
。 

こ
の
符
は
朱
砂
（
し
ゅ
さ
）
を
用
い
て
書
き
、
符
は
正
梁
（
大
梁
、
主
梁
）
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め
る
が
、
諸
事
は
そ
の
符
に
よ
っ
て
解
消
す
る
。

こ
の
符
は
朱し
ゆ

砂さ

を
用
い
て
書
き
、
符
は
正
梁
（
大
梁
、
主
梁
）
に
貼
る
。

黒
枠
の
内
に
、
当
家
の
名
字
を
書
い
て
内
に
置
い
て
お
く
。
書
き
お
わ
っ
た
ら
、

墨
で
こ
れ
を
塗
り
つ
ぶ
す
。
符
を
貼
る
と
き
は
、
左
手
で
こ
れ
を
持
ち
（
上
に
の

ぼ
り
）
梁
に
貼
る
。
貼
る
と
き
に
は
、
ほ
か
の
人
間
が
無
駄
話
を
す
る
の
を
許
さ

な
い
。
貼
り
お
わ
っ
た
な
ら
、
梯は
し
ご

を
お
り
る
。
そ
こ
で
青
龍
（
東
方
）
で
清
浄
な

水
と
米
と
化
紙
を
混
ぜ
合
わ
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
家
堂
に
置
く
。
衆
聖
が
土
地

神
と
か
ま
ど
神
を
接
遇
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
に
安
置
す
る
。
か
く
て
家
堂
に
平

安
を
も
た
ら
す
真
言
を
念
じ
て
い
う
、

天
は
陽　

地
は
陰
、
陰
陽
二
気
は
神
と
化
す
。
日
月
星
の
三
光
は
あ
ま
ね

く
照
ら
し
、
め
で
た
き
光
は
門
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
。
か
ぐ
わ
し
い
香
り
が
あ
た

り
に
漂
い
、天
の
音
楽
が
流
れ
く
る
。
わ
が
家
堂
に
司
命
六
神
を
お
迎
え
す
。

萬
年
香
る
火
が
あ
り
て
、永
く
家
庭
を
鎮
め
ん
。
邪
悪
な
る
も
の
は
入
れ
ず
、

水
火
の
災
害
も
浸
せ
な
い
。
門
神
の
武
将
は
、（
悪
）
鬼
を
誅
殺
す
。
神
威

は
広
大
に
し
て
、
そ
の
光
明
正
大
な
り
。
太
乙
（
北
辰
）
の
勅
命
は
、
久

し
く
こ
の
家
の
安
泰
を
保
つ
。
神
を
こ
こ
に
安
ん
じ
お
わ
り
、
永
遠
に
大
吉

な
れ
。

三
．
相
宅
図
（『
魯
班
經
』
巻
之
三
所
収
）

一.

（
原
文
）
門
髙
勝
於
廰
、
後
代
絶
人
丁
。
門
髙
勝
於
壁
、
其
法
多
哭
泣
。

（
訓
読
）
門も
ん

髙こ
う　

廰ち
よ
う
に
勝ま

さ

れ
ば
、後こ

う

代だ
い　

人じ
ん

丁て
い

を
絶
つ
。

門
髙　

壁へ
き

に
勝
れ
ば
、
其そ

れ
法さ

だ

め
て
多
く
哭こ

く

泣き
ゆ
うす
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
の
高
さ
が
庁
堂
（
客
間
）に
ま
さ
っ

て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
は
）
末
代
に
な
る
と
、
子
孫
が
絶

え
る
。
門
の
高
さ
が
壁
よ
り
も
ま
さ
っ
て
い
れ
ば
、決
ま
っ
て
哭
泣
す
る
こ
と
が
多
い
。

二.

（
原
文
）
門
柱
不
端
正
、
斜
欹
多
招
病
。
家
退
禍
頻
生
、
人
亡
空
怨
命
。

（
訓
読
）
門
柱　

端
正
な
ら
ず
し
て
、斜
め
に
欹そ

ば
だて

ば
、

多
く
病
を
招
く
。
家
退
き
て
禍わ
ざ
わ
い
頻し

き

り
に
生
じ
、
人　

亡し

し
て
空
し
く
命
を
怨
む
。

（
通
釈
）
門
柱
が
ま
っ
す
ぐ
に
立
た
ず
、
斜
め
に
寄
り

か
か
っ
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
の
人
に
）
多
く
の
病
を
招
く
。
家
は
衰
退
し
て
禍
い

が
頻
繁
に
生
じ
、
住
人
は
亡
く
な
り
、
空
し
く
運
の
な
い
こ
と
を
う
ら
む
よ
う
に

な
る
。

三.
（
原
文
）
門
扇
或
斜
欹
、
夫
婦
不
相
宜
。
家
財
常
耗
散
、
更
防
人
謀
散
。

　（
訓
読
）
門も

ん

扇せ
ん　

或あ
る

い
は
斜
め
に
欹そ

ば
だ
て
ば
、
夫
婦
相
い
宜よ

ろ

し
か
ら
ず
。
家
財

 26 

に
貼
る
。 

黒
枠
の
内
に
、
当
家
の
名
字
を
書
い
て
内
に
置
い
て
お
く
。
書
き
お
わ
っ
た
ら
、

墨
で
こ
れ
を
塗
り
つ
ぶ
す
。
符
を
貼
る
と
き
は
、
左
手
で
こ
れ
を
持
ち
（
上
に
の

ぼ
り
）
梁
に
貼
る
。
貼
る
と
き
に
は
、
ほ
か
の
人
間
が
無
駄
話
を
す
る
の
を
許
さ

な
い
。
貼
り
お
わ
っ
た
な
ら
、
梯

は
し
ご

を
お
り
る
。
そ
こ
で
青
龍
（
東
方
）
で
清
浄
な

水
と
米
と
化
紙
を
混
ぜ
合
わ
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
家
堂
に
置
く
。
衆
聖
が
土
地
神

と
か
ま
ど
神
を
接
遇
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
に
安
置
す
る
。
か
く
て
家
堂
に
平
安

を
も
た
ら
す
真
言
を
念
じ
て
い
う
、 

天
は
陽

地
は
陰
、
陰
陽
二
気
は
神
と
化
す
。
日
月
星
の
三
光
は
あ
ま
ね
く

照
ら
し
、
め
で
た
き
光
は
門
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
。
か
ぐ
わ
し
い
香
り
が
あ
た
り

に
漂
い
、
天
の
音
楽
が
流
れ
て
く
る
。
わ
が
家
堂
に
司
命
六
神
を
お
迎
え
す

る
。
萬
年
香
る
火
が
あ
り
、
永
く
家
庭
を
鎮
め
る
。
邪
悪
な
も
の
は
入
れ
ず
、

水
火
の
災
害
も
侵
せ
な
い
。
門
神
の
武
将
は
、
鬼
神
を
誅
殺
す
る
。
神
威
は

広
大
に
し
て
、
そ
の
光
明
は
正
大
で
あ
る
。
太
乙
（
北
辰
）
の
勅
命
は
、
久

し
く
こ
の
家
の
安
泰
を
保
つ
。
神
を
こ
こ
に
安
ん
じ
お
わ
り
、
永
遠
に
大
吉

で
あ
る
。 

三
．
相
宅
図
（
『
魯
班
經
』
巻
之
三
所
収
）
※
底
本
に
こ
の
題
名
は
な
い

一.

（
原
文
）
門
髙
勝
於
廰
、
後
代
絶
人
丁
。
門
髙
勝
於
壁
、
其
法
多
哭
泣
。 

（
訓
読
）
門も

ん

髙こ
う

廰
ち
よ
う

に
勝ま

さ

れ
ば
、
後こ

う

代だ
い

人じ
ん

丁て
い

を
絶
つ
。

門
髙

壁へ
き

に
勝
れ
ば
、
其そ

れ
法さ

だ

め
て
多
く
哭こ

く

泣
き
ゆ
う

す
。 

（
通
釈
）
門
の
高
さ
が
庁
堂
（
客
間
）
に
ま
さ
っ
て
い

れ
ば
、（
そ
の
家
は
）
末
代
に
な
る
と
、
子
孫
が
絶
え
る
。

門
の
高
さ
が
壁
よ
り
も
ま
さ
っ
て
い
れ
ば
、
決
ま
っ
て
哭
泣
す
る
こ
と
が
多
い
。 

 

二.

（
原
文
）
門
柱
不
端
正
、
斜
欹
多
招
病
。
家
退
禍
頻
生
、
人
亡
空
怨
命
。 

（
訓
読
）
門
柱

端
正
な
ら
ず
し
て
、
斜
め
に
欹

そ
ば
だ

て
ば
、

多
く
病
を
招
く
。
家
退
き
て

禍
わ
ざ
わ

い
頻し

き

り
に
生
じ
、
人

亡し

し
て
空
し
く
命
を
怨
む
。 

（
通
釈
）
門
柱
が
ま
っ
す
ぐ
に
立
た
ず
、
斜
め
に
寄
り

か
か
っ
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
の
人
に
）
多
く
の
病
を
招
く
。
家
は
衰
退
し
て
禍
い

が
頻
繁
に
生
じ
、
住
人
は
亡
く
な
り
、
空
し
く
運
の
な
い
こ
と
を
う
ら
む
よ
う
に

な
る
。 

 
三.

（
原
文
）
門
扇
或
斜
欹
、
夫
婦
不
相
宜
。
家
財
常
耗
散
、
更
防
人
謀
散
（
欺
）
。 

（
訓
読
）
門も

ん

扇せ
ん

或あ
る

い
は
斜
め
に
欹

そ
ば
だ

て
ば
、
夫
婦
相
い
宜よ

ろ

し
か
ら
ず
。
家
財
は
常
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に
貼
る
。 

黒
枠
の
内
に
、
当
家
の
名
字
を
書
い
て
内
に
置
い
て
お
く
。
書
き
お
わ
っ
た
ら
、

墨
で
こ
れ
を
塗
り
つ
ぶ
す
。
符
を
貼
る
と
き
は
、
左
手
で
こ
れ
を
持
ち
（
上
に
の

ぼ
り
）
梁
に
貼
る
。
貼
る
と
き
に
は
、
ほ
か
の
人
間
が
無
駄
話
を
す
る
の
を
許
さ

な
い
。
貼
り
お
わ
っ
た
な
ら
、
梯

は
し
ご

を
お
り
る
。
そ
こ
で
青
龍
（
東
方
）
で
清
浄
な

水
と
米
と
化
紙
を
混
ぜ
合
わ
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
家
堂
に
置
く
。
衆
聖
が
土
地
神

と
か
ま
ど
神
を
接
遇
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
に
安
置
す
る
。
か
く
て
家
堂
に
平
安

を
も
た
ら
す
真
言
を
念
じ
て
い
う
、 

天
は
陽

地
は
陰
、
陰
陽
二
気
は
神
と
化
す
。
日
月
星
の
三
光
は
あ
ま
ね
く

照
ら
し
、
め
で
た
き
光
は
門
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
。
か
ぐ
わ
し
い
香
り
が
あ
た
り

に
漂
い
、
天
の
音
楽
が
流
れ
て
く
る
。
わ
が
家
堂
に
司
命
六
神
を
お
迎
え
す

る
。
萬
年
香
る
火
が
あ
り
、
永
く
家
庭
を
鎮
め
る
。
邪
悪
な
も
の
は
入
れ
ず
、

水
火
の
災
害
も
侵
せ
な
い
。
門
神
の
武
将
は
、
鬼
神
を
誅
殺
す
る
。
神
威
は

広
大
に
し
て
、
そ
の
光
明
は
正
大
で
あ
る
。
太
乙
（
北
辰
）
の
勅
命
は
、
久

し
く
こ
の
家
の
安
泰
を
保
つ
。
神
を
こ
こ
に
安
ん
じ
お
わ
り
、
永
遠
に
大
吉

で
あ
る
。 

三
．
相
宅
図
（
『
魯
班
經
』
巻
之
三
所
収
）
※
底
本
に
こ
の
題
名
は
な
い

一.

（
原
文
）
門
髙
勝
於
廰
、
後
代
絶
人
丁
。
門
髙
勝
於
壁
、
其
法
多
哭
泣
。 

（
訓
読
）
門も

ん

髙こ
う

廰
ち
よ
う

に
勝ま

さ

れ
ば
、
後こ

う

代だ
い

人じ
ん

丁て
い

を
絶
つ
。

門
髙

壁へ
き

に
勝
れ
ば
、
其そ

れ
法さ

だ

め
て
多
く
哭こ

く

泣
き
ゆ
う

す
。 

（
通
釈
）
門
の
高
さ
が
庁
堂
（
客
間
）
に
ま
さ
っ
て
い

れ
ば
、（
そ
の
家
は
）
末
代
に
な
る
と
、
子
孫
が
絶
え
る
。

門
の
高
さ
が
壁
よ
り
も
ま
さ
っ
て
い
れ
ば
、
決
ま
っ
て
哭
泣
す
る
こ
と
が
多
い
。 

 

二.

（
原
文
）
門
柱
不
端
正
、
斜
欹
多
招
病
。
家
退
禍
頻
生
、
人
亡
空
怨
命
。 

（
訓
読
）
門
柱

端
正
な
ら
ず
し
て
、
斜
め
に
欹

そ
ば
だ

て
ば
、

多
く
病
を
招
く
。
家
退
き
て

禍
わ
ざ
わ

い
頻し

き

り
に
生
じ
、
人

亡し

し
て
空
し
く
命
を
怨
む
。 

（
通
釈
）
門
柱
が
ま
っ
す
ぐ
に
立
た
ず
、
斜
め
に
寄
り

か
か
っ
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
の
人
に
）
多
く
の
病
を
招
く
。
家
は
衰
退
し
て
禍
い

が
頻
繁
に
生
じ
、
住
人
は
亡
く
な
り
、
空
し
く
運
の
な
い
こ
と
を
う
ら
む
よ
う
に

な
る
。 

 
三.

（
原
文
）
門
扇
或
斜
欹
、
夫
婦
不
相
宜
。
家
財
常
耗
散
、
更
防
人
謀
散
（
欺
）
。 

（
訓
読
）
門も

ん

扇せ
ん

或あ
る

い
は
斜
め
に
欹

そ
ば
だ

て
ば
、
夫
婦
相
い
宜よ

ろ

し
か
ら
ず
。
家
財
は
常
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は
常
に
耗
散
し
、
更
に
防ぼ

う

人じ
ん　

謀は
か

り
て
欺あ

ざ
む
く
。

（
通
釈
）（
家
の
）門
の
扉
が
斜
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
、（
そ

の
家
の
）
夫
婦
仲
は
よ
く
な
い
。
家
財
は
い
つ
も
消
散
し

て
、
さ
ら
に
門
番
が
裏
切
り
を
働
く
こ
と
に
な
る
。

四
．（
原
文
）
門
邊
土
壁
要
一
般
、
左
大
換
妻
更
遭
官
。
右
邊
或
大
勝
左
邊
、

孤
寡
兒
孫
常
叫
天
。

（
訓
読
）
門も
ん

邊へ
ん

の
土ど

壁へ
き

は
一
般
を
要
す
、
左
大
な
れ

ば
妻
を
換
え
更
に
官
に
遭
う
。
右
邊
或
い
は
左
邊
に
大

い
に
勝
れ
ば
、
孤こ

寡か

に
し
て
兒じ

孫そ
ん　

常
に
天
に
叫
ぶ
。

（
通
釈
）（
家
の
）門
の
両
側
の
土
壁
は
左
右
同
じ
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

左
の
壁
が
大
き
け
れ
ば
（
そ
の
家
の
主
人
は
）
妻
を
か
え
て
、
さ
ら
に
お
上
の
手

に
か
か
る
。
右
の
壁
が
あ
る
い
は
左
の
壁
よ
り
大
き
過
ぎ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
孤

児
や
寡
婦
が
で
て
、
子
孫
は
常
に
天
に
む
か
い
泣
き
叫
ぶ
よ
う
に
な
る
。

五
．（
原
文
）門
柱
補
接
主
凶
灾
。
有（
仔
）細
巧
安
排
。
上
頭
目
患
中
勞
吐
、

下
補
脚
疾
苦
。

（
訓
読
）
門
柱　

補
い
接
げ
ば
凶

き
よ
う

灾さ
い

を
主

つ
か
さ
どる

。
仔し

細さ
い

は
巧た

く

み
に
安あ

ん

排ば
い

す
。
上
は
頭
目
患
い
、
中
は
勞ろ

う

吐と

し
、

下
は
脚
を
補
い
、
疾い
た

み
苦
し
む
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
柱
を
継
ぎ
足
し
て
補
修
す
る
と
、（
そ
の
家
に
）
凶
災
を
も

た
ら
す
原
因
と
な
る
。（
門
に
）
手
の
こ
ん
だ
細
工
を
施
す
（
と
、
そ
う
な
る
）。
上

部
（
を
継
ぎ
足
す
と
）
頭
や
目
を
患
い
、中
部
（
を
継
ぎ
足
す
と
）
疲
れ
て
嘔
吐
し
、

下
部
（
を
継
ぎ
足
す
と
）
自
分
の
脚
を
継
ぎ
足
し
て
痛
み
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。

六
．（
原
文
）
門
上
莫
作
仰
供
装
。
此
物
不
為
祥
。
兩
邊
相
指
、
或
無
弁
、

論
訟
口
交
爭
。

（
訓
読
）
門
上
に
仰
ぎ
よ
う

供く

の
装そ

う

を
作
る
莫な

か

れ
。
此こ

の
物　

祥し
よ
う
と
為
さ
ず
。
兩
邊
相
指
せ
ば
、
或
は
弁
無
く
し
て
、

論
訟
口
交
爭
う
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
の
上
に
斗と

栱き
よ
うの
装
飾
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
組
物

は
吉
祥
で
は
な
い
。（
斗
栱
が
）
両
辺
を
支
え
て
い
る
と
、（
そ
の
家
の
人
は
）
自

分
か
ら
何
も
い
わ
な
い
の
に
、
訴
訟
や
口
論
に
巻
き
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

七
．（
原
文
）
門
前
壁
破
街
磚
缺
、家
中
長
不
悦
。
小
口
注
（
枉
）
死
薬
無
醫
、

急
要
修
整
莫
遅
遅
。

（
訓
読
）
門
前
の
壁
破
れ　

街が
い

磚せ
ん

缺か

く
れ
ば
、
家
中　

長
く
悦
ば
ず
。
小
し
ょ
う

口こ
う

は
枉お

う

死し

し
て
薬や

く

も
て
醫い

や

す
こ
と
無

し
、
急
ぎ
要か
な

ら
ず
修
整
し
て
遅
遅
た
る
莫な

か
れ
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
の
壁
面
が
破
壊
し
て
磚か
わ
ら

が
か
け
て
い
る
と
、（
そ
の
）
家
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に
耗
散
し
、
更
に
防ぼ

う

人じ
ん

謀は
か

り
て
欺

あ
ざ
む

く
。 

（
通
釈
）
門
の
扉
が
斜
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
の
）

夫
婦
仲
は
よ
く
な
い
。
家
財
は
い
つ
も
消
散
し
て
、
さ
ら

に
門
番
が
裏
切
り
を
働
く
こ
と
に
な
る
。 

 

四
．（
原
文
）
門
邊
土
壁
要
一
般
、
左
大
換
妻
更
遭
官
。
右
邊
或
大
勝
左
邊
、
孤
寡

兒
孫
常
叫
天
。 

（
訓
読
）
門も

ん

邊へ
ん

の
土ど

壁へ
き

は
一
般
を
要
す
、
左
大
な
れ
ば
妻

を
換
え
更
に
官
に
遭
う
。
右
邊
或
い
は
左
邊
に
大
い
に
勝

れ
ば
、
孤こ

寡か

に
し
て
兒じ

孫そ
ん

常
に
天
に
叫
ぶ
。 

（
通
釈
）
門
の
両
側
の
土
壁
は
左
右
同
じ
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
左
の

壁
が
大
き
け
れ
ば
（
そ
の
家
の
主
人
は
）
妻
を
か
え
て
、
さ
ら
に
お
上
の
手
に
か

か
る
。
右
の
壁
が
あ
る
い
は
左
の
壁
よ
り
大
き
過
ぎ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
孤
児
や

寡
婦
が
で
て
、
子
孫
は
常
に
天
に
む
か
い
泣
き
叫
ぶ
よ
う
に
な
る
。 

 

五
．（
原
文
）
門
柱
補
接
主
凶
灾
、
仔
細
巧
安
排
。
上
頭
目
患
中
勞
吐
、
下
補
脚
疾

苦
。 

（
訓
読
）
門
柱

補
い
接
げ
ば
凶

き
よ
う

灾さ
い

を

主
つ
か
さ
ど

る
、
仔し

細さ
い

は

巧た
く

み
に
安あ

ん

排ば
い

す
。
上
は
頭
目
患
い
、
中
は
勞ろ

う

吐と

し
、
下
は

脚
を
補
い
、
疾い

た

み
苦
し
む
。 

（
通
釈
）
門
柱
を
継
ぎ
足
し
て
補
修
す
る
と
、（
そ
の
家
に
）
凶
災
を
も
た
ら
す
原

因
と
な
る
、
（
門
に
）
手
の
込
ん
だ
細
工
を
施
す
（
と
、
そ
う
な
る
）
。
上
部
（
を

継
ぎ
足
す
と
）
頭
や
目
を
患
い
、
中
部
（
を
継
ぎ
足
す
と
）
疲
れ
て
嘔
吐
し
、
下

部
（
を
継
ぎ
足
す
と
）
自
分
の
脚
を
継
ぎ
足
し
て
痛
み
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。 

 

六
．（
原
文
）
門
上
莫
作
仰
供
装
。
此
物
不
為
祥
。
兩
邊
相
指
、
或
無
弁
、
論
訟
口

交
爭
。 

（
訓
読
）
門
上
に

仰
ぎ
よ
う

供く

の
装そ

う

を
作
る
莫な

か

れ
。
此こ

の
物

祥
し
よ
う

と
為
さ
ず
。
兩
邊
相
指
せ
ば
、
或
は
無
弁
に
し
て
、

論
訟
口
交
爭
う
。 

（
通
釈
）
門
の
上
に
斗と

栱
き
よ
う

の
装
飾
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
組
物
は
吉
祥

で
は
な
い
。
（
斗
栱
が
）
両
辺
を
支
え
て
い
る
と
、
（
そ
の
家
の
人
は
）
自
分
か
ら

何
も
い
わ
な
い
の
に
、
訴
訟
や
口
論
に
巻
き
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

七
．（
原
文
）
門
前
壁
破
街
磚
缺
、
家
中
長
不
悦
。
小
口
枉
死
薬
無
醫
、
急
要
修
整

莫
遅
遅
。 

（
訓
読
）
門
前
の
壁
破
れ

街が
い

磚せ
ん

缺か

く
れ
ば
、
家
中

長

く
悦
ば
ず
。
小

し
ょ
う

口こ
う

は
枉お

う

死し

し
て
薬や

く

も
て
醫い

や

す
こ
と
無
し
、

急
ぎ
要か

な

ら
ず
修
整
し
て
遅
遅
た
る
莫な

か
れ
。 

（
通
釈
）
門
前
の
壁
面
が
破
壊
し
て
磚

か
わ
ら

が
か
け
て
い
る
と
、
（
そ
の
）
家
族
は
不
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に
耗
散
し
、
更
に
防ぼ

う

人じ
ん

謀は
か

り
て
欺

あ
ざ
む

く
。 

（
通
釈
）
門
の
扉
が
斜
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
の
）

夫
婦
仲
は
よ
く
な
い
。
家
財
は
い
つ
も
消
散
し
て
、
さ
ら

に
門
番
が
裏
切
り
を
働
く
こ
と
に
な
る
。 

 

四
．（
原
文
）
門
邊
土
壁
要
一
般
、
左
大
換
妻
更
遭
官
。
右
邊
或
大
勝
左
邊
、
孤
寡

兒
孫
常
叫
天
。 

（
訓
読
）
門も

ん

邊へ
ん

の
土ど

壁へ
き

は
一
般
を
要
す
、
左
大
な
れ
ば
妻

を
換
え
更
に
官
に
遭
う
。
右
邊
或
い
は
左
邊
に
大
い
に
勝

れ
ば
、
孤こ

寡か

に
し
て
兒じ

孫そ
ん

常
に
天
に
叫
ぶ
。 

（
通
釈
）
門
の
両
側
の
土
壁
は
左
右
同
じ
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
左
の

壁
が
大
き
け
れ
ば
（
そ
の
家
の
主
人
は
）
妻
を
か
え
て
、
さ
ら
に
お
上
の
手
に
か

か
る
。
右
の
壁
が
あ
る
い
は
左
の
壁
よ
り
大
き
過
ぎ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
孤
児
や

寡
婦
が
で
て
、
子
孫
は
常
に
天
に
む
か
い
泣
き
叫
ぶ
よ
う
に
な
る
。 

 

五
．（
原
文
）
門
柱
補
接
主
凶
灾
、
仔
細
巧
安
排
。
上
頭
目
患
中
勞
吐
、
下
補
脚
疾

苦
。 

（
訓
読
）
門
柱

補
い
接
げ
ば
凶

き
よ
う

灾さ
い

を

主
つ
か
さ
ど

る
、
仔し

細さ
い

は

巧た
く

み
に
安あ

ん

排ば
い

す
。
上
は
頭
目
患
い
、
中
は
勞ろ

う

吐と

し
、
下
は

脚
を
補
い
、
疾い

た

み
苦
し
む
。 

（
通
釈
）
門
柱
を
継
ぎ
足
し
て
補
修
す
る
と
、（
そ
の
家
に
）
凶
災
を
も
た
ら
す
原

因
と
な
る
、
（
門
に
）
手
の
込
ん
だ
細
工
を
施
す
（
と
、
そ
う
な
る
）
。
上
部
（
を

継
ぎ
足
す
と
）
頭
や
目
を
患
い
、
中
部
（
を
継
ぎ
足
す
と
）
疲
れ
て
嘔
吐
し
、
下

部
（
を
継
ぎ
足
す
と
）
自
分
の
脚
を
継
ぎ
足
し
て
痛
み
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。 

 

六
．（
原
文
）
門
上
莫
作
仰
供
装
。
此
物
不
為
祥
。
兩
邊
相
指
、
或
無
弁
、
論
訟
口

交
爭
。 

（
訓
読
）
門
上
に

仰
ぎ
よ
う

供く

の
装そ

う

を
作
る
莫な

か

れ
。
此こ

の
物

祥
し
よ
う

と
為
さ
ず
。
兩
邊
相
指
せ
ば
、
或
は
無
弁
に
し
て
、

論
訟
口
交
爭
う
。 

（
通
釈
）
門
の
上
に
斗と

栱
き
よ
う

の
装
飾
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
組
物
は
吉
祥

で
は
な
い
。
（
斗
栱
が
）
両
辺
を
支
え
て
い
る
と
、
（
そ
の
家
の
人
は
）
自
分
か
ら

何
も
い
わ
な
い
の
に
、
訴
訟
や
口
論
に
巻
き
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

七
．（
原
文
）
門
前
壁
破
街
磚
缺
、
家
中
長
不
悦
。
小
口
枉
死
薬
無
醫
、
急
要
修
整

莫
遅
遅
。 

（
訓
読
）
門
前
の
壁
破
れ

街が
い

磚せ
ん

缺か

く
れ
ば
、
家
中

長

く
悦
ば
ず
。
小

し
ょ
う

口こ
う

は
枉お

う

死し

し
て
薬や

く

も
て
醫い

や

す
こ
と
無
し
、

急
ぎ
要か

な

ら
ず
修
整
し
て
遅
遅
た
る
莫な

か
れ
。 

（
通
釈
）
門
前
の
壁
面
が
破
壊
し
て
磚

か
わ
ら

が
か
け
て
い
る
と
、
（
そ
の
）
家
族
は
不
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に
耗
散
し
、
更
に
防ぼ

う

人じ
ん

謀は
か

り
て
欺

あ
ざ
む

く
。 

（
通
釈
）
門
の
扉
が
斜
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
の
）

夫
婦
仲
は
よ
く
な
い
。
家
財
は
い
つ
も
消
散
し
て
、
さ
ら

に
門
番
が
裏
切
り
を
働
く
こ
と
に
な
る
。 

 

四
．（
原
文
）
門
邊
土
壁
要
一
般
、
左
大
換
妻
更
遭
官
。
右
邊
或
大
勝
左
邊
、
孤
寡

兒
孫
常
叫
天
。 

（
訓
読
）
門も

ん

邊へ
ん

の
土ど

壁へ
き

は
一
般
を
要
す
、
左
大
な
れ
ば
妻

を
換
え
更
に
官
に
遭
う
。
右
邊
或
い
は
左
邊
に
大
い
に
勝

れ
ば
、
孤こ

寡か

に
し
て
兒じ

孫そ
ん

常
に
天
に
叫
ぶ
。 

（
通
釈
）
門
の
両
側
の
土
壁
は
左
右
同
じ
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
左
の

壁
が
大
き
け
れ
ば
（
そ
の
家
の
主
人
は
）
妻
を
か
え
て
、
さ
ら
に
お
上
の
手
に
か

か
る
。
右
の
壁
が
あ
る
い
は
左
の
壁
よ
り
大
き
過
ぎ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
孤
児
や

寡
婦
が
で
て
、
子
孫
は
常
に
天
に
む
か
い
泣
き
叫
ぶ
よ
う
に
な
る
。 

 

五
．（
原
文
）
門
柱
補
接
主
凶
灾
、
仔
細
巧
安
排
。
上
頭
目
患
中
勞
吐
、
下
補
脚
疾

苦
。 

（
訓
読
）
門
柱

補
い
接
げ
ば
凶

き
よ
う

灾さ
い

を

主
つ
か
さ
ど

る
、
仔し

細さ
い

は

巧た
く

み
に
安あ

ん

排ば
い

す
。
上
は
頭
目
患
い
、
中
は
勞ろ

う

吐と

し
、
下
は

脚
を
補
い
、
疾い

た

み
苦
し
む
。 

（
通
釈
）
門
柱
を
継
ぎ
足
し
て
補
修
す
る
と
、（
そ
の
家
に
）
凶
災
を
も
た
ら
す
原

因
と
な
る
、
（
門
に
）
手
の
込
ん
だ
細
工
を
施
す
（
と
、
そ
う
な
る
）
。
上
部
（
を

継
ぎ
足
す
と
）
頭
や
目
を
患
い
、
中
部
（
を
継
ぎ
足
す
と
）
疲
れ
て
嘔
吐
し
、
下

部
（
を
継
ぎ
足
す
と
）
自
分
の
脚
を
継
ぎ
足
し
て
痛
み
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。 

 

六
．（
原
文
）
門
上
莫
作
仰
供
装
。
此
物
不
為
祥
。
兩
邊
相
指
、
或
無
弁
、
論
訟
口

交
爭
。 

（
訓
読
）
門
上
に

仰
ぎ
よ
う

供く

の
装そ

う

を
作
る
莫な

か

れ
。
此こ

の
物

祥
し
よ
う

と
為
さ
ず
。
兩
邊
相
指
せ
ば
、
或
は
無
弁
に
し
て
、

論
訟
口
交
爭
う
。 

（
通
釈
）
門
の
上
に
斗と

栱
き
よ
う

の
装
飾
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
組
物
は
吉
祥

で
は
な
い
。
（
斗
栱
が
）
両
辺
を
支
え
て
い
る
と
、
（
そ
の
家
の
人
は
）
自
分
か
ら

何
も
い
わ
な
い
の
に
、
訴
訟
や
口
論
に
巻
き
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

七
．（
原
文
）
門
前
壁
破
街
磚
缺
、
家
中
長
不
悦
。
小
口
枉
死
薬
無
醫
、
急
要
修
整

莫
遅
遅
。 

（
訓
読
）
門
前
の
壁
破
れ

街が
い

磚せ
ん

缺か

く
れ
ば
、
家
中

長

く
悦
ば
ず
。
小

し
ょ
う

口こ
う

は
枉お

う

死し

し
て
薬や

く

も
て
醫い

や

す
こ
と
無
し
、

急
ぎ
要か

な

ら
ず
修
整
し
て
遅
遅
た
る
莫な

か
れ
。 

（
通
釈
）
門
前
の
壁
面
が
破
壊
し
て
磚

か
わ
ら

が
か
け
て
い
る
と
、
（
そ
の
）
家
族
は
不 27 

に
耗
散
し
、
更
に
防ぼ

う

人じ
ん

謀は
か

り
て
欺

あ
ざ
む

く
。 

（
通
釈
）
門
の
扉
が
斜
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
の
）

夫
婦
仲
は
よ
く
な
い
。
家
財
は
い
つ
も
消
散
し
て
、
さ
ら

に
門
番
が
裏
切
り
を
働
く
こ
と
に
な
る
。 

 

四
．（
原
文
）
門
邊
土
壁
要
一
般
、
左
大
換
妻
更
遭
官
。
右
邊
或
大
勝
左
邊
、
孤
寡

兒
孫
常
叫
天
。 

（
訓
読
）
門も

ん

邊へ
ん

の
土ど

壁へ
き

は
一
般
を
要
す
、
左
大
な
れ
ば
妻

を
換
え
更
に
官
に
遭
う
。
右
邊
或
い
は
左
邊
に
大
い
に
勝

れ
ば
、
孤こ

寡か

に
し
て
兒じ

孫そ
ん

常
に
天
に
叫
ぶ
。 

（
通
釈
）
門
の
両
側
の
土
壁
は
左
右
同
じ
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
左
の

壁
が
大
き
け
れ
ば
（
そ
の
家
の
主
人
は
）
妻
を
か
え
て
、
さ
ら
に
お
上
の
手
に
か

か
る
。
右
の
壁
が
あ
る
い
は
左
の
壁
よ
り
大
き
過
ぎ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
孤
児
や

寡
婦
が
で
て
、
子
孫
は
常
に
天
に
む
か
い
泣
き
叫
ぶ
よ
う
に
な
る
。 

 

五
．（
原
文
）
門
柱
補
接
主
凶
灾
、
仔
細
巧
安
排
。
上
頭
目
患
中
勞
吐
、
下
補
脚
疾

苦
。 

（
訓
読
）
門
柱

補
い
接
げ
ば
凶

き
よ
う

灾さ
い

を

主
つ
か
さ
ど

る
、
仔し

細さ
い

は

巧た
く

み
に
安あ

ん

排ば
い

す
。
上
は
頭
目
患
い
、
中
は
勞ろ

う

吐と

し
、
下
は

脚
を
補
い
、
疾い

た

み
苦
し
む
。 

（
通
釈
）
門
柱
を
継
ぎ
足
し
て
補
修
す
る
と
、（
そ
の
家
に
）
凶
災
を
も
た
ら
す
原

因
と
な
る
、
（
門
に
）
手
の
込
ん
だ
細
工
を
施
す
（
と
、
そ
う
な
る
）
。
上
部
（
を

継
ぎ
足
す
と
）
頭
や
目
を
患
い
、
中
部
（
を
継
ぎ
足
す
と
）
疲
れ
て
嘔
吐
し
、
下

部
（
を
継
ぎ
足
す
と
）
自
分
の
脚
を
継
ぎ
足
し
て
痛
み
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。 

 

六
．（
原
文
）
門
上
莫
作
仰
供
装
。
此
物
不
為
祥
。
兩
邊
相
指
、
或
無
弁
、
論
訟
口

交
爭
。 

（
訓
読
）
門
上
に

仰
ぎ
よ
う

供く

の
装そ

う

を
作
る
莫な

か

れ
。
此こ

の
物

祥
し
よ
う

と
為
さ
ず
。
兩
邊
相
指
せ
ば
、
或
は
無
弁
に
し
て
、

論
訟
口
交
爭
う
。 

（
通
釈
）
門
の
上
に
斗と

栱
き
よ
う

の
装
飾
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
組
物
は
吉
祥

で
は
な
い
。
（
斗
栱
が
）
両
辺
を
支
え
て
い
る
と
、
（
そ
の
家
の
人
は
）
自
分
か
ら

何
も
い
わ
な
い
の
に
、
訴
訟
や
口
論
に
巻
き
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

七
．（
原
文
）
門
前
壁
破
街
磚
缺
、
家
中
長
不
悦
。
小
口
枉
死
薬
無
醫
、
急
要
修
整

莫
遅
遅
。 

（
訓
読
）
門
前
の
壁
破
れ

街が
い

磚せ
ん

缺か

く
れ
ば
、
家
中

長

く
悦
ば
ず
。
小

し
ょ
う

口こ
う

は
枉お

う

死し

し
て
薬や

く

も
て
醫い

や

す
こ
と
無
し
、

急
ぎ
要か

な

ら
ず
修
整
し
て
遅
遅
た
る
莫な

か
れ
。 

（
通
釈
）
門
前
の
壁
面
が
破
壊
し
て
磚

か
わ
ら

が
か
け
て
い
る
と
、
（
そ
の
）
家
族
は
不
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に
耗
散
し
、
更
に
防ぼ

う

人じ
ん

謀は
か

り
て
欺

あ
ざ
む

く
。 

（
通
釈
）
門
の
扉
が
斜
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
の
）

夫
婦
仲
は
よ
く
な
い
。
家
財
は
い
つ
も
消
散
し
て
、
さ
ら

に
門
番
が
裏
切
り
を
働
く
こ
と
に
な
る
。 

 

四
．（
原
文
）
門
邊
土
壁
要
一
般
、
左
大
換
妻
更
遭
官
。
右
邊
或
大
勝
左
邊
、
孤
寡

兒
孫
常
叫
天
。 

（
訓
読
）
門も

ん

邊へ
ん

の
土ど

壁へ
き

は
一
般
を
要
す
、
左
大
な
れ
ば
妻

を
換
え
更
に
官
に
遭
う
。
右
邊
或
い
は
左
邊
に
大
い
に
勝

れ
ば
、
孤こ

寡か

に
し
て
兒じ

孫そ
ん

常
に
天
に
叫
ぶ
。 

（
通
釈
）
門
の
両
側
の
土
壁
は
左
右
同
じ
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
左
の

壁
が
大
き
け
れ
ば
（
そ
の
家
の
主
人
は
）
妻
を
か
え
て
、
さ
ら
に
お
上
の
手
に
か

か
る
。
右
の
壁
が
あ
る
い
は
左
の
壁
よ
り
大
き
過
ぎ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
孤
児
や

寡
婦
が
で
て
、
子
孫
は
常
に
天
に
む
か
い
泣
き
叫
ぶ
よ
う
に
な
る
。 

 

五
．（
原
文
）
門
柱
補
接
主
凶
灾
、
仔
細
巧
安
排
。
上
頭
目
患
中
勞
吐
、
下
補
脚
疾

苦
。 

（
訓
読
）
門
柱

補
い
接
げ
ば
凶

き
よ
う

灾さ
い

を

主
つ
か
さ
ど

る
、
仔し

細さ
い

は

巧た
く

み
に
安あ

ん

排ば
い

す
。
上
は
頭
目
患
い
、
中
は
勞ろ

う

吐と

し
、
下
は

脚
を
補
い
、
疾い

た

み
苦
し
む
。 

（
通
釈
）
門
柱
を
継
ぎ
足
し
て
補
修
す
る
と
、（
そ
の
家
に
）
凶
災
を
も
た
ら
す
原

因
と
な
る
、
（
門
に
）
手
の
込
ん
だ
細
工
を
施
す
（
と
、
そ
う
な
る
）
。
上
部
（
を

継
ぎ
足
す
と
）
頭
や
目
を
患
い
、
中
部
（
を
継
ぎ
足
す
と
）
疲
れ
て
嘔
吐
し
、
下

部
（
を
継
ぎ
足
す
と
）
自
分
の
脚
を
継
ぎ
足
し
て
痛
み
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。 

 

六
．（
原
文
）
門
上
莫
作
仰
供
装
。
此
物
不
為
祥
。
兩
邊
相
指
、
或
無
弁
、
論
訟
口

交
爭
。 

（
訓
読
）
門
上
に

仰
ぎ
よ
う

供く

の
装そ

う

を
作
る
莫な

か

れ
。
此こ

の
物

祥
し
よ
う

と
為
さ
ず
。
兩
邊
相
指
せ
ば
、
或
は
無
弁
に
し
て
、

論
訟
口
交
爭
う
。 

（
通
釈
）
門
の
上
に
斗と

栱
き
よ
う

の
装
飾
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
組
物
は
吉
祥

で
は
な
い
。
（
斗
栱
が
）
両
辺
を
支
え
て
い
る
と
、
（
そ
の
家
の
人
は
）
自
分
か
ら

何
も
い
わ
な
い
の
に
、
訴
訟
や
口
論
に
巻
き
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

七
．（
原
文
）
門
前
壁
破
街
磚
缺
、
家
中
長
不
悦
。
小
口
枉
死
薬
無
醫
、
急
要
修
整

莫
遅
遅
。 

（
訓
読
）
門
前
の
壁
破
れ

街が
い

磚せ
ん

缺か

く
れ
ば
、
家
中

長

く
悦
ば
ず
。
小

し
ょ
う

口こ
う

は
枉お

う

死し

し
て
薬や

く

も
て
醫い

や

す
こ
と
無
し
、

急
ぎ
要か

な

ら
ず
修
整
し
て
遅
遅
た
る
莫な

か
れ
。 

（
通
釈
）
門
前
の
壁
面
が
破
壊
し
て
磚

か
わ
ら

が
か
け
て
い
る
と
、
（
そ
の
）
家
族
は
不
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族
は
不
愉
快
な
こ
と
が
続
く
。
子
ど
も
は
横
死
す
る
こ
と
が
あ
り
、（
病
は
）
薬

で
も
治
ら
な
い
。
急
い
て
修
繕
す
る
必
要
が
あ
る
。
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
は
な
ら
な
い
。

八
．（
原
文
）
門
戸
中
間
窟
痕
多
、
灾
禍
事
交
化
。
家
招
刺
配
遭
非
禍
、
瘟

黄
（
㾮
）
定
不
差
。

（
訓
読
）
門
戸
の
中
間
に
窟く
つ

痕こ
ん

多
け
れ
ば
、
灾さ

い

禍か

あ

り
て
事
は
交こ
も
ご

も
化
す
。
家
は
刺し

配は
い

を
招
き
、
非ひ

禍か

に

遭あ

い
、
瘟お

ん

㾮こ
う

定
め
て
差い

え

ず
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
の
戸
の
中
ほ
ど
に
穴
が
あ
い
て
い
る
と
、（
そ
の
家
の
人
に

は
）
災
禍
が
多
く
ふ
り
か
か
り
、
や
っ
か
い
な
出
来
事
が
つ
ぎ
つ
ぎ
お
こ
る
。
家
人

は
刺
青
の
刑
に
処
し
て
配
流
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
り
、
非
業
の
災
禍
を
招

き
、
は
や
り
や
ま
い
に
か
か
り
決
ま
っ
て
治
ら
な
い
。

九
．（
原
文
）
二
家
不
可
門
相
對
、
必
主
一
家
退
。
開
門
不
得
両
相
衝
、
必

有
一
家
凶
。

（
訓
読
）
二
家
は
門　

相
い
對
す
べ
か
ら
ず
、
必
ず

一
家
退
く
を
主
ど
る
。
門
を
開
く
に
両ふ
た

つ
な
が
ら
相
い

衝つ

く
を
得
ず
、
必
ず
一
家
に
凶
有
り
。

（
通
釈
）
二
軒
の
家
の
門
は
向
か
い
合
っ
て
は
い
け
な
い
。（
そ
う
す
る
と
）
必
ず

ど
ち
ら
か
一
軒
が
衰
退
す
る
。
門
を
開
い
た
と
き
に
、
二
軒
の
門
が
つ
き
あ
た
る

よ
う
で
は
い
け
な
い
。（
そ
う
す
る
と
）か
な
ら
ず
ど
ち
ら
か
一
軒
に
凶
災
が
あ
る
。

�

十
．（
原
文
）
門
板
多
穿
破
、怪
異
為
凶
禍
。
定
主
退
財
産
。
修
補
免
貧
寒
。

（『
絵
図
魯
班
経
』
に
よ
る
）（

訓
読
）
門も
ん

板ぱ
ん

に
穿せ

ん

破は

多
け
れ
ば
、
怪
異　

凶
禍
を

為
す
。
定
め
て
財
産
を
退
く
る
を
主つ
か
さ
ど
る
。
修
補
す
れ

ば
貧
寒
を
免ま
ぬ

が
る
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
の
板
に
穴
や
破
れ
た
部
分
が
多

い
と
、（
そ
の
家
で
は
）
奇
怪
な
魔
物
が
凶
禍
を
ひ
き
起
こ
す
。
決
ま
っ
て
財
産

を
減
ら
す
原
因
に
な
る
。
補
修
す
れ
ば
、
貧
困
を
免
れ
る
。

十
一
．（
原
文
）
門
板
莫
令
多
柄
節
。
生
瘡
疔
不
歇
。
三
三
兩
兩
或
成
行
、

徒
配
出
軍
郎
。

（
訓
読
）
門
板
は
柄へ
い

節せ
つ

を
多
か
ら
し
む
る
莫な

か

れ
。
瘡そ

う

疔ち
よ
うを

生
じ
て
歇つ

き
ず
。
三さ

ん

三さ
ん

兩り
よ
う

兩り
よ
う　

或あ
る

い
は
行こ

う

を
成な

さ

ば
、
徒
配
せ
ら
れ
て
軍ぐ
ん

郎ろ
う

を
出
だ
す
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
の
板
は
多
く
の
模
様
や
木
の
節
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
そ
ん
な
材
を
用
い
る
と
、そ
の
家
人
に
）
は
れ
も
の
が
生
じ
て
治
ら
な
い
。
（
門

の
板
に
）
二
つ
三
つ
（
節
な
ど
が
）
並
ん
で
い
る
と
、
徒
役
徴
用
さ
れ
、
軍
人
を

輩
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
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愉
快
な
こ
と
が
続
く
。
子
ど
も
は
横
死
す
る
こ
と
が
あ
り
、（
病
は
）
薬
で
も
治
ら

な
い
。
急
い
て
修
繕
す
る
必
要
が
あ
り
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

八
．（
原
文
）
門
戸
中
間
窟
痕
多
、
灾
禍
事
交
化
。
家
招
刺
配
遭
非
禍
、
瘟
㾮
定
不

差
。

（
訓
読
）
門
戸
の
中
間
に
窟く

つ

痕こ
ん

多
け
れ
ば
、
灾さ

い

禍か

あ
り
て

事
は
交

こ
も
ご

も
化
す
。
家
は
刺し

配は
い

を
招
き
、
非ひ

禍か

に
遭あ

い
、
瘟お

ん

㾮こ
う

定
め
て
差い

え

ず
。 

（
通
釈
）
門
の
戸
の
中
ほ
ど
に
穴
が
あ
い
て
い
る
と
、（
そ
の
家
の
人
に
は
）
災
禍

が
多
く
ふ
り
か
か
り
、
や
っ
か
い
な
出
来
事
が
つ
ぎ
つ
ぎ
お
こ
る
。
家
人
は
刺
青

の
刑
に
処
し
て
配
流
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
り
、
非
業
の
災
禍
を
招
き
、
は

や
り
や
ま
い
は
決
ま
っ
て
治
ら
な
い
。 

九
．（
原
文
）
二
家
不
可
門
相
對
、
必
主
一
家
退
。
開
門
不
得
両
相
衝
、
必
有
一
家

凶
。

（
訓
読
）
二
家
は
門

相
い
對
す
べ
か
ら
ず
、
必
ず
一

家
退
く
を
主
ど
る
。
門
を
開
く
に
両ふ

た

つ
な
が
ら
相
い
衝つ

く
を
得
ず
、
必
ず
一
家
に
凶
有
り
。

（
通
釈
）
二
軒
の
家
の
門
は
向
か
い
合
っ
て
は
い
け
な
い
。（
そ
う
す
る
と
）
必
ず

ど
ち
ら
か
一
軒
が
衰
退
す
る
。
門
を
開
い
た
と
き
に
、
二
軒
の
門
が
つ
き
あ
た
る

よ
う
で
は
い
け
な
い
。
（
そ
れ
だ
と
）
か
な
ら
ず
ど
ち
ら
か
一
軒
に
凶
災
が
あ
る
。 

十
．（
原
文
）
門
板
多
穿
破
、
怪
異
為
凶
禍
。
定
主
退
財
産
。
修
補
免
貧
寒
。（
『
絵

図
魯
班
経
』
に
よ
る
）

（
訓
読
）
門も

ん

板ぱ
ん

に
穿せ

ん

破は

多
け
れ
ば
、
怪
異

凶
禍
を
為

す
。
定
め
て
財
産
を
退
く
る
を
主

つ
か
さ

ど
る
。
修
補
す
れ
ば

貧
寒
を
免ま

ぬ

が
る
。

（
通
釈
）
門
の
板
に
穴
や
破
れ
た
部
分
が
多
い
と
、（
そ

の
家
に
は
）
奇
怪
な
魔
物
が
凶
禍
を
ひ
き
起
こ
す
。
決
ま
っ
て
財
産
を
減
ら
す

原
因
に
な
る
。
補
修
す
る
な
ら
ば
、
貧
困
を
免
れ
る
。 

十
一
．
門
板
莫
令
多
柄
節
。
生
瘡
疔
不
歇
。
三
三
兩
兩
或
成
行
、
徒
配
出
軍
郎
。

（
訓
読
）
門
板
は
柄へ

い

節せ
つ

を
多
か
ら
し
む
る
莫な

か

れ
。
瘡そ

う

疔
ち
よ
う

を
生
じ
て
歇つ

き
ず
。
三さ

ん

三さ
ん

兩
り
よ
う

兩
り
よ
う

或あ
る

い
は
行こ

う

を
成な

さ

ば
、
徒
配
せ
ら
れ
て
軍ぐ

ん

郎ろ
う

を
出
だ
す
。 

（
通
釈
）
門
の
板
は
多
く
の
模
様
や
木
の
節
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。（
そ
ん
な
材
を
用
い
る
と
、
そ
の
家
人
に
）
は
れ
も
の
が
生
じ
て

治
ら
な
い
。（
門
の
板
に
）
二
つ
三
つ
（
節
な
ど
が
）
並
ん
で
い
る
と
、
徒
役
徴
用

さ
れ
、
軍
人
を
輩
出
す
る
こ
と
に
な
る
。 
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愉
快
な
こ
と
が
続
く
。
子
ど
も
は
横
死
す
る
こ
と
が
あ
り
、（
病
は
）
薬
で
も
治
ら

な
い
。
急
い
て
修
繕
す
る
必
要
が
あ
り
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

八
．（
原
文
）
門
戸
中
間
窟
痕
多
、
灾
禍
事
交
化
。
家
招
刺
配
遭
非
禍
、
瘟
㾮
定
不

差
。

（
訓
読
）
門
戸
の
中
間
に
窟く

つ

痕こ
ん

多
け
れ
ば
、
灾さ

い

禍か

あ
り
て

事
は
交

こ
も
ご

も
化
す
。
家
は
刺し

配は
い

を
招
き
、
非ひ

禍か

に
遭あ

い
、
瘟お

ん

㾮こ
う

定
め
て
差い

え

ず
。 

（
通
釈
）
門
の
戸
の
中
ほ
ど
に
穴
が
あ
い
て
い
る
と
、（
そ
の
家
の
人
に
は
）
災
禍

が
多
く
ふ
り
か
か
り
、
や
っ
か
い
な
出
来
事
が
つ
ぎ
つ
ぎ
お
こ
る
。
家
人
は
刺
青

の
刑
に
処
し
て
配
流
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
り
、
非
業
の
災
禍
を
招
き
、
は

や
り
や
ま
い
は
決
ま
っ
て
治
ら
な
い
。 

九
．（
原
文
）
二
家
不
可
門
相
對
、
必
主
一
家
退
。
開
門
不
得
両
相
衝
、
必
有
一
家

凶
。

（
訓
読
）
二
家
は
門

相
い
對
す
べ
か
ら
ず
、
必
ず
一

家
退
く
を
主
ど
る
。
門
を
開
く
に
両ふ

た

つ
な
が
ら
相
い
衝つ

く
を
得
ず
、
必
ず
一
家
に
凶
有
り
。

（
通
釈
）
二
軒
の
家
の
門
は
向
か
い
合
っ
て
は
い
け
な
い
。（
そ
う
す
る
と
）
必
ず

ど
ち
ら
か
一
軒
が
衰
退
す
る
。
門
を
開
い
た
と
き
に
、
二
軒
の
門
が
つ
き
あ
た
る

よ
う
で
は
い
け
な
い
。
（
そ
れ
だ
と
）
か
な
ら
ず
ど
ち
ら
か
一
軒
に
凶
災
が
あ
る
。 

十
．（
原
文
）
門
板
多
穿
破
、
怪
異
為
凶
禍
。
定
主
退
財
産
。
修
補
免
貧
寒
。（
『
絵

図
魯
班
経
』
に
よ
る
）

（
訓
読
）
門も

ん

板ぱ
ん

に
穿せ

ん

破は

多
け
れ
ば
、
怪
異

凶
禍
を
為

す
。
定
め
て
財
産
を
退
く
る
を
主

つ
か
さ

ど
る
。
修
補
す
れ
ば

貧
寒
を
免ま

ぬ

が
る
。

（
通
釈
）
門
の
板
に
穴
や
破
れ
た
部
分
が
多
い
と
、（
そ

の
家
に
は
）
奇
怪
な
魔
物
が
凶
禍
を
ひ
き
起
こ
す
。
決
ま
っ
て
財
産
を
減
ら
す

原
因
に
な
る
。
補
修
す
る
な
ら
ば
、
貧
困
を
免
れ
る
。 

十
一
．
門
板
莫
令
多
柄
節
。
生
瘡
疔
不
歇
。
三
三
兩
兩
或
成
行
、
徒
配
出
軍
郎
。

（
訓
読
）
門
板
は
柄へ

い

節せ
つ

を
多
か
ら
し
む
る
莫な

か

れ
。
瘡そ

う

疔
ち
よ
う

を
生
じ
て
歇つ

き
ず
。
三さ

ん

三さ
ん

兩
り
よ
う

兩
り
よ
う

或あ
る

い
は
行こ

う

を
成な

さ

ば
、
徒
配
せ
ら
れ
て
軍ぐ

ん

郎ろ
う

を
出
だ
す
。 

（
通
釈
）
門
の
板
は
多
く
の
模
様
や
木
の
節
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。（
そ
ん
な
材
を
用
い
る
と
、
そ
の
家
人
に
）
は
れ
も
の
が
生
じ
て

治
ら
な
い
。（
門
の
板
に
）
二
つ
三
つ
（
節
な
ど
が
）
並
ん
で
い
る
と
、
徒
役
徴
用

さ
れ
、
軍
人
を
輩
出
す
る
こ
と
に
な
る
。 
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で
も
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ら

な
い
。
急
い
て
修
繕
す
る
必
要
が
あ
り
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
は
な
ら
な
い
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八
．（
原
文
）
門
戸
中
間
窟
痕
多
、
灾
禍
事
交
化
。
家
招
刺
配
遭
非
禍
、
瘟
㾮
定
不

差
。

（
訓
読
）
門
戸
の
中
間
に
窟く

つ

痕こ
ん

多
け
れ
ば
、
灾さ

い

禍か

あ
り
て

事
は
交

こ
も
ご

も
化
す
。
家
は
刺し

配は
い

を
招
き
、
非ひ

禍か

に
遭あ

い
、
瘟お

ん

㾮こ
う

定
め
て
差い

え

ず
。 

（
通
釈
）
門
の
戸
の
中
ほ
ど
に
穴
が
あ
い
て
い
る
と
、（
そ
の
家
の
人
に
は
）
災
禍

が
多
く
ふ
り
か
か
り
、
や
っ
か
い
な
出
来
事
が
つ
ぎ
つ
ぎ
お
こ
る
。
家
人
は
刺
青

の
刑
に
処
し
て
配
流
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
り
、
非
業
の
災
禍
を
招
き
、
は

や
り
や
ま
い
は
決
ま
っ
て
治
ら
な
い
。 

九
．（
原
文
）
二
家
不
可
門
相
對
、
必
主
一
家
退
。
開
門
不
得
両
相
衝
、
必
有
一
家

凶
。

（
訓
読
）
二
家
は
門

相
い
對
す
べ
か
ら
ず
、
必
ず
一

家
退
く
を
主
ど
る
。
門
を
開
く
に
両ふ

た

つ
な
が
ら
相
い
衝つ

く
を
得
ず
、
必
ず
一
家
に
凶
有
り
。

（
通
釈
）
二
軒
の
家
の
門
は
向
か
い
合
っ
て
は
い
け
な
い
。（
そ
う
す
る
と
）
必
ず

ど
ち
ら
か
一
軒
が
衰
退
す
る
。
門
を
開
い
た
と
き
に
、
二
軒
の
門
が
つ
き
あ
た
る

よ
う
で
は
い
け
な
い
。
（
そ
れ
だ
と
）
か
な
ら
ず
ど
ち
ら
か
一
軒
に
凶
災
が
あ
る
。 

十
．（
原
文
）
門
板
多
穿
破
、
怪
異
為
凶
禍
。
定
主
退
財
産
。
修
補
免
貧
寒
。（
『
絵

図
魯
班
経
』
に
よ
る
）

（
訓
読
）
門も

ん

板ぱ
ん

に
穿せ

ん

破は

多
け
れ
ば
、
怪
異

凶
禍
を
為

す
。
定
め
て
財
産
を
退
く
る
を
主

つ
か
さ

ど
る
。
修
補
す
れ
ば

貧
寒
を
免ま

ぬ

が
る
。

（
通
釈
）
門
の
板
に
穴
や
破
れ
た
部
分
が
多
い
と
、（
そ

の
家
に
は
）
奇
怪
な
魔
物
が
凶
禍
を
ひ
き
起
こ
す
。
決
ま
っ
て
財
産
を
減
ら
す

原
因
に
な
る
。
補
修
す
る
な
ら
ば
、
貧
困
を
免
れ
る
。 

十
一
．
門
板
莫
令
多
柄
節
。
生
瘡
疔
不
歇
。
三
三
兩
兩
或
成
行
、
徒
配
出
軍
郎
。

（
訓
読
）
門
板
は
柄へ

い

節せ
つ

を
多
か
ら
し
む
る
莫な

か

れ
。
瘡そ

う

疔
ち
よ
う

を
生
じ
て
歇つ

き
ず
。
三さ

ん

三さ
ん

兩
り
よ
う

兩
り
よ
う

或あ
る

い
は
行こ

う

を
成な

さ

ば
、
徒
配
せ
ら
れ
て
軍ぐ

ん

郎ろ
う

を
出
だ
す
。 

（
通
釈
）
門
の
板
は
多
く
の
模
様
や
木
の
節
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。（
そ
ん
な
材
を
用
い
る
と
、
そ
の
家
人
に
）
は
れ
も
の
が
生
じ
て

治
ら
な
い
。（
門
の
板
に
）
二
つ
三
つ
（
節
な
ど
が
）
並
ん
で
い
る
と
、
徒
役
徴
用

さ
れ
、
軍
人
を
輩
出
す
る
こ
と
に
な
る
。 
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門
戸
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、
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禍
事
交
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家
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遭
非
禍
、
瘟
㾮
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不
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読
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の
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ん
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、
灾さ

い

禍か
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て

事
は
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家
は
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を
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、
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に
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て
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れ
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よ
う
な
こ
と
が
お
こ
り
、
非
業
の
災
禍
を
招
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、
は

や
り
や
ま
い
は
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ま
っ
て
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ら
な
い
。 

九
．（
原
文
）
二
家
不
可
門
相
對
、
必
主
一
家
退
。
開
門
不
得
両
相
衝
、
必
有
一
家

凶
。
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読
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二
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は
門
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い
對
す
べ
か
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ず
、
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。
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。
（
そ
れ
だ
と
）
か
な
ら
ず
ど
ち
ら
か
一
軒
に
凶
災
が
あ
る
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に
穴
や
破
れ
た
部
分
が
多
い
と
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）
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凶
禍
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き
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こ
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。
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財
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す
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修
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る
な
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、
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免
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行
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つ
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し
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る
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か

れ
。
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う
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ち
よ
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を
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。
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は
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を
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を
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（
通
釈
）
門
の
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は
多
く
の
模
様
や
木
の
節
が
あ
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て

は
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ら
な
い
。（
そ
ん
な
材
を
用
い
る
と
、
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の
家
人
に
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の
が
生
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治
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。（
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の
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）
二
つ
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節
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）
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ん
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い
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と
、
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用
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、
軍
人
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す
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な
る
。 
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十
二
．（
原
文
）
一
家
不
可
開
二
門
、
父
子
没
慈
恩
。
必
招
進
舍
嗔
門
客
。

時
師
須
會
識
。

（
訓
読
）
一
家
は
二
門
を
開
く
べ
か
ら
ず
。
父ふ

子し

は
慈じ

恩お
ん

を
没う

し
な

う
。
必
ず
進
舍
を
招
き
、
門
客
を
嗔い

か

ら
す
。

時
師
は
須
ら
く
會
識
す
べ
し
。

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
家
に
ふ
た
つ
の
門
を
開
け
て
は
な
ら
な
い
、（
そ
う
す
る
と
、

そ
の
家
で
は
）
父
と
子
の
間
に
慈
愛
や
恩
義
の
念
が
な
く
な
る
。
か
な
ら
ず
出
処

進
退
を
せ
ま
ら
れ
、
門
に
や
っ
て
来
た
客
を
怒
ら
せ
る
。
占
い
師
は
そ
れ
を
心
得

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

十
三
．（
原
文
）
一
家
若
作
兩
門
、
出
鰥
寡
多
寃
屈
。
不
論
家
中
正
、
主
人
大

小
自
相
凌
。

（
訓
読
）一
家
若も

し
兩
門
を
作
ら
ば
、鰥か

ん

寡か

を
出
だ
し
、

寃え
ん

屈く
つ

多
し
。
家
の
正
中
を
論
ぜ
ず
、
人　

大
小
自
ら
相

い
凌し
の

ぐ
を
主つ

か
さ
ど
る
。

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
家
に
、
も
し
ふ
た
つ
の
門
を
作
る
と
、（
そ
の
家
は
）
鰥や
も

男お

や

寡や
も
め婦
を
出
し
、
無
実
の
罪
に
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
家
で
は
な
に
が
正
し
い
か
論

じ
る
こ
と
が
な
く
、
家
人
は
老
い
も
若
き
も
相
手
に
勝
つ
こ
と
だ
け
を
考
え
る
原

因
に
な
る
。

十
四
．（
原
文
）
人
家
天
井
置
欄
干
、
心
痛
藥
醫
難
。
更
招
眼
障
暗
昏
蒙
。

雕
花
極
是
凶
。

（
訓
読
）
人
家
の
天て
ん

井せ
ん

に
欄ら

ん

干か
ん

を
置
か
ば
、
心
痛
あ

り
て
藥
も
て
醫い
や

し
難か

た

し
。
更
に
眼が

ん

障し
よ
うを

招
き
、
暗
く
昏こ

ん

蒙も
う

た
り
。
花
を
雕ほ

れ

ば
極
め
て
是
れ
凶
な
り
。

（
通
釈
）
人
家
の
庭
に
欄
干
（
手
す
り
の
あ
る
囲
い
）
を
設
置
す
る
と
、（
そ
の

家
の
人
は
）
心
痛
が
お
こ
り
薬
で
も
治
す
こ
と
が
難
し
い
。
さ
ら
に
眼
の
障
害
を

招
き
、
失
明
し
て
し
ま
う
。
欄
干
に
花
を
彫
刻
す
る
こ
と
は
極
め
て
凶
で
あ
る
。

十
五
．（
原
文
）
廰
屋
兩
頭
有
屋
横
、
吹
禍
起
紛
紛
。
便
言
名
曰
擡
（
招
）

喪
山
。
人
口
不
平
安
。

（
訓
読
）
廰
ち
よ
う

屋お
く　

兩
頭
に
屋お

く

横お
う

有
れ
ば
、
吹す

い

禍か

起
こ

る
こ
と
紛ふ
ん

紛ぷ
ん

た
り
。
便べ

ん

言げ
ん

名
づ
け
て
招

し
よ
う

喪そ
う

山ざ
ん

と
い
う
。

人
口
平
穏
な
ら
ず
。

（
通
釈
）（
家
に
）
庁
堂
（
客
間
）
が
あ
っ
て
（
他
家
の
）
左
右
両
方
の
屋
根
が

横
か
ら（
向
っ
て
き
て
冲
す
る
）と
、（
そ
の
家
で
は
）災
禍
が
さ
か
ん
に
お
こ
る
。（
こ

の
こ
と
を
）う
ま
く
名
づ
け
て
、「
招
喪
山（
死
を
招
く
山
）」と
い
う
。（
そ
の
家
の
）

人
々
は
平
穏
に
過
ご
せ
な
い
。
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十
二
．（
原
文
）
一
家
不
可
開
二
門
、
父
子
没
慈
恩
。
必
招
進
舍
嗔
門
客
。
時
師
須

會
識
。

（
訓
読
）
一
家
は
二
門
を
開
く
べ
か
ら
ず
。
父ふ

子し

は
慈じ

恩お
ん

を

没
う
し
な

う
。
必
ず
進
舍
を
招
き
、
門
客
を
嗔い

か

ら
す
。
時
師
は
須

ら
く
會
識
す
べ
し
。

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
家
で
ふ
た
つ
の
門
を
開
け
て
は
な
ら
な
い
、
（
そ
の
家
で
は
）

父
と
子
の
間
に
慈
愛
や
恩
義
の
念
が
な
く
な
る
。
か
な
ら
ず
出
処
進
退
を
せ
ま
ら

れ
、
門
に
や
っ
て
来
た
客
を
怒
ら
せ
る
。
占
い
師
は
そ
れ
を
心
得
て
お
く
必
要
が

あ
る
。 

 

十
三
．（
原
文
）
一
家
若
作
兩
門
、
出
鰥
寡
多
寃
屈
。
不
論
家
中
正
、
主
人
大
小
自

相
凌
。

（
訓
読
）
一
家
若も

し
兩
門
を
作
ら
ば
、
鰥か

ん

寡か

を
出
だ
し
、
寃え

ん

屈く
つ

多
し
。
家
の
中
正
を
論
ぜ
ず
、
人

大
小
自
ら
相
い
凌し

の

ぐ

を
主

つ
か
さ

ど
る
。

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
家
で
、
も
し
ふ
た
つ
の
門
を
作
る
と
、（
そ
の
家
は
）
鰥や

も

男お

や

寡
婦

や

も

め

を
出
し
、
無
実
の
罪
に
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
家
で
は
な
に
が
正
し
い
か
論

じ
る
こ
と
が
な
く
、
家
人
は
老
い
も
若
き
も
相
手
に
勝
つ
こ
と
だ
け
を
考
え
る
原

因
に
な
る
。 

十
四
．（
原
文
）
人
家
天
井
置
欄
干
、
心
痛
藥
醫
難
。
更
招
眼
障
暗
昏
蒙
。
雕
花
極

是
凶
。

（
訓
読
）
人
家
の
天て

ん

井せ
ん

に
欄ら

ん

干か
ん

を
置
か
ば
、
心
痛
あ
り

て
藥
も
て
醫い

や

し
難か

た

し
。
更
に
眼が

ん

障
し
よ
う

を
招
き
、
暗
く
昏こ

ん

蒙も
う

た
り
。
花
を
雕ほ

れ

ば
極
め
て
是
れ
凶
な
り
。

（
通
釈
）
人
家
の
庭
に
欄
干
（
手
す
り
の
あ
る
囲
い
）
を
設
置
す
る
と
、（
そ
の

家
の
人
は
）
心
痛
が
お
こ
り
薬
で
も
治
す
こ
と
が
難
し
い
。
さ
ら
に
眼
の
障
害
を

招
き
、
失
明
し
て
し
ま
う
。
欄
干
に
花
を
彫
刻
す
る
こ
と
は
極
め
て
凶
で
あ
る
。

十
五
．（
原
文
）
廰
屋
兩
頭
有
屋
横
、
吹
禍
起
紛
紛
。
便
言
名
曰
、
擡
（
招
）
喪
山
、

人
口
不
平
安
。

（
訓
読
）
廰

ち
よ
う

屋お
く

兩
頭
屋お

く

横お
う

有
れ
ば
、
吹す

い

禍か

起
こ
る
こ

と
紛ふ

ん

紛ぷ
ん

た
り
。
便べ

ん

言げ
ん

名
づ
け
て
招

し
よ
う

喪そ
う

山ざ
ん

と
い
う
。
人
口

平
穏
な
ら
ず
。

（
通
釈
）
庁
堂
（
客
間
）
が
あ
っ
て
（
他

家
の
）
左
右
両
方
の
屋
根
が
横
か
ら
（
向
っ
て
き
て
冲
す
る
）
と
、（
そ
の
家
で
は
）

災
禍
が
さ
か
ん
に
お
こ
る
。
（
こ
の
こ
と
を
）
う
ま
く
名
づ
け
て
、
「
招
喪
山
（
死

を
招
く
山
）
」
と
い
う
。
（
そ
の
家
の
）
人
々
は
平
穏
に
過
ご
せ
な
い
。
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十
二
．（
原
文
）
一
家
不
可
開
二
門
、
父
子
没
慈
恩
。
必
招
進
舍
嗔
門
客
。
時
師
須

會
識
。

（
訓
読
）
一
家
は
二
門
を
開
く
べ
か
ら
ず
。
父ふ

子し

は
慈じ

恩お
ん

を

没
う
し
な

う
。
必
ず
進
舍
を
招
き
、
門
客
を
嗔い

か

ら
す
。
時
師
は
須

ら
く
會
識
す
べ
し
。

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
家
で
ふ
た
つ
の
門
を
開
け
て
は
な
ら
な
い
、
（
そ
の
家
で
は
）

父
と
子
の
間
に
慈
愛
や
恩
義
の
念
が
な
く
な
る
。
か
な
ら
ず
出
処
進
退
を
せ
ま
ら

れ
、
門
に
や
っ
て
来
た
客
を
怒
ら
せ
る
。
占
い
師
は
そ
れ
を
心
得
て
お
く
必
要
が

あ
る
。 

 

十
三
．（
原
文
）
一
家
若
作
兩
門
、
出
鰥
寡
多
寃
屈
。
不
論
家
中
正
、
主
人
大
小
自

相
凌
。

（
訓
読
）
一
家
若も

し
兩
門
を
作
ら
ば
、
鰥か

ん

寡か

を
出
だ
し
、
寃え

ん

屈く
つ

多
し
。
家
の
中
正
を
論
ぜ
ず
、
人

大
小
自
ら
相
い
凌し

の

ぐ

を
主

つ
か
さ

ど
る
。

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
家
で
、
も
し
ふ
た
つ
の
門
を
作
る
と
、（
そ
の
家
は
）
鰥や

も

男お

や

寡
婦

や

も

め

を
出
し
、
無
実
の
罪
に
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
家
で
は
な
に
が
正
し
い
か
論

じ
る
こ
と
が
な
く
、
家
人
は
老
い
も
若
き
も
相
手
に
勝
つ
こ
と
だ
け
を
考
え
る
原

因
に
な
る
。 

十
四
．（
原
文
）
人
家
天
井
置
欄
干
、
心
痛
藥
醫
難
。
更
招
眼
障
暗
昏
蒙
。
雕
花
極

是
凶
。

（
訓
読
）
人
家
の
天て

ん

井せ
ん

に
欄ら

ん

干か
ん

を
置
か
ば
、
心
痛
あ
り

て
藥
も
て
醫い

や

し
難か

た

し
。
更
に
眼が

ん

障
し
よ
う

を
招
き
、
暗
く
昏こ

ん

蒙も
う

た
り
。
花
を
雕ほ

れ

ば
極
め
て
是
れ
凶
な
り
。

（
通
釈
）
人
家
の
庭
に
欄
干
（
手
す
り
の
あ
る
囲
い
）
を
設
置
す
る
と
、（
そ
の

家
の
人
は
）
心
痛
が
お
こ
り
薬
で
も
治
す
こ
と
が
難
し
い
。
さ
ら
に
眼
の
障
害
を

招
き
、
失
明
し
て
し
ま
う
。
欄
干
に
花
を
彫
刻
す
る
こ
と
は
極
め
て
凶
で
あ
る
。

十
五
．（
原
文
）
廰
屋
兩
頭
有
屋
横
、
吹
禍
起
紛
紛
。
便
言
名
曰
、
擡
（
招
）
喪
山
、

人
口
不
平
安
。

（
訓
読
）
廰

ち
よ
う

屋お
く

兩
頭
屋お

く

横お
う

有
れ
ば
、
吹す

い

禍か

起
こ
る
こ

と
紛ふ

ん

紛ぷ
ん

た
り
。
便べ

ん

言げ
ん

名
づ
け
て
招

し
よ
う

喪そ
う

山ざ
ん

と
い
う
。
人
口

平
穏
な
ら
ず
。

（
通
釈
）
庁
堂
（
客
間
）
が
あ
っ
て
（
他

家
の
）
左
右
両
方
の
屋
根
が
横
か
ら
（
向
っ
て
き
て
冲
す
る
）
と
、（
そ
の
家
で
は
）

災
禍
が
さ
か
ん
に
お
こ
る
。
（
こ
の
こ
と
を
）
う
ま
く
名
づ
け
て
、
「
招
喪
山
（
死

を
招
く
山
）
」
と
い
う
。
（
そ
の
家
の
）
人
々
は
平
穏
に
過
ご
せ
な
い
。
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十
二
．（
原
文
）
一
家
不
可
開
二
門
、
父
子
没
慈
恩
。
必
招
進
舍
嗔
門
客
。
時
師
須

會
識
。

（
訓
読
）
一
家
は
二
門
を
開
く
べ
か
ら
ず
。
父ふ

子し

は
慈じ

恩お
ん

を

没
う
し
な

う
。
必
ず
進
舍
を
招
き
、
門
客
を
嗔い

か

ら
す
。
時
師
は
須

ら
く
會
識
す
べ
し
。

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
家
で
ふ
た
つ
の
門
を
開
け
て
は
な
ら
な
い
、
（
そ
の
家
で
は
）

父
と
子
の
間
に
慈
愛
や
恩
義
の
念
が
な
く
な
る
。
か
な
ら
ず
出
処
進
退
を
せ
ま
ら

れ
、
門
に
や
っ
て
来
た
客
を
怒
ら
せ
る
。
占
い
師
は
そ
れ
を
心
得
て
お
く
必
要
が

あ
る
。 

 

十
三
．（
原
文
）
一
家
若
作
兩
門
、
出
鰥
寡
多
寃
屈
。
不
論
家
中
正
、
主
人
大
小
自

相
凌
。

（
訓
読
）
一
家
若も

し
兩
門
を
作
ら
ば
、
鰥か

ん

寡か

を
出
だ
し
、
寃え

ん

屈く
つ

多
し
。
家
の
中
正
を
論
ぜ
ず
、
人

大
小
自
ら
相
い
凌し

の

ぐ

を
主

つ
か
さ

ど
る
。

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
家
で
、
も
し
ふ
た
つ
の
門
を
作
る
と
、（
そ
の
家
は
）
鰥や

も

男お

や

寡
婦

や

も

め

を
出
し
、
無
実
の
罪
に
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
家
で
は
な
に
が
正
し
い
か
論

じ
る
こ
と
が
な
く
、
家
人
は
老
い
も
若
き
も
相
手
に
勝
つ
こ
と
だ
け
を
考
え
る
原

因
に
な
る
。 

十
四
．（
原
文
）
人
家
天
井
置
欄
干
、
心
痛
藥
醫
難
。
更
招
眼
障
暗
昏
蒙
。
雕
花
極

是
凶
。

（
訓
読
）
人
家
の
天て

ん

井せ
ん

に
欄ら

ん

干か
ん

を
置
か
ば
、
心
痛
あ
り

て
藥
も
て
醫い

や

し
難か

た

し
。
更
に
眼が

ん

障
し
よ
う

を
招
き
、
暗
く
昏こ

ん

蒙も
う

た
り
。
花
を
雕ほ

れ

ば
極
め
て
是
れ
凶
な
り
。

（
通
釈
）
人
家
の
庭
に
欄
干
（
手
す
り
の
あ
る
囲
い
）
を
設
置
す
る
と
、（
そ
の

家
の
人
は
）
心
痛
が
お
こ
り
薬
で
も
治
す
こ
と
が
難
し
い
。
さ
ら
に
眼
の
障
害
を

招
き
、
失
明
し
て
し
ま
う
。
欄
干
に
花
を
彫
刻
す
る
こ
と
は
極
め
て
凶
で
あ
る
。

十
五
．（
原
文
）
廰
屋
兩
頭
有
屋
横
、
吹
禍
起
紛
紛
。
便
言
名
曰
、
擡
（
招
）
喪
山
、

人
口
不
平
安
。

（
訓
読
）
廰

ち
よ
う

屋お
く

兩
頭
屋お

く

横お
う

有
れ
ば
、
吹す

い

禍か

起
こ
る
こ

と
紛ふ

ん

紛ぷ
ん

た
り
。
便べ

ん

言げ
ん

名
づ
け
て
招

し
よ
う

喪そ
う

山ざ
ん

と
い
う
。
人
口

平
穏
な
ら
ず
。

（
通
釈
）
庁
堂
（
客
間
）
が
あ
っ
て
（
他

家
の
）
左
右
両
方
の
屋
根
が
横
か
ら
（
向
っ
て
き
て
冲
す
る
）
と
、（
そ
の
家
で
は
）

災
禍
が
さ
か
ん
に
お
こ
る
。
（
こ
の
こ
と
を
）
う
ま
く
名
づ
け
て
、
「
招
喪
山
（
死

を
招
く
山
）
」
と
い
う
。
（
そ
の
家
の
）
人
々
は
平
穏
に
過
ご
せ
な
い
。
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十
二
．（
原
文
）
一
家
不
可
開
二
門
、
父
子
没
慈
恩
。
必
招
進
舍
嗔
門
客
。
時
師
須

會
識
。

（
訓
読
）
一
家
は
二
門
を
開
く
べ
か
ら
ず
。
父ふ

子し

は
慈じ

恩お
ん

を

没
う
し
な

う
。
必
ず
進
舍
を
招
き
、
門
客
を
嗔い

か

ら
す
。
時
師
は
須

ら
く
會
識
す
べ
し
。

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
家
で
ふ
た
つ
の
門
を
開
け
て
は
な
ら
な
い
、
（
そ
の
家
で
は
）

父
と
子
の
間
に
慈
愛
や
恩
義
の
念
が
な
く
な
る
。
か
な
ら
ず
出
処
進
退
を
せ
ま
ら

れ
、
門
に
や
っ
て
来
た
客
を
怒
ら
せ
る
。
占
い
師
は
そ
れ
を
心
得
て
お
く
必
要
が

あ
る
。 

 

十
三
．（
原
文
）
一
家
若
作
兩
門
、
出
鰥
寡
多
寃
屈
。
不
論
家
中
正
、
主
人
大
小
自

相
凌
。

（
訓
読
）
一
家
若も

し
兩
門
を
作
ら
ば
、
鰥か

ん

寡か

を
出
だ
し
、
寃え

ん

屈く
つ

多
し
。
家
の
中
正
を
論
ぜ
ず
、
人

大
小
自
ら
相
い
凌し

の

ぐ

を
主

つ
か
さ

ど
る
。

（
通
釈
）
ひ
と
つ
の
家
で
、
も
し
ふ
た
つ
の
門
を
作
る
と
、（
そ
の
家
は
）
鰥や

も

男お

や

寡
婦

や

も

め

を
出
し
、
無
実
の
罪
に
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
家
で
は
な
に
が
正
し
い
か
論

じ
る
こ
と
が
な
く
、
家
人
は
老
い
も
若
き
も
相
手
に
勝
つ
こ
と
だ
け
を
考
え
る
原

因
に
な
る
。 

十
四
．（
原
文
）
人
家
天
井
置
欄
干
、
心
痛
藥
醫
難
。
更
招
眼
障
暗
昏
蒙
。
雕
花
極

是
凶
。

（
訓
読
）
人
家
の
天て

ん

井せ
ん

に
欄ら

ん

干か
ん

を
置
か
ば
、
心
痛
あ
り

て
藥
も
て
醫い

や

し
難か

た

し
。
更
に
眼が

ん

障
し
よ
う

を
招
き
、
暗
く
昏こ

ん

蒙も
う

た
り
。
花
を
雕ほ

れ

ば
極
め
て
是
れ
凶
な
り
。

（
通
釈
）
人
家
の
庭
に
欄
干
（
手
す
り
の
あ
る
囲
い
）
を
設
置
す
る
と
、（
そ
の

家
の
人
は
）
心
痛
が
お
こ
り
薬
で
も
治
す
こ
と
が
難
し
い
。
さ
ら
に
眼
の
障
害
を

招
き
、
失
明
し
て
し
ま
う
。
欄
干
に
花
を
彫
刻
す
る
こ
と
は
極
め
て
凶
で
あ
る
。

十
五
．（
原
文
）
廰
屋
兩
頭
有
屋
横
、
吹
禍
起
紛
紛
。
便
言
名
曰
、
擡
（
招
）
喪
山
、

人
口
不
平
安
。

（
訓
読
）
廰

ち
よ
う

屋お
く

兩
頭
屋お

く

横お
う

有
れ
ば
、
吹す

い

禍か

起
こ
る
こ

と
紛ふ

ん

紛ぷ
ん

た
り
。
便べ

ん

言げ
ん

名
づ
け
て
招

し
よ
う

喪そ
う

山ざ
ん

と
い
う
。
人
口

平
穏
な
ら
ず
。

（
通
釈
）
庁
堂
（
客
間
）
が
あ
っ
て
（
他

家
の
）
左
右
両
方
の
屋
根
が
横
か
ら
（
向
っ
て
き
て
冲
す
る
）
と
、（
そ
の
家
で
は
）

災
禍
が
さ
か
ん
に
お
こ
る
。
（
こ
の
こ
と
を
）
う
ま
く
名
づ
け
て
、
「
招
喪
山
（
死

を
招
く
山
）
」
と
い
う
。
（
そ
の
家
の
）
人
々
は
平
穏
に
過
ご
せ
な
い
。
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十
六
．（
原
文
）
當
廰
若
作
穿
心
梁
、
其
家
定
不
祥
。
便
言
名
曰
停
喪
山
、

哭
泣
不
曾
閑
。

（
訓
読
）
廰ち
よ
う
に
當あ

た

り
て
若も

し
穿せ

ん

心し
ん

梁り
よ
うを
作
ら
ば
、
其

の
家　

定
め
て
祥し

よ
う
な
ら
ず
。
便べ

ん

言げ
ん

名
づ
け
て
停て

い

喪そ
う

山ざ
ん

と

曰
う
。
哭こ
く

泣き
ゆ
う

曾か
つ

て
閑し

ず

か
な
ら
ず
。

（
通
釈
）（
家
の
）
庁
堂
（
客
間
）
の
前
（
の
門
）
に
、
も
し
穴
あ
き
の
梁
を

造
作
す
る
と
、そ
の
家
は
き
ま
っ
て
不
祥
で
あ
る
。（
こ
れ
を
）
う
ま
く
名
づ
け
て
、

「
停
喪
山
（
死
を
停
め
る
山
）」
と
い
う
。（
家
人
の
）
哭
泣
す
る
声
が
途
絶
え

る
こ
と
は
な
い
。

十
七
．（
原
文
）
門
外
置
欄
干
、名
曰
紙
錢
山
。
家
必
多
喪
禍
、
恓
惶
實
可
憐
。

（
訓
読
）
門
外
に
欄
干
を
置
か
ば
、
名
づ
け
て
紙し

錢せ
ん

山さ
ん

と
曰い

う
。
家
は
必
ず
喪そ

う

禍か

多
く
、
恓さ

い
こ
う惶

な
る
は
實じ

つ

に

憐あ
わ

れ
む
可
し
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
の
外
側
に
欄
干
（
手
す
り
の
つ

い
た
囲
い
）
を
設
置
す
る
と
、（
そ
れ
を
）
名
づ
け
て
「
紙
銭
山
」
と
い
う
。（
そ

の
）
家
で
は
必
ず
多
く
死
を
招
く
災
禍
が
お
こ
り
、
わ
ず
ら
い
や
悩
み
ご
と
に
さ

ら
さ
れ
て
、
実
に
憐
れ
で
あ
る
。

十
八
．（
原
文
）
人
家
相
對
倉
門
開
、
定
斷
有
凶
灾
。
風
疾
時
上
（
時
）
不

可
醫
。
世
上
少
人
知
。

（
訓
読
）
人
家　

相
對
し
て
倉
門
開
か
ば
、
定て

い

斷だ
ん

し

て
凶
き
よ
う

灾さ
い

有
り
。
風ふ

う

疾し
つ

時じ

じ時　

醫い
や

す
べ
か
ら
ず
。
世
上　

人
の
知
る
こ
と
少
な
し
。

（
通
釈
）
人
家
（
の
門
）に
向
き
合
っ
て
倉
の
門
が
開
い
て
い
る
と
、（
そ
の
家
で
は
）

決
ま
っ
て
必
ず
凶
災
が
あ
る
。伝
染
病
が
絶
え
ず
お
こ
っ
て
治
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
こ
の
こ
と
を
）
世
の
な
か
で
知
る
人
は
少
な
い
。

十
九
．（
原
文
）
西
廊
壁
枋
不
相
接
、
必
主
相
離
別
。
更
出
人
⃞
（
心
）
不

伶
俐
。
疾
病
誰
醫
治
。

（
訓
読
）
西せ
い

廊ろ
う

の
壁へ

き

枋へ
い　

相
い
接
せ
ざ
れ
ば
、
必
ず
相

い
離
別
す
る
を
主つ
か
さ

ど
る
。
更
に
人じ

ん

心し
ん　

伶れ
い

俐り

な
ら
ざ
る

を
出い
だ

す
。
疾
病
誰
か
醫い

治じ

せ
ん
。

（
註
）
底
本
、
校
勘
本
共
「
西
廊
」
に
作
る
。
図
を
み
れ
ば
、
あ
る
い
は
「
兩

廊
」
か
。

（
通
釈
）（
家
の
東
）
西
の
回
廊
の
壁
枋
（
横
架
材)

が
（
門
に
）
接
続
し
て
い

な
い
と
、必
ず
（
そ
の
家
の
人
が
）
離
別
す
る
原
因
と
な
る
。
さ
ら
に
（
そ
の
家
は
）

心
が
賢
明
で
な
い
人
を
輩
出
す
る
。
病
気
に
な
っ
て
も
誰
も
治
せ
な
い
。

 30 

十
六
．（
原
文
）
當
廰
若
作
穿
心
梁
、
其
家
定
不
祥
。
便
言
名
曰
停
喪
山
、
哭
泣
不

曾
閑
。

（
訓
読
）
廰

ち
よ
う

に
當あ

た

り
て
若も

し
穿せ

ん

心し
ん

梁
り
よ
う

を
作
ら
ば
、
其
の

家
定
め
て
祥

し
よ
う

な
ら
ず
。
便べ

ん

言げ
ん

名
づ
け
て
停て

い

喪そ
う

山ざ
ん

と
曰
う
。

哭こ
く

泣
き
ゆ
う

曾か
つ

て
閑し

ず

か
な
ら
ず
。

（
通
釈
）
庁
堂
（
客
間
）
の
前
（
の
門
）
に
、
も
し
穴
あ
き
の
梁
を
造
作
す
る
と
、

そ
の
家
は
き
ま
っ
て
不
祥
で
あ
る
。（
こ
れ
を
）
う
ま
く
名
づ
け
て
、「
停
喪
山
（
死

を
停
め
る
山
）
」
と
い
う
。
（
家
人
の
）
哭
泣
す
る
声
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。

十
七
．（
原
文
）
門
外
置
欄
干
、
名
曰
紙
錢
山
。
家
必
多
喪
禍
、
恓
惶
實
可
憐
。

（
訓
読
）
門
外
に
欄
干
を
置
か
ば
、
名
づ
け
て
紙し

錢せ
ん

山さ
ん

と

曰い

う
。
家
は
必
ず
喪そ

う

禍か

多
く
、
恓
惶

さ
い
こ
う

な
る
は
實じ

つ

に
憐あ

わ

れ
む

可
し
。

（
通
釈
）
門
の
外
側
に
欄
干
（
手
す
り
の
つ
い
た
囲
い
）

を
設
置
す
る
と
、
（
そ
れ
を
）
名
づ
け
て
「
紙
銭
山
」
と
い
う
。
（
そ
の
）
家
で
は

必
ず
多
く
死
を
招
く
災
禍
が
お
こ
り
、
わ
ず
ら
い
や
悩
み
ご
と
に
さ
ら
さ
れ
て
、

実
に
憐
れ
で
あ
る
。 

十
八
．（
原
文
）
人
家
相
對
倉
門
開
、
定
斷
有
凶
灾
。
風
疾
時
時
不
可
醫
。
世
上
少

人
知
。

（
訓
読
）
人
家

相
對
し
て
倉
門
開
か
ば
、
定て

い

斷だ
ん

し
て

凶
き
よ
う

灾さ
い

有
り
。
風ふ

う

疾し
つ

時
時
と
し
て
醫い

や

す
べ
か
ら
ず
。
世
上

人
の
知
る
こ
と
少
な
し
。 

（
通
釈
）
人
家
（
の
門
）
に
向
き
合
っ
て
倉
の
門
が
開
い
て
い
る
と
、（
そ
の
家
で

は
）
決
ま
っ
て
必
ず
凶
災
が
あ
る
。
伝
染
病
が
絶
え
ず
お
こ
っ
て
治
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
（
こ
の
こ
と
を
）
世
の
な
か
で
知
る
人
は
少
な
い
。 

十
九
．（
原
文
）
西
廊
壁
枋
不
相
接
、
必
主
相
離
別
。
更
出
人
心
不
伶
俐
。
疾
病
誰

醫
治
。

（
訓
読
）
西せ

い

廊ろ
う

の
壁へ

き

枋へ
い

相
い
接
せ
ざ
れ
ば
、
必
ず
相

い
離
別
す
る
を
主

つ
か
さ

ど
る
。
更
に
人じ

ん

心し
ん

伶れ
い

俐り

な
ら
ざ
る

を
出い

だ

す
。
疾
病
誰
か
醫い

治じ

せ
ん
。

（
註
）
底
本
、
校
勘
本
共
「
西
廊
」
に
作
る
、
図
で
は
「
兩
廊
」
の
可
能
性
が
有

（
通
釈
）
西
回
廊
の
壁
枋
（
横
架
材)

が
（
門
に
）
接
続
し
て
い
な
い
と
、
必
ず
（
そ

の
家
の
人
が
）
離
別
す
る
原
因
と
な
る
。
さ
ら
に
（
そ
の
家
は
）
心
が
賢
明
で
な

い
人
を
輩
出
す
る
。
病
気
に
な
っ
て
も
誰
も
治
せ
な
い
。 

 30 

十
六
．（
原
文
）
當
廰
若
作
穿
心
梁
、
其
家
定
不
祥
。
便
言
名
曰
停
喪
山
、
哭
泣
不

曾
閑
。

（
訓
読
）
廰

ち
よ
う

に
當あ

た

り
て
若も

し
穿せ

ん

心し
ん

梁
り
よ
う

を
作
ら
ば
、
其
の

家
定
め
て
祥

し
よ
う

な
ら
ず
。
便べ

ん

言げ
ん

名
づ
け
て
停て

い

喪そ
う

山ざ
ん

と
曰
う
。

哭こ
く

泣
き
ゆ
う

曾か
つ

て
閑し

ず

か
な
ら
ず
。

（
通
釈
）
庁
堂
（
客
間
）
の
前
（
の
門
）
に
、
も
し
穴
あ
き
の
梁
を
造
作
す
る
と
、

そ
の
家
は
き
ま
っ
て
不
祥
で
あ
る
。（
こ
れ
を
）
う
ま
く
名
づ
け
て
、「
停
喪
山
（
死

を
停
め
る
山
）
」
と
い
う
。
（
家
人
の
）
哭
泣
す
る
声
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。

十
七
．（
原
文
）
門
外
置
欄
干
、
名
曰
紙
錢
山
。
家
必
多
喪
禍
、
恓
惶
實
可
憐
。

（
訓
読
）
門
外
に
欄
干
を
置
か
ば
、
名
づ
け
て
紙し

錢せ
ん

山さ
ん

と

曰い

う
。
家
は
必
ず
喪そ

う

禍か

多
く
、
恓
惶

さ
い
こ
う

な
る
は
實じ

つ

に
憐あ

わ

れ
む

可
し
。

（
通
釈
）
門
の
外
側
に
欄
干
（
手
す
り
の
つ
い
た
囲
い
）

を
設
置
す
る
と
、
（
そ
れ
を
）
名
づ
け
て
「
紙
銭
山
」
と
い
う
。
（
そ
の
）
家
で
は

必
ず
多
く
死
を
招
く
災
禍
が
お
こ
り
、
わ
ず
ら
い
や
悩
み
ご
と
に
さ
ら
さ
れ
て
、

実
に
憐
れ
で
あ
る
。 

十
八
．（
原
文
）
人
家
相
對
倉
門
開
、
定
斷
有
凶
灾
。
風
疾
時
時
不
可
醫
。
世
上
少

人
知
。

（
訓
読
）
人
家

相
對
し
て
倉
門
開
か
ば
、
定て

い

斷だ
ん

し
て

凶
き
よ
う

灾さ
い

有
り
。
風ふ

う

疾し
つ

時
時
と
し
て
醫い

や

す
べ
か
ら
ず
。
世
上

人
の
知
る
こ
と
少
な
し
。 

（
通
釈
）
人
家
（
の
門
）
に
向
き
合
っ
て
倉
の
門
が
開
い
て
い
る
と
、（
そ
の
家
で

は
）
決
ま
っ
て
必
ず
凶
災
が
あ
る
。
伝
染
病
が
絶
え
ず
お
こ
っ
て
治
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
（
こ
の
こ
と
を
）
世
の
な
か
で
知
る
人
は
少
な
い
。 

十
九
．（
原
文
）
西
廊
壁
枋
不
相
接
、
必
主
相
離
別
。
更
出
人
心
不
伶
俐
。
疾
病
誰

醫
治
。

（
訓
読
）
西せ

い

廊ろ
う

の
壁へ

き

枋へ
い

相
い
接
せ
ざ
れ
ば
、
必
ず
相

い
離
別
す
る
を
主

つ
か
さ

ど
る
。
更
に
人じ

ん

心し
ん

伶れ
い

俐り

な
ら
ざ
る

を
出い

だ

す
。
疾
病
誰
か
醫い

治じ

せ
ん
。

（
註
）
底
本
、
校
勘
本
共
「
西
廊
」
に
作
る
、
図
で
は
「
兩
廊
」
の
可
能
性
が
有

（
通
釈
）
西
回
廊
の
壁
枋
（
横
架
材)

が
（
門
に
）
接
続
し
て
い
な
い
と
、
必
ず
（
そ

の
家
の
人
が
）
離
別
す
る
原
因
と
な
る
。
さ
ら
に
（
そ
の
家
は
）
心
が
賢
明
で
な

い
人
を
輩
出
す
る
。
病
気
に
な
っ
て
も
誰
も
治
せ
な
い
。 

 30 

十
六
．（
原
文
）
當
廰
若
作
穿
心
梁
、
其
家
定
不
祥
。
便
言
名
曰
停
喪
山
、
哭
泣
不

曾
閑
。

（
訓
読
）
廰

ち
よ
う

に
當あ

た

り
て
若も

し
穿せ

ん

心し
ん

梁
り
よ
う

を
作
ら
ば
、
其
の

家
定
め
て
祥

し
よ
う

な
ら
ず
。
便べ

ん

言げ
ん

名
づ
け
て
停て

い

喪そ
う

山ざ
ん

と
曰
う
。

哭こ
く

泣
き
ゆ
う

曾か
つ

て
閑し

ず

か
な
ら
ず
。

（
通
釈
）
庁
堂
（
客
間
）
の
前
（
の
門
）
に
、
も
し
穴
あ
き
の
梁
を
造
作
す
る
と
、

そ
の
家
は
き
ま
っ
て
不
祥
で
あ
る
。（
こ
れ
を
）
う
ま
く
名
づ
け
て
、「
停
喪
山
（
死

を
停
め
る
山
）
」
と
い
う
。
（
家
人
の
）
哭
泣
す
る
声
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。

十
七
．（
原
文
）
門
外
置
欄
干
、
名
曰
紙
錢
山
。
家
必
多
喪
禍
、
恓
惶
實
可
憐
。

（
訓
読
）
門
外
に
欄
干
を
置
か
ば
、
名
づ
け
て
紙し

錢せ
ん

山さ
ん

と

曰い

う
。
家
は
必
ず
喪そ

う

禍か

多
く
、
恓
惶

さ
い
こ
う

な
る
は
實じ

つ

に
憐あ

わ

れ
む

可
し
。

（
通
釈
）
門
の
外
側
に
欄
干
（
手
す
り
の
つ
い
た
囲
い
）

を
設
置
す
る
と
、
（
そ
れ
を
）
名
づ
け
て
「
紙
銭
山
」
と
い
う
。
（
そ
の
）
家
で
は

必
ず
多
く
死
を
招
く
災
禍
が
お
こ
り
、
わ
ず
ら
い
や
悩
み
ご
と
に
さ
ら
さ
れ
て
、

実
に
憐
れ
で
あ
る
。 

十
八
．（
原
文
）
人
家
相
對
倉
門
開
、
定
斷
有
凶
灾
。
風
疾
時
時
不
可
醫
。
世
上
少

人
知
。

（
訓
読
）
人
家

相
對
し
て
倉
門
開
か
ば
、
定て

い

斷だ
ん

し
て

凶
き
よ
う

灾さ
い

有
り
。
風ふ

う

疾し
つ

時
時
と
し
て
醫い

や

す
べ
か
ら
ず
。
世
上

人
の
知
る
こ
と
少
な
し
。 

（
通
釈
）
人
家
（
の
門
）
に
向
き
合
っ
て
倉
の
門
が
開
い
て
い
る
と
、（
そ
の
家
で

は
）
決
ま
っ
て
必
ず
凶
災
が
あ
る
。
伝
染
病
が
絶
え
ず
お
こ
っ
て
治
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
（
こ
の
こ
と
を
）
世
の
な
か
で
知
る
人
は
少
な
い
。 

十
九
．（
原
文
）
西
廊
壁
枋
不
相
接
、
必
主
相
離
別
。
更
出
人
心
不
伶
俐
。
疾
病
誰

醫
治
。

（
訓
読
）
西せ

い

廊ろ
う

の
壁へ

き

枋へ
い

相
い
接
せ
ざ
れ
ば
、
必
ず
相

い
離
別
す
る
を
主

つ
か
さ

ど
る
。
更
に
人じ

ん

心し
ん

伶れ
い

俐り

な
ら
ざ
る

を
出い

だ

す
。
疾
病
誰
か
醫い

治じ

せ
ん
。

（
註
）
底
本
、
校
勘
本
共
「
西
廊
」
に
作
る
、
図
で
は
「
兩
廊
」
の
可
能
性
が
有

（
通
釈
）
西
回
廊
の
壁
枋
（
横
架
材)

が
（
門
に
）
接
続
し
て
い
な
い
と
、
必
ず
（
そ

の
家
の
人
が
）
離
別
す
る
原
因
と
な
る
。
さ
ら
に
（
そ
の
家
は
）
心
が
賢
明
で
な

い
人
を
輩
出
す
る
。
病
気
に
な
っ
て
も
誰
も
治
せ
な
い
。 
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十
六
．（
原
文
）
當
廰
若
作
穿
心
梁
、
其
家
定
不
祥
。
便
言
名
曰
停
喪
山
、
哭
泣
不

曾
閑
。

（
訓
読
）
廰

ち
よ
う

に
當あ

た

り
て
若も

し
穿せ

ん

心し
ん

梁
り
よ
う

を
作
ら
ば
、
其
の

家
定
め
て
祥

し
よ
う

な
ら
ず
。
便べ

ん

言げ
ん

名
づ
け
て
停て

い

喪そ
う

山ざ
ん

と
曰
う
。

哭こ
く

泣
き
ゆ
う

曾か
つ

て
閑し

ず

か
な
ら
ず
。

（
通
釈
）
庁
堂
（
客
間
）
の
前
（
の
門
）
に
、
も
し
穴
あ
き
の
梁
を
造
作
す
る
と
、

そ
の
家
は
き
ま
っ
て
不
祥
で
あ
る
。（
こ
れ
を
）
う
ま
く
名
づ
け
て
、「
停
喪
山
（
死

を
停
め
る
山
）
」
と
い
う
。
（
家
人
の
）
哭
泣
す
る
声
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。

十
七
．（
原
文
）
門
外
置
欄
干
、
名
曰
紙
錢
山
。
家
必
多
喪
禍
、
恓
惶
實
可
憐
。

（
訓
読
）
門
外
に
欄
干
を
置
か
ば
、
名
づ
け
て
紙し

錢せ
ん

山さ
ん

と

曰い

う
。
家
は
必
ず
喪そ

う

禍か

多
く
、
恓
惶

さ
い
こ
う

な
る
は
實じ

つ

に
憐あ

わ

れ
む

可
し
。

（
通
釈
）
門
の
外
側
に
欄
干
（
手
す
り
の
つ
い
た
囲
い
）

を
設
置
す
る
と
、
（
そ
れ
を
）
名
づ
け
て
「
紙
銭
山
」
と
い
う
。
（
そ
の
）
家
で
は

必
ず
多
く
死
を
招
く
災
禍
が
お
こ
り
、
わ
ず
ら
い
や
悩
み
ご
と
に
さ
ら
さ
れ
て
、

実
に
憐
れ
で
あ
る
。 

十
八
．（
原
文
）
人
家
相
對
倉
門
開
、
定
斷
有
凶
灾
。
風
疾
時
時
不
可
醫
。
世
上
少

人
知
。

（
訓
読
）
人
家

相
對
し
て
倉
門
開
か
ば
、
定て

い

斷だ
ん

し
て

凶
き
よ
う

灾さ
い

有
り
。
風ふ

う

疾し
つ

時
時
と
し
て
醫い

や

す
べ
か
ら
ず
。
世
上

人
の
知
る
こ
と
少
な
し
。 

（
通
釈
）
人
家
（
の
門
）
に
向
き
合
っ
て
倉
の
門
が
開
い
て
い
る
と
、（
そ
の
家
で

は
）
決
ま
っ
て
必
ず
凶
災
が
あ
る
。
伝
染
病
が
絶
え
ず
お
こ
っ
て
治
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
（
こ
の
こ
と
を
）
世
の
な
か
で
知
る
人
は
少
な
い
。 

十
九
．（
原
文
）
西
廊
壁
枋
不
相
接
、
必
主
相
離
別
。
更
出
人
心
不
伶
俐
。
疾
病
誰

醫
治
。

（
訓
読
）
西せ

い

廊ろ
う

の
壁へ

き

枋へ
い

相
い
接
せ
ざ
れ
ば
、
必
ず
相

い
離
別
す
る
を
主

つ
か
さ

ど
る
。
更
に
人じ

ん

心し
ん

伶れ
い

俐り

な
ら
ざ
る

を
出い

だ

す
。
疾
病
誰
か
醫い

治じ

せ
ん
。

（
註
）
底
本
、
校
勘
本
共
「
西
廊
」
に
作
る
、
図
で
は
「
兩
廊
」
の
可
能
性
が
有

（
通
釈
）
西
回
廊
の
壁
枋
（
横
架
材)

が
（
門
に
）
接
続
し
て
い
な
い
と
、
必
ず
（
そ

の
家
の
人
が
）
離
別
す
る
原
因
と
な
る
。
さ
ら
に
（
そ
の
家
は
）
心
が
賢
明
で
な

い
人
を
輩
出
す
る
。
病
気
に
な
っ
て
も
誰
も
治
せ
な
い
。 
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二
十
．（
原
文
）
禾
倉
背
后
作
房
間
、
名
為
疾
病
出
（
山
）。
連
年
因
臥
不

離
床
。
癆
病
最
恓
煌
（
惶
）。

（
訓
読
）
禾か

倉そ
う

の
背は

い

后ご

に
房ぼ

う

間か
ん

を
作
る
、
名
づ
け
て
疾

病
山
と
為
す
。
連
年
因い
ん

臥が

（
茵
臥
）
し
て
床
を
離
れ
ず
。

癆ろ
う

病び
よ
う　

最
も
恓せ

い
こ
う惶
た
り
。

（
通
釈
）（
家
の
）禾い
ね

の
倉
庫
の
背
後
に
房
間（
寝
室
な
ど
）を
つ
く
る
、（
そ
れ
を
）

「
疾
病
山
」
と
名
づ
け
る
。（
そ
の
家
の
人
は
）
何
年
も
寝
込
ん
で
床
を
離
れ
る

こ
と
が
な
い
。
肺
病
に
な
り
、
こ
の
上
な
く
わ
ず
ら
い
悩
む
こ
と
に
な
る
。

二
十
一
．（
原
文
）
人
家
方
畔
有
禾
倉
、
定
有
寡
母
坐
中
堂
。
若
然
架
在
天

醫
位
、
却
宜
醫
術
正
相
當
。

（
訓
読
）
人
家
の
方ほ
う

畔は
ん

に
禾か

倉そ
う

有
ら
ば
、
定
め
て
寡か

母ぼ　

中
堂
に
坐ざ

す
る
有
り
。
若も

し
然し

か

ら
ば
架　

天て
ん

醫い

の
位
に

在
ら
ば
、
却か
え

っ
て
醫い

術じ
ゆ
つの

正ま
さ

に
相あ

い
當あ

た
る
に
宜よ

ろ

し
。

（
通
釈
）
人
家
の
傍
ら
の
並
び
に
禾い
ね

の
倉
庫
が
あ
る
と
、（
そ
の
家
で
は
）
決
ま
っ

て
未
亡
人
が
中
心
の
堂
に
坐
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
そ
う
な
る
と
、
架は
さ

（
稲
を
か

け
る
道
具
）
が
（
八
宅
法
で
い
う
）
天
医
の
方
位
に
あ
れ
ば
、
か
え
っ
て
医
術
に

ぴ
た
り
と
あ
っ
て
い
て
よ
ろ
し
い
。

二
十
二
．（
原
文
）
有
路
行
來
似
鉄
乂
、
父
南
子
北
不
寧
家
。
更
言
一
拙
誠

堪
拙
、
典
賣
田
園
難
免
他
（
也
）。

（
訓
読
）
路
有
り
、
行こ
う

來ら
い　

鉄て
つ

乂が
い

に
似
た
れ
ば
、
父

は
南
し
子
は
北
し
て
家
に
寧や
す

ん
ぜ
ず
。
更さ

ら

に
言げ

ん

は
一い

つ

に

拙せ
つ

誠せ
い

堪か
ん

拙せ
つ

に
し
て
、
田
園
を
典て

ん

賣ば
い

す
る
こ
と
免
れ
難
し
。

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
路
が
鉄
の
草
刈
り
鎌
の
よ
う
に
敷
設
し
て
あ
る
と
、（
そ

の
家
で
は
）
父
は
南
に
行
き
、
子
は
北
に
行
っ
て
、（
ば
ら
ば
ら
で
そ
の
）
家
に
落

ち
着
か
な
い
。
さ
ら
に
ま
こ
と
に
口
下
手
で
、
誠
意
は
あ
っ
て
も
は
な
は
だ
世
渡
り

が
へ
た
で
、
田
畑
を
売
る
こ
と
は
免
れ
が
た
い
。

二
十
三
．（
原
文
）
路
如
牛
尾
不
相
和
、
頭
尾
翻
舒
反
背
吟
、
父
子
相
離
真

未
免
。
女
（
婦
）
人
要
嫁
待
如
何
。

（
訓
読
）
路　

牛
尾
の
如
く
相
い
和
せ
ず
、
頭
尾　

翻ほ
ん

舒じ
よ

し
て
反は

ん

背は
い

し
て
吟
ず
れ
ば
、父
子
相
い
離
る
る
こ
と
、

真ま
こ
とに
未
だ
免
れ
ず
、
婦
人
の
嫁
に
要も

と

め
て
如い

何か
ん

を
待
つ
。

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
路
が
牛
の
尾
の
よ
う
に
（
く
る
っ
と
巻
い
て
）
頭
尾
が
ゆ

る
や
か
に
ひ
る
が
え
り
、
背
い
た
形
で
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
父
と
子
が
離
れ
ば

な
れ
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
妻
は
嫁
に
た
よ
っ
て
指
示
を
待
つ
よ
う
に
な
る
。
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二
十
．
（
原
文
）
禾
倉
背
后
作
房
間
、
名
為
疾
病
出
（
山
）
。
連
年
因
臥
不
離
床
。

癆
病
最
恓
惶
。

（
訓
読
）
禾か

倉そ
う

の
背は

い

后ご

に
房ぼ

う

間か
ん

を
作
ら
ば
、
名
づ
け
て
疾

病
山
と
為
す
。
連
年
因い

ん

臥が

し
て
床
を
離
れ
ず
。
癆ろ

う

病
び
よ
う

最

も
恓
惶

せ
い
こ
う

た
り
。 

（
通
釈
）
禾い

ね

の
倉
庫
の
背
後
に
房
間
（
寝
室
）
を
つ
く
る
と
、
（
そ
れ
を
）
「
疾
病

山
」
と
名
づ
け
る
。（
そ
の
家
人
は
）
何
年
も
寝
込
ん
で
床
を
離
れ
る
こ
と
が
な
い
。

肺
病
に
な
り
、
こ
の
上
な
く
わ
ず
ら
い
悩
む
こ
と
に
な
る
。 

二
十
一
．
（
原
文
）
人
家
方
畔
有
禾
倉
、
定
有
寡
母
坐
中
堂
。
若
然
架
在
天
醫
位
、

却
宜
醫
術
正
相
當
。 

（
訓
読
）
人
家
の
方ほ

う

畔は
ん

に
禾か

倉そ
う

有
ら
ば
、
定
め
て
寡か

母ぼ

中

堂
に
坐ざ

す
る
有
り
。
若も

し
然し

か

ら
ば
架

天て
ん

醫い

の
位
に
在
ら

ば
、
却か

え

っ
て
醫い

術
じ
ゆ
つ

の
正ま

さ

に
相あ

い
當あ

た
る
に
宜よ

ろ

し
。 

（
通
釈
）
人
家
の
傍
ら
の
並
び
に
禾い

ね

の
倉
庫
が
あ
る
と
、（
そ
の
家
で
は
）
決
ま
っ

て
未
亡
人
が
中
心
の
堂
に
坐
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
そ
う
な
る
と
、
架は

さ

（
稲
を
か

け
る
道
具
）
が
（
八
宅
法
で
い
う
）
天
医
の
方
位
に
あ
れ
ば
、
か
え
っ
て
医
術
に

ぴ
た
り
と
あ
っ
て
い
て
よ
ろ
し
い
。 

  

二
十
二
．
（
原
文
）
有
路
行
來
似
鉄
乂
、
父
南
子
北
不
寧
家
。
更
言
一
拙
誠
堪
拙
、

典
賣
田
園
難
免
他
（
也
）
。 

（
訓
読
）
路
有
り
、
行こ

う

來ら
い

鉄て
つ

乂が
い

に
似
た
れ
ば
、
父
は

南
し
子
は
北
し
て
家
に
寧や

す

ん
ぜ
ず
。
更さ

ら

に
言げ

ん

は
一い

つ

に
拙せ

つ

誠せ
い

堪か
ん

拙せ
つ

に
し
て
、
田
園
を
典て

ん

賣ば
い

し
て
免
れ
難
し
。 

（
通
釈
）
路
が
鉄
の
草
刈
り
鎌
の
よ
う
に
敷
設
し
て
あ
る
と
、
（
そ
の
家
で
は
）

父
は
南
に
行
き
、
子
は
北
に
行
っ
て
、（
ば
ら
ば
ら
で
そ
の
）
家
に
落
ち
着
か
な
い
。

さ
ら
に
ま
こ
と
に
口
下
手
で
、
誠
意
は
あ
っ
て
も
は
な
は
だ
世
渡
り
が
う
と
く
、

田
畑
を
売
る
こ
と
は
免
れ
が
た
い
。 

 

二
十
三
．（
原
文
）
路
如
牛
尾
不
相
和
、
頭
尾
翻
舒
反
背

吟
、
父
子
相
離
真
未
免
。
婦
人
要
嫁
待
如
何
。 

（
訓
読
）
路

牛
尾
の
如
く
相
い
和
せ
ず
、
頭
尾

翻ほ
ん

舒じ
よ

し
て
反は

ん

背は
い

し
て
吟
ず
れ
ば
、
父
子
相
い
離
る
る
こ
と
、

真
ま
こ
と

に
未
だ
免
れ
ず
、
婦
人
の
嫁
に
要も

と

め
て
如い

何か
ん

を
待
つ
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
路
が
牛
の
尾
の
よ
う
に
（
く
る
っ
と
巻
い
て
）
頭
尾
が
ゆ

る
や
か
に
ひ
る
が
え
り
、
背
い
た
形
で
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
父
と
子
が
離
れ
ば

な
れ
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
妻
は
嫁
に
た
よ
っ
て
指
示
を
待
つ
よ
う
に
な

る
。 
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二
十
．
（
原
文
）
禾
倉
背
后
作
房
間
、
名
為
疾
病
出
（
山
）
。
連
年
因
臥
不
離
床
。

癆
病
最
恓
惶
。

（
訓
読
）
禾か

倉そ
う

の
背は

い

后ご

に
房ぼ

う

間か
ん

を
作
ら
ば
、
名
づ
け
て
疾

病
山
と
為
す
。
連
年
因い

ん

臥が

し
て
床
を
離
れ
ず
。
癆ろ

う

病
び
よ
う

最

も
恓
惶

せ
い
こ
う

た
り
。 

（
通
釈
）
禾い

ね

の
倉
庫
の
背
後
に
房
間
（
寝
室
）
を
つ
く
る
と
、
（
そ
れ
を
）
「
疾
病

山
」
と
名
づ
け
る
。（
そ
の
家
人
は
）
何
年
も
寝
込
ん
で
床
を
離
れ
る
こ
と
が
な
い
。

肺
病
に
な
り
、
こ
の
上
な
く
わ
ず
ら
い
悩
む
こ
と
に
な
る
。 

二
十
一
．
（
原
文
）
人
家
方
畔
有
禾
倉
、
定
有
寡
母
坐
中
堂
。
若
然
架
在
天
醫
位
、

却
宜
醫
術
正
相
當
。 

（
訓
読
）
人
家
の
方ほ

う

畔は
ん

に
禾か

倉そ
う

有
ら
ば
、
定
め
て
寡か

母ぼ

中

堂
に
坐ざ

す
る
有
り
。
若も

し
然し

か

ら
ば
架

天て
ん

醫い

の
位
に
在
ら

ば
、
却か

え

っ
て
醫い

術
じ
ゆ
つ

の
正ま

さ

に
相あ

い
當あ

た
る
に
宜よ

ろ

し
。 

（
通
釈
）
人
家
の
傍
ら
の
並
び
に
禾い

ね

の
倉
庫
が
あ
る
と
、（
そ
の
家
で
は
）
決
ま
っ

て
未
亡
人
が
中
心
の
堂
に
坐
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
そ
う
な
る
と
、
架は

さ

（
稲
を
か

け
る
道
具
）
が
（
八
宅
法
で
い
う
）
天
医
の
方
位
に
あ
れ
ば
、
か
え
っ
て
医
術
に

ぴ
た
り
と
あ
っ
て
い
て
よ
ろ
し
い
。 

  

二
十
二
．
（
原
文
）
有
路
行
來
似
鉄
乂
、
父
南
子
北
不
寧
家
。
更
言
一
拙
誠
堪
拙
、

典
賣
田
園
難
免
他
（
也
）
。 

（
訓
読
）
路
有
り
、
行こ

う

來ら
い

鉄て
つ

乂が
い

に
似
た
れ
ば
、
父
は

南
し
子
は
北
し
て
家
に
寧や

す

ん
ぜ
ず
。
更さ

ら

に
言げ

ん

は
一い

つ

に
拙せ

つ

誠せ
い

堪か
ん

拙せ
つ

に
し
て
、
田
園
を
典て

ん

賣ば
い

し
て
免
れ
難
し
。 

（
通
釈
）
路
が
鉄
の
草
刈
り
鎌
の
よ
う
に
敷
設
し
て
あ
る
と
、
（
そ
の
家
で
は
）

父
は
南
に
行
き
、
子
は
北
に
行
っ
て
、（
ば
ら
ば
ら
で
そ
の
）
家
に
落
ち
着
か
な
い
。

さ
ら
に
ま
こ
と
に
口
下
手
で
、
誠
意
は
あ
っ
て
も
は
な
は
だ
世
渡
り
が
う
と
く
、

田
畑
を
売
る
こ
と
は
免
れ
が
た
い
。 

 

二
十
三
．（
原
文
）
路
如
牛
尾
不
相
和
、
頭
尾
翻
舒
反
背

吟
、
父
子
相
離
真
未
免
。
婦
人
要
嫁
待
如
何
。 

（
訓
読
）
路

牛
尾
の
如
く
相
い
和
せ
ず
、
頭
尾

翻ほ
ん

舒じ
よ

し
て
反は

ん

背は
い

し
て
吟
ず
れ
ば
、
父
子
相
い
離
る
る
こ
と
、

真
ま
こ
と

に
未
だ
免
れ
ず
、
婦
人
の
嫁
に
要も

と

め
て
如い

何か
ん

を
待
つ
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
路
が
牛
の
尾
の
よ
う
に
（
く
る
っ
と
巻
い
て
）
頭
尾
が
ゆ

る
や
か
に
ひ
る
が
え
り
、
背
い
た
形
で
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
父
と
子
が
離
れ
ば

な
れ
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
妻
は
嫁
に
た
よ
っ
て
指
示
を
待
つ
よ
う
に
な

る
。 
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二
十
．
（
原
文
）
禾
倉
背
后
作
房
間
、
名
為
疾
病
出
（
山
）
。
連
年
因
臥
不
離
床
。

癆
病
最
恓
惶
。

（
訓
読
）
禾か

倉そ
う

の
背は

い

后ご

に
房ぼ

う

間か
ん

を
作
ら
ば
、
名
づ
け
て
疾

病
山
と
為
す
。
連
年
因い

ん

臥が

し
て
床
を
離
れ
ず
。
癆ろ

う

病
び
よ
う

最

も
恓
惶

せ
い
こ
う

た
り
。 

（
通
釈
）
禾い

ね

の
倉
庫
の
背
後
に
房
間
（
寝
室
）
を
つ
く
る
と
、
（
そ
れ
を
）
「
疾
病

山
」
と
名
づ
け
る
。（
そ
の
家
人
は
）
何
年
も
寝
込
ん
で
床
を
離
れ
る
こ
と
が
な
い
。

肺
病
に
な
り
、
こ
の
上
な
く
わ
ず
ら
い
悩
む
こ
と
に
な
る
。 

二
十
一
．
（
原
文
）
人
家
方
畔
有
禾
倉
、
定
有
寡
母
坐
中
堂
。
若
然
架
在
天
醫
位
、

却
宜
醫
術
正
相
當
。 

（
訓
読
）
人
家
の
方ほ

う

畔は
ん

に
禾か

倉そ
う

有
ら
ば
、
定
め
て
寡か

母ぼ

中

堂
に
坐ざ

す
る
有
り
。
若も

し
然し

か

ら
ば
架

天て
ん

醫い

の
位
に
在
ら

ば
、
却か

え

っ
て
醫い

術
じ
ゆ
つ

の
正ま

さ

に
相あ

い
當あ

た
る
に
宜よ

ろ

し
。 

（
通
釈
）
人
家
の
傍
ら
の
並
び
に
禾い

ね

の
倉
庫
が
あ
る
と
、（
そ
の
家
で
は
）
決
ま
っ

て
未
亡
人
が
中
心
の
堂
に
坐
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
そ
う
な
る
と
、
架は

さ

（
稲
を
か

け
る
道
具
）
が
（
八
宅
法
で
い
う
）
天
医
の
方
位
に
あ
れ
ば
、
か
え
っ
て
医
術
に

ぴ
た
り
と
あ
っ
て
い
て
よ
ろ
し
い
。 

  

二
十
二
．
（
原
文
）
有
路
行
來
似
鉄
乂
、
父
南
子
北
不
寧
家
。
更
言
一
拙
誠
堪
拙
、

典
賣
田
園
難
免
他
（
也
）
。 

（
訓
読
）
路
有
り
、
行こ

う

來ら
い

鉄て
つ

乂が
い

に
似
た
れ
ば
、
父
は

南
し
子
は
北
し
て
家
に
寧や

す

ん
ぜ
ず
。
更さ

ら

に
言げ

ん

は
一い

つ

に
拙せ

つ

誠せ
い

堪か
ん

拙せ
つ

に
し
て
、
田
園
を
典て

ん

賣ば
い

し
て
免
れ
難
し
。 

（
通
釈
）
路
が
鉄
の
草
刈
り
鎌
の
よ
う
に
敷
設
し
て
あ
る
と
、
（
そ
の
家
で
は
）

父
は
南
に
行
き
、
子
は
北
に
行
っ
て
、（
ば
ら
ば
ら
で
そ
の
）
家
に
落
ち
着
か
な
い
。

さ
ら
に
ま
こ
と
に
口
下
手
で
、
誠
意
は
あ
っ
て
も
は
な
は
だ
世
渡
り
が
う
と
く
、

田
畑
を
売
る
こ
と
は
免
れ
が
た
い
。 

 

二
十
三
．（
原
文
）
路
如
牛
尾
不
相
和
、
頭
尾
翻
舒
反
背

吟
、
父
子
相
離
真
未
免
。
婦
人
要
嫁
待
如
何
。 

（
訓
読
）
路

牛
尾
の
如
く
相
い
和
せ
ず
、
頭
尾

翻ほ
ん

舒じ
よ

し
て
反は

ん

背は
い

し
て
吟
ず
れ
ば
、
父
子
相
い
離
る
る
こ
と
、

真
ま
こ
と

に
未
だ
免
れ
ず
、
婦
人
の
嫁
に
要も

と

め
て
如い

何か
ん

を
待
つ
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
路
が
牛
の
尾
の
よ
う
に
（
く
る
っ
と
巻
い
て
）
頭
尾
が
ゆ

る
や
か
に
ひ
る
が
え
り
、
背
い
た
形
で
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
父
と
子
が
離
れ
ば

な
れ
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
妻
は
嫁
に
た
よ
っ
て
指
示
を
待
つ
よ
う
に
な

る
。 
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二
十
．
（
原
文
）
禾
倉
背
后
作
房
間
、
名
為
疾
病
出
（
山
）
。
連
年
因
臥
不
離
床
。

癆
病
最
恓
惶
。

（
訓
読
）
禾か

倉そ
う

の
背は

い

后ご

に
房ぼ

う

間か
ん

を
作
ら
ば
、
名
づ
け
て
疾

病
山
と
為
す
。
連
年
因い

ん

臥が

し
て
床
を
離
れ
ず
。
癆ろ

う

病
び
よ
う

最

も
恓
惶

せ
い
こ
う

た
り
。 

（
通
釈
）
禾い

ね

の
倉
庫
の
背
後
に
房
間
（
寝
室
）
を
つ
く
る
と
、
（
そ
れ
を
）
「
疾
病

山
」
と
名
づ
け
る
。（
そ
の
家
人
は
）
何
年
も
寝
込
ん
で
床
を
離
れ
る
こ
と
が
な
い
。

肺
病
に
な
り
、
こ
の
上
な
く
わ
ず
ら
い
悩
む
こ
と
に
な
る
。 

二
十
一
．
（
原
文
）
人
家
方
畔
有
禾
倉
、
定
有
寡
母
坐
中
堂
。
若
然
架
在
天
醫
位
、

却
宜
醫
術
正
相
當
。 

（
訓
読
）
人
家
の
方ほ

う

畔は
ん

に
禾か

倉そ
う

有
ら
ば
、
定
め
て
寡か

母ぼ

中

堂
に
坐ざ

す
る
有
り
。
若も

し
然し

か

ら
ば
架

天て
ん

醫い

の
位
に
在
ら

ば
、
却か

え

っ
て
醫い

術
じ
ゆ
つ

の
正ま

さ

に
相あ

い
當あ

た
る
に
宜よ

ろ

し
。 

（
通
釈
）
人
家
の
傍
ら
の
並
び
に
禾い

ね

の
倉
庫
が
あ
る
と
、（
そ
の
家
で
は
）
決
ま
っ

て
未
亡
人
が
中
心
の
堂
に
坐
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
そ
う
な
る
と
、
架は

さ

（
稲
を
か

け
る
道
具
）
が
（
八
宅
法
で
い
う
）
天
医
の
方
位
に
あ
れ
ば
、
か
え
っ
て
医
術
に

ぴ
た
り
と
あ
っ
て
い
て
よ
ろ
し
い
。 

  

二
十
二
．
（
原
文
）
有
路
行
來
似
鉄
乂
、
父
南
子
北
不
寧
家
。
更
言
一
拙
誠
堪
拙
、

典
賣
田
園
難
免
他
（
也
）
。 

（
訓
読
）
路
有
り
、
行こ

う

來ら
い

鉄て
つ

乂が
い

に
似
た
れ
ば
、
父
は

南
し
子
は
北
し
て
家
に
寧や

す

ん
ぜ
ず
。
更さ

ら

に
言げ

ん

は
一い

つ

に
拙せ

つ

誠せ
い

堪か
ん

拙せ
つ

に
し
て
、
田
園
を
典て

ん

賣ば
い

し
て
免
れ
難
し
。 

（
通
釈
）
路
が
鉄
の
草
刈
り
鎌
の
よ
う
に
敷
設
し
て
あ
る
と
、
（
そ
の
家
で
は
）

父
は
南
に
行
き
、
子
は
北
に
行
っ
て
、（
ば
ら
ば
ら
で
そ
の
）
家
に
落
ち
着
か
な
い
。

さ
ら
に
ま
こ
と
に
口
下
手
で
、
誠
意
は
あ
っ
て
も
は
な
は
だ
世
渡
り
が
う
と
く
、

田
畑
を
売
る
こ
と
は
免
れ
が
た
い
。 

 

二
十
三
．（
原
文
）
路
如
牛
尾
不
相
和
、
頭
尾
翻
舒
反
背

吟
、
父
子
相
離
真
未
免
。
婦
人
要
嫁
待
如
何
。 

（
訓
読
）
路

牛
尾
の
如
く
相
い
和
せ
ず
、
頭
尾

翻ほ
ん

舒じ
よ

し
て
反は

ん

背は
い

し
て
吟
ず
れ
ば
、
父
子
相
い
離
る
る
こ
と
、

真
ま
こ
と

に
未
だ
免
れ
ず
、
婦
人
の
嫁
に
要も

と

め
て
如い

何か
ん

を
待
つ
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
路
が
牛
の
尾
の
よ
う
に
（
く
る
っ
と
巻
い
て
）
頭
尾
が
ゆ

る
や
か
に
ひ
る
が
え
り
、
背
い
た
形
で
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
父
と
子
が
離
れ
ば

な
れ
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
妻
は
嫁
に
た
よ
っ
て
指
示
を
待
つ
よ
う
に
な

る
。 
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二
十
四
．（
原
文
）
路
若
鈔
羅
與
銅
角
、
積
招
疾
病
無
人
覺
。
瘟
瘟
（
疫
）

痲
痘
若
相
侵
。
痢
疾
師
巫
方
有
法
。

（
訓
読
）
路　

鈔
し
よ
う

羅ら

と
銅ど

う

角か
く

の
若
く
な
ら
ば
、
積
も
り

て
疾
病
を
招
き
て
、
人　

覚
ゆ
る
な
し
。
瘟お

ん

疫え
き　

痲ま

痘と
う

は
相
い
侵
さ
る
る
が
若
し
。
痢り

疾し
つ

は
師し

巫ふ

方ほ
う

に
法
有
り
。

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
路
が
丸
い
銅
器
か
楽
器
の
銅
角
の
よ
う
で
あ
る
と
、（
そ

の
家
の
人
は
）
徐
々
に
疾
病
が
積
も
っ
て
い
く
が
、
人
は
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
。
は

や
り
や
ま
い
や
し
び
れ
の
あ
る
疱ほ
う

瘡そ
う

に
お
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
下
痢
の
病
は

巫
者
に
（
治
す
）
方
法
が
あ
る
。

二
十
五
．（
原
文
）
人
家
不
宜
居
水
閣
。
過
房
并
接
脚
。
兩
邊
池
水
大
侵
門
、

流
傳
（
得
）
兒
孫
好
大
脚
。

（
訓
読
）
人
家
は
宜
し
く
閣
に
居
る
べ
か
ら
ず
。
房

を
過
ぎ
并な
ら

び
に
脚
に
接
す
。
兩
邊
の
池ち

水す
い

大
い
に
門
を

侵
し
、
兒
孫
を
流
得
す
れ
ば
、
大
脚
を
好
む
。

（
通
釈
）
人
家
は
水
閣
に
住
む
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
。

（
水
が
）
居
室
の
下
を
流
れ
、
家
の
脚
部
（
基
礎
）
が
水
に
接
し
て
い
る
（
家
を

さ
す
）。
建
物
の
両
側
の
池
の
水
が
、
ひ
た
ひ
た
と
門
を
浸
し
て
い
る
と
、（
そ
の

家
の
）
子
や
孫
を
流
す
（
恐
れ
が
あ
る
）
の
で
、
大
き
な
脚
（
の
基
礎
を
造
る

の
）
が
好
ま
し
い
。

二
十
六
．（
原
文
）
故
身
一
路
横
哀
哉
。
屈
屈
來
朝
入
亢
（
虵
）
蛇
、
家
宅

不
安
死
外
地
。
不
宜
墻
壁
反
教
餘
（
差
）。

（
訓
読
）
故
身　

一
路
横
た
わ
り
て
、
哀
し
き
か
な
。

屈く
つ

屈く
つ

と
し
て
來
た
り
、
朝む

か

い
入
り
て
虵い

蛇い

た
ら
ば
、
家

宅
安
ら
か
な
ら
ず
し
て
、
外
地
に
死
す
。
墻
し
よ
う

壁へ
き

に
宜
し

か
ら
ず
、
教
に
反
し
て
差た
が

う
。

（
通
釈
）
古
い
刀
身
の
よ
う
な
一
本
道
が
横
た
わ
っ
て
い
て
、さ
び
れ
て
い
る
。（
そ

の
道
が
）
曲
が
り
く
ね
り
、
く
ね
く
ね
と
家
に
向
か
っ
て
入
っ
て
来
る
と
、（
そ
の
）

家
宅
の
住
人
は
安
住
せ
ず
、
外
の
土
地
で
死
ぬ
。（
ま
た
）
墻
壁
を
作
る
の
に
不

向
き
で
、
定
則
ど
お
り
に
い
か
な
い
。

二
十
七
．（
原
文
）
方
來
不
滿
破
分
田
。
十
相
人
中
有
不
全
。
成
敗
又
多
徒

費
力
。
生
難
出
去
豈
無
還
。

（
訓
読
）方な
ら

び
に
來
た
る
も
田
を
破
分
す
る
に
満
た
ず
。

十
相
の
人　

中
に
全ま

つ
た

か
ら
ざ
る
有
り
。
成
敗
し
て
又
た

力
を
徒
費
す
る
こ
と
多
し
。
生
き
て
出
し
ゆ
つ

去き
よ

し
難
し
、
豈

ほ
と
ん

ど
還
る
こ
と
無
か
ら
ん
。

（
通
釈
）（
家
の
前
に
こ
の
よ
う
な
道
が
あ
る
と
、）
同
じ
よ
う
に
肩
を
な
ら
べ

て
や
っ
て
来
て
も
、み
ん
な
に
田
を
分
割
す
る
に
十
分
で
は
な
い
。（
そ
の
家
の
田
を
）

十
人
の
人
に
分
け
て
も
、
中
に
は
う
ま
く
立
ち
行
か
な
い
者
が
い
る
。
う
ま
く
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二
十
四
．
（
原
文
）
路
若
鈔
羅
與
銅
角
、
積
招
疾
病
無
人
覺
。
瘟
疫
痲
痘
若
相
侵
。

痢
疾
師
巫
方
有
法
。 

（
訓
読
）
路

鈔
し
よ
う

羅ら

と
銅ど

う

角か
く

の
若
く
な
ら
ば
、
積
も
り
て

疾
病
を
招
き
て
、
人

覚
ゆ
る
な
し
。
瘟お

ん

疫え
き

痲ま

痘と
う

は
相

い
侵
さ
る
る
が
若
し
。
痢り

疾し
つ

は
師し

巫ふ

方か
た

に
法
有
り
。 

（
通
釈
）
路
が
丸
い
銅
器
か
楽
器
の
銅
角
の
よ
う
で
あ
る
と
、
（
そ
の
家
の
人
は
）

徐
々
に
疾
病
が
積
も
っ
て
い
く
が
、
人
は
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
。
は
や
り
や
ま
い

や
し
び
れ
の
あ
る
疱ほ

う

瘡そ
う

に
と
も
に
お
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
下
痢
の
病
は
巫
者

に
（
治
す
）
方
法
が
あ
る
。 

 

二
十
五
．（
原
文
）
人
家
不
宜
居
水
閣
。
過
房
并
接
脚
。
兩
邊
池
水
大
侵
門
、
流
得

兒
孫
好
大
脚
。 

（
訓
読
）
人
家
は
宜
し
く
水
閣
に
居
る
べ
か
ら
ず
。
房
を

過
ぎ
并な

ら

び
に
脚
に
接
す
。
兩
邊
の
池ち

水す
い

大
い
に
門
を
侵
し
、

兒
孫
を
流
得
す
れ
ば
、
大
脚
を
好
む
。 

（
通
釈
）
人
家
は
水
閣
に
住
む
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
。（
水

が
）
居
室
の
下
を
流
れ
、
家
の
脚
部
（
基
礎
）
が
水
に
接
し
て
い
る
（
よ
う
な
家

を
さ
す
）
。
建
物
の
両
側
の
池
の
水
が
、
ひ
た
ひ
た
と
門
を
浸
し
て
い
る
と
、
（
そ

の
家
の
）
子
や
孫
を
流
す
（
恐
れ
が
あ
る
）
の
で
、
大
き
な
脚
（
基
礎
）
を
（
造

る
の
が
）
好
ま
し
い
。 

二
十
六
．（
原
文
）
故
身
一
路
横
哀
哉
。
屈
屈
來
朝
入
亢
（
虵
）
蛇
、
家
宅
不
安
死

外
地
。
不
宜
墻
壁
反
教
餘
（
差
）
。 

（
訓
読
）
故
身

一
路
横
た
わ
り
て
、
哀
し
き
か
な
。
屈く

つ

屈く
つ

と
し
て
來
た
り
、
朝む

か

い
入
り
て
虵い

蛇い

た
ら
ば
、
家
宅

安
ら
か
な
ら
ず
し
て
、
外
地
に
死
す
。
墻

し
よ
く

壁へ
き

に
宜
し
か

ら
ず
、
教
に
反
し
て
差た

が

う
。 

（
通
釈
）
古
い
刀
身
の
よ
う
な
一
本
道
が
横
た
わ
っ
て
い
て
、
さ
び
れ
て
い
る
。

（
そ
の
道
が
）
曲
が
り
く
ね
り
、
く
ね
く
ね
と
家
に
向
か
っ
て
入
っ
て
来
る
と
、

（
そ
の
）
家
宅
の
住
人
は
安
住
せ
ず
、
外
の
土
地
で
死
ぬ
。
墻
壁
を
作
る
の
に
不

向
き
で
、
定
則
と
か
み
あ
わ
な
い
。 

 

二
十
七
．
（
原
文
）
方
來
不
滿
破
分
田
。
十
相
人
中
有
不
全
。
成
敗
又
多
徒
費
力
。

生
難
出
去
豈
無
還
。 

（
訓
読
）
方な

ら

び
に
來
た
る
も
田
を
破
分
す
る
に
満
た
ず
。

十
相
の
人

中
に
全
か
ら
ざ
る
有
り
。
成
敗
し
て
又
た

力
を
徒
費
す
る
こ
と
多
し
。
生
き
て
出

し
ゆ
つ

去き
よ

し
難
し
、
豈

ほ
と
ん

ど
還
る
こ
と
無
か
ら
ん
。 

（
通
釈
）（
こ
う
い
う
門
構
え
の
家
は
）
同
じ
よ
う
に
肩
を
な
ら
べ
て
や
っ
て
来
て

も
、
み
ん
な
に
田
を
分
割
す
る
に
十
分
で
は
な
い
。（
そ
の
家
の
田
を
）
十
人
の
人

に
分
け
て
も
、
中
に
は
う
ま
く
立
ち
行
か
な
い
者
が
い
る
。
う
ま
く
い
っ
た
り
い 32 

二
十
四
．
（
原
文
）
路
若
鈔
羅
與
銅
角
、
積
招
疾
病
無
人
覺
。
瘟
疫
痲
痘
若
相
侵
。

痢
疾
師
巫
方
有
法
。 

（
訓
読
）
路

鈔
し
よ
う

羅ら

と
銅ど

う

角か
く

の
若
く
な
ら
ば
、
積
も
り
て

疾
病
を
招
き
て
、
人

覚
ゆ
る
な
し
。
瘟お

ん

疫え
き

痲ま

痘と
う

は
相

い
侵
さ
る
る
が
若
し
。
痢り

疾し
つ

は
師し

巫ふ

方か
た

に
法
有
り
。 

（
通
釈
）
路
が
丸
い
銅
器
か
楽
器
の
銅
角
の
よ
う
で
あ
る
と
、
（
そ
の
家
の
人
は
）

徐
々
に
疾
病
が
積
も
っ
て
い
く
が
、
人
は
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
。
は
や
り
や
ま
い

や
し
び
れ
の
あ
る
疱ほ

う

瘡そ
う

に
と
も
に
お
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
下
痢
の
病
は
巫
者

に
（
治
す
）
方
法
が
あ
る
。 

 

二
十
五
．（
原
文
）
人
家
不
宜
居
水
閣
。
過
房
并
接
脚
。
兩
邊
池
水
大
侵
門
、
流
得

兒
孫
好
大
脚
。 

（
訓
読
）
人
家
は
宜
し
く
水
閣
に
居
る
べ
か
ら
ず
。
房
を

過
ぎ
并な

ら

び
に
脚
に
接
す
。
兩
邊
の
池ち

水す
い

大
い
に
門
を
侵
し
、

兒
孫
を
流
得
す
れ
ば
、
大
脚
を
好
む
。 

（
通
釈
）
人
家
は
水
閣
に
住
む
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
。（
水

が
）
居
室
の
下
を
流
れ
、
家
の
脚
部
（
基
礎
）
が
水
に
接
し
て
い
る
（
よ
う
な
家

を
さ
す
）
。
建
物
の
両
側
の
池
の
水
が
、
ひ
た
ひ
た
と
門
を
浸
し
て
い
る
と
、
（
そ

の
家
の
）
子
や
孫
を
流
す
（
恐
れ
が
あ
る
）
の
で
、
大
き
な
脚
（
基
礎
）
を
（
造

る
の
が
）
好
ま
し
い
。 

二
十
六
．（
原
文
）
故
身
一
路
横
哀
哉
。
屈
屈
來
朝
入
亢
（
虵
）
蛇
、
家
宅
不
安
死

外
地
。
不
宜
墻
壁
反
教
餘
（
差
）
。 

（
訓
読
）
故
身

一
路
横
た
わ
り
て
、
哀
し
き
か
な
。
屈く

つ

屈く
つ

と
し
て
來
た
り
、
朝む

か

い
入
り
て
虵い

蛇い

た
ら
ば
、
家
宅

安
ら
か
な
ら
ず
し
て
、
外
地
に
死
す
。
墻

し
よ
く

壁へ
き

に
宜
し
か

ら
ず
、
教
に
反
し
て
差た

が

う
。 

（
通
釈
）
古
い
刀
身
の
よ
う
な
一
本
道
が
横
た
わ
っ
て
い
て
、
さ
び
れ
て
い
る
。

（
そ
の
道
が
）
曲
が
り
く
ね
り
、
く
ね
く
ね
と
家
に
向
か
っ
て
入
っ
て
来
る
と
、

（
そ
の
）
家
宅
の
住
人
は
安
住
せ
ず
、
外
の
土
地
で
死
ぬ
。
墻
壁
を
作
る
の
に
不

向
き
で
、
定
則
と
か
み
あ
わ
な
い
。 

 

二
十
七
．
（
原
文
）
方
來
不
滿
破
分
田
。
十
相
人
中
有
不
全
。
成
敗
又
多
徒
費
力
。

生
難
出
去
豈
無
還
。 

（
訓
読
）
方な

ら

び
に
來
た
る
も
田
を
破
分
す
る
に
満
た
ず
。

十
相
の
人

中
に
全
か
ら
ざ
る
有
り
。
成
敗
し
て
又
た

力
を
徒
費
す
る
こ
と
多
し
。
生
き
て
出

し
ゆ
つ

去き
よ

し
難
し
、
豈

ほ
と
ん

ど
還
る
こ
と
無
か
ら
ん
。 

（
通
釈
）（
こ
う
い
う
門
構
え
の
家
は
）
同
じ
よ
う
に
肩
を
な
ら
べ
て
や
っ
て
来
て

も
、
み
ん
な
に
田
を
分
割
す
る
に
十
分
で
は
な
い
。（
そ
の
家
の
田
を
）
十
人
の
人

に
分
け
て
も
、
中
に
は
う
ま
く
立
ち
行
か
な
い
者
が
い
る
。
う
ま
く
い
っ
た
り
い
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二
十
四
．
（
原
文
）
路
若
鈔
羅
與
銅
角
、
積
招
疾
病
無
人
覺
。
瘟
疫
痲
痘
若
相
侵
。

痢
疾
師
巫
方
有
法
。 

（
訓
読
）
路

鈔
し
よ
う

羅ら

と
銅ど

う

角か
く

の
若
く
な
ら
ば
、
積
も
り
て

疾
病
を
招
き
て
、
人

覚
ゆ
る
な
し
。
瘟お

ん

疫え
き

痲ま

痘と
う

は
相

い
侵
さ
る
る
が
若
し
。
痢り

疾し
つ

は
師し

巫ふ

方か
た

に
法
有
り
。 

（
通
釈
）
路
が
丸
い
銅
器
か
楽
器
の
銅
角
の
よ
う
で
あ
る
と
、
（
そ
の
家
の
人
は
）

徐
々
に
疾
病
が
積
も
っ
て
い
く
が
、
人
は
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
。
は
や
り
や
ま
い

や
し
び
れ
の
あ
る
疱ほ

う

瘡そ
う

に
と
も
に
お
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
下
痢
の
病
は
巫
者

に
（
治
す
）
方
法
が
あ
る
。 

 

二
十
五
．（
原
文
）
人
家
不
宜
居
水
閣
。
過
房
并
接
脚
。
兩
邊
池
水
大
侵
門
、
流
得

兒
孫
好
大
脚
。 

（
訓
読
）
人
家
は
宜
し
く
水
閣
に
居
る
べ
か
ら
ず
。
房
を

過
ぎ
并な

ら

び
に
脚
に
接
す
。
兩
邊
の
池ち

水す
い

大
い
に
門
を
侵
し
、

兒
孫
を
流
得
す
れ
ば
、
大
脚
を
好
む
。 

（
通
釈
）
人
家
は
水
閣
に
住
む
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
。（
水

が
）
居
室
の
下
を
流
れ
、
家
の
脚
部
（
基
礎
）
が
水
に
接
し
て
い
る
（
よ
う
な
家

を
さ
す
）
。
建
物
の
両
側
の
池
の
水
が
、
ひ
た
ひ
た
と
門
を
浸
し
て
い
る
と
、
（
そ

の
家
の
）
子
や
孫
を
流
す
（
恐
れ
が
あ
る
）
の
で
、
大
き
な
脚
（
基
礎
）
を
（
造

る
の
が
）
好
ま
し
い
。 

二
十
六
．（
原
文
）
故
身
一
路
横
哀
哉
。
屈
屈
來
朝
入
亢
（
虵
）
蛇
、
家
宅
不
安
死

外
地
。
不
宜
墻
壁
反
教
餘
（
差
）
。 

（
訓
読
）
故
身

一
路
横
た
わ
り
て
、
哀
し
き
か
な
。
屈く

つ

屈く
つ

と
し
て
來
た
り
、
朝む

か

い
入
り
て
虵い

蛇い

た
ら
ば
、
家
宅

安
ら
か
な
ら
ず
し
て
、
外
地
に
死
す
。
墻

し
よ
く

壁へ
き

に
宜
し
か

ら
ず
、
教
に
反
し
て
差た

が

う
。 

（
通
釈
）
古
い
刀
身
の
よ
う
な
一
本
道
が
横
た
わ
っ
て
い
て
、
さ
び
れ
て
い
る
。

（
そ
の
道
が
）
曲
が
り
く
ね
り
、
く
ね
く
ね
と
家
に
向
か
っ
て
入
っ
て
来
る
と
、

（
そ
の
）
家
宅
の
住
人
は
安
住
せ
ず
、
外
の
土
地
で
死
ぬ
。
墻
壁
を
作
る
の
に
不

向
き
で
、
定
則
と
か
み
あ
わ
な
い
。 

 

二
十
七
．
（
原
文
）
方
來
不
滿
破
分
田
。
十
相
人
中
有
不
全
。
成
敗
又
多
徒
費
力
。

生
難
出
去
豈
無
還
。 

（
訓
読
）
方な

ら

び
に
來
た
る
も
田
を
破
分
す
る
に
満
た
ず
。

十
相
の
人

中
に
全
か
ら
ざ
る
有
り
。
成
敗
し
て
又
た

力
を
徒
費
す
る
こ
と
多
し
。
生
き
て
出

し
ゆ
つ

去き
よ

し
難
し
、
豈

ほ
と
ん

ど
還
る
こ
と
無
か
ら
ん
。 

（
通
釈
）（
こ
う
い
う
門
構
え
の
家
は
）
同
じ
よ
う
に
肩
を
な
ら
べ
て
や
っ
て
来
て

も
、
み
ん
な
に
田
を
分
割
す
る
に
十
分
で
は
な
い
。（
そ
の
家
の
田
を
）
十
人
の
人

に
分
け
て
も
、
中
に
は
う
ま
く
立
ち
行
か
な
い
者
が
い
る
。
う
ま
く
い
っ
た
り
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二
十
四
．
（
原
文
）
路
若
鈔
羅
與
銅
角
、
積
招
疾
病
無
人
覺
。
瘟
疫
痲
痘
若
相
侵
。

痢
疾
師
巫
方
有
法
。 

（
訓
読
）
路

鈔
し
よ
う

羅ら

と
銅ど

う

角か
く

の
若
く
な
ら
ば
、
積
も
り
て

疾
病
を
招
き
て
、
人

覚
ゆ
る
な
し
。
瘟お

ん

疫え
き

痲ま

痘と
う

は
相

い
侵
さ
る
る
が
若
し
。
痢り

疾し
つ

は
師し

巫ふ

方か
た

に
法
有
り
。 

（
通
釈
）
路
が
丸
い
銅
器
か
楽
器
の
銅
角
の
よ
う
で
あ
る
と
、
（
そ
の
家
の
人
は
）

徐
々
に
疾
病
が
積
も
っ
て
い
く
が
、
人
は
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
。
は
や
り
や
ま
い

や
し
び
れ
の
あ
る
疱ほ

う

瘡そ
う

に
と
も
に
お
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
下
痢
の
病
は
巫
者

に
（
治
す
）
方
法
が
あ
る
。 

 

二
十
五
．（
原
文
）
人
家
不
宜
居
水
閣
。
過
房
并
接
脚
。
兩
邊
池
水
大
侵
門
、
流
得

兒
孫
好
大
脚
。 

（
訓
読
）
人
家
は
宜
し
く
水
閣
に
居
る
べ
か
ら
ず
。
房
を

過
ぎ
并な

ら

び
に
脚
に
接
す
。
兩
邊
の
池ち

水す
い

大
い
に
門
を
侵
し
、

兒
孫
を
流
得
す
れ
ば
、
大
脚
を
好
む
。 

（
通
釈
）
人
家
は
水
閣
に
住
む
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
。（
水

が
）
居
室
の
下
を
流
れ
、
家
の
脚
部
（
基
礎
）
が
水
に
接
し
て
い
る
（
よ
う
な
家

を
さ
す
）
。
建
物
の
両
側
の
池
の
水
が
、
ひ
た
ひ
た
と
門
を
浸
し
て
い
る
と
、
（
そ

の
家
の
）
子
や
孫
を
流
す
（
恐
れ
が
あ
る
）
の
で
、
大
き
な
脚
（
基
礎
）
を
（
造

る
の
が
）
好
ま
し
い
。 

二
十
六
．（
原
文
）
故
身
一
路
横
哀
哉
。
屈
屈
來
朝
入
亢
（
虵
）
蛇
、
家
宅
不
安
死

外
地
。
不
宜
墻
壁
反
教
餘
（
差
）
。 

（
訓
読
）
故
身

一
路
横
た
わ
り
て
、
哀
し
き
か
な
。
屈く

つ

屈く
つ

と
し
て
來
た
り
、
朝む

か

い
入
り
て
虵い

蛇い

た
ら
ば
、
家
宅

安
ら
か
な
ら
ず
し
て
、
外
地
に
死
す
。
墻

し
よ
く

壁へ
き

に
宜
し
か

ら
ず
、
教
に
反
し
て
差た

が

う
。 

（
通
釈
）
古
い
刀
身
の
よ
う
な
一
本
道
が
横
た
わ
っ
て
い
て
、
さ
び
れ
て
い
る
。

（
そ
の
道
が
）
曲
が
り
く
ね
り
、
く
ね
く
ね
と
家
に
向
か
っ
て
入
っ
て
来
る
と
、

（
そ
の
）
家
宅
の
住
人
は
安
住
せ
ず
、
外
の
土
地
で
死
ぬ
。
墻
壁
を
作
る
の
に
不

向
き
で
、
定
則
と
か
み
あ
わ
な
い
。 

 

二
十
七
．
（
原
文
）
方
來
不
滿
破
分
田
。
十
相
人
中
有
不
全
。
成
敗
又
多
徒
費
力
。

生
難
出
去
豈
無
還
。 

（
訓
読
）
方な

ら

び
に
來
た
る
も
田
を
破
分
す
る
に
満
た
ず
。

十
相
の
人

中
に
全
か
ら
ざ
る
有
り
。
成
敗
し
て
又
た

力
を
徒
費
す
る
こ
と
多
し
。
生
き
て
出

し
ゆ
つ

去き
よ

し
難
し
、
豈

ほ
と
ん

ど
還
る
こ
と
無
か
ら
ん
。 

（
通
釈
）（
こ
う
い
う
門
構
え
の
家
は
）
同
じ
よ
う
に
肩
を
な
ら
べ
て
や
っ
て
来
て

も
、
み
ん
な
に
田
を
分
割
す
る
に
十
分
で
は
な
い
。（
そ
の
家
の
田
を
）
十
人
の
人

に
分
け
て
も
、
中
に
は
う
ま
く
立
ち
行
か
な
い
者
が
い
る
。
う
ま
く
い
っ
た
り
い
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い
っ
た
り
い
か
な
か
っ
た
り
、
ま
た
む
だ
に
力
を
費
や
す
こ
と
が
多
い
。
生
き
て

（
こ
の
家
を
）
出
て
行
く
こ
と
は
難
し
く
、
ほ
と
ん
ど
帰
還
す
る
者
は
い
な
い
。

二
十
八
．（
原
文
）
門
髙
叠
叠
似
灵
（
靈
）
山
、
但
合
僧
堂
道
院
看
。
一
直

到
門
無
曲
折
。
其
家
終
冷
也
孤
單
。

（
訓
読
）
門
髙
く
叠
じ
よ
う

叠じ
よ
うた
る
こ
と
靈
山
に
似
た
り
、
但た

だ
僧
堂
と
道
院
を
合
わ
せ
て
看
る
。
一い

つ

直ち
よ
くに
門
に
到
り
て

曲
折
す
る
な
し
。
其そ

の
家　

終つ
い

に
冷れ

い

に
、也ま

た
孤こ

單た
ん

た
り
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
が
高
く
積
み
重
な
っ
て
い
て
霊
山
の
よ
う
（
な
家
）
で

あ
り
、
僧
堂
と
道
観
を
合
わ
せ
た
よ
う
に
み
え
る
。（
道
が
）
ま
っ
す
ぐ
門
に
達

し
て
い
て
曲
折
し
て
い
な
い
、（
そ
う
す
る
と
）
そ
の
家
は
い
つ
ま
で
も
冷
え

き
っ
て
い
て
、（
世
間
か
ら
）
孤
絶
し
て
い
る
。

二
十
九
．（
原
文
）
四
方
平
正
名
金
斗
。
富
足
田
圍
（
園
）
粮
萬
畝
。
蘺
墻

回
環
無
破
陥
、
年
年
進
益
添
人
口
。

（
訓
読
）
四
方
平
正
な
る
は
金
斗
と
名
づ
く
。
富
足

り
て
田
園
の
粮か
て　

萬ま
ん

畝ぽ

あ
り
。
蘺り

墻し
よ
う　

回か
い

環か
ん

し
て
破は

陥か
ん

無
く
ん
ば
、
年
年
進
益
し
て
人
口
を
添
う
。

（
通
釈
）（
家
の
門
の
）
四
方
が
き
っ
ち
り
平
ら
で
あ
る
（
家
）
は
、「
金
斗
（
金

の
枡
）」
と
名
づ
け
る
。（
そ
の
家
は
）
冨
が
充
足
し
て
、
穀
物
を
育
て
る
田
畑
が

萬
畝
も
あ
る
。
塀
が
周
囲
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
て
、破
れ
や
崩
れ
が
な
け
れ
ば
、年
々

収
益
が
増
進
し
て
、
家
人
が
増
え
て
い
く
。

三
十
．（
原
文
）
墻
垣
如
弓
抱
、
多
（
名
）
曰
進
田
山
。
富
足
人
財
好
、
更

有
清
貴
官
。

（
訓
読
）
墻
し
よ
う

垣え
ん　

弓ゆ
み

の
如ご

と

く
抱だ

く
、
名
づ
け
て
進
田

山
と
曰い

う
。
富
足
り
て
人
財
好
く
、
更
に
清
貴
の
官
有

り
。

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
塀
が
弓
な
り
に
曲
が
っ
て
い
る
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
「
進

田
山
」
と
い
う
。（
そ
の
家
は
）
人
も
財
産
も
大
い
に
充
足
し
て
よ
ろ
し
い
。
さ
ら

に
清
廉
で
高
位
の
官
僚
を
出
す
。

三
十
一
．（
原
文
）
屋
前
行
路
漸
漸
大
、
人
口
常
安
泰
。
更
有
朝
水
向
前
來
、

日
日
進
錢
財
。

（
訓
読
）
屋お
く

前ぜ
ん

の
行
路　

漸ぜ
ん
ぜ
ん漸
と
し
て
大
な
れ
ば
、

人
口
は
常
に
安
泰
な
り
。
更
に
朝
ち
よ
う

水す
い　

前
に
向
か
い
て

來
た
る
有
ら
ば
、
日
日　

錢せ
ん

財ざ
い

を
進
む
。

（
通
釈
）
家
の
前
の
道
路
が
徐
々
に
広
く
な
っ
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
の
）
住
人
は

常
に
安
泰
で
あ
る
。
さ
ら
に
（
家
の
前
に
）
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
く
る
水
が
あ
る
と
、

日
一
日
と
財
産
が
増
え
て
い
く
。
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か
な
か
っ
た
り
、
ま
た
む
だ
に
力
を
費
や
す
こ
と
が
多
い
。
生
き
て
（
こ
の
家
を
）

出
て
行
く
こ
と
は
難
し
く
、
ほ
と
ん
ど
帰
還
す
る
者
は
い
な
い
。 

 

二
十
八
．（
原
文
）
門
髙
叠
叠
似
灵
（
靈
）
山
、
但
合
僧
堂
道
院
看
。
一
直
到
門
無

曲
折
、
其
家
終
冷
也
孤
單
。 

（
訓
読
）
門
髙
く
叠

じ
よ
う

叠
じ
よ
う

た
る
こ
と
靈
山
に
似
た
り
、
但た

だ

僧
堂
と
道
院
を
あ
わ
せ
て
看
る
。
一い

つ

直
ち
よ
く

に
門
に
到
り
て
曲

折
す
る
な
し
、
其そ

の
家

終
し
ゆ
う

冷れ
い

な
り
、
也ま

た
孤こ

單た
ん

た
り
。 

（
通
釈
）
門
が
高
く
積
み
重
な
っ
て
い
て
霊
山
の
よ
う
な
（
家
で
）
あ
り
、
僧
堂

と
道
観
を
合
わ
せ
た
よ
う
に
み
え
る
。（
道
が
）
ま
っ
す
ぐ
門
に
達
し
て
い
て
曲
折

し
て
い
な
い
、
（
そ
う
す
る
と
）
そ
の
家
は
い
つ
ま
で
も
冷
え
き
っ
て
い
て
、
（
世

間
か
ら
）
孤
絶
し
て
い
る
。 

 

二
十
九
．（
原
文
）
四
方
平
正
名
金
斗
。
富
足
田
圍
（
園
）
粮
萬
畝
。
蘺
墻
回
環
無

破
陥
、
年
年
進
益
添
人
口
。 

（
訓
読
）
四
方
平
正
な
る
は
金
斗
と
名
づ
く
。
富
足
り
て

田
園
の
粮か

て

萬ま
ん

畝ぽ

あ
り
。
蘺り

墻
し
よ
く

回か
い

環か
ん

し
て
破は

陥か
ん

無
く
ば
、

年
年
進
益
し
て
人
口
を
添
う
。 

（
通
釈
）（
門
の
）
四
方
が
き
っ
ち
り
平
ら
で
あ
る
（
家
）
は
、「
金
斗
（
金
の
枡
）
」

と
名
づ
け
る
。（
そ
の
家
は
）
冨
が
充
足
し
て
、
穀
物
を
育
て
る
田
畑
が
萬
畝
も
あ

る
。
塀
が
周
囲
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
て
、
破
れ
や
崩
れ
が
な
け
れ
ば
、
年
々
収
益

が
増
進
し
て
、
家
人
が
増
え
て
い
く
。 

 

三
十
．（
原
文
）
墻
垣
如
弓
抱
、
多
（
名
）
曰
進
田
山
。
富
足
人
財
好
、
更
有
清
貴

官
。 

（
訓
読
）
墻

し
よ
う

垣え
ん

弓ゆ
み

の
如ご

と

く
抱だ

く
、
名
づ
け
て
進
田
山

と
曰い

う
。
富
足
り
て
人
財
好
く
、
更
に
清
貴
の
官
有
り
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
塀
が
弓
な
り
に
曲
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
名
づ
け
て
「
進
田
山
」
と
い
う
。（
そ
の
家
は
）
人
も
財
産
も
大
い
に
充
足

し
て
よ
ろ
し
い
。
さ
ら
に
清
廉
で
高
位
の
官
僚
を
出
す
。 

 

三
十
一
．（
原
文
）
屋
前
行
路
漸
漸
大
、
人
口
常
安
泰
。
更
有
朝
水
向
前
來
、
日
日

進
錢
財
。 

（
訓
読
）
屋お

く

前ぜ
ん

の
行
路

漸
漸

ぜ
ん
ぜ
ん

と
し
て
大
な
れ
ば
、
人

口
は
常
に
安
泰
な
り
。
更
に
朝

ち
よ
う

水す
い

前
に
向
か
い
て
來

た
る
有
ら
ば
、
日
日

錢せ
ん

財ざ
い

を
進
む
。 

（
通
釈
）
家
の
前
の
道
路
が
徐
々
に
広
く
な
っ
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
の
）
住
人
は

常
に
安
泰
で
あ
る
。
さ
ら
に
（
家
の
前
に
）
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
く
る
水
が
あ
る

と
、
日
一
日
と
財
産
が
増
え
て
い
く
。 
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か
な
か
っ
た
り
、
ま
た
む
だ
に
力
を
費
や
す
こ
と
が
多
い
。
生
き
て
（
こ
の
家
を
）

出
て
行
く
こ
と
は
難
し
く
、
ほ
と
ん
ど
帰
還
す
る
者
は
い
な
い
。 

 

二
十
八
．（
原
文
）
門
髙
叠
叠
似
灵
（
靈
）
山
、
但
合
僧
堂
道
院
看
。
一
直
到
門
無

曲
折
、
其
家
終
冷
也
孤
單
。 

（
訓
読
）
門
髙
く
叠

じ
よ
う

叠
じ
よ
う

た
る
こ
と
靈
山
に
似
た
り
、
但た

だ

僧
堂
と
道
院
を
あ
わ
せ
て
看
る
。
一い

つ

直
ち
よ
く

に
門
に
到
り
て
曲

折
す
る
な
し
、
其そ

の
家

終
し
ゆ
う

冷れ
い

な
り
、
也ま

た
孤こ

單た
ん

た
り
。 

（
通
釈
）
門
が
高
く
積
み
重
な
っ
て
い
て
霊
山
の
よ
う
な
（
家
で
）
あ
り
、
僧
堂

と
道
観
を
合
わ
せ
た
よ
う
に
み
え
る
。（
道
が
）
ま
っ
す
ぐ
門
に
達
し
て
い
て
曲
折

し
て
い
な
い
、
（
そ
う
す
る
と
）
そ
の
家
は
い
つ
ま
で
も
冷
え
き
っ
て
い
て
、
（
世

間
か
ら
）
孤
絶
し
て
い
る
。 

 

二
十
九
．（
原
文
）
四
方
平
正
名
金
斗
。
富
足
田
圍
（
園
）
粮
萬
畝
。
蘺
墻
回
環
無

破
陥
、
年
年
進
益
添
人
口
。 

（
訓
読
）
四
方
平
正
な
る
は
金
斗
と
名
づ
く
。
富
足
り
て

田
園
の
粮か

て

萬ま
ん

畝ぽ

あ
り
。
蘺り

墻
し
よ
く

回か
い

環か
ん

し
て
破は

陥か
ん

無
く
ば
、

年
年
進
益
し
て
人
口
を
添
う
。 

（
通
釈
）（
門
の
）
四
方
が
き
っ
ち
り
平
ら
で
あ
る
（
家
）
は
、「
金
斗
（
金
の
枡
）
」

と
名
づ
け
る
。（
そ
の
家
は
）
冨
が
充
足
し
て
、
穀
物
を
育
て
る
田
畑
が
萬
畝
も
あ

る
。
塀
が
周
囲
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
て
、
破
れ
や
崩
れ
が
な
け
れ
ば
、
年
々
収
益

が
増
進
し
て
、
家
人
が
増
え
て
い
く
。 

 

三
十
．（
原
文
）
墻
垣
如
弓
抱
、
多
（
名
）
曰
進
田
山
。
富
足
人
財
好
、
更
有
清
貴

官
。 

（
訓
読
）
墻

し
よ
う

垣え
ん

弓ゆ
み

の
如ご

と

く
抱だ

く
、
名
づ
け
て
進
田
山

と
曰い

う
。
富
足
り
て
人
財
好
く
、
更
に
清
貴
の
官
有
り
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
塀
が
弓
な
り
に
曲
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
名
づ
け
て
「
進
田
山
」
と
い
う
。（
そ
の
家
は
）
人
も
財
産
も
大
い
に
充
足

し
て
よ
ろ
し
い
。
さ
ら
に
清
廉
で
高
位
の
官
僚
を
出
す
。 

 

三
十
一
．（
原
文
）
屋
前
行
路
漸
漸
大
、
人
口
常
安
泰
。
更
有
朝
水
向
前
來
、
日
日

進
錢
財
。 

（
訓
読
）
屋お

く

前ぜ
ん

の
行
路

漸
漸

ぜ
ん
ぜ
ん

と
し
て
大
な
れ
ば
、
人

口
は
常
に
安
泰
な
り
。
更
に
朝

ち
よ
う

水す
い

前
に
向
か
い
て
來

た
る
有
ら
ば
、
日
日

錢せ
ん

財ざ
い

を
進
む
。 

（
通
釈
）
家
の
前
の
道
路
が
徐
々
に
広
く
な
っ
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
の
）
住
人
は

常
に
安
泰
で
あ
る
。
さ
ら
に
（
家
の
前
に
）
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
く
る
水
が
あ
る

と
、
日
一
日
と
財
産
が
増
え
て
い
く
。 
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か
な
か
っ
た
り
、
ま
た
む
だ
に
力
を
費
や
す
こ
と
が
多
い
。
生
き
て
（
こ
の
家
を
）

出
て
行
く
こ
と
は
難
し
く
、
ほ
と
ん
ど
帰
還
す
る
者
は
い
な
い
。 

 

二
十
八
．（
原
文
）
門
髙
叠
叠
似
灵
（
靈
）
山
、
但
合
僧
堂
道
院
看
。
一
直
到
門
無

曲
折
、
其
家
終
冷
也
孤
單
。 

（
訓
読
）
門
髙
く
叠

じ
よ
う

叠
じ
よ
う

た
る
こ
と
靈
山
に
似
た
り
、
但た

だ

僧
堂
と
道
院
を
あ
わ
せ
て
看
る
。
一い

つ

直
ち
よ
く

に
門
に
到
り
て
曲

折
す
る
な
し
、
其そ

の
家

終
し
ゆ
う

冷れ
い

な
り
、
也ま

た
孤こ

單た
ん

た
り
。 

（
通
釈
）
門
が
高
く
積
み
重
な
っ
て
い
て
霊
山
の
よ
う
な
（
家
で
）
あ
り
、
僧
堂

と
道
観
を
合
わ
せ
た
よ
う
に
み
え
る
。（
道
が
）
ま
っ
す
ぐ
門
に
達
し
て
い
て
曲
折

し
て
い
な
い
、
（
そ
う
す
る
と
）
そ
の
家
は
い
つ
ま
で
も
冷
え
き
っ
て
い
て
、
（
世

間
か
ら
）
孤
絶
し
て
い
る
。 

 

二
十
九
．（
原
文
）
四
方
平
正
名
金
斗
。
富
足
田
圍
（
園
）
粮
萬
畝
。
蘺
墻
回
環
無

破
陥
、
年
年
進
益
添
人
口
。 

（
訓
読
）
四
方
平
正
な
る
は
金
斗
と
名
づ
く
。
富
足
り
て

田
園
の
粮か

て

萬ま
ん

畝ぽ

あ
り
。
蘺り

墻
し
よ
く

回か
い

環か
ん

し
て
破は

陥か
ん

無
く
ば
、

年
年
進
益
し
て
人
口
を
添
う
。 

（
通
釈
）（
門
の
）
四
方
が
き
っ
ち
り
平
ら
で
あ
る
（
家
）
は
、「
金
斗
（
金
の
枡
）
」

と
名
づ
け
る
。（
そ
の
家
は
）
冨
が
充
足
し
て
、
穀
物
を
育
て
る
田
畑
が
萬
畝
も
あ

る
。
塀
が
周
囲
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
て
、
破
れ
や
崩
れ
が
な
け
れ
ば
、
年
々
収
益

が
増
進
し
て
、
家
人
が
増
え
て
い
く
。 

 

三
十
．（
原
文
）
墻
垣
如
弓
抱
、
多
（
名
）
曰
進
田
山
。
富
足
人
財
好
、
更
有
清
貴

官
。 

（
訓
読
）
墻

し
よ
う

垣え
ん

弓ゆ
み

の
如ご

と

く
抱だ

く
、
名
づ
け
て
進
田
山

と
曰い

う
。
富
足
り
て
人
財
好
く
、
更
に
清
貴
の
官
有
り
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
塀
が
弓
な
り
に
曲
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
名
づ
け
て
「
進
田
山
」
と
い
う
。（
そ
の
家
は
）
人
も
財
産
も
大
い
に
充
足

し
て
よ
ろ
し
い
。
さ
ら
に
清
廉
で
高
位
の
官
僚
を
出
す
。 

 

三
十
一
．（
原
文
）
屋
前
行
路
漸
漸
大
、
人
口
常
安
泰
。
更
有
朝
水
向
前
來
、
日
日

進
錢
財
。 

（
訓
読
）
屋お

く

前ぜ
ん

の
行
路

漸
漸

ぜ
ん
ぜ
ん

と
し
て
大
な
れ
ば
、
人

口
は
常
に
安
泰
な
り
。
更
に
朝

ち
よ
う

水す
い

前
に
向
か
い
て
來

た
る
有
ら
ば
、
日
日

錢せ
ん

財ざ
い

を
進
む
。 

（
通
釈
）
家
の
前
の
道
路
が
徐
々
に
広
く
な
っ
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
の
）
住
人
は

常
に
安
泰
で
あ
る
。
さ
ら
に
（
家
の
前
に
）
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
く
る
水
が
あ
る

と
、
日
一
日
と
財
産
が
増
え
て
い
く
。 
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か
な
か
っ
た
り
、
ま
た
む
だ
に
力
を
費
や
す
こ
と
が
多
い
。
生
き
て
（
こ
の
家
を
）

出
て
行
く
こ
と
は
難
し
く
、
ほ
と
ん
ど
帰
還
す
る
者
は
い
な
い
。 

 

二
十
八
．（
原
文
）
門
髙
叠
叠
似
灵
（
靈
）
山
、
但
合
僧
堂
道
院
看
。
一
直
到
門
無

曲
折
、
其
家
終
冷
也
孤
單
。 

（
訓
読
）
門
髙
く
叠

じ
よ
う

叠
じ
よ
う

た
る
こ
と
靈
山
に
似
た
り
、
但た

だ

僧
堂
と
道
院
を
あ
わ
せ
て
看
る
。
一い

つ

直
ち
よ
く

に
門
に
到
り
て
曲

折
す
る
な
し
、
其そ

の
家

終
し
ゆ
う

冷れ
い

な
り
、
也ま

た
孤こ

單た
ん

た
り
。 

（
通
釈
）
門
が
高
く
積
み
重
な
っ
て
い
て
霊
山
の
よ
う
な
（
家
で
）
あ
り
、
僧
堂

と
道
観
を
合
わ
せ
た
よ
う
に
み
え
る
。（
道
が
）
ま
っ
す
ぐ
門
に
達
し
て
い
て
曲
折

し
て
い
な
い
、
（
そ
う
す
る
と
）
そ
の
家
は
い
つ
ま
で
も
冷
え
き
っ
て
い
て
、
（
世

間
か
ら
）
孤
絶
し
て
い
る
。 

 

二
十
九
．（
原
文
）
四
方
平
正
名
金
斗
。
富
足
田
圍
（
園
）
粮
萬
畝
。
蘺
墻
回
環
無

破
陥
、
年
年
進
益
添
人
口
。 

（
訓
読
）
四
方
平
正
な
る
は
金
斗
と
名
づ
く
。
富
足
り
て

田
園
の
粮か

て

萬ま
ん

畝ぽ

あ
り
。
蘺り

墻
し
よ
く

回か
い

環か
ん

し
て
破は

陥か
ん

無
く
ば
、

年
年
進
益
し
て
人
口
を
添
う
。 

（
通
釈
）（
門
の
）
四
方
が
き
っ
ち
り
平
ら
で
あ
る
（
家
）
は
、「
金
斗
（
金
の
枡
）
」

と
名
づ
け
る
。（
そ
の
家
は
）
冨
が
充
足
し
て
、
穀
物
を
育
て
る
田
畑
が
萬
畝
も
あ

る
。
塀
が
周
囲
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
て
、
破
れ
や
崩
れ
が
な
け
れ
ば
、
年
々
収
益

が
増
進
し
て
、
家
人
が
増
え
て
い
く
。 

 

三
十
．（
原
文
）
墻
垣
如
弓
抱
、
多
（
名
）
曰
進
田
山
。
富
足
人
財
好
、
更
有
清
貴

官
。 

（
訓
読
）
墻

し
よ
う

垣え
ん

弓ゆ
み

の
如ご

と

く
抱だ

く
、
名
づ
け
て
進
田
山

と
曰い

う
。
富
足
り
て
人
財
好
く
、
更
に
清
貴
の
官
有
り
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
塀
が
弓
な
り
に
曲
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
名
づ
け
て
「
進
田
山
」
と
い
う
。（
そ
の
家
は
）
人
も
財
産
も
大
い
に
充
足

し
て
よ
ろ
し
い
。
さ
ら
に
清
廉
で
高
位
の
官
僚
を
出
す
。 

 

三
十
一
．（
原
文
）
屋
前
行
路
漸
漸
大
、
人
口
常
安
泰
。
更
有
朝
水
向
前
來
、
日
日

進
錢
財
。 

（
訓
読
）
屋お

く

前ぜ
ん

の
行
路

漸
漸

ぜ
ん
ぜ
ん

と
し
て
大
な
れ
ば
、
人

口
は
常
に
安
泰
な
り
。
更
に
朝

ち
よ
う

水す
い

前
に
向
か
い
て
來

た
る
有
ら
ば
、
日
日

錢せ
ん

財ざ
い

を
進
む
。 

（
通
釈
）
家
の
前
の
道
路
が
徐
々
に
広
く
な
っ
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
の
）
住
人
は

常
に
安
泰
で
あ
る
。
さ
ら
に
（
家
の
前
に
）
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
く
る
水
が
あ
る

と
、
日
一
日
と
財
産
が
増
え
て
い
く
。 
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三
十
二
．（
原
文
）
一
重
城
抱
一
江
纏
、
若
有
重
城
積
産
錢
。
雖
是
富
榮
無

禍
患
。
祇
宜
抱
子
度
晩
年
。

（
訓
読
）
一
重
の
城　

一
江
を
纏ま

と
いて
抱
き
、
若も

し
く
は

重じ
ゆ
う

城じ
よ
う

有
ら
ば
、
錢
を
積
産
す
。
是
れ
富
榮
な
り
と
雖い

え
ど
も

禍か

患か
ん

無
し
。
祇ま

さ

に
子
を
抱
き
て
晩
年
を
度わ

た

る
に
宜よ

ろ

し
。

（
通
釈
）
一
重
の
城
壁
が
一
本
の
川
を
ま
と
う
よ
う
に
抱
い
て
い
る
か
、
ま
た
は

二
重
の
城
壁
が
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
銭
を
産
み
出
し
積
み
上
げ
て
い
く
。
こ
れ

は
富
貴
で
あ
っ
て
も
禍
患
は
な
い
。
ま
さ
に
わ
が
子
を
抱
い
て
晩
年
を
過
ご
す
の
に

向
い
て
い
る
。

三
十
三
．（
原
文
）
南
方
若
遠
有
尖
石
、
代
代
火
焼
宅
。
大
髙
火
起
火
成
山
。

焼
盡
不
為
難
。

（
訓
読
）
南
方
に
若も

し
遠
く
尖せ

ん

石せ
き

有
ら
ば
、
代
代　

宅
を
火
焼
す
。
大
い
に
髙
け
れ
ば
火
起
こ
り
、
火
は
山

を
成
す
。
焼
き
盡
す
は
難か
た

し
と
為
さ
ず
。

（
通
釈
）（
家
の
）
南
方
の
遠
く
に
尖
っ
た
石
が
あ
る
と
、
代
々
そ
の
家
は
火
事

で
焼
け
る
。（
尖
っ
た
石
が
）
大
き
く
て
高
け
れ
ば
、
火
事
が
起
こ
る
と
火
は
山
の

よ
う
に
燃
え
上
が
り
、
た
や
す
く
焼
き
尽
く
し
て
し
ま
う
。

三
十
四
．（
原
文
）
展
帛
（
吊
）
回
來
欲
捲
舒
。
辨
錢
田
即
在
方
隅
、
中
男

長
位
須
先
發
。
人
言
此
位
鬼
神
扶
。

（
訓
読
）
展て
ん

吊ち
よ
う　

回か
い

來ら
い

し
て
捲げ

ん

舒じ
よ

せ
ん
と
欲
す
。
錢せ

ん

田で
ん

を
辨べ

ん

じ
て
、
即も

し
方
隅
に
在
ら
ば
、
中
男
の
長
位　

須す
べ
から
く
先
ず
發
す
べ
し
。
人
は
言
う
、
此
の
位
は
鬼
神

扶た
す

く
、
と
。

（
通
釈
）（
家
の
前
の
路
が
）
伸
び
て
（
家
を
）
吊
る
よ
う
に
取
り
巻
き
、
巻

き
あ
げ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
（
こ
の
家
が
そ
の
道
の
）
曲
が
り
角
に
位
置
し

て
い
る
と
、
財
産
や
田
を
運
用
し
た
場
合
、
中
男
が
長
の
地
位
に
真
っ
先
に
昇
る
。

人
は
言
う
、
こ
う
い
う
地
位
は
鬼
神
が
扶
助
し
て
く
れ
る
、
と
。

三
十
五
．（
原
文
）
品
岩
嵯
峨
似
浄
瓶
、
家
出
素
衣
僧
。
更
主
人
家
出
孤
寡
、

官
更
相
傳
有
。

（
訓
読
）
品ひ
ん

岩が
ん　

嵯さ

が峨
と
し
て
浄

じ
よ
う

瓶び
ん

に
似
た
れ
ば
、

家
は
素そ

衣い

の
僧
を
出い

だ

す
。
更
に
人
家
は
孤
寡
を
出
す
を

主つ
か
さど
る
。
官
は
更
に
相
い
傳
う
る
有
り
。

（
通
釈
）（
家
の
前
に
）
積
み
上
げ
た
石
が
ご
つ
ご
つ
し

て
浄
瓶
に
似
て
い
る
と
、
そ
の
家
は
白
衣
の
僧
を
出
す
。
さ
ら
に
孤
児
や
寡
婦
を

出
す
原
因
と
な
る
。
そ
の
官
位
は
さ
ら
に
子
孫
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
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三
十
二
．
（
原
文
）
一
重
城
抱
一
江
纏
、
若
有
重
城
積
産
錢
。
雖
是
富
榮
無
禍
患
、

祇
宜
抱
子
度
晩
年
。 

（
訓
読
）
一
重
の
城

一
江
を
纏

ま
と
い

て
抱
き
、
若も

し
く
は
重

じ
ゆ
う

城
じ
よ
う

有
ら
ば
、
錢ぜ

に

を
積
産
す
。
是
れ
富
榮
な
り
と
雖

い
え
ど

も
禍か

患か
ん

無
し
。
祇た

だ
子
を
抱
き
て
晩
年
を
度わ

た

る
に
宜よ

ろ

し
。 

（
通
釈
）
一
重
の
城
壁
が
一
本
の
川
を
ま
と
う
よ
う
に
抱
い
て
い
る
か
、
ま
た
二

重
の
城
壁
が
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
銭
を
産
み
出
し
積
み
上
げ
て
い
く
。
こ
れ
は

富
貴
で
あ
っ
て
も
禍
患
は
な
い
。
た
だ
わ
が
子
を
抱
い
て
晩
年
を
過
ご
す
の
に
向

い
て
い
る
。 

 

三
十
三
．（
原
文
）
南
方
若
遠
有
尖
石
、
代
代
火
焼
宅
。
大
髙
火
起
火
成
山
、
焼
盡

不
為
難
。 

（
訓
読
）
南
方
に
若も

し
遠
く
に
尖せ

ん

石せ
き

有
ら
ば
、
代
代

宅

を
火
焼
す
。
大
い
に
髙
け
れ
ば
火
起
こ
り
、
火
は
山
を
成

す
。
焼
き
盡
す
は
難か

た

し
と
為
さ
ず
。 

（
通
釈
）（
家
の
）
南
方
の
遠
く
に
尖
っ
た
石
が
あ
る
と
、
代
々
そ
の
家
は
火
事
で

焼
け
る
。（
尖
っ
た
石
が
）
大
き
く
て
高
け
れ
ば
、
火
事
が
起
こ
る
と
火
は
山
の
よ

う
に
燃
え
上
が
り
、
た
や
す
く
焼
き
尽
く
し
て
し
ま
う
。 

  

三
十
四
．（
原
文
）
展
帛
（
吊
）
回
來
欲
捲
舒
。
辨
錢
田
即
在
方
隅
。
中
男
長
位
須

先
發
。
人
言
此
位
鬼
神
扶
。 （

訓
読
）
展て

ん

吊
ち
よ
う

回か
い

來ら
い

し
て
捲げ

ん

舒じ
よ

せ
ん
と
欲
す
。
錢せ

ん

田で
ん

を
辨べ

ん

じ
て
、
即も

し
方
隅
に
在
ら
ば
、
中
男
の
長
位

須
す
べ
か

ら
く
先
ず
發
す
べ
し
。
人
は
言
う
、
此
の
位
は
鬼
神
扶た

す

く
、

と
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
路
が
）
伸
び
て
（
家
を
）
吊
る
よ
う
に
取
り
巻
き
、
巻
き
あ

げ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
（
こ
の
家
が
そ
の
道
の
）
曲
が
り
角
に
位
置
し
て

い
る
と
、
財
産
や
田
を
運
用
し
た
場
合
、
中
男
の
位
置
が
真
っ
先
に
昇
る
。
人
は

言
う
、
こ
う
い
う
位
置
は
鬼
神
が
扶
助
し
て
く
れ
る
、
と
。 

 

三
十
五
．（
原
文
）
品
岩
嵯
峨
似
浄
瓶
、
家
出
素
衣
僧
。
更
主
人
家
出
孤
寡
、
官
更

相
傳
有
。 

（
訓
読
）
品し

ん

岩が
ん

嵯
峨

さ

が

と
し
て
浄

じ
よ
う

瓶び
ん

に
似
た
れ
ば
、
家

は
素そ

衣い

の
僧
を
出い

だ

す
。
更
に
人
家
は
孤
寡
を
出
す
を
主

つ
か
さ

ど
る
。
官
は
更
に
相
い
傳
う
る
有
り
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
に
）
積
み
上
げ
た
石
が
ご
つ
ご
つ
し

て
浄
瓶
に
似
て
い
る
と
、
そ
の
家
は
白
衣
の
僧
を
出
す
。
さ
ら
に
孤
児
や
寡
婦
を

出
す
原
因
と
な
る
。
そ
の
官
職
は
さ
ら
に
子
孫
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 
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三
十
二
．
（
原
文
）
一
重
城
抱
一
江
纏
、
若
有
重
城
積
産
錢
。
雖
是
富
榮
無
禍
患
、

祇
宜
抱
子
度
晩
年
。 

（
訓
読
）
一
重
の
城

一
江
を
纏

ま
と
い

て
抱
き
、
若も

し
く
は
重

じ
ゆ
う

城
じ
よ
う

有
ら
ば
、
錢ぜ

に

を
積
産
す
。
是
れ
富
榮
な
り
と
雖

い
え
ど

も
禍か

患か
ん

無
し
。
祇た

だ
子
を
抱
き
て
晩
年
を
度わ

た

る
に
宜よ

ろ

し
。 

（
通
釈
）
一
重
の
城
壁
が
一
本
の
川
を
ま
と
う
よ
う
に
抱
い
て
い
る
か
、
ま
た
二

重
の
城
壁
が
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
銭
を
産
み
出
し
積
み
上
げ
て
い
く
。
こ
れ
は

富
貴
で
あ
っ
て
も
禍
患
は
な
い
。
た
だ
わ
が
子
を
抱
い
て
晩
年
を
過
ご
す
の
に
向

い
て
い
る
。 

 

三
十
三
．（
原
文
）
南
方
若
遠
有
尖
石
、
代
代
火
焼
宅
。
大
髙
火
起
火
成
山
、
焼
盡

不
為
難
。 

（
訓
読
）
南
方
に
若も

し
遠
く
に
尖せ

ん

石せ
き

有
ら
ば
、
代
代

宅

を
火
焼
す
。
大
い
に
髙
け
れ
ば
火
起
こ
り
、
火
は
山
を
成

す
。
焼
き
盡
す
は
難か

た

し
と
為
さ
ず
。 

（
通
釈
）（
家
の
）
南
方
の
遠
く
に
尖
っ
た
石
が
あ
る
と
、
代
々
そ
の
家
は
火
事
で

焼
け
る
。（
尖
っ
た
石
が
）
大
き
く
て
高
け
れ
ば
、
火
事
が
起
こ
る
と
火
は
山
の
よ

う
に
燃
え
上
が
り
、
た
や
す
く
焼
き
尽
く
し
て
し
ま
う
。 

  

三
十
四
．（
原
文
）
展
帛
（
吊
）
回
來
欲
捲
舒
。
辨
錢
田
即
在
方
隅
。
中
男
長
位
須

先
發
。
人
言
此
位
鬼
神
扶
。 （

訓
読
）
展て

ん

吊
ち
よ
う

回か
い

來ら
い

し
て
捲げ

ん

舒じ
よ

せ
ん
と
欲
す
。
錢せ

ん

田で
ん

を
辨べ

ん

じ
て
、
即も

し
方
隅
に
在
ら
ば
、
中
男
の
長
位

須
す
べ
か

ら
く
先
ず
發
す
べ
し
。
人
は
言
う
、
此
の
位
は
鬼
神
扶た

す

く
、

と
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
路
が
）
伸
び
て
（
家
を
）
吊
る
よ
う
に
取
り
巻
き
、
巻
き
あ

げ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
（
こ
の
家
が
そ
の
道
の
）
曲
が
り
角
に
位
置
し
て

い
る
と
、
財
産
や
田
を
運
用
し
た
場
合
、
中
男
の
位
置
が
真
っ
先
に
昇
る
。
人
は

言
う
、
こ
う
い
う
位
置
は
鬼
神
が
扶
助
し
て
く
れ
る
、
と
。 

 

三
十
五
．（
原
文
）
品
岩
嵯
峨
似
浄
瓶
、
家
出
素
衣
僧
。
更
主
人
家
出
孤
寡
、
官
更

相
傳
有
。 

（
訓
読
）
品し

ん

岩が
ん

嵯
峨

さ

が

と
し
て
浄

じ
よ
う

瓶び
ん

に
似
た
れ
ば
、
家

は
素そ

衣い

の
僧
を
出い

だ

す
。
更
に
人
家
は
孤
寡
を
出
す
を
主

つ
か
さ

ど
る
。
官
は
更
に
相
い
傳
う
る
有
り
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
に
）
積
み
上
げ
た
石
が
ご
つ
ご
つ
し

て
浄
瓶
に
似
て
い
る
と
、
そ
の
家
は
白
衣
の
僧
を
出
す
。
さ
ら
に
孤
児
や
寡
婦
を

出
す
原
因
と
な
る
。
そ
の
官
職
は
さ
ら
に
子
孫
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 
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三
十
二
．
（
原
文
）
一
重
城
抱
一
江
纏
、
若
有
重
城
積
産
錢
。
雖
是
富
榮
無
禍
患
、

祇
宜
抱
子
度
晩
年
。 

（
訓
読
）
一
重
の
城

一
江
を
纏

ま
と
い

て
抱
き
、
若も

し
く
は
重

じ
ゆ
う

城
じ
よ
う

有
ら
ば
、
錢ぜ

に

を
積
産
す
。
是
れ
富
榮
な
り
と
雖

い
え
ど

も
禍か

患か
ん

無
し
。
祇た

だ
子
を
抱
き
て
晩
年
を
度わ

た

る
に
宜よ

ろ

し
。 

（
通
釈
）
一
重
の
城
壁
が
一
本
の
川
を
ま
と
う
よ
う
に
抱
い
て
い
る
か
、
ま
た
二

重
の
城
壁
が
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
銭
を
産
み
出
し
積
み
上
げ
て
い
く
。
こ
れ
は

富
貴
で
あ
っ
て
も
禍
患
は
な
い
。
た
だ
わ
が
子
を
抱
い
て
晩
年
を
過
ご
す
の
に
向

い
て
い
る
。 

 

三
十
三
．（
原
文
）
南
方
若
遠
有
尖
石
、
代
代
火
焼
宅
。
大
髙
火
起
火
成
山
、
焼
盡

不
為
難
。 

（
訓
読
）
南
方
に
若も

し
遠
く
に
尖せ

ん

石せ
き

有
ら
ば
、
代
代

宅

を
火
焼
す
。
大
い
に
髙
け
れ
ば
火
起
こ
り
、
火
は
山
を
成

す
。
焼
き
盡
す
は
難か

た

し
と
為
さ
ず
。 

（
通
釈
）（
家
の
）
南
方
の
遠
く
に
尖
っ
た
石
が
あ
る
と
、
代
々
そ
の
家
は
火
事
で

焼
け
る
。（
尖
っ
た
石
が
）
大
き
く
て
高
け
れ
ば
、
火
事
が
起
こ
る
と
火
は
山
の
よ

う
に
燃
え
上
が
り
、
た
や
す
く
焼
き
尽
く
し
て
し
ま
う
。 

  

三
十
四
．（
原
文
）
展
帛
（
吊
）
回
來
欲
捲
舒
。
辨
錢
田
即
在
方
隅
。
中
男
長
位
須

先
發
。
人
言
此
位
鬼
神
扶
。 （

訓
読
）
展て

ん

吊
ち
よ
う

回か
い

來ら
い

し
て
捲げ

ん

舒じ
よ

せ
ん
と
欲
す
。
錢せ

ん

田で
ん

を
辨べ

ん

じ
て
、
即も

し
方
隅
に
在
ら
ば
、
中
男
の
長
位

須
す
べ
か

ら
く
先
ず
發
す
べ
し
。
人
は
言
う
、
此
の
位
は
鬼
神
扶た

す

く
、

と
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
路
が
）
伸
び
て
（
家
を
）
吊
る
よ
う
に
取
り
巻
き
、
巻
き
あ

げ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
（
こ
の
家
が
そ
の
道
の
）
曲
が
り
角
に
位
置
し
て

い
る
と
、
財
産
や
田
を
運
用
し
た
場
合
、
中
男
の
位
置
が
真
っ
先
に
昇
る
。
人
は

言
う
、
こ
う
い
う
位
置
は
鬼
神
が
扶
助
し
て
く
れ
る
、
と
。 

 

三
十
五
．（
原
文
）
品
岩
嵯
峨
似
浄
瓶
、
家
出
素
衣
僧
。
更
主
人
家
出
孤
寡
、
官
更

相
傳
有
。 

（
訓
読
）
品し

ん

岩が
ん

嵯
峨

さ

が

と
し
て
浄

じ
よ
う

瓶び
ん

に
似
た
れ
ば
、
家

は
素そ

衣い

の
僧
を
出い

だ

す
。
更
に
人
家
は
孤
寡
を
出
す
を
主

つ
か
さ

ど
る
。
官
は
更
に
相
い
傳
う
る
有
り
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
に
）
積
み
上
げ
た
石
が
ご
つ
ご
つ
し

て
浄
瓶
に
似
て
い
る
と
、
そ
の
家
は
白
衣
の
僧
を
出
す
。
さ
ら
に
孤
児
や
寡
婦
を

出
す
原
因
と
な
る
。
そ
の
官
職
は
さ
ら
に
子
孫
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 
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三
十
二
．
（
原
文
）
一
重
城
抱
一
江
纏
、
若
有
重
城
積
産
錢
。
雖
是
富
榮
無
禍
患
、

祇
宜
抱
子
度
晩
年
。 

（
訓
読
）
一
重
の
城

一
江
を
纏

ま
と
い

て
抱
き
、
若も

し
く
は
重

じ
ゆ
う

城
じ
よ
う

有
ら
ば
、
錢ぜ

に

を
積
産
す
。
是
れ
富
榮
な
り
と
雖

い
え
ど

も
禍か

患か
ん

無
し
。
祇た

だ
子
を
抱
き
て
晩
年
を
度わ

た

る
に
宜よ

ろ

し
。 

（
通
釈
）
一
重
の
城
壁
が
一
本
の
川
を
ま
と
う
よ
う
に
抱
い
て
い
る
か
、
ま
た
二

重
の
城
壁
が
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）
銭
を
産
み
出
し
積
み
上
げ
て
い
く
。
こ
れ
は

富
貴
で
あ
っ
て
も
禍
患
は
な
い
。
た
だ
わ
が
子
を
抱
い
て
晩
年
を
過
ご
す
の
に
向

い
て
い
る
。 

 

三
十
三
．（
原
文
）
南
方
若
遠
有
尖
石
、
代
代
火
焼
宅
。
大
髙
火
起
火
成
山
、
焼
盡

不
為
難
。 

（
訓
読
）
南
方
に
若も

し
遠
く
に
尖せ

ん

石せ
き

有
ら
ば
、
代
代

宅

を
火
焼
す
。
大
い
に
髙
け
れ
ば
火
起
こ
り
、
火
は
山
を
成

す
。
焼
き
盡
す
は
難か

た

し
と
為
さ
ず
。 

（
通
釈
）（
家
の
）
南
方
の
遠
く
に
尖
っ
た
石
が
あ
る
と
、
代
々
そ
の
家
は
火
事
で

焼
け
る
。（
尖
っ
た
石
が
）
大
き
く
て
高
け
れ
ば
、
火
事
が
起
こ
る
と
火
は
山
の
よ

う
に
燃
え
上
が
り
、
た
や
す
く
焼
き
尽
く
し
て
し
ま
う
。 

  

三
十
四
．（
原
文
）
展
帛
（
吊
）
回
來
欲
捲
舒
。
辨
錢
田
即
在
方
隅
。
中
男
長
位
須

先
發
。
人
言
此
位
鬼
神
扶
。 （

訓
読
）
展て

ん

吊
ち
よ
う

回か
い

來ら
い

し
て
捲げ

ん

舒じ
よ

せ
ん
と
欲
す
。
錢せ

ん

田で
ん

を
辨べ

ん

じ
て
、
即も

し
方
隅
に
在
ら
ば
、
中
男
の
長
位

須
す
べ
か

ら
く
先
ず
發
す
べ
し
。
人
は
言
う
、
此
の
位
は
鬼
神
扶た

す

く
、

と
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
路
が
）
伸
び
て
（
家
を
）
吊
る
よ
う
に
取
り
巻
き
、
巻
き
あ

げ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
（
こ
の
家
が
そ
の
道
の
）
曲
が
り
角
に
位
置
し
て

い
る
と
、
財
産
や
田
を
運
用
し
た
場
合
、
中
男
の
位
置
が
真
っ
先
に
昇
る
。
人
は

言
う
、
こ
う
い
う
位
置
は
鬼
神
が
扶
助
し
て
く
れ
る
、
と
。 

 

三
十
五
．（
原
文
）
品
岩
嵯
峨
似
浄
瓶
、
家
出
素
衣
僧
。
更
主
人
家
出
孤
寡
、
官
更

相
傳
有
。 

（
訓
読
）
品し

ん

岩が
ん

嵯
峨

さ

が

と
し
て
浄

じ
よ
う

瓶び
ん

に
似
た
れ
ば
、
家

は
素そ

衣い

の
僧
を
出い

だ

す
。
更
に
人
家
は
孤
寡
を
出
す
を
主

つ
か
さ

ど
る
。
官
は
更
に
相
い
傳
う
る
有
り
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
に
）
積
み
上
げ
た
石
が
ご
つ
ご
つ
し

て
浄
瓶
に
似
て
い
る
と
、
そ
の
家
は
白
衣
の
僧
を
出
す
。
さ
ら
に
孤
児
や
寡
婦
を

出
す
原
因
と
な
る
。
そ
の
官
職
は
さ
ら
に
子
孫
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 
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三
十
六
．（
原
文
）
石
頭
屋
後
起
三
堆
、
倉
庫
積
禾
圑
（
囤
）。
石
藏
屋
後
土

般
般
、
潭
日
更
清
閑
。

（
訓
読
）
石
頭　

屋
後
に
三
堆
を
起
せ
ば
、
倉
庫
は

禾か

囤と
ん

を
積
む
。
石
藏　

屋
後
の
土　

般
般
た
れ
ば
、
潭た

ん

日じ
つ

更
に
清
閑
た
り
。

（
通
釈
）
石
頭
（
岩
山
）
が
家
の
背
後
に
三
つ
積
み
あ
が
っ
て
い
る
と
、（
そ
の

家
の
）
倉
庫
は
穀
物
を
積
み
あ
げ
る
よ
う
に
な
る
。
石
蔵
が
家
の
背
後
に
あ
っ
て

地
面
が
美
し
く
整
え
ら
れ
て
い
る
と
、
落
ち
着
い
た
日
々
は
さ
ら
に
清
ら
か
で
静

か
な
も
の
に
な
る
。

三
十
七
．（
原
文
）
路
如
跪
膝
不
風
光
、
輕
輕
乍
富
便
更
張
。
只
因
笑
死
渾

閑
事
、
脚
病
常
常
不
離
床
。（

訓
読
）
路み
ち　

跪き

膝し
つ

の
如ご

と

く
に
し
て
風
光
あ
ら
ざ
れ

ば
、
輕け
い
け
い輕

と
し
て
乍た

ち
ま

ち
富
み
て
便す

な
わ

ち
更
に
張
る
。
只た

だ

笑
死
に
因
り
て
閑か
ん

事じ

を
渾に

ご

す
。
脚

き
や
く

病び
よ
うあ
り
て
常つ

ね
つ
ね常
床
を

離
れ
ず
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
の
）
路
が
ひ
ざ
ま
ず
く
形
を
し
て
風
光
が
ひ
ら
け
て
い
な

い
と
、（
そ
の
家
は
）
軽
々
と
た
ち
ま
ち
富
を
手
に
し
、
さ
ら
に
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
く
。
た
だ
笑
い
こ
ろ
げ
て
ひ
ま
を
つ
ぶ
す
。（
働
か
な
い
か
ら
）脚
の
病
が
常
に
あ
っ

て
病
床
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

三
十
八
．（
原
文
）
路
如
丁
字
損
人
丁
。
前
低
蕩
去
不
堪
行
。
或
然
平
生
猶

輕
可
。
也
主
離
郷
亦
主
貧
。

（
訓
読
）
路み
ち　

丁て
い

字じ

の
如ご

と

き
は
人じ

ん

丁て
い

を
損そ

こ

な
う
。
前

低
く
蕩ひ
ろ

く
去
ら
ば
、
行
く
に
堪
え
ず
。
或あ

る

然い

は
平
生　

猶な

お
輕
き
こ
と
可
な
り
。
也ま

た
郷き

よ
う

を
離
る
る
を
主

つ
か
さ
どり
、

亦ま

た
貧
を
主
る
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
の
）
路
が
丁
字
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
、（
そ
の
家
の
）

人
々
を
損
な
う
。（
家
の
）
前
の
路
が
低
く
下
り
、
ず
っ
と
伸
び
て
い
る
と
、（
そ

の
家
人
は
）
歩
く
の
に
不
自
由
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
平
生
は
ま
だ
苦
労

な
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。（
し
か
し
）
ま
た
故
郷
を
離
れ
る

原
因
に
も
な
り
、
ま
た
貧
困
の
原
因
に
も
な
る
。

三
十
九
．（
原
文
）
路
成
八
（
丁
）
字
害
難
逃
。
有
口
何
能
下
一
挑
。
死
別

生
離
事
（
真
）
似
苦
。
門
前
有
此
非
吉
兆
。

（
訓
読
）
路　

丁て
い

字じ

を
成
さ
ば
、
害　

逃の
が

れ
難か

た

し
。

口こ
う

有
れ
ど
も
何な

ん

ぞ
能
く
下
る
こ
と　

一い
ち

挑ち
よ
うな

ら
ん
。
死し

別べ
つ

生せ
い

離り　

真ま
こ
と
に
苦
に
似
た
り
。
門
前
に
此こ

れ
有
る
は
吉

兆
に
非あ
ら

ず
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
の
）
路
が
丁
字
に
な
っ
て
い
る
と
、（
そ
の
家
は
）
災
害
を

逃
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。
出
口
が
あ
っ
て
も
、（
何
か
起
こ
っ
た
と
き
）
ひ
と
っ
と
び
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三
十
六
．（
原
文
）
石
頭
屋
後
起
三
堆
、
倉
庫
積
禾
圑
（
囤
）
。
石
藏
屋
後
土
般
般
、

潭
日
更
清
閑
。 

（
訓
読
）
石
頭

屋
後
に
三
堆
を
起
せ
ば
、
倉
庫
は
禾か

囤と
ん

を

積
む
。
石
藏

屋
後
に
土
般
般
た
れ
ば
、
潭た

ん

日じ
つ

更
に
清
閑

た
り
。 

（
通
釈
）
石
頭
（
岩
山
）
が
家
の
背
後
に
三
つ
積
み
あ
が
っ
て
い
る
と
、（
そ
の
家

の
）
倉
庫
は
集
め
た
穀
物
を
積
む
よ
う
に
な
る
。
石
蔵
が
家
の
背
後
に
あ
っ
て
地

面
が
美
し
く
整
え
ら
れ
て
い
る
と
、
落
ち
着
い
た
日
々
は
さ
ら
に
清
ら
か
で
静
か

に
な
る
。 

 

三
十
七
．
（
原
文
）
路
如
跪
膝
不
風
光
、
輕
輕
乍
富
便
更
張
。
只
因
笑
死
渾
閑
事
、

脚
病
常
常
不
離
床
。 

（
訓
読
）
路み

ち

跪き

膝し
つ

の
如ご

と

く
に
し
て
風
光
あ
ら
ざ
れ
ば
、

輕
輕

け
い
け
い

と
し
て
乍

た
ち
ま

ち
富
み
て
便

す
な
わ

ち
更
に
張
る
。
只た

だ
笑
死

に
因
り
て
閑か

ん

事じ

を
渾に

ご

す
。
脚

き
や
く

病
び
よ
う

あ
り
て
常
常

つ
ね
つ
ね

床
を
離
れ

ず
。 

（
通
釈
）
（
家
の
門
前
の
）
路
が
ひ
ざ
ま
ず
く
形
に
伸
び
て
風
光
が
な
い
と
、
（
そ

の
家
は
）
軽
々
と
た
ち
ま
ち
富
を
手
に
し
、
さ
ら
に
だ
ん
だ
ん
増
え
て
い
く
。
た

だ
笑
い
こ
ろ
げ
て
ひ
ま
を
つ
ぶ
す
。（
働
か
な
い
か
ら
）
脚
の
病
が
常
に
あ
っ
て
病

床
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

三
十
八
．
（
原
文
）
路
如
丁
字
損
人
丁
。
前
低
蕩
去
不
堪
行
。
或
然
平
生
猶
輕
可
。

也
主
離
郷
亦
主
貧
。 

（
訓
読
）
路み

ち

丁て
い

字じ

の
如ご

と

き
は
人じ

ん

丁て
い

を
損そ

こ

な
う
。
前

低
く
蕩ひ

ろ

く
去
ら
ば
、
行
く
に
堪
え
ず
。
或あ

る

然い

は
平
生

猶な

お
輕
き
こ
と
可
な
り
。
也ま

た
郷

き
よ
う

を
離
る
る
を

主
つ
か
さ
ど

り
、
亦ま

た
貧
を
主
る
。 

（
通
釈
）
（
家
の
門
前
の
）
路
が
丁
字
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
、
（
そ
の
家
の
）

人
々
を
損
な
う
。（
家
の
）
前
の
路
が
低
く
広
く
伸
び
て
い
る
と
、（
そ
の
家
人
は
）

行
い
に
忍
耐
が
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
平
生
は
ま
だ
苦
労
な
く
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。（
し
か
し
）
ま
た
故
郷
を
離
れ
る
原
因
に
も
な
り
、
ま

た
貧
困
の
原
因
に
も
な
る
。 

 

三
十
九
．（
原
文
）
路
成
八
（
丁
）
字
害
難
逃
。
有
口
何
能
下
一
挑
。
死
別
生
離
真

似
苦
。
門
前
有
此
非
吉
兆
。 

（
訓
読
）
路

丁て
い

字じ

を
成
さ
ば
、
害

逃の
が

れ
難か

た

し
。
口こ

う

有

れ
ど
も
何な

ん

ぞ
能
く
下
る
こ
と

一い
ち

挑
ち
よ
う

な
ら
ん
。
死し

別べ
つ

生せ
い

離り

真
ま
こ
と

に
苦
に
似
た
り
。
門
前
に
此こ

れ
有
る
は
吉
兆
に

非あ
ら

ず
。 

（
通
釈
）
（
家
の
門
前
の
）
路
が
丁
字
に
な
っ
て
い
る
と
、
（
そ
の
家
は
）
災
害
を

逃
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。
出
口
が
あ
っ
て
も
、（
何
か
起
こ
っ
た
と
き
）
ひ
と
っ
と
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三
十
六
．（
原
文
）
石
頭
屋
後
起
三
堆
、
倉
庫
積
禾
圑
（
囤
）
。
石
藏
屋
後
土
般
般
、

潭
日
更
清
閑
。 

（
訓
読
）
石
頭

屋
後
に
三
堆
を
起
せ
ば
、
倉
庫
は
禾か

囤と
ん

を

積
む
。
石
藏

屋
後
に
土
般
般
た
れ
ば
、
潭た

ん

日じ
つ

更
に
清
閑

た
り
。 

（
通
釈
）
石
頭
（
岩
山
）
が
家
の
背
後
に
三
つ
積
み
あ
が
っ
て
い
る
と
、（
そ
の
家

の
）
倉
庫
は
集
め
た
穀
物
を
積
む
よ
う
に
な
る
。
石
蔵
が
家
の
背
後
に
あ
っ
て
地

面
が
美
し
く
整
え
ら
れ
て
い
る
と
、
落
ち
着
い
た
日
々
は
さ
ら
に
清
ら
か
で
静
か

に
な
る
。 

 

三
十
七
．
（
原
文
）
路
如
跪
膝
不
風
光
、
輕
輕
乍
富
便
更
張
。
只
因
笑
死
渾
閑
事
、

脚
病
常
常
不
離
床
。 

（
訓
読
）
路み

ち

跪き

膝し
つ

の
如ご

と

く
に
し
て
風
光
あ
ら
ざ
れ
ば
、

輕
輕

け
い
け
い

と
し
て
乍

た
ち
ま

ち
富
み
て
便

す
な
わ

ち
更
に
張
る
。
只た

だ
笑
死

に
因
り
て
閑か

ん

事じ

を
渾に

ご

す
。
脚

き
や
く

病
び
よ
う

あ
り
て
常
常

つ
ね
つ
ね

床
を
離
れ

ず
。 

（
通
釈
）
（
家
の
門
前
の
）
路
が
ひ
ざ
ま
ず
く
形
に
伸
び
て
風
光
が
な
い
と
、
（
そ

の
家
は
）
軽
々
と
た
ち
ま
ち
富
を
手
に
し
、
さ
ら
に
だ
ん
だ
ん
増
え
て
い
く
。
た

だ
笑
い
こ
ろ
げ
て
ひ
ま
を
つ
ぶ
す
。（
働
か
な
い
か
ら
）
脚
の
病
が
常
に
あ
っ
て
病

床
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

三
十
八
．
（
原
文
）
路
如
丁
字
損
人
丁
。
前
低
蕩
去
不
堪
行
。
或
然
平
生
猶
輕
可
。

也
主
離
郷
亦
主
貧
。 

（
訓
読
）
路み

ち

丁て
い

字じ

の
如ご

と

き
は
人じ

ん

丁て
い

を
損そ

こ

な
う
。
前

低
く
蕩ひ

ろ

く
去
ら
ば
、
行
く
に
堪
え
ず
。
或あ

る

然い

は
平
生

猶な

お
輕
き
こ
と
可
な
り
。
也ま

た
郷

き
よ
う

を
離
る
る
を

主
つ
か
さ
ど

り
、
亦ま

た
貧
を
主
る
。 

（
通
釈
）
（
家
の
門
前
の
）
路
が
丁
字
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
、
（
そ
の
家
の
）

人
々
を
損
な
う
。（
家
の
）
前
の
路
が
低
く
広
く
伸
び
て
い
る
と
、（
そ
の
家
人
は
）

行
い
に
忍
耐
が
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
平
生
は
ま
だ
苦
労
な
く
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。（
し
か
し
）
ま
た
故
郷
を
離
れ
る
原
因
に
も
な
り
、
ま

た
貧
困
の
原
因
に
も
な
る
。 

 

三
十
九
．（
原
文
）
路
成
八
（
丁
）
字
害
難
逃
。
有
口
何
能
下
一
挑
。
死
別
生
離
真

似
苦
。
門
前
有
此
非
吉
兆
。 

（
訓
読
）
路

丁て
い

字じ

を
成
さ
ば
、
害

逃の
が

れ
難か

た

し
。
口こ

う

有

れ
ど
も
何な

ん

ぞ
能
く
下
る
こ
と

一い
ち

挑
ち
よ
う

な
ら
ん
。
死し

別べ
つ

生せ
い

離り

真
ま
こ
と

に
苦
に
似
た
り
。
門
前
に
此こ

れ
有
る
は
吉
兆
に

非あ
ら

ず
。 

（
通
釈
）
（
家
の
門
前
の
）
路
が
丁
字
に
な
っ
て
い
る
と
、
（
そ
の
家
は
）
災
害
を

逃
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。
出
口
が
あ
っ
て
も
、（
何
か
起
こ
っ
た
と
き
）
ひ
と
っ
と 35 

三
十
六
．（
原
文
）
石
頭
屋
後
起
三
堆
、
倉
庫
積
禾
圑
（
囤
）
。
石
藏
屋
後
土
般
般
、

潭
日
更
清
閑
。 

（
訓
読
）
石
頭

屋
後
に
三
堆
を
起
せ
ば
、
倉
庫
は
禾か

囤と
ん

を

積
む
。
石
藏

屋
後
に
土
般
般
た
れ
ば
、
潭た

ん

日じ
つ

更
に
清
閑

た
り
。 

（
通
釈
）
石
頭
（
岩
山
）
が
家
の
背
後
に
三
つ
積
み
あ
が
っ
て
い
る
と
、（
そ
の
家

の
）
倉
庫
は
集
め
た
穀
物
を
積
む
よ
う
に
な
る
。
石
蔵
が
家
の
背
後
に
あ
っ
て
地

面
が
美
し
く
整
え
ら
れ
て
い
る
と
、
落
ち
着
い
た
日
々
は
さ
ら
に
清
ら
か
で
静
か

に
な
る
。 

 

三
十
七
．
（
原
文
）
路
如
跪
膝
不
風
光
、
輕
輕
乍
富
便
更
張
。
只
因
笑
死
渾
閑
事
、

脚
病
常
常
不
離
床
。 

（
訓
読
）
路み

ち

跪き

膝し
つ

の
如ご

と

く
に
し
て
風
光
あ
ら
ざ
れ
ば
、

輕
輕

け
い
け
い

と
し
て
乍

た
ち
ま

ち
富
み
て
便

す
な
わ

ち
更
に
張
る
。
只た

だ
笑
死

に
因
り
て
閑か

ん

事じ

を
渾に

ご

す
。
脚

き
や
く

病
び
よ
う

あ
り
て
常
常

つ
ね
つ
ね

床
を
離
れ

ず
。 

（
通
釈
）
（
家
の
門
前
の
）
路
が
ひ
ざ
ま
ず
く
形
に
伸
び
て
風
光
が
な
い
と
、
（
そ

の
家
は
）
軽
々
と
た
ち
ま
ち
富
を
手
に
し
、
さ
ら
に
だ
ん
だ
ん
増
え
て
い
く
。
た

だ
笑
い
こ
ろ
げ
て
ひ
ま
を
つ
ぶ
す
。（
働
か
な
い
か
ら
）
脚
の
病
が
常
に
あ
っ
て
病

床
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

三
十
八
．
（
原
文
）
路
如
丁
字
損
人
丁
。
前
低
蕩
去
不
堪
行
。
或
然
平
生
猶
輕
可
。

也
主
離
郷
亦
主
貧
。 

（
訓
読
）
路み

ち

丁て
い

字じ

の
如ご

と

き
は
人じ

ん

丁て
い

を
損そ

こ

な
う
。
前

低
く
蕩ひ

ろ

く
去
ら
ば
、
行
く
に
堪
え
ず
。
或あ

る

然い

は
平
生

猶な

お
輕
き
こ
と
可
な
り
。
也ま

た
郷

き
よ
う

を
離
る
る
を

主
つ
か
さ
ど

り
、
亦ま

た
貧
を
主
る
。 

（
通
釈
）
（
家
の
門
前
の
）
路
が
丁
字
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
、
（
そ
の
家
の
）

人
々
を
損
な
う
。（
家
の
）
前
の
路
が
低
く
広
く
伸
び
て
い
る
と
、（
そ
の
家
人
は
）

行
い
に
忍
耐
が
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
平
生
は
ま
だ
苦
労
な
く
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。（
し
か
し
）
ま
た
故
郷
を
離
れ
る
原
因
に
も
な
り
、
ま

た
貧
困
の
原
因
に
も
な
る
。 

 

三
十
九
．（
原
文
）
路
成
八
（
丁
）
字
害
難
逃
。
有
口
何
能
下
一
挑
。
死
別
生
離
真

似
苦
。
門
前
有
此
非
吉
兆
。 

（
訓
読
）
路

丁て
い

字じ

を
成
さ
ば
、
害

逃の
が

れ
難か

た

し
。
口こ

う

有

れ
ど
も
何な

ん

ぞ
能
く
下
る
こ
と

一い
ち

挑
ち
よ
う

な
ら
ん
。
死し

別べ
つ

生せ
い

離り

真
ま
こ
と

に
苦
に
似
た
り
。
門
前
に
此こ

れ
有
る
は
吉
兆
に

非あ
ら

ず
。 

（
通
釈
）
（
家
の
門
前
の
）
路
が
丁
字
に
な
っ
て
い
る
と
、
（
そ
の
家
は
）
災
害
を

逃
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。
出
口
が
あ
っ
て
も
、（
何
か
起
こ
っ
た
と
き
）
ひ
と
っ
と
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三
十
六
．（
原
文
）
石
頭
屋
後
起
三
堆
、
倉
庫
積
禾
圑
（
囤
）
。
石
藏
屋
後
土
般
般
、

潭
日
更
清
閑
。 

（
訓
読
）
石
頭

屋
後
に
三
堆
を
起
せ
ば
、
倉
庫
は
禾か

囤と
ん

を

積
む
。
石
藏

屋
後
に
土
般
般
た
れ
ば
、
潭た

ん

日じ
つ

更
に
清
閑

た
り
。 

（
通
釈
）
石
頭
（
岩
山
）
が
家
の
背
後
に
三
つ
積
み
あ
が
っ
て
い
る
と
、（
そ
の
家

の
）
倉
庫
は
集
め
た
穀
物
を
積
む
よ
う
に
な
る
。
石
蔵
が
家
の
背
後
に
あ
っ
て
地

面
が
美
し
く
整
え
ら
れ
て
い
る
と
、
落
ち
着
い
た
日
々
は
さ
ら
に
清
ら
か
で
静
か

に
な
る
。 

 

三
十
七
．
（
原
文
）
路
如
跪
膝
不
風
光
、
輕
輕
乍
富
便
更
張
。
只
因
笑
死
渾
閑
事
、

脚
病
常
常
不
離
床
。 

（
訓
読
）
路み

ち

跪き

膝し
つ

の
如ご

と

く
に
し
て
風
光
あ
ら
ざ
れ
ば
、

輕
輕

け
い
け
い

と
し
て
乍

た
ち
ま

ち
富
み
て
便

す
な
わ

ち
更
に
張
る
。
只た

だ
笑
死

に
因
り
て
閑か

ん

事じ

を
渾に

ご

す
。
脚

き
や
く

病
び
よ
う

あ
り
て
常
常

つ
ね
つ
ね

床
を
離
れ

ず
。 

（
通
釈
）
（
家
の
門
前
の
）
路
が
ひ
ざ
ま
ず
く
形
に
伸
び
て
風
光
が
な
い
と
、
（
そ

の
家
は
）
軽
々
と
た
ち
ま
ち
富
を
手
に
し
、
さ
ら
に
だ
ん
だ
ん
増
え
て
い
く
。
た

だ
笑
い
こ
ろ
げ
て
ひ
ま
を
つ
ぶ
す
。（
働
か
な
い
か
ら
）
脚
の
病
が
常
に
あ
っ
て
病

床
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

三
十
八
．
（
原
文
）
路
如
丁
字
損
人
丁
。
前
低
蕩
去
不
堪
行
。
或
然
平
生
猶
輕
可
。

也
主
離
郷
亦
主
貧
。 

（
訓
読
）
路み

ち

丁て
い

字じ

の
如ご

と

き
は
人じ

ん

丁て
い

を
損そ

こ

な
う
。
前

低
く
蕩ひ

ろ

く
去
ら
ば
、
行
く
に
堪
え
ず
。
或あ

る

然い

は
平
生

猶な

お
輕
き
こ
と
可
な
り
。
也ま

た
郷

き
よ
う

を
離
る
る
を

主
つ
か
さ
ど

り
、
亦ま

た
貧
を
主
る
。 

（
通
釈
）
（
家
の
門
前
の
）
路
が
丁
字
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
、
（
そ
の
家
の
）

人
々
を
損
な
う
。（
家
の
）
前
の
路
が
低
く
広
く
伸
び
て
い
る
と
、（
そ
の
家
人
は
）

行
い
に
忍
耐
が
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
平
生
は
ま
だ
苦
労
な
く
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。（
し
か
し
）
ま
た
故
郷
を
離
れ
る
原
因
に
も
な
り
、
ま

た
貧
困
の
原
因
に
も
な
る
。 

 

三
十
九
．（
原
文
）
路
成
八
（
丁
）
字
害
難
逃
。
有
口
何
能
下
一
挑
。
死
別
生
離
真

似
苦
。
門
前
有
此
非
吉
兆
。 

（
訓
読
）
路

丁て
い

字じ

を
成
さ
ば
、
害

逃の
が

れ
難か

た

し
。
口こ

う

有

れ
ど
も
何な

ん

ぞ
能
く
下
る
こ
と

一い
ち

挑
ち
よ
う

な
ら
ん
。
死し

別べ
つ

生せ
い

離り

真
ま
こ
と

に
苦
に
似
た
り
。
門
前
に
此こ

れ
有
る
は
吉
兆
に

非あ
ら

ず
。 

（
通
釈
）
（
家
の
門
前
の
）
路
が
丁
字
に
な
っ
て
い
る
と
、
（
そ
の
家
は
）
災
害
を

逃
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。
出
口
が
あ
っ
て
も
、（
何
か
起
こ
っ
た
と
き
）
ひ
と
っ
と
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で
き
な
い
。
死
に
別
れ
た
り
生
き
別
れ
た
り
し
て
、ま
こ
と
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。

門
前
に
こ
の
形
が
あ
る
の
は
、
吉
兆
で
は
な
い
。

四
十
．（
原
文
）
左
邊
七
字
須
端
正
、
方
斷
財
山
定
。
或
然
一
似
死
鴨
形
、

日
日
閙
相
爭
。

（
訓
読
）
左
邊
に
七
の
字
の
須ひ
げ

（
鬚
）　

端
正
な
ら
ば
、

方ま
さ

に
斷
じ
て
財
山
定
ま
る
。
或あ

る

然い

は
一い

つ

に
死
せ
る
鴨
の

形
に
似
ば
、
日
日
閙さ
わ
がし
く
相
い
爭
う
。

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
左
側
に
七
の
字
の
よ
う
な
路
が
あ
り
、（
七
の
字
の
二
画

目
の
）
払
い
の
画
が
き
ち
ん
と
整
っ
て
い
れ
ば
、
ま
さ
に
必
ず
財
産
の
山
を
き
づ
く

よ
う
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
も
し
路
が
死
ん
だ
鴨
の
形
に
似
て
い
る
と
、
日
々
騒
が

し
く
、
相
い
争
う
こ
と
に
な
る
。

四
十
一
．（
原
文
）
土
堆
似
人
欄
路
抵
、
自
縊
不
由
賢
。
若
在
田
中
却
是
牛

（
吉
）。
名
為
印
綬
保
于
年
。

（
訓
読
）
土
堆　

人
に
似
て
欄ら

ん

路ろ　

抵あ
た

る
。
自み

ず
か
ら
縊く

く

ら
ば
賢
に
由
ら
ず
。
若も

し
田で

ん

中ち
ゆ
うに

在
ら
ば
、
却か

え
つ

て
是
れ

吉
。
名
づ
け
て
印い
ん

綬じ
ゆ

と
為
し
、
年
を
保
つ
。

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
土
盛
り
が
人
の
形
に
似
て
お
り
、
囲
い
の
路
が
触
れ
て

い
て
、（
そ
れ
が
）
自
分
の
首
を
く
く
っ
て
い
る
か
た
ち
を
し
て
い
る
と
、（
そ
の
家

の
人
は
）
賢
明
で
は
な
い
。（
も
し
土
盛
り
が
）
田
の
中
に
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）

か
え
っ
て
吉
で
あ
る
。
そ
れ
を
名
づ
け
て
「
印
綬
」
と
い
い
、（
家
人
は
印
綬
を
授

か
る
身
分
を
）
長
年
保
つ
こ
と
に
な
る
。

四
十
二
．（
原
文
）
若
見
門
前
七
字
去
、
斷
作
辨
金
路
。
其
家
富
貴
足
錢
財
。

金
玉
似
山
堆
。

（
訓
読
）
若も

し
門
前
に
七
字
の
去
る
を
見
ば
、
斷だ

ん

じ

て
辨
金
路
と
作な

す
。
其
の
家　

富
貴
に
し
て
錢
財
を
足

ら
す
。
金き
ん

玉ぎ
よ
くは

山さ
ん

堆た
い

の
似ご

と

し
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
七
の
字
の
形
を
し
た
路
が
伸
び
て
い
る
と
、
必

ず
「
弁
金
路
（
金
銀
財
宝
を
集
め
る
路
）」
と
な
る
。
そ
の
家
は
富
貴
で
十
分
な

財
産
を
蓄
え
る
。
金
銀
宝
玉
が
山
の
よ
う
に
堆
積
す
る
。

四
十
三
．（
原
文
）
門
前
土
堆
如
人
背
、
上
頭
生
石
山
（
出
）
徒
配
。
自
他

漸
漸
生
茅
草
、
家
口
常
憂
悩
。

（
訓
読
）
門
前
の
土
堆　

人
の
背
の
如
く
に
し
て
、
上

頭
に
石
を
生
ず
れ
ば
、
徒
配
を
出い
だ

す
。
自
他　

漸ぜ
ん
ぜ
ん漸

と

し
て
茅ぼ
う

草そ
う

を
生
じ
、
家か

口こ
う　

常
に
憂ゆ

う
の
う悩
す
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
の
土
盛
り
が
人
の
背
の
よ
う
で
あ
り
、
上
部
に
石
が
出

て
い
る
と
、（
そ
の
家
は
）
配
流
の
憂
き
目
に
あ
う
。
家
の
内
外
に
次
第
に
茅ち
が
や
が
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び
で
き
な
い
。
死
に
別
れ
た
り
生
き
別
れ
た
り
し
て
、
ま
こ
と
に
苦
し
む
こ
と
に

な
る
。
門
前
に
こ
の
形
が
あ
る
の
は
、
吉
兆
で
は
な
い
。 

 

四
十
．（
原
文
）
左
邊
七
字
須
端
正
、
方
斷
財
山
定
。
或
然
一
似
死
鴨
形
、
日
日
閙

相
爭
。 

（
訓
読
）
左
邊
に
七
の
字
の
須ひ

げ

（
鬚
）

端
正
な
ら
ば
、
方ま

さ

に
斷
じ
て
財
山
定
ま
る
。
或あ

る

然い

は
一い

つ

に
死
せ
る
鴨
の
形
に

似
ば
、
日
日
閙

さ
わ
が

し
く
相
い
爭
う
。 

（
通
釈
）
（
家
の
）
左
側
に
七
の
字
の
よ
う
な
路
が
あ
り
、
（
そ
の
）
払
い
の
画
が

き
ち
ん
と
整
っ
て
い
れ
ば
、
ま
さ
に
必
ず
財
産
の
山
を
き
づ
く
よ
う
に
な
る
。
あ

る
い
は
、
も
し
路
が
死
ん
だ
鴨
の
形
に
似
て
い
る
と
、
日
々
騒
が
し
く
、
相
い
争

う
こ
と
に
な
る
。 

。 

四
十
一
．（
原
文
）
土
堆
似
人
欄
路
抵
、
自
縊
、
不
由
賢
。
若
在
田
中
、
却
是
牛
（
吉
）
。

名
為
印
綬
、
保
千
年
。 

（
訓
読
）
土
堆

人
に
似
て
欄ら

ん

路ろ

抵あ
た

る
。
自

み
ず
か

ら
縊く

く

ら
ば
、

賢
に
由
ら
ず
。
若も

し
田で

ん

中
ち
ゆ
う

に
在
ら
ば
、
却

か
え
つ

て
是
れ
吉
。

名
づ
け
て
印い

ん

綬じ
ゆ

と
為
し
、
千
年
を
保
つ
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
土
盛
り
が
人
の
形
に
似
て
お
り
、
手
す
り
つ
き
の
路
が
あ

た
っ
て
い
る
。
（
そ
れ
が
）
自
分
の
首
を
く
く
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
ば
、
（
そ
の
家

の
人
は
）
賢
明
で
は
な
い
。（
も
し
土
盛
り
が
）
田
の
中
に
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）

か
え
っ
て
吉
で
あ
る
。
そ
れ
を
名
づ
け
て
「
印
綬
」
と
い
い
、（
家
人
は
印
綬
を
授

か
る
身
分
を
）
千
年
保
つ
こ
と
に
な
る
。 

 

四
十
二
．（
原
文
）
若
見
門
前
七
字
去
、
斷
作
辨
金
路
。
其
家
富
貴
足
錢
財
、
金
玉

似
山
堆
。 

（
訓
読
）
若も

し
門
前
に
七
字
の
去
る
を
見
ば
、
斷だ

ん

じ
て

辨
金
路
と
作な

す
。
其
の
家

富
貴
に
し
て
錢
財
を
足
ら

す
。
金き

ん

玉
ぎ
よ
く

は
山さ

ん

堆た
い

の
似ご

と

し
。 

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
七
の
字
の
形
を
し
た
路
が
伸
び
て
い
る
と
、
必

ず
「
弁
金
路
（
金
銀
財
宝
を
集
め
る
路
）
」
と
な
る
。
そ
の
家
は
富
貴
で
十
分
な
財

産
を
蓄
え
る
。
金
銀
宝
玉
が
山
の
よ
う
に
堆
積
す
る
。 

 

四
十
三
．
（
原
文
）
門
前
土
堆
如
人
背
、
上
頭
生
石
出
徒
配
。
自
他
漸
漸
生
茅
草
、

家
口
常
憂
悩
。 

（
訓
読
）
門
前
の
土
堆

人
の
背
の
如
く
に
し
て
、
上

頭
に
石
を
生
ず
れ
ば
、
徒
配
を
出い

だ

す
。
自
他

漸
漸

ぜ
ん
ぜ
ん

と

し
て
茅ぼ

う

草そ
う

を
生
じ
、
家か

口こ
う

常
に
憂
悩

ゆ
う
の
う

す
。 

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
の
土
盛
り
が
人
の
背
の
よ
う
で
あ
り
、
上
部
に
石
が
出

て
い
る
と
、
（
そ
の
家
は
）
配
流
の
憂
き
目
に
あ
う
。
家
の
内
外
に
次
第
に
茅

ち
が
や

が
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び
で
き
な
い
。
死
に
別
れ
た
り
生
き
別
れ
た
り
し
て
、
ま
こ
と
に
苦
し
む
こ
と
に

な
る
。
門
前
に
こ
の
形
が
あ
る
の
は
、
吉
兆
で
は
な
い
。 

 

四
十
．（
原
文
）
左
邊
七
字
須
端
正
、
方
斷
財
山
定
。
或
然
一
似
死
鴨
形
、
日
日
閙

相
爭
。 

（
訓
読
）
左
邊
に
七
の
字
の
須ひ

げ

（
鬚
）

端
正
な
ら
ば
、
方ま

さ

に
斷
じ
て
財
山
定
ま
る
。
或あ

る

然い

は
一い

つ

に
死
せ
る
鴨
の
形
に

似
ば
、
日
日
閙

さ
わ
が

し
く
相
い
爭
う
。 

（
通
釈
）
（
家
の
）
左
側
に
七
の
字
の
よ
う
な
路
が
あ
り
、
（
そ
の
）
払
い
の
画
が

き
ち
ん
と
整
っ
て
い
れ
ば
、
ま
さ
に
必
ず
財
産
の
山
を
き
づ
く
よ
う
に
な
る
。
あ

る
い
は
、
も
し
路
が
死
ん
だ
鴨
の
形
に
似
て
い
る
と
、
日
々
騒
が
し
く
、
相
い
争

う
こ
と
に
な
る
。 

。 

四
十
一
．（
原
文
）
土
堆
似
人
欄
路
抵
、
自
縊
、
不
由
賢
。
若
在
田
中
、
却
是
牛
（
吉
）
。

名
為
印
綬
、
保
千
年
。 

（
訓
読
）
土
堆

人
に
似
て
欄ら

ん

路ろ

抵あ
た

る
。
自

み
ず
か

ら
縊く

く

ら
ば
、

賢
に
由
ら
ず
。
若も

し
田で

ん

中
ち
ゆ
う

に
在
ら
ば
、
却

か
え
つ

て
是
れ
吉
。

名
づ
け
て
印い

ん

綬じ
ゆ

と
為
し
、
千
年
を
保
つ
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
土
盛
り
が
人
の
形
に
似
て
お
り
、
手
す
り
つ
き
の
路
が
あ

た
っ
て
い
る
。
（
そ
れ
が
）
自
分
の
首
を
く
く
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
ば
、
（
そ
の
家

の
人
は
）
賢
明
で
は
な
い
。（
も
し
土
盛
り
が
）
田
の
中
に
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）

か
え
っ
て
吉
で
あ
る
。
そ
れ
を
名
づ
け
て
「
印
綬
」
と
い
い
、（
家
人
は
印
綬
を
授

か
る
身
分
を
）
千
年
保
つ
こ
と
に
な
る
。 

 

四
十
二
．（
原
文
）
若
見
門
前
七
字
去
、
斷
作
辨
金
路
。
其
家
富
貴
足
錢
財
、
金
玉

似
山
堆
。 

（
訓
読
）
若も

し
門
前
に
七
字
の
去
る
を
見
ば
、
斷だ

ん

じ
て

辨
金
路
と
作な

す
。
其
の
家

富
貴
に
し
て
錢
財
を
足
ら

す
。
金き

ん

玉
ぎ
よ
く

は
山さ

ん

堆た
い

の
似ご

と

し
。 

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
七
の
字
の
形
を
し
た
路
が
伸
び
て
い
る
と
、
必

ず
「
弁
金
路
（
金
銀
財
宝
を
集
め
る
路
）
」
と
な
る
。
そ
の
家
は
富
貴
で
十
分
な
財

産
を
蓄
え
る
。
金
銀
宝
玉
が
山
の
よ
う
に
堆
積
す
る
。 

 

四
十
三
．
（
原
文
）
門
前
土
堆
如
人
背
、
上
頭
生
石
出
徒
配
。
自
他
漸
漸
生
茅
草
、

家
口
常
憂
悩
。 

（
訓
読
）
門
前
の
土
堆

人
の
背
の
如
く
に
し
て
、
上

頭
に
石
を
生
ず
れ
ば
、
徒
配
を
出い

だ

す
。
自
他

漸
漸

ぜ
ん
ぜ
ん

と

し
て
茅ぼ

う

草そ
う

を
生
じ
、
家か

口こ
う

常
に
憂
悩

ゆ
う
の
う

す
。 

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
の
土
盛
り
が
人
の
背
の
よ
う
で
あ
り
、
上
部
に
石
が
出

て
い
る
と
、
（
そ
の
家
は
）
配
流
の
憂
き
目
に
あ
う
。
家
の
内
外
に
次
第
に
茅

ち
が
や

が
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び
で
き
な
い
。
死
に
別
れ
た
り
生
き
別
れ
た
り
し
て
、
ま
こ
と
に
苦
し
む
こ
と
に

な
る
。
門
前
に
こ
の
形
が
あ
る
の
は
、
吉
兆
で
は
な
い
。 

 

四
十
．（
原
文
）
左
邊
七
字
須
端
正
、
方
斷
財
山
定
。
或
然
一
似
死
鴨
形
、
日
日
閙

相
爭
。 

（
訓
読
）
左
邊
に
七
の
字
の
須ひ

げ

（
鬚
）

端
正
な
ら
ば
、
方ま

さ

に
斷
じ
て
財
山
定
ま
る
。
或あ

る

然い

は
一い

つ

に
死
せ
る
鴨
の
形
に

似
ば
、
日
日
閙

さ
わ
が

し
く
相
い
爭
う
。 

（
通
釈
）
（
家
の
）
左
側
に
七
の
字
の
よ
う
な
路
が
あ
り
、
（
そ
の
）
払
い
の
画
が

き
ち
ん
と
整
っ
て
い
れ
ば
、
ま
さ
に
必
ず
財
産
の
山
を
き
づ
く
よ
う
に
な
る
。
あ

る
い
は
、
も
し
路
が
死
ん
だ
鴨
の
形
に
似
て
い
る
と
、
日
々
騒
が
し
く
、
相
い
争

う
こ
と
に
な
る
。 

。 

四
十
一
．（
原
文
）
土
堆
似
人
欄
路
抵
、
自
縊
、
不
由
賢
。
若
在
田
中
、
却
是
牛
（
吉
）
。

名
為
印
綬
、
保
千
年
。 

（
訓
読
）
土
堆

人
に
似
て
欄ら

ん

路ろ

抵あ
た

る
。
自

み
ず
か

ら
縊く

く

ら
ば
、

賢
に
由
ら
ず
。
若も

し
田で

ん

中
ち
ゆ
う

に
在
ら
ば
、
却

か
え
つ

て
是
れ
吉
。

名
づ
け
て
印い

ん

綬じ
ゆ

と
為
し
、
千
年
を
保
つ
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
土
盛
り
が
人
の
形
に
似
て
お
り
、
手
す
り
つ
き
の
路
が
あ

た
っ
て
い
る
。
（
そ
れ
が
）
自
分
の
首
を
く
く
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
ば
、
（
そ
の
家

の
人
は
）
賢
明
で
は
な
い
。（
も
し
土
盛
り
が
）
田
の
中
に
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）

か
え
っ
て
吉
で
あ
る
。
そ
れ
を
名
づ
け
て
「
印
綬
」
と
い
い
、（
家
人
は
印
綬
を
授

か
る
身
分
を
）
千
年
保
つ
こ
と
に
な
る
。 

 

四
十
二
．（
原
文
）
若
見
門
前
七
字
去
、
斷
作
辨
金
路
。
其
家
富
貴
足
錢
財
、
金
玉

似
山
堆
。 

（
訓
読
）
若も

し
門
前
に
七
字
の
去
る
を
見
ば
、
斷だ

ん

じ
て

辨
金
路
と
作な

す
。
其
の
家

富
貴
に
し
て
錢
財
を
足
ら

す
。
金き

ん

玉
ぎ
よ
く

は
山さ

ん

堆た
い

の
似ご

と

し
。 

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
七
の
字
の
形
を
し
た
路
が
伸
び
て
い
る
と
、
必

ず
「
弁
金
路
（
金
銀
財
宝
を
集
め
る
路
）
」
と
な
る
。
そ
の
家
は
富
貴
で
十
分
な
財

産
を
蓄
え
る
。
金
銀
宝
玉
が
山
の
よ
う
に
堆
積
す
る
。 

 

四
十
三
．
（
原
文
）
門
前
土
堆
如
人
背
、
上
頭
生
石
出
徒
配
。
自
他
漸
漸
生
茅
草
、

家
口
常
憂
悩
。 

（
訓
読
）
門
前
の
土
堆

人
の
背
の
如
く
に
し
て
、
上

頭
に
石
を
生
ず
れ
ば
、
徒
配
を
出い

だ

す
。
自
他

漸
漸

ぜ
ん
ぜ
ん

と

し
て
茅ぼ

う

草そ
う

を
生
じ
、
家か

口こ
う

常
に
憂
悩

ゆ
う
の
う

す
。 

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
の
土
盛
り
が
人
の
背
の
よ
う
で
あ
り
、
上
部
に
石
が
出

て
い
る
と
、
（
そ
の
家
は
）
配
流
の
憂
き
目
に
あ
う
。
家
の
内
外
に
次
第
に
茅

ち
が
や

が

 36 

び
で
き
な
い
。
死
に
別
れ
た
り
生
き
別
れ
た
り
し
て
、
ま
こ
と
に
苦
し
む
こ
と
に

な
る
。
門
前
に
こ
の
形
が
あ
る
の
は
、
吉
兆
で
は
な
い
。 

 

四
十
．（
原
文
）
左
邊
七
字
須
端
正
、
方
斷
財
山
定
。
或
然
一
似
死
鴨
形
、
日
日
閙

相
爭
。 

（
訓
読
）
左
邊
に
七
の
字
の
須ひ

げ

（
鬚
）

端
正
な
ら
ば
、
方ま

さ

に
斷
じ
て
財
山
定
ま
る
。
或あ

る

然い

は
一い

つ

に
死
せ
る
鴨
の
形
に

似
ば
、
日
日
閙

さ
わ
が

し
く
相
い
爭
う
。 

（
通
釈
）
（
家
の
）
左
側
に
七
の
字
の
よ
う
な
路
が
あ
り
、
（
そ
の
）
払
い
の
画
が

き
ち
ん
と
整
っ
て
い
れ
ば
、
ま
さ
に
必
ず
財
産
の
山
を
き
づ
く
よ
う
に
な
る
。
あ

る
い
は
、
も
し
路
が
死
ん
だ
鴨
の
形
に
似
て
い
る
と
、
日
々
騒
が
し
く
、
相
い
争

う
こ
と
に
な
る
。 

。 

四
十
一
．（
原
文
）
土
堆
似
人
欄
路
抵
、
自
縊
、
不
由
賢
。
若
在
田
中
、
却
是
牛
（
吉
）
。

名
為
印
綬
、
保
千
年
。 

（
訓
読
）
土
堆

人
に
似
て
欄ら

ん

路ろ

抵あ
た

る
。
自

み
ず
か

ら
縊く

く

ら
ば
、

賢
に
由
ら
ず
。
若も

し
田で

ん

中
ち
ゆ
う

に
在
ら
ば
、
却

か
え
つ

て
是
れ
吉
。

名
づ
け
て
印い

ん

綬じ
ゆ

と
為
し
、
千
年
を
保
つ
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
土
盛
り
が
人
の
形
に
似
て
お
り
、
手
す
り
つ
き
の
路
が
あ

た
っ
て
い
る
。
（
そ
れ
が
）
自
分
の
首
を
く
く
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
ば
、
（
そ
の
家

の
人
は
）
賢
明
で
は
な
い
。（
も
し
土
盛
り
が
）
田
の
中
に
あ
る
と
、（
そ
の
家
は
）

か
え
っ
て
吉
で
あ
る
。
そ
れ
を
名
づ
け
て
「
印
綬
」
と
い
い
、（
家
人
は
印
綬
を
授

か
る
身
分
を
）
千
年
保
つ
こ
と
に
な
る
。 

 

四
十
二
．（
原
文
）
若
見
門
前
七
字
去
、
斷
作
辨
金
路
。
其
家
富
貴
足
錢
財
、
金
玉

似
山
堆
。 

（
訓
読
）
若も

し
門
前
に
七
字
の
去
る
を
見
ば
、
斷だ

ん

じ
て

辨
金
路
と
作な

す
。
其
の
家

富
貴
に
し
て
錢
財
を
足
ら

す
。
金き

ん

玉
ぎ
よ
く

は
山さ

ん

堆た
い

の
似ご

と

し
。 

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
七
の
字
の
形
を
し
た
路
が
伸
び
て
い
る
と
、
必

ず
「
弁
金
路
（
金
銀
財
宝
を
集
め
る
路
）
」
と
な
る
。
そ
の
家
は
富
貴
で
十
分
な
財

産
を
蓄
え
る
。
金
銀
宝
玉
が
山
の
よ
う
に
堆
積
す
る
。 

 

四
十
三
．
（
原
文
）
門
前
土
堆
如
人
背
、
上
頭
生
石
出
徒
配
。
自
他
漸
漸
生
茅
草
、

家
口
常
憂
悩
。 

（
訓
読
）
門
前
の
土
堆

人
の
背
の
如
く
に
し
て
、
上

頭
に
石
を
生
ず
れ
ば
、
徒
配
を
出い

だ

す
。
自
他

漸
漸

ぜ
ん
ぜ
ん

と

し
て
茅ぼ

う

草そ
う

を
生
じ
、
家か

口こ
う

常
に
憂
悩

ゆ
う
の
う

す
。 

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
の
土
盛
り
が
人
の
背
の
よ
う
で
あ
り
、
上
部
に
石
が
出

て
い
る
と
、
（
そ
の
家
は
）
配
流
の
憂
き
目
に
あ
う
。
家
の
内
外
に
次
第
に
茅

ち
が
や

が
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生
え
（
没
落
す
る
）
よ
う
に
な
り
、
家
人
は
常
に
憂
い
や
苦
し
み
に
み
ま
わ
れ
る
。

四
十
四
．（
原
文
）
右
邊
墻
路
如
直
出
、
時
時
叫
寃
屈
。
怨
嫌
無
好
大
（
丈
）

夫
鬼
（
兒
）、
代
代
出
生
離
。

（
訓
読
）
右
邊
の
墻
し
よ
う

路ろ　

直
ち
よ
く

出し
ゆ
つす
る
が
如ご

と

き
は
、
時

時　

寃え
ん

屈く
つ

を
叫
ぶ
。
怨え

ん

嫌け
ん

し
て
好こ

う

丈じ
よ
う

夫ふ

の
児こ

無
く
、
代

代　

生
離
を
出
だ
す
。

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
右
側
の
土
壁
沿
い
に
囲
い
の
あ
る
路
が
真
っ
直
ぐ
走
っ
て

い
る
と
、（
そ
の
家
は
）
い
つ
も
無
実
の
罪
を
訴
え
る
よ
う
に
な
る
。
怨
み
や
つ
ら

み
ば
か
り
で
好
男
子
は
出
ず
、
代
々
生
き
離
れ
に
な
る
者
を
出
す
。

四
十
五
．（
原
文
）
門
前
土
墻
如
曲
尺
、
進
契
人
家
吉
。
或
然
曲
尺
向
外
長
、

妻
婿
哭
分
張
。

（
訓
読
）
門
前
の
土ど

墻し
よ
う　

曲か
ね

尺じ
や
くの

如
き
は
、
進
ん
で

人
家
と
契ち
ぎ

り
て
吉
な
り
。
或あ

る

然い

は
曲
尺　

外
に
向
い
て

長
け
れ
ば
、
妻さ
い

婿せ
い　

哭こ
く

し
て
分
張
す
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
の
土
塀
が
曲
尺
の
よ
う
だ
と
、（
そ
の
家
で
は
）
進
ん

で
よ
そ
の
家
と
交
際
し
て
吉
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
も
し
曲
尺
が
外
に
向
か
っ
て
長

く
の
び
て
い
る
と
、
妻
と
む
こ
は
泣
い
て
け
ん
か
ば
か
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

お
わ
り
に

こ
の
訳
注
で
は
、
ま
ず
最
初
に
「
魯
班
仙
師
源
流
」
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
こ
で

は
魯
班
と
い
う
人
物
の
経
歴
と
、
彼
が
古
く
か
ら
工
匠
の
世
界
で
尊
崇
さ
れ
て
き

た
所
以
を
述
べ
る
。
ま
た
『
魯
班
経
』
が
著
述
さ
れ
た
明
代
に
は
、
魯
班
を
祀

る
霊
廟
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
扁
額
に
は
「
魯
班
門
」
と
記
さ
れ
て
「
待
詔
輔
国

太
師
北
成
候
」
の
封
号
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
、
春
と
秋
の
祭
祀
に
は
、
牛
・
羊
・

豚
を
供
え
る
太
牢
の
儀
礼
を
用
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
と
り
あ
げ
た
「
靈
驅
解
法
洞
明
真
言
秘
書
」
で
は
、
建
築
を
執
り
行

う
際
、棟
梁
を
中
心
と
し
た
工
匠
の
修
祓
の
儀
式
の
内
容
を
挙
げ
る
が
、上
梁
（
棟

上
げ
）
に
用
い
る
対
聯
の
由
来
を
、
唐
の
李
淳
風
、
袁
天
罡
、
唐
の
皇
帝
、
太
宗

の
逸
話
に
も
と
づ
い
て
述
べ
る
。

古
来
中
国
で
は
、
家
屋
な
ど
の
造
営
に
お
け
る
上
梁
（
棟
上
げ
）
の
時
、「
上

梁
正
遇
紫
微
星
」、「
立
柱
喜
逢
黄
道
日
」
な
ど
の
七
文
字
の
め
で
た
い
対
句
を

書
き
、
両
柱
に
「
対つ
い

聯れ
ん

」
と
し
て
貼
る
習
俗
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
大お

お

梁ば
り

に
は
横お

う

額が
く

と
し
て
、「
上
梁
大
吉
」
の
よ
う
な
四
文
字
の
吉
句
を
貼
っ
た
。
そ
し
て
、「
上

梁
」
の
日
は
暦
注
を
み
て
、「
黄
道
吉
日
」
な
ど
の
吉
日
を
選
ん
だ
。
儀
式
で
は

「
上
梁
歌
」
を
唄
い
、
祭
神
に
供
え
物
を
捧
げ
た
。
こ
れ
ら
を
行
う
こ
と
で
、
工

事
が
と
ど
こ
お
り
な
く
進
ん
で
家
の
普
請
が
お
わ
り
、
そ
の
家
に
住
む
家
人
の
末

長
い
平
安
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代
中
国
で
は
こ
う
し
た
習
俗
が
行
わ
れ
る
こ
と
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生
え
（
没
落
す
る
）
よ
う
に
な
り
、
家
人
は
常
に
憂
い
や
苦
し
み
に
み
ま
わ
れ
る
。 

 

四
十
四
．（
原
文
）
右
邊
墻
路
如
直
出
、
時
時
叫
寃
屈
。
怨
嫌
無
好
大
（
丈
）
夫
鬼

（
兒
）
、
代
代
出
生
離
。 

（
訓
読
）
右
邊
の
墻

し
よ
う

路ろ

直
ち
よ
く

出
し
ゆ
つ

す
る
が
如ご

と

き
は
、
時
時

寃え
ん

屈く
つ

を
叫
ぶ
。
怨え

ん

嫌け
ん

し
て
好こ

う

丈
じ
よ
う

夫ふ

の
児こ

無
く
、
代
代

生

離
を
出
だ
す
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
右
側
の
土
壁
沿
い
に
路
が
真
っ
直
ぐ
走
っ
て
い
る
と
、（
そ

の
家
は
）
い
つ
も
無
実
の
罪
を
訴
え
る
よ
う
に
な
る
。
怨
み
や
つ
ら
み
ば
か
り
で

好
男
子
は
出
ず
、
代
々
生
き
離
れ
に
な
る
者
を
出
す
。 

 

四
十
五
．（
原
文
）
門
前
土
墻
如
曲
尺
、
進
契
人
家
吉
。
或
然
曲
尺
向
外
長
、
妻
婿

哭
分
張
。 

（
訓
読
）
門
前
の
土
墻

曲か
ね

尺
じ
や
く

の
如
き
は
、
進
ん
で
人
家

と
契ち

ぎ

り
て
吉
な
り
。
或あ

る

然い

は
曲
尺

外
に
向
い
て
長
け
れ

ば
、
妻さ

い

婿せ
い

哭こ
く

し
て
分
張
す
。 

（
通
釈
）
（
家
の
）
門
前
の
土
塀
が
曲
尺
の
よ
う
だ
と
、
（
そ
の
家
で
は
）
進
ん
で

よ
そ
の
家
と
交
際
し
て
吉
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
も
し
曲
尺
が
外
に
向
か
っ
て
長

く
の
び
て
い
る
と
、
妻
と
む
こ
は
泣
い
て
け
ん
か
ば
か
り
す
る
よ
う
に
な
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

こ
の
訳
注
で
は
、
ま
ず
最
初
に
「
魯
班
仙
師
源
流
」
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
こ
で

は
魯
班
と
い
う
人
物
の
経
歴
と
、
彼
が
古
く
か
ら
工
匠
の
世
界
で
尊
崇
さ
れ
て
き

た
所
以
を
述
べ
る
。
ま
た
『
魯
班
經
』
が
著
述
さ
れ
た
明
代
に
は
、
魯
班
を
祀
る

霊
廟
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
扁
額
に
は
「
魯
班
門
」
と
記
さ
れ
て
「
待
詔
輔
国
太
師

北
成
候
」
の
封
号
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
、
春
と
秋
の
祭
祀
に
は
、
牛
・
羊
・
豚
を

供
え
る
太
牢
の
儀
礼
を
用
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。 

つ
ぎ
に
と
り
あ
げ
た
「
靈
驅
解
法
洞
明
真
言
秘
書
」
で
は
、
建
築
を
執
り
行
う

際
、
棟
梁
を
中
心
と
し
た
工
匠
の
修
祓
の
儀
式
の
内
容
を
挙
げ
る
が
、
上
梁
（
棟

上
げ
）
に
用
い
る
対
聯
の
由
来
を
、
唐
の
李
淳
風
、
袁
天
罡
、
唐
の
皇
帝
、
太
宗

の
逸
話
に
も
と
づ
い
て
述
べ
る
。 

古
来
中
国
で
は
、
家
屋
な
ど
の
造
営
に
お
け
る
上
梁
（
棟
上
げ
）
の
時
、「
上
梁

正
遇
紫
微
星
」
、「
立
柱
喜
逢
黄
道
日
」
な
ど
の
七
文
字
の
め
で
た
い
対
句
を
書
き
、

両
柱
に
「
対
聯
（
つ
い
れ
ん
）
」
と
し
て
貼
る
習
俗
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
大
梁
（
お

お
ば
り
）
に
は
「
横
批
（
ほ
ん
ぴ
）
」
と
し
て
、
「
上
梁
大
吉
」
の
よ
う
な
四
文
字

の
吉
句
を
貼
っ
た
。
そ
し
て
、
「
上
梁
」
の
日
は
暦
注
を
み
て
、
「
黄
道
吉
日
」
な

ど
の
吉
日
を
撰
ん
だ
。
儀
式
で
は
「
上
梁
歌
」
を
唄
い
、
祭
神
に
供
え
物
を
捧
げ

た
。
こ
れ
ら
を
行
う
こ
と
で
、
工
事
が
と
ど
こ
お
り
な
く
進
ん
で
家
の
普
請
が
お

わ
り
、
そ
の
家
に
住
む
家
人
の
末
長
い
平
安
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代
中
国
で
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生
え
（
没
落
す
る
）
よ
う
に
な
り
、
家
人
は
常
に
憂
い
や
苦
し
み
に
み
ま
わ
れ
る
。 

 
四
十
四
．（
原
文
）
右
邊
墻
路
如
直
出
、
時
時
叫
寃
屈
。
怨
嫌
無
好
大
（
丈
）
夫
鬼

（
兒
）
、
代
代
出
生
離
。 

（
訓
読
）
右
邊
の
墻

し
よ
う

路ろ

直
ち
よ
く

出
し
ゆ
つ

す
る
が
如ご

と

き
は
、
時
時

寃え
ん

屈く
つ

を
叫
ぶ
。
怨え

ん

嫌け
ん

し
て
好こ

う

丈
じ
よ
う

夫ふ

の
児こ

無
く
、
代
代

生

離
を
出
だ
す
。 

（
通
釈
）（
家
の
前
の
）
右
側
の
土
壁
沿
い
に
路
が
真
っ
直
ぐ
走
っ
て
い
る
と
、（
そ

の
家
は
）
い
つ
も
無
実
の
罪
を
訴
え
る
よ
う
に
な
る
。
怨
み
や
つ
ら
み
ば
か
り
で

好
男
子
は
出
ず
、
代
々
生
き
離
れ
に
な
る
者
を
出
す
。 

 

四
十
五
．（
原
文
）
門
前
土
墻
如
曲
尺
、
進
契
人
家
吉
。
或
然
曲
尺
向
外
長
、
妻
婿

哭
分
張
。 

（
訓
読
）
門
前
の
土
墻

曲か
ね

尺
じ
や
く

の
如
き
は
、
進
ん
で
人
家

と
契ち

ぎ

り
て
吉
な
り
。
或あ

る

然い

は
曲
尺

外
に
向
い
て
長
け
れ

ば
、
妻さ

い

婿せ
い

哭こ
く

し
て
分
張
す
。 

（
通
釈
）
（
家
の
）
門
前
の
土
塀
が
曲
尺
の
よ
う
だ
と
、
（
そ
の
家
で
は
）
進
ん
で

よ
そ
の
家
と
交
際
し
て
吉
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
も
し
曲
尺
が
外
に
向
か
っ
て
長

く
の
び
て
い
る
と
、
妻
と
む
こ
は
泣
い
て
け
ん
か
ば
か
り
す
る
よ
う
に
な
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

こ
の
訳
注
で
は
、
ま
ず
最
初
に
「
魯
班
仙
師
源
流
」
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
こ
で

は
魯
班
と
い
う
人
物
の
経
歴
と
、
彼
が
古
く
か
ら
工
匠
の
世
界
で
尊
崇
さ
れ
て
き

た
所
以
を
述
べ
る
。
ま
た
『
魯
班
經
』
が
著
述
さ
れ
た
明
代
に
は
、
魯
班
を
祀
る

霊
廟
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
扁
額
に
は
「
魯
班
門
」
と
記
さ
れ
て
「
待
詔
輔
国
太
師

北
成
候
」
の
封
号
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
、
春
と
秋
の
祭
祀
に
は
、
牛
・
羊
・
豚
を

供
え
る
太
牢
の
儀
礼
を
用
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。 

つ
ぎ
に
と
り
あ
げ
た
「
靈
驅
解
法
洞
明
真
言
秘
書
」
で
は
、
建
築
を
執
り
行
う

際
、
棟
梁
を
中
心
と
し
た
工
匠
の
修
祓
の
儀
式
の
内
容
を
挙
げ
る
が
、
上
梁
（
棟

上
げ
）
に
用
い
る
対
聯
の
由
来
を
、
唐
の
李
淳
風
、
袁
天
罡
、
唐
の
皇
帝
、
太
宗

の
逸
話
に
も
と
づ
い
て
述
べ
る
。 

古
来
中
国
で
は
、
家
屋
な
ど
の
造
営
に
お
け
る
上
梁
（
棟
上
げ
）
の
時
、「
上
梁

正
遇
紫
微
星
」
、「
立
柱
喜
逢
黄
道
日
」
な
ど
の
七
文
字
の
め
で
た
い
対
句
を
書
き
、

両
柱
に
「
対
聯
（
つ
い
れ
ん
）
」
と
し
て
貼
る
習
俗
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
大
梁
（
お

お
ば
り
）
に
は
「
横
批
（
ほ
ん
ぴ
）
」
と
し
て
、
「
上
梁
大
吉
」
の
よ
う
な
四
文
字

の
吉
句
を
貼
っ
た
。
そ
し
て
、
「
上
梁
」
の
日
は
暦
注
を
み
て
、
「
黄
道
吉
日
」
な

ど
の
吉
日
を
撰
ん
だ
。
儀
式
で
は
「
上
梁
歌
」
を
唄
い
、
祭
神
に
供
え
物
を
捧
げ

た
。
こ
れ
ら
を
行
う
こ
と
で
、
工
事
が
と
ど
こ
お
り
な
く
進
ん
で
家
の
普
請
が
お

わ
り
、
そ
の
家
に
住
む
家
人
の
末
長
い
平
安
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代
中
国
で
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は
少
な
く
な
っ
た
が
、
近
年
で
は
、
こ
れ
ら
の
伝
統
的
習
俗
が
見
直
さ
れ
る
傾
向

が
う
か
が
え
る
。　

こ
れ
ら
の
習
俗
は
、
日
本
で
も
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
中
国
の
工
匠

の
な
か
で
は
魯
班
が
尊
崇
さ
れ
た
が
、
日
本
で
は
江
戸
時
代
の
宮
大
工
の
あ
い
だ
に

お
い
て
、
法
隆
寺
の
建
立
を
命
じ
た
聖
徳
太
子
が
尊
崇
さ
れ
た
。
ま
た
、
古
く
か

ら
建
築
を
と
り
行
な
う
際
、
大
工
の
棟
梁
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
を
執
り
行
な
っ

て
き
た
が
、
こ
と
に
棟
上
げ
の
儀
式
は
、
現
代
に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
魯
班
先
師
秘
符
」
で
は
、
家
屋
を
造
営
す
る
際
の
儀
式
に
あ
た
っ
て
、

木
匠
（
大
工
）
や
石
匠
（
石
工
）、泥
水
匠
（
左
官
）、も
ろ
も
ろ
の
工
匠
た
ち
が
、

故
意
に
蠱
毒
や
魘
魅
で
（
そ
の
家
屋
の
）
主
人
に
災
禍
を
も
た
ら
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
留
意
す
る
と
あ
る
。
宋
の
孔
平
仲
撰
『（
孔
子
）
談
苑
』
に
、「
家
屋
を

造
営
す
る
と
き
、（
家
の
）
主
人
が
工
匠
を
い
た
わ
ら
な
い
と
、
工
匠
は
（
あ
る
）

方
法
を
用
い
て
主
人
に
呪
い
を
か
け
る
。（
そ
れ
は
）
木
の
上
の
部
分
を
鋭
く
し
て

下
の
部
分
を
大
き
く
す
る
、
こ
う
し
て
大
き
な
木
を
削
っ
て
小
さ
く
し
た
も
の
を
、

倒
さ
ま
に
し
て（
宅
地
内
に
）突
き
刺
し
て
お
く
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
凶
で
あ
る
。

サ
イ
カ
チ
の
木
で
入
口
の
門
を
作
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
凶
で
あ
る
。（
造
屋
主

人
不
恤
匠
者
、
則
匠
者
以
法
魇
主
人
。
木
上
鋭
下
壮
、
乃
削
大
就
小
倒
植
之
。

如
是
者
凶
。
以
皂
角
木
作
門
関
。
如
是
者
凶
。）」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
施

主
と
工
匠
の
人
間
関
係
に
も
配
慮
し
た
の
で
あ
る
。

家
に
も
た
ら
す
災
禍
を
防
ぐ
も
の
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
禳
解
類
も
紹
介
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、「
瓦
将
軍
」
や
「
獣
牌
」
は
、
隣
家
の
屋
根
の
頂
き
や
屋
根

の
傾
き
の
尖
っ
た
部
分
な
ど
が
自
分
の
家
の
ほ
う
に
向
っ
て
射
る
形
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
防
御
す
る
た
め
に
設
置
し
、
そ
の
邪
気
を
忌
避
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

ほ
か
に
、「
倒
鏡
」
「
飛
虎
将
軍
」
な
ど
も
同
じ
目
的
で
用
い
ら
れ
た
。

「
泰
山
石
敢
當
」
も
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
道
の
つ
き
あ
た
る
と
こ
ろ
や

門
に
置
く
こ
と
が
多
い
。
こ
の
泰
山
は
中
国
の
五
岳
の
う
ち
の
東
岳
で
あ
り
、
そ

の
神
、
泰
山
府
君
は
人
の
生
死
を
つ
か
さ
ど
る
と
さ
れ
た
が
、
そ
う
し
た
霊
力
に

あ
や
か
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
が
習
俗
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
中
国
か

ら
東
ア
ジ
ア
に
広
く
伝
播
し
、
沖
縄
で
は
こ
の
習
俗
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
居
宅
内
に
お
い
て
避
け
る
べ
き
符
や
飾
り
物
、
ま
た
吉
祥
の
符
も
と
り
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
居
宅
内
に
置
く
と
よ
い
と
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
松

枝
は
家
の
主
人
の
長
寿
を
、
竹
の
葉
に
大
吉
、
太
平
、
平
安
と
書
写
し
た
も
の
は
、

吉
祥
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
冬
で
も
青
々
と
し

た
緑
を
し
て
い
る
こ
と
で
、
吉
祥
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
た
。

住
ま
い
は
、
古
く
か
ら
人
の
長
寿
と
深
く
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

人
々
は
種
々
の
方
法
、
手
段
を
用
い
、
邪
気
を
祓
い
、
凶
を
除
き
、
吉
福
を
得
る

こ
と
を
求
め
た
が
、
工
匠
は
、
そ
こ
に
深
く
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。


